
イスラエル王朝時代の 宗教の研究 

ィ
ス
ラ
 ェ
ル
民
族
が
王
朝
を
形
成
し
た
の
は
、
史
上
二
回
 、
前
一
一
世
紀
 2
 所
六
世
紀
 と
 前
一
四
一
年
 2
 前
 六
二
一
 
年
 
（
所
謂
ハ
ス
モ
ン
 

朝
時
代
と
称
す
る
。
王
朝
）
で
あ
る
。
前
者
は
 

々
ス
ラ
 ェ
ル
民
族
が
そ
の
歴
 更
 に
お
い
て
最
も
繁
栄
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
般
に
こ
の
 時
代
を
 ィ
ス
ラ
エ
 ル
玉
 

ィ
ス
ラ
エ
 ル
王
朝
時
代
の
宗
教
の
史
料
と
し
て
は
、
 

一
 、
セ
ー
ヴ
ィ
ス
ト
史
料
（
 J
 １
節
九
世
紀
に
成
立
）
 及
 び
 エ
ロ
ヒ
ス
ト
史
料
（
 E
 １
所
八
世
紀
に
成
立
）
 

二
 、
申
台
記
 法
 
（
 
D
 １
所
六
二
二
年
、
 コ
 シ
ア
王
に
よ
っ
 て
 制
定
）
 

三
 、
所
謂
 捕
囚
 前
予
言
者
 書
 即
ち
ア
モ
ス
、
ホ
セ
ア
 、
イ
 ヱ
サ
ヤ
 （
第
一
 イ
ヱ
サ
ヤ
 ）
、
ミ
カ
 、
ナ
 フ
ム
、
ハ
バ
 ク
ク
、
セ
 フ
ァ
ン
 ヤ
、
 

イ
ヱ
 レ
ミ
ア
 、
エ
 ゼ
キ
エ
ル
（
 前
 五
八
 セ
任
 以
前
の
部
 分
 ）
の
諸
善
 

㏄
 
)
 

鮭
 

四
 、
列
正
紀
 等
 

 
 

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
 

主
日
 

白
田
 

Ⅴ
Ⅰ
 

大
 

イ
ス
ラ
エ
 ノ
ン
 
王
 朝 
時 
代 
の 
亡 

示弘鉄 

の 

研 
究 

烹
 。 億
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よ 予 

言者 改め 

神 ア 
は モ 
生 ス 

  
前亡 甘 くと （ 
  
年 

べ頃 エ ） 
か は   
    
  
テル 友 の 

        

  
ど目 
  

四） @/ （     
  

わ   は 課 し 纏 パ   
道上 的極加 の 二て献は露捷了 をな はるこ ヴィ 場 影響 めて 的部 頃の 直接 直 る で、 
も 

達 と 対 的 る そ て 料     に こ こ は は 
括 出 す で と に ゐ 、   その 躍 戊 した 来る有 しかなる法律 は出来 いくら ナ し よ、 。 
持 力 で い な か し 立 
ィ犬 な あ 。 ぃ は か は （に の宗教 土 従 史料で る 。 ヤ l 従 反映 し、 ヴ つ し 白 玉 
事 あ っ ィ て て 来 朝 

ス 、 ゐ の 時 て 情を る。 @ こ る 幾 代 
    史 れ こ っ で 
接   料 ら と か あ 
  ヰふ @@ 及 の も の る       び 支 考 伝 が 
  工 科 へ 承   

山、 /   ロ が ら を 物 
これ 又は         ヒ わ れ 王 語 
を 待 て   
手 玉 を 年 ス トね れる朝の 。 時内 
浅系 "@" 浅   の 史 れ し 代 容 
り 。   料 の か に は 



印
が
 ホ
セ
ア
に
認
め
ら
れ
る
。
 

(
 
嫡
 
)
 

 
 

堅
石
柱
を
美
し
く
し
（
 一
 
0
 ノ
 一
）
、
金
銀
を
以
て
像
を
 
鋳
 
（
 三
ブ
 
二
八
 ノ
 四
）
 、
 
 
 

 
 
そ
の
た
く
み
に
し
た
が
っ
て
偶
像
を
彫
り
作
り
（
一
一
一
 

ブ
 二
 、
一
一
 ノ
 二
）
、
こ
れ
に
香
を
焚
き
（
一
一
 ノ
 二
）
 、
犠
 牲
 を
さ
さ
げ
二
三
 ノ
 

 
 

信
仰
を
非
難
し
た
言
葉
が
多
く
見
ら
れ
る
。
 

時
 
朝
 

偶
像
に
つ
い
て
、
祭
壇
、
 社
廟
 に
つ
い
て
、
ま
た
 、
山
、
岡
、
樹
木
等
と
結
び
つ
い
た
バ
ア
ル
信
仰
に
つ
 い
て
、
激
し
い
怒
り
の
舌
口
業
 

王
 

宗教     の 研究 

@e:  し 
至 い 
る 怒   
と る 
告 伝 
げ へ 
て   

ゐ 神 
8 割 

（ の 

  
  を 
述 

べ 

慣 
の 

神 
像 
iC 
仕 
へ 
た 
サ 
マ 
  
ア 

の 

7 玉 

民 
は 
  
ヤ 
  
ウ 
  
の 

怒 
  
の 

激 
し 

さ 
id 
  
れ 
戦 
{ 

と
 警
め
、
ま
た
、
ベ
テ
ル
 と
ギ
 ル
ガ
ル
と
は
必
ず
滅
亡
 す
る
故
に
「
ベ
テ
ル
を
求
む
る
な
か
れ
、
 ギ
 ル
ガ
ル
に
 往
 く
な
か
れ
、
 ベ
エ
 ル
 シ
 

ヱ
バ
 に
赴
く
な
か
れ
」
（
 五
ノ
 五
）
と
警
め
た
。
 

ホ
セ
ア
（
 前
セ
五
 0
 年
頃
）
も
ま
た
、
ベ
テ
ル
を
非
難
し
 （
」
ハ
 

ツ
一
 0
 ）
、
「
彼
等
が
凡
て
の
悪
は
 ギ
 ル
ガ
ル
に
 あ
 り
 」
（
 九
ノ
 一
五
）
 
と
 

糾
弾
 し
、
 「
 ギ
 ル
ガ
ル
に
往
く
勿
れ
 、
 」
（
 四
ノ
 一
五
）
 
と
 戒
め
て
ゐ
る
。
 

こ
れ
ら
の
町
に
於
て
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
と
共
に
前
 サ
 ハ
 ウ
ェ
 的
 宗
教
（
 サ
 ハ
ウ
 ニ
 以
前
の
宗
教
）
一
般
に
 は
 バ
ア
ル
信
仰
 と
言
 

は
れ
て
来
た
も
残
存
し
て
 ぬ
 た
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
 

l
-
 

こ
を
以
て
、
純
一
な
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
を
主
張
し
て
や
ま
 な
か
っ
た
予
言
者
達
は
 

こ
れ
ら
の
町
を
徹
底
的
に
非
難
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
 

ホ
セ
ア
は
、
サ
マ
リ
ア
の
恒
俊
に
対
し
て
も
、
「
サ
マ
 リ
ア
 よ
 、
な
ん
 ぢ
 の
憤
は
忌
み
き
ら
 ふ
 べ
き
も
の
な
り
 」
 
穴
ノ
 五
）
と
非
難
 

し
、
 「
わ
が
怒
り
か
れ
ら
に
む
か
ひ
て
燃
ゆ
（
 八
ノ
 五
）
 。
サ
マ
リ
ア
の
憤
は
く
だ
け
て
 粉
 と
な
ら
ん
（
 八
ノ
 六
）
 」
と
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 烈
 



  

ホ
セ
ア
は
「
山
々
の
頂
に
て
犠
牲
を
献
 げ
 」
（
 四
ノ
 一
二
一
 

）
る
こ
と
を
難
じ
て
ゐ
る
。
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
け
る
 
出
獄
崇
拝
は
い
づ
れ
 

 
 

ア
ル
，
ペ
 オ
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ホ
セ
ア
は
 ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 の
み
に
対
す
る
信
仰
 

を
 求
め
た
。
当
然
一
切
の
山
 嶽
 崇
拝
は
拒
否
せ
ら
る
 べ
 き
で
あ
っ
た
（
 四
ノ
一
 三
以
下
）
。
バ
ア
ル
・
 ペ
オ
か
 も
 無
 論
 の
こ
と
で
あ
る
。
 

「
彼
ら
は
 バ
ァ
ル
 ・
 ペ
オ
の
 に
ゆ
き
て
身
を
恥
辱
に
ゆ
だ
 ね
、
憎
む
べ
き
者
と
は
な
れ
 り
 」
 
克
ノ
一
 

イ
ス
ラ
エ
ル
が
栄
え
る
ま
ま
に
祭
壇
を
ま
し
 二
 0
 ノ
一
 ）
 、
 多
く
の
祭
壇
を
造
っ
て
罪
を
犯
し
（
 八
ノ
 一
一
）
 、
 ま
た
、
「
イ
ス
ラ
 ェ
 

め
 が
己
が
造
り
主
を
忘
れ
て
も
ろ
も
ろ
の
 社
 廟
を
建
て
」
 
た
 
（
 
八
ノ
 一
四
）
こ
と
に
対
し
て
、
己
が
造
り
主
た
る
 ヤ
ハ
ウ
ェ
を
忘
れ
て
 他
 

神
に
赴
く
か
く
の
ご
と
き
不
信
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
 と
 バ
ア
ル
 と
に
仕
え
る
こ
の
「
ふ
た
 
心
 」
（
 
一
 
0
 ノ
 二
）
を
 、
神
ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 は
決
し
て
許
さ
 

な
 い
、
 「
か
れ
ら
は
二
心
を
 
ぃ
 だ
け
り
、
今
か
れ
ら
罪
せ
 ら
る
べ
し
」
（
 
一
 
0
 ノ
 二
）
 、
 神
は
そ
の
祭
壇
を
打
殿
 ち
 
二
 0
 ノ
 二
）
、
ま
た
、
 

火
を
送
っ
て
バ
ア
ル
の
 社
廟
 、
祭
壇
、
 
町
 々
を
焼
き
 亡
 す
 
（
 
八
ノ
 一
 
%
 
 、
か
く
て
す
べ
て
は
荒
廃
に
帰
し
て
「
 
い
ば
ら
と
あ
ざ
る
そ
の
 

祭
壇
の
う
へ
に
は
え
茂
ら
ん
」
（
 一
 
0
 ノ
 八
）
と
、
ホ
ア
 
セ
は
、
 
一
つ
心
の
信
仰
を
求
め
て
や
ま
ぬ
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
 
の
 決
然
た
る
裁
き
を
 告
 

げ
 て
ゐ
る
。
 

二
 、
一
一
 ノ
 二
）
 、
 憤
の
神
像
に
接
吻
せ
し
め
（
一
二
 
フ
二
 ）
、
ホ
セ
ア
は
「
 ェ
 プ
ラ
イ
ム
は
偶
像
に
む
す
び
 つ
 ら
 な
れ
 り
 」
（
 四
ノ
 一
七
）
 

と
 嘆
く
。
こ
こ
に
お
い
て
か
、
ホ
セ
ア
は
、
「
神
は
必
 ず
そ
の
堅
石
柱
を
砕
き
棄
て
る
」
（
 一
 
0
 ノ
 二
）
と
、
 神
 の
 怒
り
の
烈
し
さ
と
 神
 

の
 裁
き
の
厳
し
さ
と
に
つ
い
て
説
き
、
 ィ
ス
 シ
ェ
ル
が
 金
 銀
を
以
て
己
が
た
め
に
偶
像
を
造
る
と
雄
も
、
そ
れ
は
 「
 致
ち
 捨
て
ら
れ
ん
が
 

た
め
に
せ
し
に
こ
と
な
ら
ず
」
（
 八
ノ
 四
）
と
述
べ
る
。
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ホ
セ
ア
も
 亦
 、
「
妓
女
と
と
も
に
道
に
 惇
り
 、
 聖
娼
と
土
 （
に
献
物
を
供
ふ
る
」
 
西
ノ
 一
四
）
こ
と
を
責
め
、
「
 
悟
 ら
ざ
る
民
は
亡
ぶ
 

だ
 
ル
テ
レ
の
 

d
u
 

（
田
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
る
た
。
 

7 ニ ル 

ア
 モ
ス
は
「
父
子
共
に
一
人
の
女
に
行
き
て
わ
が
聖
君
 を
 汚
す
」
（
 
一
フ
 七
）
 と
聖
 娼
の
存
在
を
非
難
し
て
ゐ
る
   

 
 

  王朝時代の宗教の 研究 

  と ホ ん 
さ   ヤニ ー ノ ； 、 げ さ 神 セ 」 ア 
  ウ 一 く る ， ら モ 
(C ェ 五 の こ @ こ 

の Ⅹ 如 と 
ホ を ホ   
セ ，漬 セ   

っ ア   
て は る う 出 ク 

ヲ目 ゐ 人 
難   る 々 

す 様 二     
る な 一一 倍   も 
の 形 の / ニ、 像 ， り し 

バ ） @c 社   
前 月 
白目 所木 - 円 、 アた廟 ル 「 "   イ 

聖 
女 " 串 やな 樹木 

の 祭壇、 信仰も もろも 

ぎの 崇拝 

が   出獄、 存在 らめバ 

あ / ベ     
る ア百 ま @ 崇邱 アルの 切の バ 、 

      
の ゑ   ざ て わ 

み め れ 
そ 剣 劇 

  
た の 四 （   
で / 
あ 一 
る 三   イエロ の上にスラエ   は か ベ   香 
を 

乙の ア 

か一 っ ノー 
盛 口 ム 

一 /   
焚   き、 

で @ こ ま     
あ と 香 ナ " @ 
る 説 を 犠   
。 く 焚 牲 き を かは Ⅰ） / る 。 

（
 
タ
 
3
 
）
 

信
仰
と
結
び
つ
い
て
る
た
。
 

ま
た
、
ホ
セ
ア
は
「
岡
の
上
に
て
香
を
焚
く
」
（
 四
ノ
一
 三
）
所
謂
 崇
邱
 
（
 
田
ョ
単
 ）
信
仰
を
責
め
て
ゐ
る
。
 
崇
 印
信
仰
も
亦
バ
ア
ル
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二 し 

に さ 彼 人ヱ ラ は 

ス 

エ 

ノ ン 
き イ 」 ト 

で ス （ の 

  
しより ハウェ テ チ とっ Ⅰ 吾 なる 一 
エ ェ 

    
い     
よ 

な り よ 回 ス あ オ丁 ハ 
ラ り は ウ 

七さ り 「 エ   
ル ヤ 袖 な   り は ヤハ ヤ ハウ 。   ハ ヱ ウ な 

り @ たり 児を ウ の ュ ん 

二 は 挙 （ ヱ み に ぢ 
一 わ げ 一 の が っ わ 
ノ れ て 一 

頬 / 
民 放 い れ 

二 @C 
富 一 

l 済 て の 
      し Ⅰ 

す べ 
言 者 の 外 

とや 、 さ   
ふ で ホ に 

も 
と あ セ 神 

ヤ れ   こ ろ ア を 
ハ た   ろ 、 の 知 
ウ る   0 々 考 る 
ェ を と 

  
  悟ら の 子 

甘口者 ず   」 し、   
身 

ホ 「 

を屈 セ 一 。われ 目 0 コ 01 は サ ハ 的に知 

さ べ 

」（ し で に 四     
    

と   
だ一 ヤ切 @ ヤ 

  
ハ の 
ウ バ ウ 

  
ヱ ア iC 

対 よ @z イ @ @@ ロ レ 

す るも 仰罰 ・ る 笘   

つま 心 た して の 

  

て   
て ヤ 
ゐ ハ 
た ゥ 
の ェ 

信仰 であ   
。 外 
の 
  
切 
の 

異 
教 

信仰 

ま ｜ 

十目 

否 



珂
 

等
の
言
葉
は
、
こ
の
ホ
セ
ア
独
自
の
考
へ
を
示
す
も
 の
で
あ
る
。
 

㏄
 
)
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

ホ
セ
ア
に
あ
っ
て
は
、
妻
が
夫
以
外
の
男
を
愛
す
る
こ
と
 が 
「
淫
行
し
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
妻
の
座
に
ゐ
る
 女 が
｜
夫
 と
離
別
し
た
 

究
 
折
れ
た
。
 

 
 
教
 

な
ん
 ぢ
 淫
行
を
な
し
て
汝
の
神
を
離
る
（
 元
ノ
 
一
）
。
 

さ
下
 

 
 

わ
れ
 べ
 テ
ル
に
て
恐
る
べ
き
こ
と
を
見
た
り
。
か
の
と
こ
ろ
に
 て
 エ
フ
ラ
イ
ム
は
淫
行
を
お
こ
 な
ふ
 。
イ
ス
ラ
 ニ
か
 は
汚
れ
た
 
り
 
（
 
六
ノ
一
 0
 ）
。
 

 
 

か
れ
ら
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
む
か
 ひ
 貞
操
を
守
ら
ず
（
 五
ノ
セ
 Ⅰ
か
れ
 ら
 淫
行
の
霊
に
ま
 よ
 は
さ
れ
そ
の
神
の
下
を
離
れ
て
淫
行
を
 な
す
（
 四
ノ
 
一
二
、
 

時
 
朝
 

五
ノ
 四
）
 "
 

王
 

の セ 忘 あ ァ れ 
数 神 ァ れ ら 神 は ら か 
々 ヤ は 」 ラ サ 説 を く   明 春 の 

亡 J じ、 ウ す ぅ 如 
れ ヱ ハウ 憤る。 ヱ 三ノ ことか     る ま く 

。 ま ィ     IlC  ス 
ヤ ス 力 ) - フ ラ   れ ェ 

ウ エ ら ノン   食 が 

め る 
愛 愛 

に 神 
食邑 ヤ 
き ハ   ウ 

は ィ 会包 エ 

  く る 
に 亡 @ じ、 

他 エ   よ れ 神 り （ 
を は て 一 
受 神   
け ヤ   の れた。 （ 八ノ 数々 の 一 
容   四 「 を @ し ¥ 一 ヰ 
れ ゥ ） イ 亡 i ヒ、 尤 " "  -- 
た ヱ か = 一 
こ の ぶ ノ 

と ろ り 、 バ ） 
は に 仕 
「 へ 
淫 る 

  
に 道 

，一行 」 べ き よ り 

@C  で り 主 
ほ あ て る 

カ ]  る 
我 忘 

な の る れ   七 ，じ、 カ ー @   あ   / （Ⅰ   / / る 
  

と ヤ 
  一 の   

  五、 
ホ ウ       
セ ヱ = の 
ア よ 一 ソわス 「イ フ は 
@c  り 二 れ ぅ   
は 受 ） 一 エ   
老 け 

ルヰょ Ⅰ ノ @ 、 （ 袖し @@ 
  

へ た ホ れ 

ら 愛 ホ を   セ か 
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罰 ね 

ずも 、 ろサさ に は 淫 

け くか つ な 行 「のマて 淫 バリ "                   ， ら が 、 
ん ら 乙 て な 当 

な 香 の の   
こ ろ きを「 、 拝塵 

め る ギ を   
は 献 か 行 
、 げ ガ っ 
誰 、 ル た 
れ ア そ も 
で シ の の   
あ ュ 他 は な と イ ， り 

っ タ の " 食 く ス れ 
た ル 町 一 - フ 九 こ 

か テ 々 体 ひ、野 なり、 工 女桂 
。 に の 証 獣豹   こ の ル の く 、 
へ 殿 で     
る に あ な と 淫 ヤ 
里 謡 っ   

み に 
や途 

，一 打 」 ハ ウ 
娼 を でた 、 か ふ め @% エ 

  文才 @% 
べ た す 対 社 訪れ 廟や   る す 
o @ こ   

祭壇 て、   ヤ 本   ス そ 
ヤ 山 ぅみ 

ヱ つ 

ハ点 ウ 、 
ハ の   エ 「 

ウ 頂   
  よ、わ 淫行 が ひ、 によ 

る 」 

対 の れ子   
す る 上 、 汝を ィ， @h  当 

そ う す 然 
「 木 滅 し   
貞 の   と し 

誰 る 
こ く 

下で 操」 か熊 ろ 罰 を   な せ 
苛 も な ど   き ， り 

ら る 助 と 厳 れ 

  （ ア 関 の 

ル 係 従 ち 
っ て   
  
な ア し な す が   
」 等 て煮 ゐ味イ淫 る「 
（ も 
るすス待 とる ぅ 」 
考 も ェ な 

紀る 。 五ノ 七） へ の ル の 
ら で の で 
れ は 不 あ これは、 ことに 

なる ヤ 
そ る る 。 。 なく、 信を 「 
れ 一 連 

  行 故に 方に 」 
、 お と へのあり、 ェ   

ま 糸毛 セ て し 
  ア は た 
た てな は ヤ の 

  ハ は 

  「 かエ ウ イ   
れ る ス 

  ら ネ 己 う 

は り ェ 
ふ 、 ル 

た 他 が   方 方 神 

た 
  を に ゃ 
立 - い お ハ 
場 だ い ゥ 

よ け て ェ 

  り は と 
す 」 バ の 
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ろ 土 
も 地 ア     
ろ @C  モ の つ 一 モ モ 
0  社 ， ス こ ま Ⅰ ス ス 

バ廟 ア " ホ " にお とは り 、 大 ノ の拡 

ル 祭 セ 
そ 壇 ア いて 異 、 イス 三ー 判の 

の が の 

他 設 当 
の け 時 
神 ら に 
々 れ お   
が 、 ぃ 
祖 出 て 
ら 々 は 

ね め     
て頂 を 、 べ テ 
っ 多 ル 

た く 、 
。 の ギ 

そ 間 ル 
し の ガ   6 人 
て上ル 
三 木 タ     

もの " 下 ン " 
貴 等 べ   
族 に ェ     

も 、 お いシ か セ 
  

富 て ェ 専 一 二 
考 @ バ 々 " 一   

） / 一 

もつ " まサ "     マ 、祭司 リ り 
も ノ ア   
" ス 等 衆 0  フ，て 
  う の 二 以 ノ 

般 ェ 町 
民 か 々 
衆 会 を 、ノノ ノ Ⅰ 九以下、 下、三 
も 土 は 

‥ ノ 等 
ノヘ 一一 々 

@ に じ   
ィ 亙め     
ス っ 

ぅ て 多 等ヲ 々 

エ " く   
ル も の 

9  (4") 

ホ
セ
ア
は
 、
神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
し
て
忠
誠
で
な
く
、
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
罪
を
犯
し
た
も
の
と
し
て
、
 王
 
（
 
セ
ノ
五
、
 
七
ノ
七
 、
ハ
ノ
 四
 、
一
 

0
 ノ
 一
五
、
一
三
 
ノ
 一
コ
 五
ノ
コ
セ
ノ
三
 、
一
 0
 ノ
三
、
 一
 0
 ノ
七
 、
一
一
一
フ
一
 

0
 等
々
）
、
 牧
伯
 
（
 
元
ノ
 一
五
、
七
 
ノ
五
 、
七
 ノ
 コ
ハ
、
ハ
ノ
 

四
 、
七
 ノ
二
 、
三
フ
一
 0
 、
 五
ノ
一
 0
 等
々
）
、
祭
司
（
Ⅰ
 
ハ
 ツ
九
 、
一
 0
 ノ
五
 、
五
 ノ
 一
等
々
）
、
お
よ
び
、
一
般
民
衆
 
（
 一
 0
 ノ
 五
等
々
）
を
 挙
 

げ
 て
ゐ
る
。
王
も
、
 牧
伯
も
 、
祭
司
も
、
一
般
民
衆
も
 １
 つ
ま
り
、
国
を
挙
げ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
（
 八
ノ
一
 四
 、
一
 0
 ノ
一
 、
一
一
 ノ
 

二
 、
六
 ノ
一
 0
 、
 九
ノ
一
 0
 、
 四
ノ
 一
五
、
一
 
0
 ノ
ハ
 、
ハ
ノ
 一
 Ⅰ
 九
ノ
ハ
、
四
ノ
一
セ
 
等
々
）
が
 、
 も
ろ
も
ろ
の
 バ
 フ
 ル
、
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
 

等
、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
以
外
の
神
々
に
仕
へ
、
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
 対
し
て
純
一
な
信
仰
を
持
た
な
か
っ
た
と
、
ホ
セ
ア
は
 見
 た
の
で
あ
る
。
ホ
セ
ア
 

に
見
ら
れ
る
、
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
る
「
残
り
な
き
寅
の
の
 
仁
 0
 の
な
ぎ
亡
び
」
の
思
想
（
 九
ノ
 一
六
、
一
三
 
ノ
 一
六
、
一
 
二
 フ
三
、
一
 0
 ノ
 一
四
以
 

了
一
一
 
ノ
 六
等
々
）
も
、
こ
の
全
イ
ス
ラ
エ
ル
的
「
 淫
 付
 し
と
無
関
係
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
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と の / い こ @ こ 
つ と 予 こ ア おの 偶像なる 言 一 / Ⅰ） の を 0 モ 
か 述 者 や ス 

でを あ 似 が すと、 が べィ ぅ や 
や     で ホ 

き や サ あ セ 
（ 内 の っ ア 

た が と 
考 神 

  ヘ ヤ 
，り 

れ ゥ 
る ェ 
。 へ 
の 

純   
よ ナゎ @ 

信仰 

い ハ み の   ら ウ な 主 
張   @% 

二 ぇ が 基 
り Ⅱ 手 の 一ノ一 たち て ルは、サヤは警め なる磐を心スラ エ 所 非 
難 わざ、 元Ⅹ て 、地 攻 
撃 
し 

あ ェ   た 

当 

て 一 
時 
の 

イ   
も 

ス 

ラ 

エ 
ノン 

が 
の   
刀 。 
教   事 
土弓 @@ 

@ り、 々 ま   は 
荒 多 ま 

弛 く Ⅰ） のみ ノ さ 

  
五 一 

で し 

    
    
        ） 一 一 神 

) ノ ー @ こ   挙 を犯 げて 長老 ブ二一 ノこ 罪   し 

ユ 
け   

  き 
王国 予一   
て 公   （ カイ セノ 。ⅠⅠー二三二八 ノ 五ノ 一     
ヤ 

  T 

の 占事 ヲ Ⅰ 
批 ひ 十 一   

の
 
総
て
が
、
こ
れ
に
奉
仕
し
て
 ぬ
 た
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 



が
 

い
て
ぬ
 る
の
で
あ
る
。
 

 
  
 

 
 
エル王朝時代の 宗教の 

を退 耕さ 神 ね 、 
れ神けヤ て罰、   
畑 そ 異 ウ 
と れ 教 ヱ 
な は 信 の 

みを り、 死 と 仰そ 

イ 亡 の 拝 
ェ び も す 
ル で の べ 
サ あ が き 
レ る 神 で 
ム 。 ヤ あ 
は 国 ハ る 
廃 亡 ウ と 
塊 び ェ す 
と "  @C  る 
な 部 よ ィ言   
宮 ル 減 立 
の サ さ 場 

  
生 塵 く T 目 に帰すひし 0 げ 0 と共に コ （ 

る る 、 汀 

処 「 

  
、力は一 三ノ一 （ シオン ぬ ユ る   
と 枚 神 の 
、 0 割 異 

ミ 力ゑ ゆを 先約 教 

信仰 は説こ、一 れ得 
く 4 Ⅰ 3) 

而
し
て
、
こ
れ
ら
の
 

ユ
 
ダ
王
国
の
総
て
の
も
の
が
、
 

異
 
教
 
信
仰
に
お
い
て
も
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
予
言
者
 

イ
エ
 

サ
 
ヤ
か
 

ら
 
非
難
せ
ら
る
べ
き
 

も
の
を
持
っ
て
を
 

っ
 
た
だ
ら
う
こ
と
は
、
十
分
推
察
 

出
 
来
る
と
考
へ
る
。
 

予
言
者
 

ミ
カ
 

は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
打
撃
は
医
す
べ
か
ら
ざ
 

る
も
の
に
て
、
す
で
に
ユ
ダ
に
至
り
、
わ
が
民
の
門
 

イ
ヱ
 

ル
サ
レ
ム
に
ま
で
お
 

 
 

 
 

 
 



列
 三
組
下
、
二
二
、
二
三
は
申
合
計
 法
 
（
中
台
記
一
二
 ｜
 二
六
）
と
対
応
す
る
も
の
１
列
正
紀
 下
 、
二
二
、
三
二
一
 
は
コ
 シ
ア
 王
 
（
 
右
一
 

九
 １
人
 0
 匹
が
申
台
記
 法
 に
基
い
て
行
っ
た
改
革
（
 前
 六
二
二
年
）
の
歴
史
的
報
告
 ｜
と
 考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

た
だ
、
 申
 台
記
 法
 に
は
、
 例
へ
ぱ
 正
し
い
度
量
衡
（
二
五
 ノ
 三
三
ー
 ニ
ハ
 
）
、
公
正
な
裁
判
（
エ
ハ
 
ツ
 一
八
Ⅰ
 乙
 、
一
七
 ノ
ハ
｜
一
 三
、
 

一
九
 
ノ
 一
四
 
!
 二
 Ⅰ
二
四
 ノ
 一
七
、
二
五
 
ノ
一
｜
 三
）
 、
弱
 貧
者
庇
護
二
四
 ノ
 ニ
セ
、
一
四
 
ノ
 二
八
・
二
九
、
一
五
 
ノ
 一
｜
一
 
0
 故
駅
の
 年
 、
一
 

五
ノ
 一
一
、
一
五
 
ノ
 一
二
 
｜
 一
八
解
放
の
年
、
一
」
ハ
 

ツ
 一
一
、
一
 
六
ノ
 一
 二
｜
 一
五
、
二
四
 
ノ
六
 、
二
四
 ノ
一
 0
1
 一
 三
、
二
四
 ノ
 一
四
、
二
四
 
ノ
 一
七
、
 

二
四
 ノ
 一
九
、
二
四
 
ノ
二
 0
.
 三
 一
、
一
二
以
下
）
等
 と
言
ふ
や
う
 な
社
会
改
革
的
な
条
項
も
相
当
見
受
け
 う
 れ
る
が
、
 列
 正
紀
 下
 、
 

  

  
一 

ア
モ
ス
及
び
ホ
セ
ア
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
と
し
 て
 イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
内
に
お
け
る
、
彼
等
の
時
代
（
 前
 セ
六
 0
 年
 2
 玉
 0
 午
 

頃
 ）
の
異
教
信
仰
に
つ
い
て
知
る
を
得
た
。
 

ィ
ヱ
 サ
ヤ
及
び
 ミ
カ
 の
舌
口
葉
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
 
た
だ
単
に
 ィ
ス
ラ
エ
 ル
王
国
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ダ
王
国
 に
お
い
て
も
、
彼
等
 

の
時
代
（
 前
セ
四
 0
 年
頃
１
所
 セ
 0
 
一
年
）
に
、
異
教
 信
 仰
が
許
容
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
 期
間
に
 ア
 ハ
ズ
 ト
甘
 
a
z
 

王
の
時
代
（
 前
 七
四
二
ー
 セ
 二
五
）
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
 は
 極
め
て
注
目
に
価
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
 

多
く
の
偶
像
が
「
国
内
に
充
ち
」
（
 ィ
 ，
サ
ヤ
 一
ブ
 八
）
 
、
 
異
教
信
仰
の
た
め
の
祭
壇
が
 、
ユ
 ダ
に
お
い
て
も
、
 祖
ら
 ね
 、
支
配
層
の
人
々
 

を
は
じ
め
一
般
民
衆
に
至
る
ま
で
、
祭
司
す
ら
も
、
 っ
 ま
り
 ユ
 ダ
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
の
異
教
信
仰
に
参
加
し
た
 と
 考
へ
ら
れ
る
。
 

こ
の
や
う
な
状
態
は
 、
神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
の
中
心
的
神
殿
の
所
 在
地
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
お
い
て
、
代
表
的
、
典
型
的
に
 見
ら
れ
た
と
思
は
れ
 

る
 
（
 
イ
ヱ
 サ
ヤ
 一
 
0
 ノ
 一
一
参
看
）
。
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イスラ ニ ル王朝時代の 宗教 

以
下
、
列
正
紀
 
下
 、
二
二
、
二
三
に
よ
っ
て
 

、
ョ
シ
王
 
の
 改
革
 ｜
 異
教
信
仰
弾
圧
、
撲
滅
政
策
実
施
 

｜
を
 窺
う
こ
 
と
と
す
る
。
 

イ
 ェ
 ル
サ
レ
ム
神
殿
か
ら
 

ア
 シ
ェ
 屡
 を
と
り
い
だ
し
 
て
 キ
ド
ロ
ン
の
谷
で
焼
き
、
こ
れ
を
 

打
 砕
い
て
 
粉
 と
な
 
し
 （
三
 
-
 
フ
 六
）
 
、
 

ヱ
 ル
サ
レ
ム
神
殿
の
門
に
置
い
て
あ
っ
た
、
ユ
ダ
の
三
等
 

が
 太
陽
神
の
た
め
に
 

献
 げ
た
馬
を
他
に
移
し
二
三
 ノ
 一
一
）
、
ま
た
、
太
陽
 

神
に
 献
 げ
た
「
日
の
車
」
を
皆
人
 

に
 焚
き
（
二
三
 
ノ
 一
一
 
）
、
か
く
し
て
、
ユ
ダ
国
内
及
び
イ
 

ェ
 ル
サ
レ
ム
の
も
 

ろ
 も
ろ
の
堅
石
柱
を
打
 
1
 

の 研究 

ァ 陰   
  
で 亡 
あ 国 
つ 死 
た 滅 
と と 
' 田 し " 一 一 口 一 一 
は ふ 
れ 恐 
る る 
  ぺ 
き 

  
一一一 ヰ -@ jj 
を 
避 
  
る 
べ 

  
念 
願 
し 
つ 
つ 
実 
施 
せ 
り @ 
  
力 。 @ 
  
が 
  
王 
紀 

下、 
  
    
  
  
        
の 

イム 

へ 
る 
  
  

コ
 シ
ア
王
の
改
革
の
発
端
に
関
し
て
、
 列
 正
紀
 は
、
王
 が
 女
子
舌
口
者
ホ
ル
ダ
の
許
に
人
を
遣
し
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
 
聞
 か
し
め
た
時
、
「
 彼
 

等
 は
わ
れ
を
棄
て
て
他
の
神
に
香
を
焚
き
、
そ
の
手
に
作
れ
る
 

も
ろ
も
ろ
の
物
を
も
て
わ
れ
を
怒
ら
す
る
な
り
。
こ
の
故
に
わ
 

れ
こ
の
と
こ
ろ
に
む
か
 
ひ
 

て
 怒
り
の
火
を
発
す
。
こ
れ
は
消
え
ざ
る
べ
し
。
・
・
・
…
汝
は
こ
 

こ
ろ
 柔
 か
に
し
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
前
に
遜
り
、
衣
を
裂
き
て
、
 

わ
 が
 前
に
泣
き
た
れ
ば
、
 
わ
 

れ
も
ま
た
聞
く
こ
と
を
な
す
な
り
」
と
 

言
ふ
 言
葉
が
あ
っ
た
 、
と
伝
 へ
て
ゐ
る
（
 下
 、
二
一
 
ブ
 
一
一
以
下
）
。
 

こ
こ
に
 伝
 へ
ら
れ
て
ゐ
る
前
段
の
異
教
信
仰
に
対
す
る
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
の
憤
り
の
言
葉
は
 、
コ
 シ
ア
 王
 以
前
の
予
舌
口
 
者
達
 。
 ア
モ
ス
 、
ホ
 

セ
ア
、
イ
ヱ
サ
ヤ
 、
ミ
カ
等
の
言
葉
に
お
い
て
見
る
と
こ
 ろ
と
軌
を
一
に
し
て
ゐ
る
。
予
言
者
達
の
指
摘
し
た
 悪
 ｜
 異
教
信
仰
 ｜
を
 取
り
 

二
 二
、
二
三
の
 

コ
 シ
 ア
 の
改
革
記
事
は
殆
ど
 

コ
 シ
 ア
 の
 里
 
「
 
教
 信
仰
弾
圧
、
撲
滅
政
策
の
報
告
で
あ
る
。
 

申
 台
詞
 
法
 0
 
条
項
が
、
内
容
的
に
 

 
 

 
 

0
 
条
項
全
般
に
対
応
し
 



さ
ら
に
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
神
殿
内
に
お
い
て
バ
ア
ル
 と
 日
 と
月
と
星
宿
と
天
の
衆
 群
 に
香
を
焚
い
て
仕
へ
た
祭
司
 二
三
 フ
 興
一
三
，
 ，
 

五
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
ま
は
り
や
 ユ
 ダ
 の
ま
ち
ま
ち
の
 崇
邱
に
 仕
へ
た
祭
司
等
を
悉
く
廃
し
 た
 C
 三
フ
 五
）
。
 

が り の の た を ち 
ィ ま べ か ア そ 
ヱ た エ く シ の 
/ レ   ル し ュ は 

サ 神   
レ 々 シてタか ヱ 、 ル 、 ノ ン ェ シ 

ム を バ イ テ ィ   
神 祖 に ェ と ヱ （ サ 。 城 城 サ ラ 
殿 る 至 ル " ル - レ   

二 ム 
外 外 レ 像 

の た る サ モ サ の の ん を 
二 め ベ キ 神 き 
つ め ま で レア ムブム ン 神殿 ノセ ） ン ド 敗 り 
0 集 " の の の   の ヒ ロ 内 側 
庭 壇 悉 ま ケ 門 傍 ノ ン か し 

に な く は モ に 
にあ 造 壊 破 り シ あ 

つ し 壊 に ュ る る （二 の ノム た 野で 二バの ら   
し あ と 崇 

たた 祭 。 た る ア 邱 男 
壇 ユ （ 崇 ン を 尹 。 日 一ア一 アン、 焼いた谷に設 ノ 

等 タ 。 三 郎 モ 壊 が 
を の 居 け（ ら一 ，一 ア 口 ）   
段 王 住 
し 等 し ンのミ二ノ 二 八） をはじ （ し   
  が ヱラ れてあ 三ノ四、 Ⅰ   
そ イ そ   
の ヱ ニノ めとしルコム 八）   ホ 。 @ 天の 五） 

砕 か て の   で     衆 

片 サ 女   群 
を レ ユめェ、 、 た イ 達 児 等 
キ ム が を の 

ド の ア 火 ナ， し 

口 「 シ 中 め 
ノ ア   し tc 
の ハ フ - て 
谷 ズ の   

作 
  

@C  の ナ 。 @   ホ " し   め ク も 楼 なげ 」 @ こ !C ろ 
捨 の ソロ 6% ホ 一二 ノ 布 献 も 

て 屋 阜 げ ろ 
た 上 を る の 

聖言舌 織 ア， @ 
  

器 
に叫 借料 （一一一     ご 。 王     め 
  

を 

    が て の と 
/  ナ @ @     築 ゐ 烙 り 

五） 

ⅠⅠ ア， し い 

ナ - @ 一条 一十 ） 旦 @   「 神 
祭壇 ホ 。 @ - 
を 

マ 
し 

ゲ シ 破 
ナ   ド 殿男 壊   
セ よ   日日 女 し れ 
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ゲ
バ
よ
り
 べ
 エ
ル
シ
ェ
 バ
 ま
で
 ｜
ユ
 ダ
全
土
に
 亙
 っ
て
 ゐ
た
 。
 

ナ， @ 
ィ め 
ェ の 
ル 播 
サ 祭 
レ 上宣 

ム が 

以 あ 
外 つ 

  
タ 
の 

ま 

ち 
ま 

ち 
tC 
も 
出 

示邱 

が 
あ 

り、 
祭 
司 
が 
ゐ 
て 

香 
を 
焚 
  
て 

  
  

に仕 

へ 
て 

ゐ 
た 

て @ 
の 

範 
囲 
@ J@ ユ 卦 

15@ (l") 

や あ り = 等 き 像 
" ま り イ の 当 以 お か 
" . ト ホ - @   よ く 

ノ ン " 神ル ヱ神特 像 " 上 の び の   ユ 友田 
コイ ムヱ 殿サにイ の レ香ェヨ "   
を ル 侍 ム が ル シ   ダのく、 

殺 、 王 地 ヨ ア王 杷る サレ @l こま 神殿 焚か サ ン し、 ま は、 と シ 
出 イ ア 

そ た Ⅹ 曽 ェ 王 
か は 

サ   
レ 「 
ム 主 日 
@% @C 
見 記   ゆ さ 

セ   に 滅 る れ 

三 ま 、 政 も た   る る 

がた 造 、 バ策 アの   も 律 
っ 大 ル 実 ろ 法 
た 陽 、 施 の の 

， t 管 舌 ロ 

壇 に シ 関 む 葉 
、 「 ェ す べ を 

き せ 
「 ア 日 の うる 、 記 と も @c 
八 車 口 速 0 %   ズ 」 、 に を こ 

取 な 2 馬 の楼 、 や 月   り は 
」 が 星 て 隙 ん 

い た   た め 
上 ら 天 れ 」 

に れ の む と 
こ、 @   

は て 衆 れ い る て 。 粉 三 フ一 二 二目 @ 口 
メ は 寄 
レ ア ュゐ ダた、 群は 次 と拝 れ せ 
ク ，ン の 。 太 の ち る と 

@ ユ 王 陽 こ そ 砕 
/h ヘ タ 等 神 と 占ひ 

が 等 を こに き、 
児と るァ " 且 が 知 仕 ア 師と ニブ一   
焼母   ネ己 る へ 、 ン 

  り @ て ヱ 
百 す 

ホ 。 @ ） 0 フ 

て ケ ね 、 ゐ ぅ ピ 

献 モ 祭壇 た 像 ム 
げ シ 等 そ 祭 る と 

る ュ が れ 司 焚 Ⅰ 再 



る 

    
の   
頂、 

異 申 
  教 命 
の 

上 話法 信仰 

禁 め 一 " 一 " 
  一 
  止 う 
  
の 
のち 条、 

T 項 列 
等 @ 玉 
里 @c  紀 
教 
の つ下 い " 
  て 三 
  沐 一 

を べ 、 

ネ己 る 一 
る こ 一 

察 と の 
十 @ 里 と ま 

を す シ 
破 る ア 

壊 。 王 
し の 

異 
そ 
の 

教 

石 ま 
信仰 

弾 
柱 
を 

圧、 

砕 撲 
き、 滅 

政 
  
  

策 

の 
実 
施 

彫像 

@% 
つ 

を   
切 て 

  の 
倒 - 一 一 - 口 正巳 
し 述 

@ こ 
ア 対 
  応 
  す 

ひ TO) 

の 国 が る れ 
そ 誓 内 こ ュ 、 予 々 て   ヱ ゐ 
改 の ら 現   
車 知 除 伐 
の く 去 に 全 土 ま ま 達サ 、 し ので 

が ョ ア ム あ 

対して 拠り 処 国栄え し、国 支 " シモ伸 アス 殿 る 。 
と ん 民 、 配 王 、 に こ 
な こ を 予 層 の ホ 於 の 
つ と し 言 の 改 セ て や 
た を て 者 も 革 ア " う 
も 神 神 の の 時 、 代 な 
0 食 ヤ 警 
は し ハ 苦         4 工 表 拘泥 状 
、 て ウ に - ダ サ 、 は 

ェ 耳 
とり （申も r  ；；； ュ 般の 民状 ヤ興 " 理ュ " 
も = 射 た 衆 態 ミ 的 タ     

も で 力 に 全 

l あ 筈 見 上 
因 っ が ら に 

王 を た 限 れ お   
申 三 信 し 
命 ョ 仰 て て る 
書目 シ に 国   
法 ア 立 の 異 。 憤 る れ 

教   ア - @ 将来 （ 前弓 ・ は改 帰 ち を が 
大 草 ら を 信仰 

二 を し 深 K 、ィ 以て 

二 断 め く 奉 ィ一 ム   
へ / し @ 
ホ - @ サ 仕し ）で 年 ること 付した 憂ひ 、 て イ   

あ の に 予 ゐ   ム 

た ラ @ こ 言者 る。であ よっ の エ 於 
で ノン て の指 て、る あ 

七 滴 る ユ 
タ 

本 
回 し 来 
の た の ヤ 
神 恵 異   
事 -l @  l 教 

@- @l 一一 口 

ウ 

を 異   
免 教 仰 

の 

信仰 ね 、 状 
  
  

神 を 態 た 

上
述
の
如
く
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
神
殿
に
は
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
 が
 依
然
と
し
て
 祖
 ら
れ
て
ゐ
た
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
並
べ
て
 他
の
神
々
も
 亦
 拝
ま
 

6
 
 
 



 
 
 
 

 
 

 
 

わ
れ
わ
れ
は
、
中
台
記
 法
 と
利
正
紀
 下
 、
二
二
、
二
三
 に
よ
っ
て
ー
と
舌
口
 ふ
 よ
り
も
寧
ろ
甲
金
 記
法
 に
よ
っ
て
 裏
 附
け
せ
ら
れ
た
 列
王
 
1
 

ラ
 像
を
火
に
焼
く
べ
き
こ
と
は
、
一
二
 ノ
ニ
 、
三
及
び
 一
 六
ノ
三
 一
、
二
二
に
見
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
小
児
を
焼
い
て
 ノ
ン
ク
 に
供
へ
る
こ
と
を
禁
じ
 た
 条
項
は
一
八
 ノ
一
 0
 
 
（
 
尚
 、
一
二
 ノ
 二
王
参
看
）
に
見
ら
 
れ
る
。
 

三
一
二
 
ノ
一
セ
 、
一
八
に
お
い
て
は
 聖
娼
 
（
神
殿
娼
婦
 
並
に
 神
殿
男
娼
）
が
禁
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

他
の
神
々
に
仕
へ
、
口
や
月
や
天
の
衆
群
な
ど
を
拝
む
 も
の
は
石
を
も
っ
て
撃
ち
殺
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
 
て
ゐ
る
（
 一
 ゼ
ノ
 ニ
｜
 

セ
 ）
。
 

さ
ら
に
、
 他
神
へ
 誘
ふ
者
に
対
し
て
は
、
甲
金
 記
法
は
 厳
罰
を
以
て
臨
ん
で
み
 る
 。
 

奇
跡
を
行
っ
て
、
 地
 神
 へ
 誘
ふ
予
言
者
や
夢
み
る
者
の
壬
 
-
 
口
に
聞
き
し
た
が
 ふ
 べ
き
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
者
は
殺
 し
て
し
ま
は
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
二
三
 ノ
一
｜
 五
）
。
 

同
母
兄
弟
、
息
子
、
娘
、
妻
、
友
人
が
、
ひ
そ
か
に
 他
 神
に
誘
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
か
な
ら
ず
こ
れ
を
殺
さ
ね
 ば
な
ら
な
い
。
決
し
 

て
こ
れ
を
 憐
 み
、
庇
ひ
匿
し
て
は
な
ら
な
い
（
一
一
一
 

ブ
六
 ｜
 一
一
）
。
 

ま
た
、
地
神
を
受
け
容
れ
た
町
に
つ
い
て
は
、
町
の
住
 民
は
無
論
の
こ
と
、
家
畜
も
す
べ
て
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
 、
 町
に
属
す
る
品
物
 

宛
所
は
す
べ
て
町
の
広
場
に
集
め
て
、
町
と
共
に
焼
か
ぬ
 ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
（
一
一
一
 

ブ
 一
二
 
｜
一
   

 
 
姥
 

こ
の
ほ
か
、
そ
の
神
々
に
対
す
る
信
仰
を
 ィ
ス
 -
 
フ
エ
ル
に
 伝
 へ
る
お
そ
れ
が
あ
る
 へ
テ
人
、
ア
モ
り
 人
、
 カ
ナ
ン
 人
 、
ペ
リ
 ジ
人
、
ヒ
 

ゆ
ビ
人
、
ィ
ュ
 ブ
ス
八
等
は
こ
れ
を
滅
し
尽
さ
な
け
れ
 ば
な
ら
な
い
、
と
も
、
甲
金
 記
 法
は
定
め
て
ゐ
る
（
 二
 0
 ノ
 一
六
 
｜
 一
八
）
。
 

 
 

を
行
 ふ
 者
、
ま
じ
な
い
す
る
者
、
魔
法
使
、
呪
文
を
 
唱
ふ
る
者
、
く
ち
 と
 せ
す
る
 

（
 
二
リ
 

）
 

ぬ
 
者
、
か
ん
な
ぎ
の
業
を
な
す
者
、
死
人
に
問
ふ
こ
と
 を
す
る
者
等
は
存
在
を
許
さ
な
い
（
一
八
 ノ
一
 0
1
 一
四
 
）
。
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異
教
信
仰
の
受
容
は
、
し
か
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
廃
除
し
 て
 行
は
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
一
方
に
お
 

他
方
に
お
い
て
他
の
神
々
を
拝
し
て
 ぬ
 た
の
で
あ
る
。
 そ
 の
 最
も
典
型
的
な
例
を
わ
れ
わ
れ
は
 々
ヱ
 

が
 出
来
る
。
 

こ
の
や
う
な
宗
教
事
情
は
ア
モ
ス
、
ホ
セ
ア
 、
イ
ヱ
サ
ヤ
 、
ミ
カ
の
時
代
に
も
存
し
て
を
 っ
 た
の
 

改
革
時
に
至
る
全
時
代
を
通
し
て
、
同
様
な
宗
教
事
情
 が
 存
し
て
め
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
や
う
な
宗
教
事
情
に
対
し
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
純
一
な
 信
仰
を
主
張
し
、
受
容
せ
ら
れ
て
ゐ
る
 

な
か
っ
た
の
が
予
言
者
達
で
あ
る
。
 

け
れ
ど
も
、
予
言
者
と
こ
れ
に
 徒
 ふ
人
々
は
余
り
に
数
 少
く
 、
 力
 弱
く
、
こ
の
一
握
り
の
勢
力
を
 

教
 信
仰
を
阻
止
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
予
言
者
達
の
殉
 教
の
死
を
賭
し
て
の
警
告
も
 、
 人
々
を
し
て
 

に
 対
す
る
純
一
な
信
仰
に
立
ち
帰
ら
し
む
る
に
至
ら
な
 か
っ
た
。
 

こ
こ
に
、
し
か
し
、
予
言
者
の
警
告
に
耳
傾
け
る
も
の
が
 現
れ
た
。
 王
コ
 シ
 ア
 で
あ
る
。
彼
は
 、
 

国
内
に
振
り
溢
れ
る
異
教
信
仰
を
絶
滅
し
、
か
く
す
る
 こ
と
に
よ
っ
て
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
の
怒
り
を
鎮
め
 

に
 、
 申
 台
記
法
を
制
定
発
布
し
、
改
革
を
断
行
し
た
の
で
 あ
る
。
 

い
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
 祖
り
 、
同
時
に
 、
 

ル
サ
レ
ム
神
殿
に
お
い
て
見
る
こ
と
 

で
あ
る
。
ア
モ
ス
か
ら
 コ
 シ
ア
王
の
 

異
教
信
仰
の
廃
除
を
主
張
し
て
や
ま
 

以
て
し
て
は
、
国
内
の
浴
々
た
る
 異
 

異
教
信
仰
を
捨
て
て
、
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
 

予
言
者
の
指
摘
す
る
悪
を
除
去
し
、
 

、
亡
国
の
神
罰
を
免
が
れ
 ん
 た
め
 

組
下
、
二
二
、
二
三
の
記
述
に
よ
っ
て
ー
 コ
 シ
ア
正
当
 時
の
 ｜
 正
確
に
は
、
 コ
 シ
ア
 王
 改
革
当
時
の
 ｜
 ユ
ダ
国
内
 事
情
、
特
に
 ユ
 ダ
国
内
 
8
 

の
 宗
教
事
情
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
 ュ
 ダ
 の
国
土
全
面
に
異
教
信
仰
が
 行
 渡
っ
て
 ぬ
 た
こ
と
、
 そ
の
異
教
信
仰
に
奉
仕
 
 
 
 
 

し
て
 ぬ
 た
も
の
は
支
配
層
の
者
か
ら
一
般
民
衆
に
至
る
 全
国
民
に
及
ん
で
 ぬ
 た
こ
と
、
で
あ
る
。
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彼
の
死
後
、
ユ
ダ
国
内
の
状
態
が
改
革
前
に
戻
っ
た
こ
 

と
 は
 々
ヱ
 レ
ミ
ア
 
記
 等
に
よ
っ
て
推
察
出
来
る
。
 

コ
 シ
ア
王
の
死
後
極
め
て
速
か
に
国
内
事
情
が
旧
態
に
復
 

し
た
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
上
述
の
如
く
、
改
革
を
 

徹
底
せ
し
む
る
た
め
 

に
は
｜
 
異
教
信
仰
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、
改
革
以
後
 

王
 の
 死
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
が
短
か
過
ぎ
た
こ
と
が
 

考
 へ
ら
れ
る
。
 

次
に
 、
 王
の
改
革
に
対
抗
す
る
勢
力
が
強
く
 

、
 王
は
こ
 
の
 言
は
ば
 
旧
 勢
力
を
絶
滅
す
る
こ
と
が
出
来
ず
 

、
 従
っ
て
 
、
こ
の
温
存
せ
ら
れ
 

た
旧
 勢
力
が
王
の
戦
死
と
共
に
直
ち
に
復
活
し
た
の
で
は
 

な
い
か
、
 
と
言
ふ
 
極
め
て
悲
観
的
な
推
察
が
可
能
で
あ
 

る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

  

 
 

の
み
で
、
こ
れ
を
 

殺
戟
 絶
滅
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
僅
に
 

、
 彼
等
に
イ
 ェ
 ル
サ
レ
ム
神
殿
に
お
い
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 

祭
 壇
 に
の
ぼ
る
こ
と
を
 

禁
 

止
し
た
に
と
ど
ま
る
（
 

列
 三
下
、
二
ニ
 

ブ
 九
）
。
し
か
も
、
 

イ
 ェ
 ル
サ
レ
ム
神
殿
内
に
於
て
「
バ
ア
ル
 

と
ア
シ
ヱ
ラ
 
と
 天
の
衆
 
群
 」
と
に
 
奉
 

位
 し
た
筈
の
「
祭
司
」
が
処
分
せ
ら
れ
た
と
 

言
ふ
 報
告
 は
な
い
（
 
列
 三
下
、
二
二
 

ブ
五
 「
ま
た
バ
ア
ル
と
日
、
月
、
星
 

宿
 と
天
の
衆
 
群
 と
に
香
を
 

焚
く
者
等
を
廃
せ
り
」
は
、
同
二
三
 

ノ
四
 
と
の
関
連
に
お
い
て
 

、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
神
殿
に
関
係
あ
る
記
述
と
思
は
れ
る
が
、
 

こ
 こ
で
は
、
「
バ
ア
ル
 

と
 日
、
 

月
 、
星
宿
と
天
の
衆
 

群
 と
に
香
を
焚
く
者
」
が
「
祭
司
」
で
あ
 

っ
 た
か
ど
う
か
は
明
か
に
せ
ら
れ
て
み
な
い
。
ま
た
、
 

列
 三
下
 

 
 

ル
サ
レ
ム
の
神
殿
か
ら
バ
ア
ル
 

と
ア
シ
ヱ
ラ
 

と
天
の
衆
 
群
 と
の
 
た
め
に
作
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
器
を
取
り
出
す
こ
と
を
、
王
は
 

、
 祭
司
 
辰
 ヒ
ル
キ
ヤ
と
そ
の
 
 
 

下
 に
た
っ
と
こ
ろ
の
「
祭
司
 

達
 」
お
よ
び
門
守
等
に
命
じ
た
と
 

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
異
教
信
仰
に
奉
仕
し
た
 

々
ヱ
 ル
サ
レ
ム
 

 
 

コ
 シ
ア
王
の
改
革
が
ど
の
程
度
厳
重
に
行
は
れ
た
か
に
つ
 い
て
は
些
か
疑
問
が
あ
る
。
 

コ
 シ
ア
王
が
持
続
的
に
彼
の
改
革
的
政
策
を
実
施
す
る
 に
は
、
彼
は
短
命
に
過
ぎ
た
と
思
は
れ
る
。
彼
は
 

ェ
 ジ
プ
ト
の
 不
コ
一
 

2
0
c
 
は
 o
 （
 
六
 0
 九
｜
 五
九
三
）
 と
 メ
ギ
ド
に
戦
っ
て
戦
死
 し
た
。
時
に
前
六
 0
 九
年
。
改
革
後
十
三
年
で
あ
る
。
 

  
世 



ず れ 並 に 革 王 殿 又 と 

至 の ョ ん よ に イ 戦 こ の ま は 
る 手 シ で る 先 ェ 死 の 祭 た   
（ で ア 、 イ 立 レ 後 や 岡   ユ 

速 う 達 イ タ       か な の ェ 国 
二 た 仕 方 サ 年 が に 「 勢 ル 内 
む 物 に で レ で 予 そ 察 カ サ に 

の 司 の レ お 
勢 」 強 ム け 
力 l 大 神 る 
を 彼 を 殿 こ 

頃 ヱ て 旧 等 物 内 れ   ま Ⅰ 起 に は 語 に ら 
復 明 る お の 

  し か も け 「 
一五 予言 ち で 彼 、 ノ た に の る 察 

こ 異 で 異 同   に 者 早 と 
へ 

と 教 は 教 」   
て そ ら 
活 の れ 
の勢 考 が 信仰 ァし @ 、 信仰 

へ と だ に カ     ら も ら 参 が 
  躍後 し 神 た れ 関 ぅ 加 如 

た 彼 ヤ る 連 か し 何 
と は ハ め が 。 た に   考 前 9 で あ 祭 強 
へ 五 ェ は っ 司 か 
ら 八 の な た の っ 

難 し、 Ⅹ / 々 れ セ 言 い と 処 た 

；玉 が 文 
て 年 葉 か 考 分 か 
も の を 
る バ 宣 

が る 

。 ビ ベ     
察 れ ミら 育子 幸 

神ヤハ 如 くの 千 ロ 始 す る 述 る 

き ウ 青 二 め 
「 エ 者 ア た る も @  及 べも らの 
一 な の び れ で 
切 捨   で こ て は 

て ブ 、 あ れ ゐ な 
め 悪 ，、 て " の 力 所 る と ナ よ しⅡ 

事 別 活 ド 六 結     び の   

た 神 動ネ 期 ザ七 二   は と 
め に 
に 香 

@ 考 
も イ ヘ 

」 を 年 間は 六 、 ル（ コ 0 ： の ら @ 
神 焚 イ 四 シ が ル れ   ェ l ア サ る 

サ 手 玉     
き お ヤ 公 の 、 ン ム 
必 の と こ 改 ア 神 

 
 

戦
 絶
滅
す
る
こ
と
は
出
来
ず
 、
 僅
に
イ
 
ェ
 ル
サ
レ
ム
 神
 殿
 内
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
祭
壇
に
の
ぼ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
に
 と
ど
ま
っ
た
と
 言
 ふ
こ
 
鰹
 

  

  
つ つ 

てい 、 て 
ョ は 
、 ン 何 

  
ユ こ 
タ 。 ろ 
め が な ま 
ち じ ま 
ち 
の 
出   
邱 
}C 
於 
て 

異 
教 

信仰 

iC 
奉 
ィ土 

し 

力 。 し 

祭 
司 
を 
廃 
す 
る 

  
と 

ま ｜ 

し 

ア 。 @ 
が 

  
れ 
を 
殺 

  20 



 
 

 
 

 
 

イ
ヱ
 
レ
ミ
ア
は
 べ
ン
 
・
ヒ
ン
 
ノ
ム
 
の
谷
に
お
け
る
、
 
バ
ア
 
ル
に
献
 げ
る
小
児
犠
牲
を
激
し
く
攻
撃
し
、
 

神
ヤ
 
ハ
ウ
 ェ
の
 恐
る
べ
き
罰
を
 
2
 

シェル 

下
の
如
く
で
あ
る
。
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  革 て の 
    た つる 破めト 、 王   以 こ ゐ 信 ま 
  煎 れ る 仰 た 
  の ら （ 的 、 
  シア のやう のであ まり、 や、 多く ネコ イ の に 王 
ア 

の一       なる 勢 情 。 ヨヱ貢捕 シ ホ物 へ戦 の イスラ ユダ 国 の言葉 三ノ じ   姦淫 ｜ 

  ア サ を ら 死 
葉 の 

の も 壬キ の ん務た前 義れ （ 
つ ・ と 死 は づ 。 六 

iC を 以 け ネ 0 ち、 
お 以 後 た コ 九 

    は 年 
                          ヨ ）   る 

ア ユ   
王 タ   へ に 
" 男 我 国 後、 ユダ そ の シア正 ロニア 三、下、   る の 
死     べ ぼ 
    自 白目三子 に一のの 子 ア 

後 """ ワ丁く と 事 ノ イ イ 王 
、きも り 

の 教 独 す 三 ェ ヱ の 

も 事 ホ ホ 改 凡て のが、 
の l@ 土 戸 

  ¥c 一以下） 立とは アハ るに王 ヤキ 

革 
  

の 

つ 夫 ろ   。 ム ズ   
  
  り、   一 （ は の 

わ て も 

青木の これを 

  ま ｜   
槍下 

わ 
て @C 

で 
    あ 
      ，ら 

  を 
      つ 。 

想像   従 
る す ム % 口 申 ニ軍   窒倍   

る " - ロ - 己 て   
当 @ こ 改 
時 難 革 

ふ つ チ位即 のった に い   ホ た @ 
の { も 不 け が   
ユ そ よ ヰ ハ @   か   
タ   の 力 こ 在 り @ 
国 で 本 
  あ 

窺 
来 位三 ドネ れに 

は 父ブ 上 の所部 

ミ月 ノヘ ） 
の   ら @ の   ザ 臣 ケ 
  

れ 

つ 。 
尽味 

ル 下 戸 る 
教 が の に   「女奴 淫 ユ 

事 を ネ ネし し 笘 小仏 」 ダ 
廿 主 日 失 コ を て 
ま ｜ ふ 

事 
を と ェ 甘土 弓 

l も 

打 ち ジ 
を 亦 

liC は 行 司 
  至 ち し フ 。 改 つ 様 



ロ
ニ
ア
の
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
に
臣
事
し
た
結
果
で
あ
る
。
 

-
E
@
 

イ
ェ
 レ
ミ
ア
の
こ
の
言
葉
は
、
こ
の
時
期
に
属
す
る
も
の
 と
 考
へ
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
イ
ェ
レ
ミ
ア
は
「
 日
 と
月
と
天
の
衆
評
」
（
 八
ノ
 二
）
を
拝
む
 星
晟
 崇
拝
を
非
難
し
、
 

「
ヤ
ハ
ウ
ェ
 
言
 ひ
た
 ま
ふ
 。
そ
の
時
、
人
、
 
ユ
 ダ
の
三
等
の
 
骨
 と
そ
の
 牧
伯
等
 の
 骨
と
 祭
司
の
骨
と
予
言
者
の
骨
 
と
イ
ヱ
ル
サ
 

0
 基
よ
り
ほ
 り
 け
だ
し
・
彼
等
の
愛
し
 
奉
へ
 従
ひ
求
め
 且
 祭
れ
 る
と
こ
ろ
の
 
日
 と
月
と
天
の
衆
群
の
前
に
こ
れ
を
曝
す
べ
し
。
 

者
 な
く
、
葬
る
者
な
く
し
て
、
糞
土
の
如
く
に
地
の
面
に
あ
ら
 

ん
 」
（
 八
ノ
 一
、
二
）
 

と
、
 厳
し
い
神
罰
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
。
 

屋
島
崇
拝
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
影
響
を
受
け
て
、
ア
ハ
 
。
 
ス
 （
 
列
 三
下
、
一
山
ハ
ノ
 

一
 
0
 以
下
）
と
マ
ナ
セ
完
工
 下
 、
 一
 

代
に
 イ
ェ
ル
サ
レ
ム
神
殿
の
祭
儀
の
中
に
取
り
入
れ
 る
 れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

ョ
 シ
ア
王
は
こ
れ
を
廃
し
た
（
 列
 正
丁
、
三
一
フ
五
）
。
 

し
か
し
、
 イ
ヱ
 ホ
ヤ
 キ
ム
 の
治
世
 下
 に
お
い
て
、
こ
れ
 が
 再
び
行
は
れ
る
に
至
っ
た
（
 列
 三
下
、
二
四
 ノ
 三
）
。
 イ
  
 レ

ム
の
民
の
骨
を
そ
 

そ
の
骨
を
あ
っ
 が
 る
 

一
ノ
三
 、
五
）
の
時
 

ホ
ヤ
 キ
ム
 が
 バ
ビ
 

コ
 シ
ア
王
は
小
児
犠
牲
を
禁
じ
、
ベ
ン
・
ヒ
ン
 ノ
ム
 
の
 谷
 の
播
 祭
壇
を
破
壊
し
た
（
 列
 五
丁
、
三
二
 ノ
一
 0
 ）
。
 
し
 か
し
、
 
コ
 シ
ア
三
戦
 

（
 
7
 ）
 

死
後
の
 
ユ
 ダ
王
国
破
滅
の
危
機
感
の
中
で
、
再
び
こ
の
 残
酷
な
宗
教
儀
式
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
  
 

列
 正
紀
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
ハ
ズ
（
 列
 正
丁
、
 一
六
 ノ
 三
）
と
マ
ナ
 セ
 
（
 
列
 三
下
、
二
一
 ノ
 六
）
が
、
小
児
 犠
牲
の
故
に
非
難
せ
 
ね
 
？
 

 
 

ら
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

官
 主
日
し
て
ゐ
る
（
 セ
ノ
 三
一
以
下
、
一
九
 ノ
 
四
以
下
）
。
 

 
 



ィスラヱル 王朝時代の宗教 

と 

か 
「 く ィ が 「 
ャ し 
    て し ェ んこ 。 の   ミ か故 
圭 @ ー イ     

ヤ 消 " 
ルサレ 給ふ。 ひ ハ ス ウ 
ュ ム ウ ざ ヱ 

ダ 神 ヱ る か 

  
ハウ が 前   
@ ヱ り 二視   
の 行 外 を を ィ 笑 "  O  ） よ わ " 

神々へり。 が てゐる い か が 即ち 再び 、 りと 
  

そ ネ己   
の ら   

き 

ど 
      

を っ 
ま、 ｜ 

た   わ   
が   
名 と 

を 人 
も と 

て 獣 
称 と 
へ 野 
  の 

  樹 
  お 
い よ 
へ び 
  地 
置 の 

き 果 

て、 
に 
  

    

23 てナ 25) 

    の 研究 

  つ - 。 

の 

や 
  
よ オ @ 

イ 

  
  
タ 

  
出 

不祥 

ま @ 

無 
三ム   

中ネ 

ヤ 
/ ヘ 
ウ 
  
の 

怒 
る 

と 
  
ろ 

（ セ 
  
  

忘ヰ @ 
  

九） 

  

こ
の
ア
ッ
シ
リ
ア
・
 バ
 ビ
コ
 ニ
ア
 か
ら
伝
来
し
た
 星
最
出
 ホ
 
拝
に
つ
い
て
、
 イ
ュ
 レ
ミ
ア
は
、
そ
れ
が
、
「
す
べ
て
 の
 い
へ
の
や
ね
の
上
 

に
て
天
の
衆
 群
 に
香
を
た
き
、
他
の
神
々
に
酒
を
そ
そ
い
 で
 」
（
一
九
 ノ
一
 三
）
行
は
れ
た
と
も
 伝
 へ
て
ゐ
る
。
 

さ
ら
に
、
イ
ェ
レ
ミ
ア
は
、
「
大
后
」
即
ち
ア
ッ
シ
 リ
 ア
 ・
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
イ
シ
ュ
タ
ル
が
拝
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と
 に
つ
い
て
述
べ
て
 ゐ
 

る
 。
 

「
こ
ど
も
ら
は
薪
を
あ
っ
 

め
、
 父
は
火
を
た
き
、
婦
は
こ
な
を
 
，
 
」
ね
、
パ
ン
を
 
づ
 く
り
て
、
之
を
天
 
后
 に
そ
な
 ふ
 」
（
 セ
ノ
 一
八
 
 
 

こ
の
「
太
后
し
の
シ
ン
ボ
ル
は
新
月
と
金
星
で
あ
っ
た
。
 神
前
に
供
へ
る
パ
ン
は
、
「
大
后
に
か
た
ど
り
て
製
 ら
 れ
た
」
（
四
四
 ノ
一
 

九
）
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 月
 或
は
星
の
形
を
し
た
も
の
で
 あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
 

イ
シ
ュ
タ
ル
に
は
酒
も
ま
た
供
へ
ら
れ
た
（
四
四
 ノ
 一
八
 
、
一
九
）
。
 

従
っ
て
 、
セ
ノ
 一
八
「
ま
た
か
れ
ら
他
の
神
々
の
前
に
 酒
 を
そ
そ
ぐ
し
は
、
そ
の
前
段
の
イ
シ
ュ
タ
ル
祭
儀
 と
結
 び
つ
く
も
の
で
あ
ら
 



こ
の
 滑
 々
た
る
異
教
信
仰
の
中
に
在
っ
て
 、
イ
ヱ
 

言
葉
に
耳
を
傾
け
、
彼
に
従
ふ
も
の
も
在
っ
た
が
、
 

参
照
）
。
 

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
陥
落
（
 前
 五
八
 セ
年
 ）
後
、
彼
は
 レ

ミ
ア
は
 、
 独
り
 、
 せ
 い
コ
 
ミ
の
 
1
 
目
 0
 コ
 0
 目
の
田
の
日
拐
を
説
き
 

続
け
た
の
で
あ
る
。
彼
の
 

そ
の
数
は
極
め
て
 少
く
 、
そ
の
 力
 は
極
め
て
弱
か
っ
た
 と
 思
は
れ
る
（
二
六
 ノ
 八
等
 

エ
ジ
プ
ト
に
逃
れ
、
そ
こ
で
殉
教
の
死
を
遂
げ
た
と
も
 伝
 へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

コ
 シ
ア
三
戦
死
後
の
 ユ
 ダ
国
内
の
宗
教
事
情
は
 、
 再
び
 申
 分
詞
改
革
以
前
の
状
態
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
 

無
論
、
か
く
の
如
き
異
教
信
仰
は
、
王
公
 干
 ハ
ノ
三
三
 ｜
 一
一
四
、
ハ
ノ
一
等
）
、
 
牧
 佑
二
 %
 ハ
ノ
 一
 Ⅰ
三
六
 ノ
 二
四
、
 

（
一
四
 ノ
 一
八
、
ハ
ノ
一
、
二
 
0
 ノ
 一
以
下
等
）
 、
予
 ミ
ロ
者
（
 一
四
 ノ
 一
四
、
一
五
、
ハ
ノ
一
等
）
、
一
般
民
衆
（
一
エ
ハ
 

ツ
八
  
 

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
全
体
の
奉
ず
る
と
 こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

八
ノ
 一
等
）
、
祭
司
 

八
ノ
 一
等
）
の
 奉
ず
 

青
木
の
下
や
高
岡
の
上
の
祭
壇
が
再
び
建
て
ら
れ
、
 ア
 シ
ェ
ラ
像
も
立
て
ら
れ
た
（
 一
セ
ノ
 
二
）
。
 

バ
ア
ル
の
た
め
に
 崇
邱
が
 再
建
せ
ら
れ
（
一
九
 ノ
 五
）
 、
 バ
ア
ル
に
香
が
焚
か
れ
（
 セ
ノ
九
 、
一
一
 ノ
一
 三
）
 、
 

く
て
、
イ
ェ
ル
サ
レ
 

ム
 に
は
そ
の
衝
の
数
だ
け
バ
ア
ル
の
た
め
に
祭
壇
が
築
か
 ね
 、
 ユ
 ダ
国
内
心
は
町
の
数
ほ
ど
多
く
の
神
々
が
 祖
，
 り
 れ
た
二
一
 ノ
一
 三
）
 

と
、
イ
ヱ
 レ
ミ
ア
は
憤
る
。
 

れ
を
汚
せ
り
」
（
 七
ノ
三
 0
 ）
 

と
、
ィ
ェ
 
レ
ミ
ア
は
こ
の
事
実
を
伝
へ
、
神
の
憤
り
を
 述
べ
て
 ぬ
 る
の
で
あ
る
。
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イスラエル王朝時代の 宗教 

彼
の
言
葉
と
し
て
 伝
 へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の
う
ち
、
 

ィ
 エ
 ル
 ザ
 レ
ム
滅
亡
以
前
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
 に
 、
異
教
信
仰
が
ど
 

の
や
う
に
 伝
 へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
、
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
 

「
も
ろ
も
ろ
の
偶
像
」
（
 
六
ノ
一
 三
、
二
 0
 ノ
三
 Ⅰ
そ
の
 地
士
 ノ
二
 0
 、
 六
ノ
四
 、
三
 フ
凹
ま
 
を
は
じ
め
と
し
 
て
、
 山
の
頂
（
 六
ノ
の
 
 
 

一
一
一
）
 

、
 高
い
 岡
 
つ
ハ
 ツ
一
 三
）
、
実
郎
（
 
ょ
 
ハ
 ツ三
 Ⅰ
青
樹
の
 下
 
（
 
六
ノ
 一
ミ
等
に
、
供
物
を
捧
げ
、
 

馨
 し
き
 匂
ひ
を
 奉
っ
て
ヱ
ハ
 
ツ
一
 三
）
 、
  
 

異
教
信
仰
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
対
す
る
、
 

神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 
憤
り
と
 割
 と
を
、
彼
に
先
行
し
た
予
言
者
達
と
同
じ
く
 ェ
ゼ
キ
エ
 ル
も
 亦
 、
 伝
 
2
 

究
 

 
 

囚
 第
五
年
、
前
五
九
三
年
で
あ
る
。
 

イ
ェ
 ホ
ヤ
 キ
ム
 は
バ
ビ
ロ
 

ネ
ザ
ル
は
直
ち
に
バ
ビ
ロ
ニ
 

彼
は
親
し
く
大
軍
を
率
 ゐ
 て
 

々
ヱ
 ホ
ヤ
 キ
ム
 は
 イ
ヱ
ル
 

降
服
と
共
に
バ
ビ
ロ
ニ
ア
 王
 

工
人
等
も
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
 移
 

ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
は
 々
，
 

ビ
ロ
ニ
ア
王
に
叛
く
に
及
ん
 

後
、
遂
に
滅
亡
し
た
。
時
に
  

 

 
 

ア
 
車
立
 

に
ユ
 

ダ
周
辺
の
国
々
の
軍
隊
を
遣
し
て
、
ユ
ダ
を
 

攻
め
た
（
前
人
 

0
 
一
 
/
 
六
 
0
0
 

）
。
 

前
 
五
九
 

セ
年
、
 

ユ
ダ
に
 

侵
 
冠
し
た
。
 

イ
ェ
 

ル
サ
レ
ム
は
囲
ま
れ
、
 

ニ
 
ケ
 
月
 
の
後
、
降
服
し
た
。
 

サ
レ
ム
包
囲
の
前
に
死
に
、
そ
の
子
、
イ
ェ
ホ
ヤ
 

キ
ン
 
（
 
イ
ェ
コ
ニ
ア
 

）
が
十
八
才
で
王
位
を
継
い
だ
が
、
 

に
 
捕
へ
ら
れ
、
そ
の
家
族
や
高
官
と
共
に
 

バ
 
ビ
コ
 

々
 
ア
 
に
 
連
 
去
ら
れ
た
。
同
時
に
、
国
民
の
上
層
の
者
及
び
 

さ
れ
た
。
 

ホ
ヤ
 

キ
ン
 

の
叔
父
 

セ
デ
キ
ア
 

（
五
九
セ
 

ー
 
五
八
 

セ
 
）
を
王
位
 

に
 
即
け
た
。
し
か
る
に
、
の
ち
、
 

セ
デ
キ
ア
 

が
 
バ
 

前
 
五
八
 

セ
年
 

八
月
で
あ
る
。
 



@
 
は
 -
 

ま
た
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
、
神
殿
内
に
お
い
て
、
 

ェ
 ジ
 ブ
 ト
 の
神
々
が
密
か
に
 紀
 ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
 伝
 へ
て
ゐ
る
 
（
 八
ノ
セ
ー
 一
一
 
%
 
 。
 

-
 
Ⅱ
）
 

三
ブ
 六
）
 、
コ
 シ
ア
王
の
死
後
そ
の
後
継
者
に
よ
っ
て
 再
び
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
 

ア ェ エ 
シ ゼ   は にわ 「 ゼ 
ェ キ ん て れ こ キ 
ラ エ 」 滅 か の エ   （び な 放 か 

  五 ノ んらに 。 ず、 は 
は ィ 
マ エ 一ま 一 " た " 汝ヤ 減 る ウ " イ ュ 
ナ ル 一 = 一 さ ヱ ル 
セ サ 
王 レ 二分ん言 ぺの 。 ひ サ ン 
@C  ム 一 わ 給 ム 
よ 神 
つ 殿 

） 建て @9 て 円 げに、 
ら 愛 

ね め 

女神（ タ U     
一 ヱ 

一 一 " " フ   
た ざ 物 し 

ノ七 像 の （ ） 1 0 " る と く 
） が 

、 建   
シ て 

ア ゐ 
王 た   
の こ れ の こ 

故 と 四 - ろ 
革 を 方 は の 

の ィ云 の 法事 
時 へ 

風 の と 
に 中 を 
散 に も 

てゐる 撤去   
刀 て が せ，り （Ⅰ / 聖所 をぬ 疫病 

れノ た玉 @ 、 き に を 
て て 槻 
そ 死 し 

が 六）。 列王 （ ノ -   
下、   

と へ 

ハ ・ ゐ 

る   
    
の べ し等 さ 罰 さ 

      
あ の 祭 
6 項 壇 くは の 、 

で ヤ は べに 荒 し、 
五 綴 さ 

あ ハ 
る ウ 々 」の て ね 、   

（大樹 青 香の 以外 

祭壇 の神 

  
/@ ） は穀 
総 た 
て れ に奉 

仕   す 
れ わ る 
る れ   

(428) 26 



 
  
 

 
 

こ
の
滑
々
た
る
異
教
信
仰
の
渦
中
に
あ
っ
て
 、 
僅
に
一
握
 り
の
予
言
者
達
が
 、
神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
 、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
神
 

ス シェル王朝 時 

0  @C 
で お し 
あ い か 

る O て 、 も Ⅹ 

イ こ 

ス れ 
ぅ は 
エ イ 
プレ ス 

の う 
金 エ 
ネ主 ノ ン 

会 の 
に 特 
お 宝 
い の 

て 地 

  
れ 々 
て ス 

ゐ う 
た ェ 

の ル 

で 社 
あ 会 
る の   
イ 部 
ス @% 
一 フ ノー 訂 
ェ は 
ル れ 
は た 
国 と 
を 吉 

挙 ふ 
げ ら 
て の 

黒 で 
教 は 

なく、 信仰を 

受 イ 

け容   
れ ェ 
て ル 

ゐ 全 
た 土 

(429) 

や
 拝
ま
れ
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
と
共
に
異
教
信
仰
が
行
は
 

れ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
 

究
の
改
革
に
よ
っ
て
禁
止
せ
ら
れ
、
ま
た
破
壊
せ
ら
れ
 

た
 異
教
信
仰
が
再
び
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
 

以
上
に
よ
っ
て
 
、
 少
く
と
も
ア
モ
ス
、
ホ
セ
ア
 
か
 ら
 、
つ
ま
り
、
前
八
世
紀
の
半
か
ら
、
 
ユ
 ダ
滅
亡
（
 前
 ま
 八
七
年
）
に
至
る
ま
で
の
 

ぬ
 
期
間
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
時
代
を
通
し
 

て
 、
異
教
信
仰
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
。
 

サ
 ハ
 ウ
ェ
神
と
共
に
他
の
神
々
が
 

コ
 シ
ア
王
の
戦
死
後
ュ
 ダ
 国
内
の
宗
教
事
情
が
旧
に
復
し
 た
こ
と
が
、
 イ
ヱ
 レ
ミ
ア
 、
 エ
ゼ
キ
エ
ル
に
よ
っ
て
 知
 ら
れ
る
。
 コ
 シ
ア
 王
 

神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
の
み
 仕
 う
べ
き
イ
ス
ラ
エ
ル
が
地
神
に
 も
 仕
へ
る
か
く
の
如
き
異
教
信
仰
を
 、
ェ
 

ぬ
 る
（
二
八
 ノ
 一
七
、
そ
の
他
二
八
 
ノ
二
 0
.
 
二
 二
等
参
看
）
 
 
 

こ
の
異
教
信
仰
 ｜
 宗
教
的
姦
淫
 ｜
に
 対
し
て
、
 
せ
笘
ォ
毛
 
e
l
 
ヨ
 0
 コ
 0
 臼
の
戸
の
日
拐
を
主
張
す
る
 神
ヤ
ハ
 

の
 烈
し
い
怒
り
を
告
げ
、
神
の
怖
る
べ
き
 罰
 １
死
 と
 亡
び
 1
 。
を
 予
言
し
て
 
ぬ
 る
の
で
あ
る
。
 

ゼ
キ
 ェ
ル
も
 亦
 
「
姦
淫
」
と
呼
ん
で
 

ウ
ヱ
 の
予
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
 、
神
 

そ
の
他
、
神
殿
内
に
お
い
て
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
タ
ン
 ム
ズ
 神
 が
拝
ま
れ
、
夏
枯
れ
に
タ
ン
 ム
ズ
 が
死
者
の
世
界
に
 下
っ
た
の
を
嘆
く
 祭
 

儀
 が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
（
 八
ノ
 一
四
、
一
五
）
、
さ
ら
 
嘆
 神
殿
内
に
お
い
て
太
陽
神
が
拝
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と
 

（
 
八
ノ
 一
六
 
｜
 一
八
）
 
竺
寸
 

を
、
ェ
ゼ
キ
エ
 ル
は
 伝
 へ
て
ゐ
る
。
 



ア ろ 称 法 事 @C  る 
  
一 
上
に
述
べ
 乗
 っ
た
如
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
 
予
 舌
口
者
の
書
 を
 主
と
し
、
こ
れ
に
、
 
申
 台
記
法
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る
 列
 三
組
下
、
二
二
、
 

三
を
併
用
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
朝
時
代
の
、
前
八
世
紀
 半
 頃
か
ら
前
五
八
 セ
 年
に
至
る
時
期
の
、
宗
教
事
情
を
 推
知
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
時
期
よ
り
前
の
部
分
 ｜
 統
一
王
朝
が
 ユ
 ダ
 、
ィ
ス
ラ
エ
 
ル
の
、
南
北
両
王
朝
に
分
裂
し
た
時
か
ら
 前
 八
世
紀
 半
 頃
に
 至
 

時
期
 ｜
 に
つ
い
て
は
、
結
局
 列
 正
紀
の
記
述
に
拠
る
ほ
 か
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
一
つ
の
方
法
を
採
る
 こ
と
を
試
み
る
こ
と
 

し
た
。
 

そ
れ
は
、
既
に
わ
れ
わ
れ
が
一
応
推
知
す
る
こ
と
が
 出
 来
た
時
期
１
所
八
世
紀
 半
 頃
か
ら
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
滅
亡
 ま
 で
の
時
期
１
 0
%
 

本
数
 

情
 に
基
い
て
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
時
期
 ｜
 南
北
両
王
朝
 分
立
か
ら
前
八
世
紀
 半
 頃
ま
で
の
時
期
１
 0
 宗
教
事
情
を
 推
定
す
る
と
 言
ふ
方
 

で
あ
る
。
 

こ
の
場
合
、
諸
王
に
対
す
る
 列
 正
紀
編
纂
者
 ｜
申
 台
記
 的
 歴
史
家
（
し
の
 由
汀
 r
o
 

コ
ミ
臣
の
（
ま
た
は
Ⅰ
の
 

目
 （
の
～
 

0
 コ
ミ
 
巳
 ゑ
が
 の
 
ゴ
 の
の
の
 
ゴ
目
 す
と
 

さ
れ
る
も
の
）
１
 0
 批
評
１
例
 へ
ば
、
 
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 目
 に
 悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 

目
 に
 善
し
と
す
る
と
こ
 

を
 為
せ
り
」
、
「
 心
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
全
か
ら
ざ
り
き
」
、
「
 
心
 ヤ
 ハ
ウ
エ
に
全
か
り
き
」
（
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
諸
王
の
場
 合
は
 、
 「
 
イ
ヱ
ロ
ベ
 

ム
 の
道
を
歩
み
き
」
、
「
 イ
ヱ
ロ
 ベ
ア
 ム
 の
罪
に
歩
み
き
」
 、
 「
 
ィ
ヱ
ロ
 
ベ
ア
 ム
 の
罪
を
離
れ
ざ
り
き
」
等
が
加
は
る
 ）
等
の
定
型
的
な
 短
 

五 

あ 神 ヤ 
る ヤ ハ 
  ハ ウ 

ウ ヱ 

ェ の 

O み、 氏 
る れ 
仰 る 

単 がず 、 ぺ 
池亭 

の神 。目 ま 
々 黛 

すの円の 仕 に 

  

  
エル ヘ 『 日日 
@ こ   

ヤネ 中 イス -   

  
で へ 

(430)  28 



 
 

ひ
 

の
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
等
の
批
評
も
亦
、
 北
 王
国
の
場
合
と
同
じ
と
考
へ
 
 
 
 
 

 
 

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
異
教
信
仰
を
受
容
し
た
 ユ
 ダ
国
の
 三
等
に
対
し
て
、
甲
金
 記
的
 歴
史
家
は
 、
 
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 目
 に
悪
し
と
す
る
と
こ
 

王朝時代の宗教の 研究 

  し と っ     

    
り、 的歴史 推 「ここ １異教 にも黒 述べろ 「 イヱ の クエ われ 考へ 史家 歴史 の申 な 
家 信 教 れ 口 目 ろ わ る の 編 命 走 っ 

盲目 の ま     
っ イ 受 4 ム し ウ 、 あ 批 並 に歴 て、スラ 容が ロ エ の道 とす も ェこ 後述 る。 判 の 
    工 調 べ る る 金 す 

鍵 歴史家 言葉 作 はあ 
一 史 め く と 

づ か め ア 歩 と か る 定 批 批 ま す 
れ 国 ら ム み こ り 如 の 判 評 で る 

型 の @c  も 。 ものれのきろ 、 国る罪 」を」 き @ 、 を 根 基 宗 
「 家 が 」 等 為 等 ュ 無 水 礎 教 
イ 的 ） は の せ の タ       を 事 
ヱ 中 を " 批 り 批 国 
回 心 指 イ 評 」 許 諾 

見 上 置 ， 清 

べ 補 す ヱ と と が 王 範囲 時、 の る 場 ｜ユ くもの に 殿｜アム 対 もの べ ロ 不可 言 ふ 極め   で に 

の を と ァ 分 批 て す 等 申 あ 限 
非 愛 者 ふ め 詳 覧 る の 厄 @ 6 つ 

拙 生 
評 議 

か て 
ら 試 

の と   み   
事 と 史家 等々ると （ 列王 受容 もの @ エレ とを   

の 言 
実 と 

  批 ふ の に上、 知る 並 「 と思 国詰 

  
接 
的 

ウ   K 
    明 

ま l の   
目   K   「 (C す に す 

も 々 。 の イ 呈色 こ よ る 



木
の
下
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
、
香
を
た
い
た
と
 伝
 へ
ら
れ
 

ハ
ウ
 ヱ
 の
目
に
善
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
さ
ざ
り
 き
し
 

マ
ナ
 セ
 
（
 
上
 
八
九
六
 ｜
 六
四
二
）
に
つ
い
て
は
、
彼
が
、
 

ラ
 像
を
作
っ
て
イ
 ェ
 ル
サ
レ
ム
神
殿
内
に
置
き
、
 

イ
ヱ
 

仕
へ
、
ま
た
、
そ
の
子
を
火
に
焼
い
て
さ
さ
げ
も
の
と
 

的
 歴
史
家
の
批
評
は
 、
言
ふ
 ま
で
も
な
く
、
「
 ヤ
 ハ
ウ
 て

ゐ
る
（
 列
 三
下
、
ニ
ハ
 ツ
 三
、
四
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
 
申
命
記
的
 歴
史
家
は
「
 ャ
 

（
 
列
 三
下
、
一
六
 ノ
 二
）
と
批
評
し
て
ゐ
る
。
 

ヒ
ズ
キ
ヤ
 が
殴
っ
た
 崇
 邱
を
再
建
し
 、
 バ
ア
ル
の
た
め
に
 祭
壇
を
築
き
、
ア
シ
 ェ
 

ル
サ
レ
ム
神
殿
の
二
つ
の
庭
に
天
の
衆
 群
 の
た
め
に
祭
壇
 を
 設
け
、
こ
れ
を
拝
み
 

し
た
、
 と
伝
 へ
ら
れ
て
ゐ
る
（
 列
 五
丁
、
二
一
 ノ
ニ
ー
セ
 
）
 。
彼
に
対
す
る
 申
命
記
 

ヱ
 0
 目
に
悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
（
 列
 三
下
、
一
 
二
ノ
 二
）
と
あ
る
。
 

キ と る ョ ろ 
ア ン 申 。 タ わ 
ハ 、 命 こ ん れ を 為 たもの 目 0 コ od 合 申 しか 

ズ セ 記 の " わ 汗 記 に る せ 

き   
@% 
つ 
  
て セ l 
ま ｜   
  
児 全か らば、 に の基準 「 ヤハ ほつい 

を   こ l ウ て ら 
火 

の中 

を 
通 
ら マ 
し ナ   
め セ 或 ア 年 
て   は ハ に 
  
    
ク 

iC 
さ 

さ 

げ、   
出 

本邸   
の 

上 つま で @ 評し 

丘 
て り   

の   
上 

も 
  教 

す し 

べ 
信仰 

べ ㏄ 
を 

て ゴ 受 
の 

容 

      毛 ol し 

(432)  30 

  



 
 

前
 八
世
紀
 半
 以
後
イ
 ェ
 ル
サ
レ
ム
滅
亡
に
至
る
ま
で
の
 ユ
 ダ
の
諸
王
の
う
ち
異
教
信
仰
に
奉
仕
し
た
も
の
に
対
し
 て
 与
へ
ら
れ
、
ま
た
、
 

3 Ⅰ (433) 

王 が か か 教 ン を r  二 
イ 対 一 ア 

  

つ 
  

ェ 知 も っ ウ 

西 と壬 敬信批評のと びィ 

  
の わ 評 。 の ヤ T 
四 % 等 し 宗 キ 彼   

スラヱル 王朝時代の宗教の 研究 

す ソ あ 全 

ソロ る と ロモ るか 。 らザ ァ 
こ ン モ ざ ル 

ろ の ン リ ヤ 
き よ 

を子の 為 、 死 」 り 
せ レ 後 り 等日 ュ J の の 
」 ベ イ 批 ュ 

評 ダ   

を国 、 の     
一 一 ム 

申 王 
令 尊 
- き 己 の 

背い 四ノ二 が （ ）Ⅰ 6 １元 六 的 う   
て   

家 「 
か ヤ 

きロ ふ 一） と ）は ュ、イウ 0 八 - り @ 
与 ゥ 
ヘ ェ 
ら め 
れ 目   も 悪 

家 王 の の し 
は と     す 
レ る と 
べ こ   ア ろ 
ム を 為   ァ せ 

同 「 統 ビリ ャ」 、 
ム、 或 

ヨ は 、 
フ 「 
ム こ       
ア ろ （双 刊述 の目 た ハ ヤ 

の に 九 ズ ハ 
知 恵 = ヤ ウ   等 ヱ 

で に 



下
 、
ハ
ノ
二
六
、
ニ
セ
）
。
ア
ハ
 
ブ
 （
八
七
一
 
｜
 八
五
二
）
が
 バ
ア
ル
に
仕
へ
、
ア
シ
 ヱ
ラ
 像
を
建
て
（
 列
 三
上
、
 一
 山
 
ハ
ノ
一
二
一
 

｜
 一
二
一
一
）
 

、
 

そ
の
故
に
、
 申
 台
記
 的
 歴
史
家
か
ら
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
 悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
と
批
評
せ
ら
れ
て
ゐ
 る
 （
 
列
 三
上
、
一
六
 ノ
三
 

0
 ）
こ
と
を
思
へ
ば
、
コ
ラ
ム
、
ア
ハ
ズ
 ヤ
 二
王
が
異
教
 信
仰
に
奉
仕
し
、
そ
の
た
め
に
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
 悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
 

為
せ
り
」
と
中
食
 記
的
 歴
史
家
に
よ
っ
て
批
判
せ
ら
れ
 て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
 

ア
タ
 ル
ヤ
（
八
四
五
 
｜
 八
四
 0
 ）
に
つ
い
て
は
、
 申
 台
記
 的
 歴
史
家
の
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
 為
せ
り
」
等
の
批
判
 

は
 見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
 列
 正
紀
 は
 、
ア
タ
ル
ヤ
が
 、
 ア
 ハ
ズ
 ヤ
 の
遺
児
 イ
ヱ
ホ
 ア
シ
ュ
を
奉
ず
る
 イ
ェ
 ホ
ヤ
 タ
 に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
 

後
、
国
民
が
バ
ア
ル
の
神
殿
を
壊
し
、
そ
の
祭
壇
と
そ
 の
像
 と
を
打
ち
砕
き
、
 
バ
フ
 ル
の
祭
司
を
殺
し
た
と
 伝
 へ
て
ゐ
る
（
 下
 、
一
一
 ノ
 

ノ
 二
三
・
一
 

ア
 ビ
ヤ
 

び
ア
 ハ
ズ
 

も
前
述
の
 

で
あ
ら
う
 

さ
ら
に
 

道
 に
歩
ん
 

の
母
が
 イ
 一

四
）
。
 

ム
 
（
九
一
 
0
 １
元
 0
 八
）
は
「
こ
こ
ろ
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
全
か
 ，
 
ら
 ざ
り
き
」
（
 列
 三
上
、
一
五
 ノ
 三
）
、
コ
ラ
ム
（
 列
 上
下
、
八
 ノ
 一
八
）
 及
 

ヤ
 
（
 
列
 三
下
、
ハ
ノ
二
七
）
は
 、
 共
に
 、
 
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 目
 に
 悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
と
批
評
さ
れ
て
ゐ
 る
 。
 い
 づ
れ
 

申
 台
記
 的
 歴
史
家
の
批
評
の
多
く
の
例
か
ら
考
へ
る
時
、
 

ア
 ビ
ヤ
 ム
 、
コ
ラ
ム
、
ア
ハ
ズ
 ヤ
 等
が
異
教
信
仰
に
 奉
 忙
 し
て
 ぬ
 た
 

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
 

、
コ
ラ
ム
（
八
四
七
 
｜
 八
四
五
）
に
つ
い
て
は
、
彼
が
 
イ
 

ス
ラ
エ
ル
の
オ
ム
 
り
 王
家
の
出
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
ハ
 ブ
 
ス
ラ
エ
ル
 王
 ア
ハ
ブ
の
娘
を
妻
と
し
た
の
で
、
イ
ス
ラ
エ
 

の
家
の
道
に
歩
ん
だ
、
 

と
言
ふ
 
説
明
が
加
へ
ら
れ
て
 ル

 0
 玉
筆
 の
 

ぬ
 る
（
 列
王
 

だ
、
と
言
ふ
 編
纂
者
の
説
明
が
附
加
せ
ら
れ
て
を
 
り
 
（
 
列
 三
下
、
ハ
ノ
一
八
）
、
ア
ハ
。
 ス
ヤ
 
（
八
四
五
）
に
つ
い
 て
も
 亦
 、
 彼
 

（
Ⅱ
）
 

て
 与
へ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
，
 
っ
 。
 列
 正
紀
は
 、
 彼
の
時
代
に
 、
 人
々
が
す
べ
て
の
高
山
 の
上
、
す
べ
て
の
青
木
 
お
 
)
 

の
下
に
、
 崇
邱
 と
 て
ツ
セ
バ
 （
重
石
柱
）
 
と
ア
 シ
ェ
ラ
 像
 を
 建
て
、
ま
た
、
国
内
に
は
神
殿
男
娼
が
居
っ
た
 
と
 伝
 へ
て
ゐ
る
（
 上
 、
一
四
け
 

異
教
信
仰
を
受
容
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
 国
 諸
王
に
与
へ
ら
 れ
た
こ
と
を
考
へ
れ
ば
、
 

レ
ハ
 
ベ
ア
 ム
 が
異
教
信
仰
を
受
 け
 容
れ
た
こ
と
に
対
し
 
2
 
 
 



 
 

 
  
 

ア
ザ
 ル
ヤ
以
前
の
 
ユ
 ダ
諸
王
の
う
ち
、
 
申
 台
記
 的
 歴
史
 家
に
よ
っ
て
 、
 

「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
善
し
と
す
る
と
こ
ろ
 

を
 為
せ
り
」
、
「
こ
こ
 

スラエル王朝時代の 宗教の研究 

諸 る ノ か 的 と は び 蛇 の 歴 
ヒ 日 ヨ 史 前   

っ こ こ て に 五       
    が そ げ と ム 
ち、 ヤハ する 対す て ゐ 穀 ち ） と ム 、 
ウ る る " 批 申 ヒ 「 ハウ の 目 ヤ ェ 純一な 列 正 （ ア シェ 評せ ，リ 台記 改 ズキヤ     

6 市 的 、 し 一 圭圭 戸 イ 青 一 像 た の ョ の   記 。 す 

的 る   
し 三 歴史 

と   為 仰 年 セ   
せ を 久 が 家 ろ 

こ @ 
り 極 し 造 K を かし、 中心的対する 三下 巴 （ 列 」 力 く っ よ 

  
為 

完排ヤ た せ 
て   

し @@ 

、 た ュ は 「 と 

一 も 崇 れ ヤ 
  

申 

命   る銅 ハ ツ一 の と 拝 と ウ " -- 口 モ巳 
ダ ぎ 五 陰 証 き 思 、 結 の   的 

  ( 弓 5) 

  

  
  

恐 
，ら 

{ 、 

彼 
女 
の 

時 
  
@ こ 
も 

異教 

信仰 

  
- 仁 ， 
叶よ @@ 
  
て 

ゐ 
ネ， @ 
も 
の 

で 

あ 
り @ 

スノ 。 



-
 
つ
 。
 「

こ
こ
ろ
 

ら
れ
て
ゐ
る
 

行
 は
れ
な
か
 

る
 。
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
に
全
か
り
き
」
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
善
し
と
す
 

る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
し
と
、
 

申
 台
記
 的
 歴
史
家
に
よ
っ
 
て
 批
評
せ
 

こ
れ
ら
の
五
等
の
時
代
に
は
、
予
言
者
達
 や
、
コ
 シ
 ア
 

ヒ
ズ
キ
 ヤ
岡
 王
 に
見
る
厳
格
な
 へ
 ひ
す
き
寸
口
。
 
コ
 。
芽
の
 
ず
ヨ
由
の
ほ
 

っ
 た
と
考
へ
ら
れ
る
。
彼
等
の
時
代
に
も
、
な
ほ
異
教
 信
 仰
が
（
 崇
邱
と
 結
び
つ
い
て
）
行
は
れ
て
ゐ
た
の
を
 知
 る
の
で
あ
 

と
 結
び
つ
い
て
る
た
 崇
 邱
は
廃
絶
し
な
か
っ
た
の
で
あ
 る
 。
そ
の
限
り
、
彼
等
は
異
教
信
仰
を
認
容
し
て
 ぬ
 た
 ｜
 無
論
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
 

と
 並
ん
で
異
教
信
仰
も
亦
 行
 は
れ
る
こ
と
を
認
容
し
て
 ぬ
 た
 ｜
と
言
 ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
さ
ら
に
、
 

わ
 れ
わ
れ
は
、
 
ヒ
ズ
キ
ヤ
 

が
そ
れ
を
打
ち
砕
く
ま
で
（
 列
 三
下
、
一
八
 ノ
 四
）
 オ
 フ
 シ
 ユ
 タ
ン
が
久
し
き
に
 亙
 っ
て
拝
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
 思
ひ
起
す
べ
き
で
あ
ら
 

イ
ヱ
ホ
 ア
シ
ュ
公
利
三
丁
八
一
二
 ノ
 二
）
、
ア
マ
 ズ
ヤ
 
公
利
 
三
下
、
一
四
 ノ
 三
）
で
あ
る
。
 

ア
 サ
（
 九
 0
 八
｜
 八
六
八
）
は
神
殿
男
娼
を
国
か
ら
追
ひ
 

出
 し
 、
先
祖
た
ち
が
造
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
偶
像
を
除
き
、
 ア
シ
ヱ
ラ
 像
を
切
り
 

倒
し
て
キ
ド
ロ
ン
の
谷
で
焼
き
捨
て
た
、
 

と
伝
 
へ
ら
れ
 て
ゐ
る
（
 列
 三
上
、
一
五
 ノ
 一
二
、
一
三
）
。
た
だ
し
、
 
彼
 は
崇
 邱
は
除
か
な
か
っ
 

た
と
舌
口
 
ふ
 
（
 
列
 三
上
、
一
五
 ノ
 一
四
）
。
 

 
 

）
、
ア
マ
 
ズ
ヤ
 
（
 
八
 0
 一
｜
セ
 七
三
）
の
 諸
王
に
つ
い
て
は
・
 

ぃ
 づ
れ
も
、
彼
等
が
 崇
 邱
は
除
か
ず
、
た
め
に
国
民
は
引
 き
 続
き
そ
こ
で
犠
牲
を
さ
さ
げ
、
香
を
た
い
た
、
 と
述
 
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
（
 
列
王
 

上
 、
二
一
 フ
 四
三
。
 下
 、
一
二
 ノ
三
 。
 下
 、
一
四
 ノ
 四
）
。
 

ア
サ
、
ヨ
シ
ャ
フ
ァ
ト
、
イ
ェ
 ホ
 ア
シ
ュ
、
ア
マ
 
ス
ヤ
 の
 諸
王
は
、
た
と
へ
中
食
 記
的
 歴
史
家
に
よ
っ
て
「
こ
こ
 ろ
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
全
か
 

り
き
」
、
或
は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
善
し
と
す
る
と
こ
 ろ
を
為
せ
り
」
と
批
評
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
言
へ
、
彼
等
は
 い
 づ
れ
も
、
異
教
信
仰
 

(436) 

ろ
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
全
か
り
き
」
と
批
評
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
 

ア
サ
（
 列
 三
上
、
一
五
 ノ
 
一
一
）
 
、
コ
 シ
 
ャ
 
フ
ァ
ト
（
 列
 王
土
、
二
二
 
ノ
 四
三
）
 
、
 

 
  
 



イスラエル王朝時代の   
或 っ 等 、 を 
は て は ョ 為 
" 批 無 う さ ざり これ 評せ 論の ム、 
を ら ・ こ ア き 
認 れ と ハ 」 、 
容 ・ た   ズ   「 

しア てサ ゐ " 「 ヤ ハアろ ヤ " こ こ 
た ョ ウ タ ヤ 
と シ ェ ル ハ 

者 、 ヤ フ目、 の ヤウ   
ヘ ア に ア に 

ら ト 善 ハ 完 
ね 、 し ズ か 

る イ と " ら 
。 ヱ す マ ざ 
ホ る チ リ     
ア為ン申 マ せ " 命 
ズ り ィ 言己 

ヤ 円 ヱ 的 

、 「 ホ 歴 
ア 心 ア 史 
ザ ヤ ハ 家 

ルヤ ハズに ウ " よ 
" エ イ っ 

ョ に ェ て 

タ 金 ホ 批 
ふ か ヤ 評 

等 り キ せ 

も ま き 」 んら 、 れ 
た と 々 た   

ェ レ 

稟 申 ホ、 ハ 
教 命 ヤ ベ 
信 託 キ ア 
仲 酌 シ ム 
@c  歴     
泰 史 セ ア 
住 家 デ ビ   

35@ (437) 

宗教の 

上
述
の
如
く
、
ユ
ダ
 
国
 諸
王
の
場
合
は
 
、
 Ⅰ
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 
目
 に
悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
 

、
 「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
善
し
と
す
る
と
 

) 研 

し
か
ら
ば
、
 ユ
 ダ
諸
王
の
場
合
、
 ヒ
ズ
キ
ヤ
、
コ
 シ
 ア
 は
 除
 列
し
て
・
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
日
に
善
し
と
す
る
と
こ
ろ
 な
 お
せ
り
」
、
「
 
ヤ
、
 

ウ
ヱ
 の
目
に
悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
し
の
甲
金
 記
 的
 歴
史
家
の
批
評
は
、
如
何
に
し
て
な
さ
れ
た
か
。
 恐
 ら
く
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
 信
 

仰
と
 異
教
信
仰
と
の
併
存
の
状
態
に
お
い
て
、
 ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 信
仰
に
重
点
が
置
か
れ
、
異
教
信
仰
が
こ
れ
に
附
随
す
 る
 場
合
に
は
、
「
ヤ
ハ
 

ウ
ヱ
 の
目
に
善
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
と
批
評
せ
 ら
れ
（
こ
の
場
合
、
 ユ
 ダ
中
心
主
義
が
こ
の
批
評
に
 作
 崩
 し
て
ゐ
る
こ
と
は
 無
 

論
 の
こ
と
で
あ
る
）
 
、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
よ
り
も
異
教
信
仰
 に
 重
点
が
移
行
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
場
合
に
 、
 「
 ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 0
 目
に
悪
し
と
す
る
 

と
こ
ろ
を
為
せ
り
し
と
批
評
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
 で
あ
ら
う
か
。
 

ィ
ス
ラ
エ
 ル
国
諸
王
に
対
す
る
場
合
も
、
 申
 台
記
 的
 歴
史
 家
の
 、
ユ
ダ
中
心
主
義
と
 べ
リ
コ
 
ミ
の
，
 

目
 0
 口
 0
 （
 
オ
 の
中
の
 

ヨ
あ
 の
 立
場
よ
り
す
る
批
評
 

で
あ
る
こ
と
は
変
う
な
い
。
た
だ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
詰
 王
の
場
合
は
 、
ぺ
 目
妻
 T
 目
 o
 コ
 0
 安
生
の
 
ヨ
 拐
の
立
場
 よ
 り
す
る
異
教
信
仰
批
判
 

に
 、
ダ
ビ
デ
王
国
か
ら
の
分
離
 並
に
 イ
ェ
ル
サ
レ
ム
神
殿
 に
 対
抗
し
て
の
 々
ス
ラ
エ
 ル
 国
 自
身
の
国
家
的
中
心
神
 殿
の
設
置
に
対
す
る
、
 

ユ
 ダ
中
心
主
義
か
ら
の
批
判
が
加
は
り
、
こ
こ
に
 イ
ス
 -
 
フ
エ
ル
 国
 諸
王
に
対
す
る
極
め
て
厳
し
い
批
判
が
生
れ
 、
 ィ
ス
ラ
エ
 ル
国
の
す
べ
 

て
の
王
が
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
 為
 せ
り
」
と
批
評
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
へ
る
。
 

究
 



イ
ス
ラ
エ
ル
 
国
 諸
王
は
、
甲
金
 記
的
 歴
史
家
に
よ
っ
て
 、
 そ
の
治
世
期
間
が
極
め
て
 短
 か
か
っ
た
 
ェ
ラ
 
（
八
八
三
 

一
）
 
、
 

@
 
路
 ）
 

ム
 
（
七
四
七
）
以
外
は
す
べ
て
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
 

し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
と
批
評
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
更
に
、
イ
ェ
 ロ
ベ
 

以
後
の
諸
王
に
つ
い
て
、
 

申
 台
記
 的
 歴
史
家
は
、
上
記
 の
 エ
ラ
、
 シ
 ヤ
ル
 ム
 を
除
い
て
、
「
 イ
 ェ
ロ
ベ
ア
 ム
 の
 罪
 に
 歩
み
き
」
、
「
 ィ
 

ベ
ア
 ム
 の
罪
を
離
れ
ざ
り
き
」
、
「
 ィ
エ
 ロ
ベ
ア
 ム
 の
道
を
 歩
み
 笘
 」
等
の
批
評
を
も
附
け
加
へ
て
ゐ
る
。
 

イ
エ
 ロ
ベ
ア
 ム
 は
、
独
立
後
、
古
く
か
ら
崇
め
ら
れ
て
ゐ
 た
べ
 テ
ル
の
神
殿
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
の
国
家
的
中
 心
神
殿
と
定
め
 

ま
た
、
彼
は
、
こ
の
 
べ
 ・
テ
ル
に
併
せ
て
、
ダ
ン
に
も
、
 
金
の
子
牛
像
を
置
き
（
 列
 三
上
、
一
一
 フ
 二
八
 ｜
二
一
 
0
 ）
 、
 崇
邱
 神
殿
・
を
 

た
 
（
 
列
 主
上
、
ニ
フ
三
一
）
 
と
伝
 
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

異
教
信
仰
は
 、
へ
い
 オ
ミ
の
・
 

目
 。
 コ
 。
ま
の
田
の
日
握
の
立
場
に
 立
つ
中
分
詞
 的
 歴
史
家
の
否
定
す
る
 せ
 こ
ろ
そ
あ
り
、
 
ま
 た
 、
ダ
ビ
デ
 王
 

ら
の
分
離
独
立
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
 神
殿
に
対
抗
す
る
 々
ス
ラ
エ
 
ル
王
国
の
国
家
的
中
心
神
殿
 の
 設
立
は
 、
ユ
 ダ
 

主
義
の
申
台
記
 的
 歴
史
家
の
到
底
認
容
す
る
こ
と
が
 出
 来
な
い
と
と
で
あ
っ
た
。
 

-
0
 

2
 ）
 

中
台
記
 的
 歴
史
家
は
、
こ
こ
に
、
「
 イ
エ
 ロ
ベ
ア
 ム
 の
 罪
 」
を
見
た
の
で
あ
る
（
 列
 主
上
、
一
三
 ノ
 三
四
）
。
 

し
か
し
、
イ
ェ
 
ロ
 ベ
ア
 ム
 は
 、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
の
代
り
に
（
 ヤ
ハ
ウ
ェ
を
廃
し
て
）
地
神
を
導
入
し
た
も
の
と
は
考
へ
 ら
れ
な
い
。
 

イ
エ
 ロ
ベ
ア
 ム
 が
国
民
に
告
げ
た
と
 言
ふ
 言
葉
、
「
 汝
 ，
 
り
は
も
は
や
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
上
る
に
及
ば
ず
。
イ
ス
ラ
 エ
ル
 よ
、
汝
ら
 

ジ
プ
ト
の
 
北
 よ
り
導
き
上
り
し
 汝
 ら
の
神
を
見
よ
」
（
 列
 主
上
、
一
二
 ノ
 二
八
）
は
 出
 エ
ジ
プ
ト
 記
三
 二
を
前
提
と
す
 る
も
の
で
あ
り
、
 

ャ
ル
 

ア
ム
 

エ
ロ
 

（
 
仏
り
 
-
 

た
 

造
っ
 

国
か
 

 
 

を
ェ
 

「
 汝
 

 
 
 
 
 
 

は
れ
た
 ｜
 ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
と
共
に
異
教
信
仰
も
行
は
れ
 た
｜
 こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
 

こ た 

の だ 
や     
に ズ 

観 キ 
る ヤ 
時 と 

にョ " シ 
ユ ア 
タ 。 と 

王 は 国 
に 例 
お 外 
い 的 
て に 
@@. @@ ひ 
、 異 
ヒ 教 

信仰 。スキ 
ヤ 撲 
、 滅 
ョ を 
シ 計 

ア っ 

の た 
二 の 

王 で 
め る 
時 る   
  
  
の 

全 
時 
  
te: 
亙 
  
て 

亜 

一毅 

信仰 

が 

，一 仁 
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ル 王朝侍 ザ イスラ ェ ての宗教 

ノ
 一
一
 
%
 
 
、
オ
ム
 り
 （
 
八
 セ
ハ
 ｜
 八
七
一
）
（
 
列
 三
上
、
一
 ノ
二
 さ
ほ
つ
い
て
は
、
 
い
 づ
れ
も
、
「
か
れ
ら
の
偶
像
 を
も
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
 

の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
怒
ら
せ
て
罪
を
行
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
 
ア
 ハ
 ブ
 （
 
八
セ
一
｜
 八
五
二
）
に
つ
い
て
は
、
バ
ア
ル
 に
 仕
へ
（
 列
 三
上
、
一
 

一
八
 
ノ
三
こ
 、
サ
マ
リ
ア
に
バ
ア
ル
の
神
殿
を
建
て
、
 バ
 フ
 ル
の
た
め
の
祭
壇
を
築
き
（
 列
 主
上
、
一
六
 ノ
三
 二
）
 、
 ま
た
、
ア
シ
ェ
ラ
 像
 

を
 造
っ
て
（
 列
 三
上
、
一
工
ハ
ノ
三
三
）
 

、
彼
 よ
り
も
 先
き
 の
 イ
ス
ラ
エ
ル
の
す
べ
て
の
王
に
ま
さ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
 の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
怒
ら
 
趙
 

せ
る
こ
と
を
行
っ
た
（
 列
 三
上
、
一
六
 ノ
 三
三
）
と
記
さ
れ
 
、
ア
ハ
ズ
 ヤ
 （
八
五
二
 
｜
 八
五
一
）
に
つ
い
て
は
、
彼
も
 亦
 バ
ア
ル
に
仕
へ
て
 、
 
 
 
 
 

こ
れ
を
拝
み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
怒
ら
せ
た
 と
伝
 へ
ら
れ
て
ゐ
る
（
 列
 三
上
、
三
 フ
 五
四
）
。
 

の 研究 

イ
ス
ラ
エ
ル
 国
 諸
王
の
う
ち
、
 バ
ア
 シ
 ャ
 （
 
九
 ①
 六
 １
人
 八
三
）
（
 列
 主
上
、
一
六
 ノ
一
 三
）
、
エ
ラ
（
八
八
三
 
｜
 八
八
 二
）
（
 列
 主
上
、
一
 

ら
 る
 エ
ジ
プ
ト
の
 他
 よ
り
 導
 ぎ
上
り
し
 渋
 ら
の
神
」
は
 、
 言
ふ
 ま
で
も
低
く
 、
神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
を
指
す
。
 

べ
く
、
も
は
や
イ
 ェ
 ル
サ
レ
ム
に
詣
で
る
を
要
せ
ず
、
 べ
 テ
ル
に
お
い
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
拝
す
る
こ
と
が
 

ぬ
 る
も
の
で
あ
る
。
 

ベ
 テ
ル
に
お
い
て
も
、
ダ
ン
に
お
い
て
も
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
 祖
 ら
れ
で
 ぬ
 た
の
で
あ
る
。
 

た
だ
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
 と
 並
ん
で
他
の
神
々
も
拝
ま
れ
て
ゐ
 た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
や
う
な
異
教
信
仰
の
許
容
は
、
純
一
な
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
 信
仰
の
立
場
に
立
っ
 申
 台
記
 的
 歴
史
家
の
 

申
 台
記
 的
 歴
史
家
は
、
イ
モ
ロ
ベ
ア
ム
以
後
イ
ス
ラ
エ
 ル
 減
色
時
（
 前
セ
三
 一
年
）
の
 王
 ホ
セ
 ア
 に
 

ェ
 0
 目
に
悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
に
併
せ
て
、
 「
 イ
 ヱ
ロ
ベ
ア
 ム
 の
罪
に
歩
み
き
」
、
「
 
イ
ェ
 

等
の
批
評
を
与
へ
て
ゐ
る
。
 

こ
れ
は
、
「
 イ
 ェ
ロ
ベ
ア
 ム
 の
 罪
 」
が
、
根
本
悪
と
し
て
 、
イ
ス
ラ
エ
ル
 国
 諸
王
に
受
け
継
が
れ
て
 

る
 
（
 
o
2
l
 

）
 

北
 王
国
国
民
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
拝
す
 

出
来
る
、
こ
と
を
国
民
に
告
げ
て
 

許
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
 

至
る
ま
で
の
諸
王
に
 、
 「
 ヤ
 ハ
ウ
 

ロ
 ベ
ア
 ム
 の
罪
を
離
れ
ざ
り
き
」
 

行
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
 



特
に
 、
イ
ヱ
フ
 
（
八
四
五
 
｜
 八
一
八
）
に
つ
い
て
は
、
 彼
 が
 バ
ア
ル
に
奉
仕
す
る
も
の
を
殺
し
（
 列
 三
下
、
一
 
0
 ノ
 一
八
 
｜
 二
五
）
 
、
 

ェ
ラ
 像
を
焼
き
捨
て
（
 列
 三
下
、
一
 
0
 ノ
 二
六
）
 
、
 バ
ア
ル
 の
 祭
壇
を
砕
き
、
バ
ア
ル
の
神
殿
を
破
壊
し
（
 列
 三
下
、
 一
 
0
 ノ
 一
一
七
）
 

、
 

ラ
 ェ
ル
国
内
か
ら
バ
ア
ル
を
一
掃
し
た
（
 列
 三
下
、
一
 
0
 ノ
 二
八
）
の
に
、
し
か
も
な
 ほ
、
イ
ヱ
フ
 は
甲
金
 記
的
歴
 史
家
か
ら
、
「
 ィ
 

ベ
ア
 ム
 の
罪
を
離
れ
ざ
り
き
」
と
批
評
せ
ら
れ
た
。
 そ
 れ
に
対
し
て
、
 申
 台
記
 的
 歴
史
家
は
説
明
し
て
、
 イ
ヱ
 フ
 は
 々
ヱ
ロ
 ベ
ア
 

罪
 、
即
ち
、
ベ
テ
ル
と
ダ
ン
に
あ
る
金
の
子
牛
に
仕
へ
 る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
ゐ
る
（
 列
 三
下
、
一
 
0
 ノ
 二
九
）
。
 

中
食
 記
的
 歴
史
家
に
と
っ
て
は
、
国
内
か
ら
バ
ア
ル
 信
 仰
 を
一
掃
し
て
も
、
 な
ほ
、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
し
て
忠
実
で
 は
な
か
っ
た
の
 

る
 。
ベ
テ
ル
と
ダ
ン
に
あ
る
金
の
子
牛
に
仕
へ
る
こ
と
 を
や
め
な
い
か
ぎ
り
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
し
て
忠
実
で
は
な
 い
と
考
へ
ら
れ
た
 

あ
る
。
 

ロ
 ベ
ア
 ム
 の
 罪
 」
に
歩
ん
で
 ぬ
 る
 、
と
言
ふ
 の
が
、
 申
命
 

ベ
 テ
ル
と
ダ
ン
に
あ
る
金
の
子
牛
に
仕
へ
る
こ
と
ー
イ
ス
 

記
的
 歴
史
家
の
批
評
で
あ
る
。
 

ラ
エ
ル
の
国
家
的
中
心
神
殿
（
そ
こ
に
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
も
 祖
 ら
れ
て
ゐ
る
 

ま
た
、
他
の
神
々
も
 祖
 ら
れ
て
ゐ
る
）
に
奉
仕
す
る
こ
 と
 、
そ
れ
が
「
 イ
ヱ
ロ
 ベ
ア
 ム
 の
 罪
 」
で
あ
っ
た
。
た
と
 ヘ
 バ
ア
ル
信
仰
は
 

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
の
王
 と
し
て
、
国
家
的
中
心
神
殿
を
捨
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
 あ
っ
た
で
あ
ら
 -
 
。
 

の
 意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
 国
 諸
王
 の
 根
本
悪
で
あ
っ
た
。
 

上
述
の
 、
バ
ア
 シ
ヤ
、
 ェ
ラ
 、
オ
ム
り
は
偶
像
に
仕
へ
、
 ア
 ハ
ブ
、
ア
ハ
ズ
 ヤ
 は
バ
ア
ル
に
仕
へ
た
が
、
そ
の
上
 に
 、
彼
等
は
「
 

コ
ラ
ム
は
バ
ア
ル
の
堅
石
柱
を
除
去
し
、
特
に
、
イ
ェ
 フ
 は
 国
内
か
ら
バ
ア
ル
信
仰
を
一
掃
し
た
が
、
そ
れ
で
も
 、
彼
等
が
・
 ィ
     。 一 が の で ム ヱ イ ア 

    そ 掃 、 で あ の ロ ス シ 

 
 
 
 

は
 出
来
な
か
っ
た
（
 列
 三
下
、
三
 
ノ
ニ
、
 
三
）
。
 

ベ
ア
 ム
 の
罪
を
離
れ
ざ
り
き
」
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
し
 
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
と
 言
ふ
申
 台
記
 的
 歴
史
家
 の
 批
評
を
免
れ
る
こ
と
 
㏄
 
)
 
 
 

し
か
る
に
、
コ
ラ
ム
（
八
五
一
 
｜
 八
四
五
）
は
 、
 
父
の
造
 っ
た
 バ
ア
ル
の
 堅
 石
柱
を
除
い
た
が
（
 列
 三
丁
、
一
一
 ブ
一
コ
 
、
な
ほ
、
 

「
 イ
 
ヱ
ロ
 

 
  
 



研
 
 
 
教
 
凸
 
小
 
-
 
イ
ス
ラ
エ
ル
王
朝
時
代
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
に
お
 

い
て
も
、
ユ
ダ
王
国
に
お
い
て
も
 

｜
ユ
 ダ
の
 ヒ
ズ
キ
ヤ
、
 
ョ
 シ
ア
二
王
の
時
代
 

何
を
を
除
い
て
 ｜
 全
時
代
を
通
し
て
、
異
教
信
仰
が
 

行
 は
れ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
と
並
ん
 

で
 異
教
信
仰
も
行
は
れ
て
ゐ
 

㍾
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
 

王
 
社
し
 バ
瑚
前
 

、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
と
 

九
世
紀
に
お
け
る
ア
ッ
シ
リ
ア
の
パ
レ
ス
テ
ィ
 

ア
ル
宗
教
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
が
存
在
し
た
こ
と
 

ナ
 侵
入
以
来
、
こ
の
や
う
な
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
 

傾
 

  

 
 

 
 
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
 
ム
 は
 、
 少
く
と
も
前
一
 
0
 世
紀
以
降
前
山
 

八
世
紀
の
イ
 
ェ
 ル
サ
レ
ム
滅
亡
時
ま
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
 

の
 宗
教
事
情
に
一
般
的
 
3
 

申
命
記
的
 歴
史
家
の
批
評
が
述
べ
ら
れ
て
 
ぬ
 る
の
み
で
 
は
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
短
 

い
 、
定
型
的
批
評
に
 
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
 
諸
 

王
も
亦
 、
ベ
テ
ル
と
ダ
ン
に
あ
る
金
の
子
牛
に
仕
へ
 

、
異
教
信
仰
を
受
容
し
た
こ
と
を
、
推
知
出
来
る
と
 

考
 へ
る
の
で
あ
る
。
 

六
）
（
 列
 三
下
、
一
五
 ノ
 二
四
）
 、
ペ
カ
 
（
 
セ
 三
五
 ｜
セ
 三
一
 
こ
 
（
 
列
 三
下
、
一
五
 ノ
 二
八
）
、
ホ
セ
ア
（
 セ
 三
一
 ｜
セ
一
 
三
）
（
 列
 三
下
、
一
 セ
ノ
 

こ
は
 つ
い
て
は
、
た
だ
、
彼
等
が
「
 イ
 ェ
ロ
ベ
ア
 ム
 の
 罪
を
離
れ
ず
 只
 
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
し
と
す
る
と
こ
 ろ
 を
な
し
た
」
と
舌
ロ
 
ふ
 

 
 

  

 
 

ザ
 ハ
ル
 
ヤ
 （
 
セ
四
セ
 

）
（
 
列
 
三
下
、
一
五
 

ノ
 
九
）
 
、
ノ
ブ
ヘ
 

ム
 （
七
四
セ
ー
 

セ
 三
八
）
（
 

列
 
三
下
、
一
五
 

ノ
 一
八
）
 

、
ぺ
 
カ
ハ
ヤ
 

（
七
三
セ
ー
七
三
 

を
し
な
か
 p
 た
 
（
 列
 三
下
、
一
三
 ノ
 六
）
 
と
 舌
ロ
は
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

イ
ヱ
ホ
ア
 ハ
ズ
（
八
一
八
１
人
 
0
 二
）
も
 亦
 、
イ
エ
ロ
 べ
 ア
ム
 の
罪
を
離
れ
ず
、
ま
た
、
サ
マ
リ
ア
か
ら
 ア
 シ
ェ
ラ
 像
を
取
り
去
る
こ
と
 

の
嘉
 す
と
こ
ろ
 ｜
 と
は
な
ら
低
い
、
 
と
申
 台
記
 的
 歴
史
家
 は
 考
へ
た
の
で
あ
る
。
 

ベ
ア
 ム
 の
 罪
 」
に
歩
む
限
り
、
「
こ
こ
ろ
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
 

全
 か
り
き
」
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
善
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
 

為
せ
り
」
 。
ヰ
 ハ
ウ
ス
 



わ
れ
わ
れ
は
一
九
六
四
年
よ
り
一
九
六
六
年
に
 亙
 っ
て
 -
 
ア
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
 

づ
匹
ぎ
 （
 
0
 ～
の
発
掘
に
従
事
し
た
 

学
術
調
査
団
）
。
そ
の
 
折
 、
わ
れ
わ
れ
は
、
鉄
器
時
代
の
 
ィ
ス
 シ
ェ
ル
王
朝
時
代
に
属
す
る
地
層
か
ら
、
 

五
 休
 

一
九
六
五
年
度
に
出
土
し
た
三
体
の
う
ち
二
体
は
、
「
 

北
 の
 テ
ル
」
（
 A
 地
区
）
か
ら
発
掘
さ
れ
た
ア
シ
ュ
タ
 ル
 

部
と
腕
 と
が
残
る
。
高
さ
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
 

幅
 六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
円
柱
形
で
中
は
空
洞
。
 表
 

（
西
ア
ジ
ア
文
化
遺
跡
 

の
神
像
を
発
掘
し
た
。
 

テ
像
 土
偶
の
胴
体
（
 肩
 

側
は
チ
ェ
ッ
ク
模
様
の
 

ユ
 
・
 

こ
の
間
に
あ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
に
 神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
 純
一
な
信
仰
を
主
張
し
、
 

へ
い
オ
ミ
 
の
 
白
き
コ
 0
 ま
ま
の
ヨ
桶
 の
 立
場
を
固
守
１
死
 

守
 し
て
 ぬ
 た
の
が
、
一
握
り
の
 子
 舌
口
者
達
で
あ
っ
た
 と
 考
へ
る
。
 

に
 存
在
し
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
 め
 
ホ
教
の
性
格
で
あ
る
と
も
 
言
 ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
 う
  
 

こ
の
や
う
な
異
教
信
仰
は
 、
ィ
ス
ラ
エ
 
ル
王
朝
時
代
の
あ
 
6
 時
期
、
あ
る
場
所
、
あ
る
階
層
に
限
定
せ
ら
れ
た
も
 め
 て
は
な
く
、
 
ィ
ス
 

ラ
エ
ル
王
朝
時
代
の
全
時
期
に
 亙
 っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 
全
地
域
に
 
亙
 つ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
階
層
に
 亙
っ
 て
 行
 は
れ
た
と
、
考
へ
ら
 

れ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
ソ
ロ
モ
ン
に
お
い
て
も
、
異
教
信
仰
 受
 容
 の
 擬
 ひ
 を
 持
つ
も
の
て
あ
る
（
 列
 三
上
、
一
一
 ノ
一
 １
人
 参
看
）
。
彼
に
対
し
て
 

も
 、
 申
 台
記
 的
 歴
史
家
が
 、
 
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
し
 
と
す
る
と
こ
ろ
を
為
せ
り
」
（
 列
三
 上
、
一
一
 ノ
四
 、
六
）
 と
官
 ふ
 、
異
教
信
仰
を
 

受
容
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
回
波
 ひ
 ユ
ダ
国
の
王
等
に
与
へ
 
た
 批
評
と
全
く
同
じ
批
評
を
与
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
 
庄
 目
 に
価
ひ
す
る
と
考
へ
 

る
 。
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ゆ
 
金
星
に
か
た
ど
っ
て
 
｜
 造
ら
れ
た
（
 
ィ
ェ
 レ
ミ
ア
 
記
四
 四
ノ
 一
九
）
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
供
物
（
 

酒
と
 パ
ン
 ）
を
そ
な
へ
、
ま
た
香
を
た
 弐
 

 
 

よ
っ
て
大
量
製
産
せ
ら
れ
た
小
さ
な
女
神
像
で
は
な
い
 

か
 、
と
舌
口
 
ふ
ブ
こ
 

と
が
考
へ
ら
  
 
 
 

 
 時
ヨ
 

ゆ
 の
で
あ
る
。
 

こ
の
家
庭
祭
儀
に
お
い
て
は
、
 

酒
と
 
パ
ン
が
供
へ
 

ら
れ
た
。
パ
ン
は
こ
の
女
神
に
か
た
ど
っ
て
 

｜
 女
神
の
 

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
新
月
と
 

赤
色
彩
色
が
施
さ
れ
、
裏
側
は
一
面
に
赤
色
彩
色
が
施
 さ
れ
て
ゐ
る
。
 前
九
 f
 八
世
紀
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
）
 
、
 及
び
、
「
南
の
テ
ル
」
 

B
 地
区
か
ら
出
土
し
た
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
 像
 土
偶
の
首
部
 （
高
さ
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
眼
及
び
頚
の
廻
り
の
 

 
 

っ
て
ゐ
る
。
 淡
 赤
褐
色
）
（
 

袖
 ）
で
あ
る
が
、
墓
地
、
第
五
号
 石
 棺
か
ら
出
土
し
た
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
 像
 土
偶
は
、
脚
部
を
 少
し
欠
い
て
は
 
ぬ
 る
 

 
 

ト
ル
、
 幅
セ
 ・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ド
ル
、
厚
み
 二
 ・
ニ
セ
 ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
 淡
褐
 

色
 。
焼
成
良
好
。
新
一
 0
 世
紀
頃
と
考
へ
ら
れ
る
。
 尚
 、
 こ
の
像
に
は
、
土
を
担
ね
て
押
型
で
型
を
取
り
、
の
ち
 焼
成
し
た
痕
跡
が
歴
然
 

と
し
て
ゐ
る
。
 

一
九
六
六
年
度
に
は
、
「
北
の
テ
ル
」
か
ら
二
体
が
出
土
 
し
た
。
一
つ
は
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
 像
 土
偶
の
頭
部
で
、
 
-
 
刊
一
 0
 世
紀
頃
の
も
 

の
、
 一
つ
は
フ
ロ
ン
。
 
ス
の
レ
 セ
 ブ
 お
の
の
 
往
像
 （
高
さ
約
 
セ
 セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
 前
セ
 世
紀
初
期
の
も
の
、
 と
 考
へ
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
神
像
は
い
づ
れ
も
小
さ
く
、
神
殿
以
外
で
祖
 ，
 
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
日
、
ま
た
、
押
型
あ
る
ひ
は
鋳
型
に
 よ
っ
て
造
ら
れ
て
ゐ
 

る
の
で
、
多
量
製
産
せ
ら
れ
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
㈲
。
 さ
ら
に
、
石
棺
か
ら
も
出
土
し
て
ゐ
る
こ
と
を
合
せ
 考
 へ
る
と
㈲
、
こ
れ
ら
の
 

も
の
が
個
人
家
庭
で
祖
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
 ，
 
ゆ
 れ
る
の
で
あ
る
。
 

究
 

ア
シ
ュ
タ
ル
テ
を
 紀
 る
こ
と
は
本
来
婦
人
達
に
よ
 っ
て
執
り
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
家
庭
に
お
い
て
 、
全
家
族
が
手
伝
っ
て
 、
こ
 

ぬ
 
れ
を
祝
っ
た
こ
と
が
 イ
ェ
 レ
ミ
ア
 記
セ
ノ
 一
八
 か
，
 
め
 推
定
出
来
る
。
つ
ま
り
、
個
人
家
庭
に
お
い
て
 祖
 ら
れ
 て
ぬ
 た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
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註
 （
ー
）
 申
ミ
 ・
 ミ
 。
 嵌
 -
 ぎ
お
ヂ
 ）
の
の
ト
一
一
三
頁
参
看
。
 尚
 、
 ベ
 テ
ル
・
ダ
ン
に
つ
い
て
は
、
 

イ
ヱ
ロ
 
ベ
ア
 ム
 
（
九
二
六
１
元
 0
 六
 -
 が
 金
の
憤
 佳
二
 

体
を
造
り
、
こ
れ
ら
の
町
に
そ
れ
ぞ
れ
一
休
を
置
い
た
と
 に
へ
 ら
れ
て
ゐ
る
。
 
列
 三
上
、
一
二
 
ノ
 二
八
以
下
参
看
。
 

（
 
2
 ）
 
例
へ
ば
、
 
バ
ア
ル
・
 
セ
 フ
ォ
ン
 
し
臣
絆
つ
ア
呂
 
世
一
四
 ノ
ニ
 、
民
三
三
 ノ
七
、
 バ
ア
ル
・
ヘ
ル
 
モ
 ソ
 
ロ
 ・
ヱ
空
耳
 
こ
コ
 ト
三
ノ
三
 、
歴
上
 
五
ノ
 

二
三
、
バ
ア
ル
・
レ
バ
ノ
ン
 ロ
 ・
 
ヒ
注
 ハ
コ
 
0
 二
等
。
 

（
 
3
 ）
民
放
三
三
 
ノ
四
 
コ
イ
 ヱ
 レ
ミ
ア
一
九
 
ノ
五
 、
三
二
 
ノ
 三
五
等
参
看
。
 

（
 
4
 ）
中
耳
Ⅰ
（
 毛
 0
 打
 ミ
 ・
し
 い
 の
 し
仁
り
オ
 
年
の
「
 
N
 ミ
 田
 （
二
の
ぎ
 e
 二
 %
 「
 
0
 ㌧
 す
の
 
（
の
 
コ
 ・
 し
 8
 。
，
二
四
頁
参
看
。
 

（
 
5
 ）
神
像
、
祭
壇
、
 
崇
邱
 、
神
殿
等
が
破
壊
せ
ら
れ
た
こ
と
 は
｜
 或
は
、
破
壊
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
実
際
に
確
認
出
来
 る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
 

申
命
記
 
法
の
異
教
信
仰
の
禁
令
に
基
 く
ョ
 シ
ア
王
の
異
教
信
仰
 弾
圧
、
撲
滅
政
策
実
施
に
つ
い
て
は
歴
史
報
告
と
し
て
具
体
的
 に
 叙
述
す
る
こ
と
 

が
 可
能
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
 

そ
れ
に
対
し
て
、
 
申
命
記
法
 の
そ
の
他
の
条
項
に
関
し
て
は
、
 

仮
令
そ
れ
が
実
施
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
実
施
せ
ら
れ
た
こ
と
 を
 具
体
的
に
 
把
 

握
 す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
が
考
へ
 ら
れ
る
。
 

ま
た
、
 申
命
記
 
法
の
条
項
に
は
理
想
法
的
な
も
の
も
相
当
含
ま
 れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
考
へ
て
 、
 果
し
て
ど
の
程
度
現
実
に
そ
れ
 が
 実
施
せ
ら
れ
 

た
か
を
疑
問
 
祝
 す
る
極
め
て
悲
観
的
な
推
察
も
不
可
能
で
は
な
  
 

さ
ら
に
、
 
列
 三
組
編
纂
者
の
 
、
ぺ
菩
毛
 T
 ま
呂
 0
 （
 
汀
ず
ヨ
 扁
の
 強
調
と
言
 ふ
 神
字
的
立
場
も
考
慮
す
る
 
必
 嬰
が
あ
る
で
あ
ら
 
ラ
 。
即
ち
 、
 

せ
 生
ヨ
 甘
紬
 0
 コ
 0
 豊
の
ず
 
ヨ
 塁
に
関
す
る
歴
史
的
記
述
の
み
を
残
し
 
て
、
 他
を
割
愛
し
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
 言
 ふ
こ
と
で
 あ
る
。
 

列
 正
紀
 下
 、
二
二
、
二
三
の
記
述
が
、
 

申
命
記
 法
の
条
項
全
般
 に
 で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
異
教
信
仰
禁
止
の
条
項
に
だ
け
 対
 心
 し
て
ゐ
る
 
こ
 

わ
れ
わ
れ
は
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
出
土
の
小
神
像
に
関
連
 し
て
、
こ
の
や
 う
 に
推
定
し
て
 
ぬ
 る
の
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
に
 お
い
て
の
み
見
る
特
殊
現
象
と
は
考
へ
な
い
。
 

広
く
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
行
は
れ
た
一
般
現
象
が
 、
 -
 
ア
ル
・
 ぢ
 Ⅰ
ロ
ー
ル
に
お
Ⅱ
Ⅲ
て
も
見
ら
れ
る
と
舌
口
 
ふ
汀
 し
と
で
 あ
ら
う
と
考
へ
る
。
 

つ
ま
り
、
少
く
と
も
イ
ス
ラ
エ
ル
王
朝
時
代
の
異
教
崇
拝
 リ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
 

。
 

ム
 の
実
情
の
痕
跡
が
、
テ
ル
・
 

ゼ
 ロ
ー
ル
に
お
い
て
 
よ
 D
 茶
方
 

見
せ
ら
れ
た
と
三
口
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
の
で
あ
る
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七 一 つ 

3 .- / ヘ 

八 " 七 " 

0 の 
円い 。 の ロ Ⅱ 

  
  曲 ヨ 0 ⅠⅠ ア Ⅱ 

    O 口 コ 田 
    
色   
彩写 

o-0 の 呂 ， ） 鰍 荘 
"- - 臣 @@l @ 

真 
    

  看 
掲 

載 。 
次の 一 0 @m 頁 、 コ の 

せ Ⅰ 。 つア コ 
  由 Ⅰ 

Ⅱ の（の ぃ 匹 の   
円 " 亡 し 
俺 ） 
定年 0     
ヌ ぎ ・ ） の   
      ま拠 看 。 ） ま p コ ら る     

の 宙   
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（
 
ハ
り
 

）
ミ
・
 田
自
 （
 
0
 
律
 国
書
四
五
頁
及
 
び
 五
八
頁
参
看
。
 

（
Ⅱ
）
安
き
（
 
0
 
ミ
岡
 書
 五
九
頁
参
看
。
 

（
は
）
曳
き
（
 
0
 
ミ
岡
 書
 五
九
頁
以
下
参
看
。
 

（
㎎
）
 
尚
、
 Ⅰ
の
Ⅰ
 

帳
し
 e
 
ヴ
 
年
 
3
 の
 
曲
 
二
 
%
 甲
ぺ
 
0
 
ヴ
臼
ヨ
ア
 
ト
 
つ
 
の
 
づ
 三
五
 頁
 以
下
参
看
。
 

と
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

（
 
6
 ）
こ
の
条
項
に
対
応
す
る
 
コ
 シ
ア
王
の
改
革
の
記
述
は
列
 三
下
、
二
二
フ
一
面
。
 

（
 
7
 ）
 
ト
 ・
ミ
上
ぉ
コ
ロ
詰
紐
き
市
 3
3
 ざ
 
一
 -
 
八
三
頁
参
看
。
 

（
 
8
 ）
と
毛
色
㏄
の
 
r
-
 
し
 い
 の
 田
き
甲
 r
n
 
ヨ
ざ
 六
九
頁
参
看
。
 

（
 
9
 ）
 
ミ
 ・
 虫
 c
h
r
o
 

臆
 ・
 日
ま
吝
ゑ
 宙
の
の
の
 

エ
 三
五
九
頁
参
看
  
 



（
 
り
乙
 

6
 ）
 
レ
 ・
ミ
色
㏄
の
（
，
 

由
拐
 い
し
 
い
 す
目
の
「
の
 

ヨ
は
 ・
 P
 ま
 ㌔
六
五
頁
参
看
。
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父
は
振
り
向
い
て
（
 つ
曲
 （
 
H
d
p
 
）
彼
に
言
っ
た
。
 

 
 

（
 
3
-
 

 
 

「
 死
 神
に
汝
を
与
え
よ
う
。
 
L
 
と
。
」
 

一 タス物語をめぐって 

の も 
『 物 「 憶 あ 伝 ヵ 
お が ヴ ず 

お 運 ァ タ り 力 ュり " え " タ ・ 
、 ば l ィ 
父 れ ジ ッ 

た れ ゥ 
に て パ 

よ る ャ テ つ い ニ 
" と シ ィ い る シ 

わ き ュ リ て が ャ 
    

を 少 ァ   し こ の 
誰 年 ス フ。 て で 冒 
@c  で の ・ ラ み ほ 頭 
布 あ 子 l た こ に 

施 る タ フ い の は 
す 彼 シ マ 
る に ャ ナ 

。 物 有 
語 名 

0 桁 ッ 二 の な 

  検 ナ ） です （ 地心 @ トま l   討 手 チ 
か （ 全 一 を ケ 
  紛 財   手 l 
』 き 達 人 が タ 

か ス 

  り （ 
  

として、 之 po ）左史   
度た 。 破 い 

に る 
は 物     
取り土 カ つこ 0 ケータ 

ス げ   
と て 
ぃ み @  モる フ い 0 
う よ   

系 こ 
名 の。 う 統 の 
子 に 物 
供 お 語 

が け は 
あ 6 個 
    知 の 

ホ - @ の 文 
  伝 駅 

施 授 に 

ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
を
め
ぐ
っ
 
て
 

七
口
 

ム
 「
 

西
順
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以
上
が
こ
の
物
語
の
第
一
段
で
あ
る
が
、
こ
の
段
で
は
 「
 死
 神
に
与
え
る
」
と
い
う
言
葉
を
導
き
出
す
こ
と
が
 眼
 目
で
あ
る
。
言
葉
は
 

そ
の
通
り
に
実
現
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
古
代
 イ
ン
ド
人
に
と
っ
て
は
、
右
の
言
葉
が
こ
の
物
語
の
発
 端
 と
し
て
充
分
で
あ
っ
 

こ 。 ㍉ 
0 行 
  
  
だ の 
お 家 
鋳 に 曙 
す 死 
る を 申 

ガ に 
ウ 汝 
タ を 
マ 与 
に - え 
射 た 
し の 
て で あ 
- る 
度 か 

舌ロ葉に（ び @ b . と。」 扶ン ） 6 
発 
し 

力， @ 
子 
供 、 
の 

布 
施 

の実 

，一 行 
を 
迫 
る 

も 
の 

で 

ある（ ） 7 
  

「
少
年
は
心
の
う
ち
で
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
祭
が
良
き
 功
徳
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
父
は
一
切
の
財
産
を
布
施
 す
べ
き
で
あ
 

こ
ろ
で
自
分
は
父
の
財
産
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
自
分
は
布
 施
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
考
え
て
父
に
舌
口
っ
た
。
 

そ
の
と
き
 父
 

の
子
は
愚
か
だ
、
と
彼
の
言
葉
を
無
視
し
て
黙
っ
て
 い
 た
が
、
（
少
年
は
）
二
度
三
度
同
様
に
言
っ
た
。
・
・
・
…
 
同
 彼
は
愚
か
な
 

 
 

な
く
て
、
 
読
 計
を
弄
す
る
（
手
口
～
 蒜
 ）
の
 だ
 L
 と
こ
の
 よ
う
に
（
考
え
て
父
は
）
怒
っ
て
彼
の
方
に
振
り
向
き
、
 怒
り
に
と
ら
 

（
 
5
5
5
 

）
 

故
に
「
 死
 神
に
汝
を
与
え
よ
う
」
と
か
の
少
年
に
言
っ
 た
ピ
 

続
け
る
。
 

が
こ
こ
で
衝
突
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
サ
ー
ヤ
ナ
を
 

一
切
 施
 に
お
い
て
は
子
を
含
め
た
全
財
産
が
布
施
さ
る
 べ
 

ま
 つ
ま
で
も
な
く
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
 

き
で
あ
る
と
い
う
前
提
と
、
わ
が
子
を
布
施
と
し
て
 捧
 

0
 本
文
は
次
の
 

げ
る
こ
と
へ
 

 
 

「
立
ち
上
れ
る
 彼
 
（
Ⅱ
 父
 ）
に
言
葉
が
語
っ
た
。
 

司
ガ
 ウ
タ
 て
 よ
、
少
年
を
 L
 と
。
 

彼
 
（
Ⅱ
 父
 ）
は
舌
ロ
 っ
た
 。
 

る
 。
と
 

よ
、
こ
 

の
で
は
 

わ
れ
た
 

0
%
 
堵
 

よ
 う
 に
 

明 解 
し で 右 
て あ が 
い る こ 

る こ の 

。 と 物 
を 語 

発端で毛の コ のⅠ 0 
が あ 

明 る 
  
か つ 

にした（ ） 4 曲 Ⅱ ドヰ曲 と   
力 ュ ， つ 

し ミ互 ヰ口 

昔 は 
俊 一 
に 般 
慈 に 
り 「 
が 怒 
あ っ 
る た 
こ 」 
と と 
を 訳 

サ さ   
ヤ て 
ナ い 
は る 
認 が め 
  て サ   
る ヤ ナ 
彼 の 
は 注 
次 釈 
の に 

よ 対 
ぅ す 
@C  る 
説 誤 

( 典 8) 46 



づ
ち
他
界
訪
問
 譚
 一
般
 と
異
 っ
て
、
こ
の
物
語
で
は
 
現
 世
に
帰
る
こ
と
は
 
ヤ
マ
 の
恩
典
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
 

 
 

が
と
布
施
の
果
報
の
不
滅
、
第
三
に
再
死
の
超
克
に
 

関
 す
る
知
を
求
め
、
「
ナ
ー
チ
ケ
ー
タ
入
壇
」
の
知
が
 

授
 け
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

右
の
ご
と
く
全
体
が
祭
祀
的
観
念
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
 

お
り
、
後
に
検
討
す
る
ご
と
く
、
第
二
段
の
恩
典
の
観
念
 

も
ま
た
よ
く
こ
れ
を
 4
 

 
 

（
通
性
を
認
め
得
な
い
。
 

以
上
の
ご
と
く
第
一
段
に
お
い
て
は
、
祭
祀
の
観
念
が
 根
底
に
存
す
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
お
け
る
こ
 の
 物
語
全
体
を
貫
い
 

（
 
3
 
l
 
人
 
）
 

て
い
る
。
第
二
段
に
お
い
て
は
、
ヤ
マ
の
も
と
に
行
く
こ
 と
が
確
定
し
た
息
子
に
回
っ
て
 、
 父
は
次
の
よ
う
に
 教
 え
る
。
 

「
汝
は
死
神
の
留
守
に
行
く
で
あ
ろ
う
。
彼
の
家
に
三
日
 間
食
な
く
住
す
べ
し
。
も
し
も
彼
が
、
「
手
よ
、
幾
日
 住
せ
し
 ゃ
 L
 と
汝
に
 

問
う
な
ら
ば
、
「
三
日
 J
 と
答
え
よ
。
第
一
日
に
は
 何
 を
 食
せ
し
や
ヒ
 
と
 
（
問
 う
 な
ら
ば
）
、
 司
 汝
の
子
孫
を
 ヒ
と
 
（
答
え
よ
。
）
口
笛
 

二
日
に
は
何
を
 
ヒ
と
 
（
問
う
な
ら
ば
、
）
「
汝
の
家
畜
を
 」
と
（
答
え
よ
。
）
Ⅰ
第
三
日
に
は
何
を
」
と
（
問
 

う
 な
ら
 ば
、
 ）
「
汝
の
善
行
 

を
ヒ
と
 
（
答
え
よ
。
）
」
 

 
 
ぐ
。
こ
の
通
り
の
こ
と
が
起
り
、
そ
こ
で
 
ヤ
マ
 は
次
の
 よ
人
 
7
 
ノ
に
舌
 
ロ
ス
 

ノ
 
9
 。
 

（
 
4
@
 

l
l
 

 
 

ヒ
と
 言
っ
た
。
「
恩
典
（
 
邸
宙
 ）
を
選
ば
れ
よ
。
 ヒ
と
 」
 

 
 

以
下
が
第
三
段
で
あ
り
、
そ
こ
で
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
 は
 三
つ
の
恩
典
の
第
一
と
し
て
、
「
生
き
て
父
の
も
と
 に
 帰
る
」
こ
と
を
選
ぶ
。
 
即
 

 
 

-
0
0
 

）
 

た
 。
し
か
し
サ
ー
ヤ
ナ
の
舌
口
 
ぅ
 よ
 う
 に
、
そ
の
背
景
に
父
 親
の
怒
り
が
あ
っ
た
か
否
か
は
確
定
し
え
な
い
。
た
だ
 言
い
 う
 る
で
あ
ろ
う
こ
 

と
は
、
祭
祀
の
伝
統
に
お
い
て
息
子
の
占
め
る
比
類
な
 き
 地
位
に
も
拘
ら
ず
、
息
子
の
自
己
犠
牲
の
申
し
出
は
、
、
（
 

0
 
）
Ⅰ
 

祭
祀
を
否
定
し
、
し
か
 

（
 
9
-
 

も
 祭
祀
に
お
け
る
 吝
 督
を
忌
む
当
時
の
観
念
に
従
っ
て
 、
 父
ガ
 ウ
タ
 マ
 に
対
し
て
こ
れ
を
拒
み
得
な
い
極
め
て
 深
 刻
な
 厳
し
さ
を
も
っ
て
 

迫
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 サ
 ー
ヤ
ナ
が
「
愚
か
」
と
 も
 「
 脆
 計
を
弄
す
る
」
と
も
 言
 つ
め
は
、
か
か
る
問
題
を
 含
め
て
い
る
で
あ
ろ
 

 
 

ナ
ハ
 シ
ェ
ー
 パ
 の
物
語
は
か
か
る
厳
し
さ
を
表
現
し
て
い
 る
が
、
ブ
 リ
グ
 の
他
界
 



よ
う
に
言
 う
 。
 

「
察
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
父
に
生
す
る
悪
 

（
 
ハ
 
0
4
 

u
 
）
 

祭
を
完
全
に
し
て
ご
 

こ
こ
で
「
祭
の
不
完
全
し
と
い
う
の
も
右
に
準
じ
 

な
く
し
て
、
布
施
自
体
の
不
完
全
に
対
す
る
批
判
に
 

る
 。
 

し
き
結
果
を
、
息
子
で
あ
る
自
分
は
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
 

自
己
布
施
を
し
ょ
う
と
も
 

て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
一
切
 

施
 の
一
部
と
し
 
て
の
息
子
の
自
己
布
施
で
は
 

も
と
づ
く
自
発
的
な
自
己
布
施
が
、
第
三
詩
の
挿
入
に
 

よ
っ
て
前
面
に
現
わ
れ
て
 
来
 

-
 
蝸
 ）
 

赴
く
と
。
 
し
 

（
 
7
 
l
 
Ⅰ
 
）
 

と
 解
さ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
こ
の
詩
の
趣
意
は
 、
施
 物
 が
貧
弱
で
あ
る
故
に
そ
の
果
報
も
ま
た
劣
る
、
と
い
う
 批
判
を
意
味
し
て
い
 

（
 
R
@
-
 

l
 

る
 。
シ
ャ
タ
 パ
タ
 
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
も
、
乏
し
い
 

供
 物
 に
対
す
る
非
難
が
述
べ
ら
れ
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
に
お
 け
る
 ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
 
物
 

 
 

語
の
伝
承
で
も
、
い
か
に
良
き
牛
を
布
施
す
べ
き
か
を
 力
説
 L
 し
 て
 ハ
 リ
 
ブ
 

シ
ャ
ン
 よ
刀
ラ
は
カ
夕
 .
 ウ
 八
二
シ
ャ
ッ
 ド
の
 注
釈
の
中
で
次
の
 

示
し
て
い
る
。
 

一
 "
 

タ
イ
ソ
テ
ィ
リ
ー
 ヤ
 ・
フ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
伝
承
で
は
、
 物
 語
の
主
人
公
は
 ガ
 ウ
タ
 マ
と
 ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
と
で
あ
り
 、
全
体
の
印
象
と
し
 

て
は
 ガ
 ウ
タ
 マ
 に
対
し
て
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
の
個
性
は
見
 出
さ
れ
な
い
。
し
か
る
に
 カ
タ
 ・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
で
は
 か
な
り
事
情
が
異
っ
て
 

い
る
。
第
一
段
（
 一
 、
一
 ｜
 四
）
は
僅
か
な
相
異
を
除
い
 て
 ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
伝
承
と
一
致
す
る
 
（
 
よ
レ
 

i
 
 

ヵ
 、
 第
三
話
 の
 附
加
が
際
立
っ
た
違
い
 

で
あ
る
。
こ
の
詩
は
難
解
で
あ
る
が
、
 

「
水
を
呑
み
、
草
を
食
み
、
乳
を
搾
ら
れ
、
無
能
な
る
も
 の
 、
か
か
る
（
牡
牛
）
を
布
施
す
る
人
は
、
「
 無
 歓
喜
 」
と
称
す
る
世
界
に
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と
い
う
一
般
的
原
則
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
。
そ
の
 結
果
ま
す
ま
す
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
の
姿
が
こ
の
物
語
の
主
人
 公
 と
し
て
大
き
く
 浮
び
 

上
っ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
れ
 

第
一
、
第
二
段
に
お
け
る
か
か
る
特
徴
は
第
三
段
 に
お
い
て
最
も
顕
著
に
示
さ
れ
る
。
第
一
の
恩
典
に
 
続
い
て
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
は
 、
 

め
 
二
、
天
界
に
導
く
 火
 、
三
、
こ
の
世
を
去
っ
た
人
は
 存
在
す
る
か
否
か
、
に
つ
い
て
の
返
答
を
求
め
る
。
 第
 二
の
恩
典
と
し
て
、
「
無
限
 

 
  
 

へ
く
 

つ
 
U
 
4
 

）
 

物
の
世
界
の
獲
得
」
（
 一
 、
一
四
）
を
も
た
ら
す
大
垣
 が
 授
け
ら
れ
、
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
に
因
ん
で
ナ
ー
チ
ケ
ー
タ
 入
壇
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
 ヤ
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

の
点
に
関
し
て
は
神
々
に
よ
り
て
も
ま
た
か
っ
て
疑
わ
 れ
た
り
。
 そ
は
 実
に
知
り
易
 

か
ら
ず
。
こ
の
 法
 
（
 
事
 ）
た
る
や
微
妙
な
り
。
他
の
恩
 恵
を
選
べ
、
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
 よ
 。
わ
れ
を
悩
ま
す
な
か
れ
 。
そ
の
（
恩
典
）
を
 わ
 
4
 

 
 

が
、
ウ
パ
ニ
シ
 ヤ
ッ
ド
 こ
，
 ]
 

@
 お
し
て
は
後
退
し
、
そ
れ
に
 替
 っ
て
バ
ラ
モ
ン
の
 優
 遇
 

（
 
袖
 ）
 

話
者
は
父
で
は
な
く
て
、
第
三
考
が
一
般
的
原
則
と
し
 て
 述
べ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
お
い
 て
 、
恩
典
を
得
る
べ
く
 

祭
 に
対
す
る
ナ
チ
ケ
ー
 

し
て
、
ヤ
マ
の
も
と
か
ら
 

舌
口
さ
れ
る
が
、
前
述
の
ご
 

起
っ
た
変
容
と
見
る
こ
と
 

に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
 

「
希
望
と
期
待
、
友
誼
 

ン
 食
餌
を
得
ず
し
て
そ
 

と
舌
口
 
う
 。
こ
れ
は
ブ
ラ
 

@
 
何
 
%
 
）
 

タ
ス
の
か
か
る
批
判
は
一
方
で
ほ
父
親
の
怒
り
を
招
く
。
 第
三
段
に
お
い
て
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
は
第
一
の
恩
典
 と
 

現
世
に
帰
っ
た
と
き
に
、
父
親
が
「
怒
り
な
く
」
迎
え
 る
こ
と
を
求
め
る
。
「
怒
り
」
は
こ
こ
で
は
じ
め
て
 明
 

と
く
 ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
は
欠
け
て
お
り
、
 ウ
パ
 ニ
シ
ャ
 ッ
ド
 に
お
け
る
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
の
個
性
化
に
対
応
し
て
 

が
出
来
る
。
 

-
2
-
2
 
 

他
方
に
お
い
て
批
判
者
た
る
ナ
チ
ケ
ー
タ
 ス
が
ヤ
マ
 を
訪
ね
る
確
信
に
充
ち
た
姿
が
一
：
 五
｜
セ
 

。
さ
ら
に
 

と
 愛
敬
、
祭
祀
・
布
施
の
果
報
、
す
べ
て
の
子
息
 と
家
 畜
 、
こ
れ
を
浅
慮
の
人
よ
り
奪
い
去
る
、
も
し
 バ
う
そ
 

 
 

｜
フ
 マ
ナ
の
伝
承
に
お
い
て
は
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
に
対
す
 る
 父
の
教
誠
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
 



 
 

か
し
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
は
「
さ
れ
ど
こ
れ
に
関
し
汝
の
ご
 と
き
教
示
者
は
、
他
に
 

得
 ら
る
べ
か
ら
ず
。
他
の
い
か
な
る
恩
典
も
こ
れ
に
 如
 か
ず
」
（
一
、
二
二
）
と
迫
る
。
そ
こ
で
 ヤ
て
 
は
目
方
 の
 寿
 あ
る
子
孫
、
多
く
の
 

家
畜
、
 
象
 、
黄
金
、
馬
、
広
大
な
領
地
、
望
む
ま
ま
の
 寿
 命
 、
そ
の
他
車
、
美
女
な
ど
、
何
も
の
で
あ
れ
ナ
チ
 ケ
 ｜
 タ
ス
が
こ
の
問
い
に
 

等
し
い
価
値
あ
り
と
思
 う
 も
の
を
提
供
す
る
故
に
 、
死
 に
関
す
る
問
い
は
や
め
よ
、
と
享
楽
的
対
象
に
す
り
か
え
 よ
う
と
図
る
。
し
か
し
 

@
 
杓
 -
 

彼
は
断
乎
と
し
て
「
明
日
は
消
え
な
ん
（
は
か
低
き
 享
 楽
は
 ）
 、
 死
の
神
よ
、
人
間
の
も
つ
す
べ
て
の
感
覚
の
力
 を
 消
耗
せ
し
む
」
（
 
一
、
 

二
六
）
と
、
こ
の
提
供
を
拒
む
。
か
か
る
快
楽
（
 
ロ
 Ⅱ
の
 
せ
 毬
 ）
を
選
ぶ
も
の
は
目
的
を
失
す
る
が
、
 

福
善
 （
絵
の
 
セ
 魁
 ）
を
と
る
も
の
に
は
 

-
o
 

甘
 
3
 
）
 

善
事
（
の
 曲
 ミ
ミ
）
が
あ
る
。
一
切
の
誘
惑
を
退
け
た
 ナ
 チ
ケ
ー
タ
ス
を
 ヤ
マ
 
は
 讃
え
、
 

「
わ
れ
は
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
 
を
 
（
 梵
我
 の
た
め
に
）
 

@
l
 

3
 ）
 

開
か
れ
た
座
所
と
思
惟
す
し
（
 二
 、
一
三
）
と
述
べ
て
、
 

そ
こ
で
は
じ
め
て
彼
の
求
め
る
形
而
上
的
知
を
拉
け
る
  
 

第
三
の
恩
典
と
し
て
与
え
ら
れ
た
形
而
上
的
 教
説
 の
 内
 容
を
検
討
す
る
こ
と
は
目
下
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
 別
 0
 機
会
に
ゆ
ず
り
 た
 

（
 
2
-
 

Ⅱ
 
@
 

い
が
、
こ
の
部
分
全
体
が
フ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
伝
承
で
は
 欠
 け
て
お
り
、
新
た
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 し
か
し
現
形
と
し
て
の
 

カ
タ
 
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
見
る
限
り
、
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
 物
語
の
構
想
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
以
上
検
討
し
た
ご
 と
く
、
一
切
の
世
間
的
 

-
3
-
 

3
 

快
楽
を
超
え
た
真
理
の
た
め
に
身
命
を
も
惜
し
ま
な
い
 少
年
 像
 で
あ
る
。
こ
こ
に
仏
教
と
共
通
し
た
精
神
を
見
出
 す
が
、
そ
の
点
を
余
り
 

（
 
4
-
 

つ
り
 

に
 強
調
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
一
切
 施
は
 
一
切
を
捨
て
 る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
を
獲
得
す
る
、
と
い
う
思
想
が
 フ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
も
 存
 

-
 
巳
り
 

り
リ
 

）
 

し
 、
そ
の
発
展
と
し
て
 ウ
 パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
思
想
を
考
え
 る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
 ヤ
マ
 
に
よ
る
誘
惑
 が
 仏
陀
に
対
す
る
 死
神
 

（
 
6
 
ク
 
U
 
）
 

マ
ー
チ
の
誘
惑
と
対
比
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
に
先
駆
す
る
と
 い
う
の
も
正
当
で
は
な
い
。
教
授
者
と
し
て
の
 ヤ
マ
 
は
 ま
ず
タ
イ
ツ
テ
ィ
 
リ
｜
 

ヤ
 
・
フ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
伝
え
ら
れ
た
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
 
物
圧
 匝
に
 登
場
す
る
が
、
そ
こ
で
は
祭
祀
に
関
す
る
 教
説
 が
な
 さ
れ
た
。
祖
霊
の
世
 

-
 
抑
 ）
 

界
 の
 王
 た
る
 ヤ
マ
 
に
と
っ
て
か
か
る
 教
説
 は
ふ
さ
わ
し
 い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
 カ
タ
 
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
で
 
ヤ
 マ
に
 形
而
上
知
が
帰
せ
 

ら
れ
る
こ
と
は
他
に
類
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
 し
 か
し
こ
れ
も
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
を
枠
と
し
て
発
展
し
 た
 結
果
で
あ
る
と
解
す
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二 神 れ 
シ マ は 

ヤ l 
  

  ノ ラ 充 
ド 0 分 
的 講 説 

雑 感 明 
の と の 
伝 限 っ 
接 木 く 

に 的 こ 
お に と 
け 異 で 
る る る 
一 と る 
つ 言     
事 ね っ   
と な こ 
し ら の 
て な 物 

    
こ 師 は 
と が あ 
が 弟 く 
妥 子 ま 
当 を で 
で 世 も   
ろ 約 7 

は教 う 。 快楽 
こ @C ギ ア 

の よ 者   
，、 占 、 、 っ と 
は て し 
後 試 て 

に す の 
第 と 小生 
五 い 格 
節 う な 
で こ 百 
論 と す 
じ は る 
ナ 。 @     
い む こ 
。 し の 
ろ ，点 
ウ で 
パ 魔 

ナチケータス 物語をめぐって   

あ 考 が   
ぎの ぃ，点 て の ケ 

一一一一口 渇 
    る @C  タ 
こ ら ス き ・ た め套 る に 言 うキ ㏄Ⅱ と牛 と ％ 物 
に ハ 語 
し l は : 

4 こ 布施の 疲労が、 そ にここ われ、 ォ っこ。 仙は浄 の言葉 た バ タ ー 
お れ に 読 化 を 果   
そ が 持 謂     
わ 全 ち に 報 式を ） こ タ テ 

れ て 来 車 ま @ @%   
て         

の 。 し     
大 流 口 て て 

r 中ラ プ l ヤ 
苦     ナ も 布 l . 
，一 打 

に押 

ナー @     
者   チ           ナ行 に ） ブ フ -   
ウ し で ケ   
  流   古 
タ さ 薪 タ 来 
    C l@   
ラ て 草 汝 「     
キ 

  手 花 ま ｜ 五 伝承いるの 一 
  id     
    入 を が そ 節で 

ま ｜ れ れに 水瓶   
る を 司 

ヤ   
マ と   

が   
に会 

事 ヤ 

出 Ⅰ ヒ @ し、 そ 詩 ッ 

え 来   ッドブ し舌 L   
t=   

  
ず、 て   

ラ 
箆 中 の 

と   ア， @ 
キ 

一 の そ 

息子 見 「 
ま 
    @9@ 投に 伝承 れ よ 3 

を つ た   
呪 か ｜ が - 
    そ 

ま   が た 
せ を 心匹   
ん 
主， @   了 と   

の し ナ 

と ま l ナ， @   
（ （ か （ と ハ ・と （ チ   
六五の四 ）） ム ） り二きニ か ）に り ケ l で 子 ろ 



  

  

（
八
）
 

ヰ
 
@
@
-
@
 

。
 

彼
が
苦
し
み
に
お
そ
わ
れ
て
（
 口
 申
 す
 蚕
屋
も
が
曲
鼠
）
 
自
 分
の
息
子
を
抱
き
し
め
て
い
る
う
ち
に
、
日
は
暮
れ
て
、
 恐
ろ
し
き
 夜
 と
な
 

っ
た
 。
 

（
九
）
」
 

こ
の
あ
と
に
、
父
の
涙
に
打
た
れ
て
蘇
生
し
た
ナ
ー
チ
ケ
 １
タ
 が
ヤ
 7
 の
世
界
に
つ
い
て
語
る
。
こ
こ
で
ま
ず
 登
 場
 人
物
の
名
称
に
若
 

-
 
接
 ）
 

-
 
㎎
 @
 

手
相
異
の
あ
る
こ
と
が
気
づ
か
れ
る
。
 

父
と
 息
子
の
名
 は
そ
れ
ぞ
れ
 C
 巨
隼
日
 ㏄
蚕
及
び
 

蜀
 卸の
 

t
a
 

で
あ
り
、
後
 者
は
既
に
 ム
ニ
と
 呼
ば
 

l
4
 
（
 
二
 
U
-
 

（
 
巧
 @
 

ね
 、
祭
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
 伝
 承
 で
は
父
は
の
ひ
 岸
 S
 ョ
麓
 と
も
称
し
、
こ
の
名
称
は
一
般
 に
 
C
 年
年
別
 
団
オ
弗
下
 Ⅱ
仁
田
 

に
つ
い
て
も
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
考
の
名
称
 と
 こ
の
物
語
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
 カ
タ
 
・
 ウ
パ
 
ニ
シ
ャ
ッ
 

ド
 
（
Ⅰ
一
一
）
で
は
 
卜
 口
印
耳
目
 
p
 江
戸
 r
u
 
セ
円
 即
ち
 、
 C
 

 
 

系
譜
の
混
乱
を
示
し
て
 

-
8
-
 

4
 

い
る
。
 
な
 お
そ
の
点
で
興
味
あ
る
こ
と
に
、
 

ぺ
由
村
 （
山
ロ
～
 

ユ
 缶
は
明
ら
か
に
 0
 す
曲
コ
 
・
 C
 で
・
の
・
 

こ
 ・
廿
の
に
お
け
る
 
C
 色
色
目
如
才
 
ゅ
 下
目
口
 ヨ
を
 

-
 
鵠
 ）
 

指
し
て
 
卜
こ
ヨ
 
下
口
耳
山
里
の
蚕
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
 よ
う
な
名
称
の
相
異
は
あ
る
が
、
互
い
に
関
連
す
る
も
の
 で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
 

で
あ
る
。
生
布
施
を
明
確
に
述
べ
る
占
で
は
 カ
タ
 
・
 ウ
パ
 
ニ
シ
ャ
ッ
 ド
 に
下
辺
い
と
舌
口
え
よ
う
。
 

さ
て
Ⅱ
 ヤ
マ
 
に
会
え
 ロ
と
 父
が
言
っ
た
場
面
は
他
の
伝
 承
 と
全
く
 興
 っ
て
お
り
、
ま
た
息
子
が
意
識
を
失
っ
た
 時
 の
 父
に
つ
い
て
用
い
 

て
い
る
 
審
 「
 
H
d
 
ひ
と
い
う
語
の
意
味
も
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
 場
合
と
は
 異
 る
と
解
さ
れ
る
。
 

次
に
第
二
段
に
お
い
て
、
彼
は
直
ち
に
 ヤ
マ
 
に
会
い
、
 
そ
 の
 尊
敬
を
つ
け
、
ヤ
マ
の
世
界
に
お
い
て
彼
に
相
応
し
 い
 世
界
を
得
た
い
と
 

舌
口
 
ぅ
 。
こ
れ
に
対
し
て
 ヤ
マ
 
は
「
汝
は
死
ん
だ
の
で
は
 な
い
。
苦
行
者
に
し
て
灼
熱
せ
る
火
に
等
し
い
光
を
有
 
す
る
父
は
汝
に
伺
っ
て
 

    
  の 

た よ 

ナ   
  {C 
チ 父 
ケ ic 
  よ 
タ   
を 
見 

て一     
  

て 葉 
文人 の 

は 金 
苦   
し で 
み 打 
K た 
呑   
み て 

込 
ま   
  ま ｜ 

合 

何 「 
掌 
し 

と 
  
  
  

お ㍉ 
恵 

と あ 
を   
  二 @ 
尤 - @ と 
    
  
L, 
  
つ 

と つ 
一       
  識 

て を 
失 

地   

@ こ 
上 品㊥ 

{C 
崩   
れ （ れ 
落 セ た 
ち ）   
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め
｜
 タ
ス
物
語
と
し
て
解
釈
し
ょ
う
と
す
る
が
、
充
分
 説
得
的
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
興
味
あ
る
 問
 題
 な
の
で
、
別
の
機
会
に
と
 

掘
り
上
げ
た
い
。
 

 
 

 
 

萌
 
)
 

 
 

 
 

四
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

以
上
で
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
の
検
討
を
終
え
、
以
下
に
 は
そ
こ
に
現
わ
れ
た
 教
説
 伝
授
の
問
題
を
取
上
げ
た
い
。
 

の
後
半
と
第
二
と
が
種
々
に
解
せ
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
 サ
ー
ヤ
ナ
は
第
一
説
と
し
て
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
に
従
 っ
て
解
し
、
そ
れ
と
 
並
 

（
㏄
 
-
 

 
 
っ
 
ん
で
第
二
説
と
し
て
全
く
別
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
 。
専
門
学
者
の
説
も
一
致
せ
ず
、
近
年
発
表
さ
れ
た
せ
の
 
下
コ
オ
ド
 （
の
論
文
は
ナ
チ
 
ケ
 

 
 

一
の
前
半
と
策
セ
に
お
い
て
 ヤ
マ
 の
座
所
（
の
が
 

｜
 
宙
ゆ
コ
 

（
 
が
）
 

2
-
5
 
祝
福
さ
れ
た
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
物
語
と
し
て
 の
 骨
格
を
述
べ
る
第
一
 

-
.
,
 

巳
し
 

）
 

こ
の
登
場
人
物
が
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
と
酷
似
す
る
こ
と
 か
ら
、
両
者
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
 セ
 詩
か
ら
成
り
、
そ
の
 男
 

刊
 
ヤ
マ
に
会
え
 ヒ
と
 言
っ
た
の
で
あ
る
。
賢
者
 よ
 、
こ
れ
 は
 虚
偽
 仁
は
 な
し
え
な
い
。
汝
は
 

の
 父
は
悲
し
ん
で
い
る
。
何
も
の
で
も
好
み
の
も
の
を
 与
 え
よ
う
。
愛
し
き
客
人
よ
 、
 汝
の
 

二
 セ
 ー
 一
八
）
こ
こ
で
ナ
ー
チ
ケ
ー
タ
が
求
め
る
こ
と
 は
 「
戻
る
こ
と
の
か
な
わ
ぬ
国
に
 

す
る
（
 つ
め
 
q
w
q
 

ォ
め
 
）
な
ら
ば
、
善
を
な
し
た
人
々
の
 栄
 -
 
え
あ
る
世
界
を
見
た
い
と
思
う
」
（
 

願
を
容
れ
て
彼
に
 ヤ
マ
 の
世
界
を
示
し
、
そ
の
描
写
が
 な
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
い
か
に
し
て
 

が
な
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
他
界
訪
問
譚
の
性
格
が
 極
め
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
 

パ
 ニ
シ
ャ
ッ
 ド
 の
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
に
お
い
て
は
、
 他
 界
 描
写
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
 

お
い
て
も
こ
の
伝
承
は
他
の
二
伝
承
と
著
し
く
相
異
 す
 る
と
舌
口
わ
ね
ば
な
ら
な
い
Ⅲ
。
 

な
お
り
 グ
 ・
ヴ
ェ
ー
ダ
 一
 0 、
一
三
五
に
つ
い
て
も
附
 与
 
一
口
し
て
お
き
た
い
。
 

こ
こ
に
は
 

ブ
 

ヤ
 既

に
わ
れ
に
会
っ
た
故
に
 、
 帰
ら
れ
よ
。
 
汝
 

望
み
（
 才
 刮
ヨ
さ
を
選
ば
れ
よ
。
」
と
言
う
。
 

来
 ま
し
た
。
も
し
も
自
分
が
汝
の
恩
典
に
仙
 

一
九
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヤ
マ
は
そ
の
 

こ
の
世
界
に
人
は
到
り
う
る
か
と
い
う
問
答
 

で
改
め
て
わ
れ
わ
れ
は
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
 や
ウ
 

-
0
-
 

気
づ
く
。
従
っ
て
形
式
に
お
い
て
も
内
容
に
 

で
 、
父
、
少
年
（
 巨
ヨ
 w
n
p
 

）
が
登
場
し
、
 



恩
典
（
 舐
団
 ）
と
い
う
観
念
が
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
的
 ギ
ヴ
 
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
祭
祀
 
観
と
 密
接
に
関
係
し
て
い
る
 で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
 

右
の
物
語
、
特
に
顕
著
に
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
伝
承
に
お
 い
 て
う
か
が
え
る
が
、
恩
典
と
し
て
哲
学
的
 教
 説
を
選
び
 と
る
こ
と
は
、
予
測
さ
 

れ
る
よ
う
に
、
比
較
的
 新
 ら
し
い
時
代
の
文
献
に
現
 わ
 れ
て
く
る
。
若
干
の
例
を
検
討
し
よ
う
。
 

-
 
解
 ）
 

シ
ャ
タ
 パ
タ
 
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
よ
る
と
、
 
匙
 
一
杯
の
 バ
 タ
 ー
を
捧
げ
た
後
に
、
祭
主
は
祭
官
に
恩
典
を
与
え
る
 、
祭
主
は
ソ
ー
マ
 
酒
 

（
 
め
ノ
 

@
 

の
 器
を
捧
げ
、
神
々
か
ら
恩
典
を
求
め
る
、
な
ど
と
舌
口
 

わ
 れ
る
。
ま
た
償
い
と
い
う
観
念
が
次
の
例
に
は
明
白
に
 み
ら
れ
る
。
即
ち
 、
火
 

が
 神
々
の
も
と
を
去
っ
た
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
を
 し
て
探
索
せ
し
め
た
。
彼
は
白
馬
と
な
っ
て
探
し
求
め
 た
 。
そ
し
て
火
が
蓮
の
 

葉
の
上
に
い
る
の
を
見
出
し
た
が
、
焼
か
れ
た
。
そ
の
 た
め
に
白
馬
の
口
は
い
わ
ば
焦
げ
て
い
る
。
火
は
彼
を
傷
 け
た
と
考
え
て
 司
汝
に
 

-
6
 

5
 ）
 

恩
典
を
与
え
よ
う
 L
 と
云
う
。
ア
 
イ
 タ
レ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
 ｜
フ
 
マ
ナ
の
例
を
挙
げ
る
と
、
祭
祀
が
神
々
の
も
と
を
 
去
っ
た
た
め
に
、
神
々
 

は
 祭
を
行
い
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ア
デ
ィ
テ
ィ
に
 向
 っ
て
日
没
に
よ
り
て
祭
祀
を
知
ら
ん
三
と
舌
口
 

っ
仕
 。
 
ア
 二
ノ
ィ
 
テ
ィ
は
 
司
 レ
ふ
 
ス
リ
 
L
 し
 

い
、
し
か
し
 汝
 ら
よ
り
恩
典
を
選
ば
ん
 ヒ
と
 答
え
る
。
 
そ
 の
 恩
典
は
、
祭
祀
が
ア
デ
ィ
テ
ィ
と
共
に
始
ま
り
、
 土
 （
に
終
る
と
い
う
こ
と
で
 

@
 
印
 -
 

あ
っ
た
。
ま
た
ア
グ
ニ
・
ソ
ー
マ
の
犠
牲
獣
は
元
来
 イ
 ン
ド
ラ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
ラ
が
ア
グ
ニ
・
 ソ
 １
％
に
よ
っ
て
 ダ
 リ
 ト
 

ぅ
を
 殺
し
た
の
で
、
恩
典
と
し
て
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
、
 と
説
力
 Ⅰ
 れ
る
 （
 
5
 
8
-
 

O
 

以
上
の
諸
 側
 で
は
哲
学
説
は
関
係
し
な
い
が
、
ア
 イ
タ
 レ
ー
ヤ
・
ア
ー
チ
ニ
ヤ
 カ
 で
は
祭
祀
と
関
連
あ
る
恩
典
の
 内
容
が
 ウ
パ
 ニ
シ
ャ
 

ッ
ド
的
 哲
学
説
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
「
こ
れ
は
食
物
な
 り
 」
と
舌
ロ
っ
て
ヴ
ィ
リ
ア
 
ユ
 ヴ
ァ
ー
ミ
ト
ラ
が
手
ハ
 
り
 目
い
 
ヤ
 
ゴ
 麓
 （
Ⅱ
を
三
度
 謂
 し
た
こ
 

と
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ラ
が
恩
典
を
与
え
た
。
そ
こ
 
で
 彼
は
汝
を
知
ら
し
め
よ
と
願
う
。
イ
ン
ド
ラ
は
「
 わ
 れ
は
生
気
（
 笘
ゅ
偲
 ）
 な
 

り
 、
仙
人
よ
 、
 汝
は
生
気
な
り
。
一
切
の
生
類
は
生
気
 な
り
。
輝
く
も
の
は
生
気
な
り
。
わ
が
食
物
は
友
な
り
、
 支
持
者
な
り
。
こ
の
形
 

-
 
㏄
）
 

態
 に
よ
り
て
わ
れ
は
一
切
の
方
処
に
入
れ
り
。
こ
れ
は
 ヴ
ィ
 シ
ュ
 ヴ
ァ
ー
ミ
ト
ラ
の
食
物
な
り
。
わ
れ
は
輝
く
も
 の
な
り
」
と
説
く
。
 

か
く
て
恩
典
が
哲
学
説
の
教
示
を
求
め
る
こ
と
、
即
ち
 質
問
の
権
利
と
い
う
意
味
を
持
つ
に
至
る
。
シ
ャ
タ
 パ
タ
 
・
フ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
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恩
典
と
し
て
哲
学
説
が
授
け
ら
れ
る
場
合
を
右
に
検
討
 

し
た
が
、
 
教
 説
の
伝
授
一
般
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
恩
典
 

は
そ
の
特
殊
な
場
合
 

で
あ
る
。
カ
タ
・
 

ウ
パ
ニ
シ
セ
ッ
ド
 
で
も
、
第
三
の
恩
 

典
 と
し
て
直
ち
に
 
教
説
 が
授
け
ら
れ
る
の
で
は
低
く
て
、
 

ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
が
試
さ
 

れ
て
い
る
こ
と
を
前
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
次
に
哲
学
的
 

教
 説
の
伝
授
は
い
か
に
し
て
な
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
し
 

*
@
 

十
八
 

Ⅱ
・
。
 

@
 
Ⅴ
 

シ
 ヤ
タ
 パ
タ
 ・
フ
ラ
ー
フ
マ
ナ
は
祭
に
関
す
る
諸
学
匠
 

の
 見
解
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
対
論
そ
の
他
の
具
体
的
な
 

情
況
を
説
明
し
な
い
 

し
か
し
第
一
 
0
 巻
 、
一
一
巻
に
な
る
と
 

論
 者
の
師
弟
関
係
が
明
確
に
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
資
産
家
 

ア
 ヤ
ス
ト
ゥ
 
l
 ナ
 は
 シ
 

 
 
 
 ャ
ウ
 リ
 ヴ
ァ
ー
ヤ
ナ
を
一
年
間
ア
ド
ゥ
ヴ
 

プ
リ
ュ
 
祭
官
 と
 し
て
い
た
が
、
後
者
の
二
つ
の
匙
の
用
法
は
正
し
く
な
 

か
っ
た
。
そ
こ
で
後
者
 

 
 
め
は
弟
子
と
な
っ
て
教
を
受
け
た
い
と
望
む
が
、
 

既
 に
一
年
間
仕
え
て
い
る
故
に
資
格
が
あ
る
と
し
て
教
授
す
 

 
 

 
 

ア
ー
ル
ニ
に
 
レ
 ぬ
宮
 
ゴ
 。
 
甘
笘
 に
つ
い
て
問
い
、
全
て
の
 

質
問
に
対
し
て
回
答
を
得
た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
び
か
け
な
が
ら
、
祭
祀
に
関
す
る
シ
ャ
ウ
ナ
 

カ
 ・
 ス
ヴ
 
，
 イ
ダ
ー
ヤ
ナ
の
問
題
に
答
え
得
ず
 

、
 薪
の
礼
を
も
っ
て
 

弟
子
入
り
し
、
回
答
を
 
55 (*57) 

五 

よ
る
と
、
ジ
ャ
ブ
 
カ
 王
は
 シ
ュ
 ヴ
ェ
ー
 タ
 ケ
ー
ト
ゥ
・
 ア
 ｜
 ル
木
ー
 ヤ
 Ⅱ
 ソ
 ー
メ
ー
シ
ュ
 
ヴ
ブ
 ラ
・
サ
ー
テ
ィ
 
ヤ
 ヤ
ジ
ュ
ユ
 
、
ヤ
ー
ジ
ュ
 

ニ
 ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
か
ら
臣
の
 
ロ
ヨ
 
0
 
（
（
 

ゆ
め
 意
義
の
説
明
を
 
つ
け
、
サ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
の
答
を
最
上
と
し
 

て
 百
頭
の
牛
を
与
え
 

た
 。
し
か
し
そ
の
説
も
未
だ
完
全
で
は
な
い
と
言
っ
て
 

去
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
独
り
ジ
ャ
ナ
カ
玉
の
あ
と
を
追
い
 

、
 答
え
を
得
た
。
そ
れ
 

に
 対
し
て
ジ
ャ
ナ
カ
王
は
恩
典
と
し
て
「
随
意
の
質
問
 

 
 

ラ
 ニ
ヤ
 カ
 ・
 ウ
パ
ニ
シ
 

ャ
ッ
ド
四
 
、
三
、
一
以
下
の
対
話
は
こ
の
恩
典
に
も
と
づ
 

 
 



カ
タ
 
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
誘
惑
は
 、
 他
の
 ウ
 パ
 ニ
シ
ャ
ッ
 ド
 に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
 
ブ
ラ
 ヴ
ァ
ー
ハ
 
チ
 ・
ジ
ャ
イ
ヴ
ァ
リ
 
王
 

求
め
た
ナ
ー
ラ
 ダ
 は
次
の
よ
う
に
告
白
し
た
 ｜
神
呪
 
（
 
日
日
ト
リ
コ
 

こ
ぺ
ひ
 

）
 

以
上
の
教
を
求
め
た
。
従
っ
て
弟
子
と
し
て
入
門
し
て
 も
 直
ち
に
 

ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
の
も
と
で
学
ん
だ
が
、
一
時
期
毎
に
 順
   

（
 
6
-
 

7
 

一
年
要
し
た
と
い
う
。
 

（
 
5
 ）
 

知
者
な
る
も
、
ア
ー
ト
マ
ン
知
者
に
は
あ
ら
ず
、
と
。
 
そ
し
て
名
称
 

は
 教
授
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ラ
と
ヴ
ィ
ロ
 ｜
 チ
ャ
ナ
は
 ブ
 ラ
 

教
を
授
け
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
ラ
が
最
終
的
な
教
 説
 に
至
 る
ま
で
に
 
一
 0
 

一
年
間
仕
え
る
こ
 

市
上
的
な
知
 は
そ
 

-
7
-
 

と
を
求
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
期
間
は
種
 

の
性
格
か
ら
言
っ
て
も
容
易
に
説
き
明
か
 々
の
場
合
が
あ
る
こ
 

し
理
解
せ
し
め
う
る
 と
は
以
下
 

も
の
で
は
 
-
 
れ
 ）
 

な
い
。
サ
 
ブ
ト
 ク
マ
ー
 

に
 引
用
す
る
語
例
か
ら
 も
 知
ら
れ
る
が
、
 
形
 

う
 に
近
づ
い
て
教
を
 

（
㏄
）
 

得
た
と
三
口
 う
 。
ま
た
マ
ハ
ー
㍉
イ
ヤ
ー
ラ
・
ジ
ャ
ー
バ
ー
 

-
 
フ
は
 デ
ィ
ラ
・
シ
ャ
ー
 タ
パ
 
ル
ネ
ー
 ヤ
 を
問
い
つ
め
る
が
 、
下
ぬ
 田
は
舌
口
業
、
 

-
 
㏄
）
 

眼
 、
意
、
耳
、
一
切
で
あ
る
と
の
答
を
得
て
へ
り
下
り
、
 そ
の
火
に
つ
い
て
の
教
を
乞
い
、
生
気
で
あ
る
と
教
示
 さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
 弟
 

子
 と
な
っ
た
と
い
う
明
言
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
 自
分
よ
り
す
ぐ
れ
た
者
に
対
し
て
は
直
ち
に
弟
子
と
し
て
 の
 礼
を
と
る
べ
き
で
あ
 

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
み
ず
か
ら
は
学
識
が
あ
 6
 場
合
で
も
、
教
を
受
け
る
意
図
の
あ
る
と
き
に
は
は
 じ
め
か
ら
弟
子
の
立
場
 

 
 

知
が
 師
か
ら
弟
子
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
知
 を
 得
る
た
め
に
か
か
る
師
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。
 師
 に
つ
く
こ
と
は
、
 

-
8
-
 

6
 

目
隠
し
さ
れ
て
連
れ
去
ら
れ
た
も
の
が
、
人
に
た
ず
ね
 て
 再
び
も
と
の
地
に
戻
る
こ
と
に
 揃
 え
ら
れ
る
。
従
っ
て
 知
 あ
る
も
の
に
対
し
て
 

は
 
「
誰
が
汝
に
教
示
し
た
の
か
」
と
問
わ
れ
る
。
か
く
 問
わ
れ
て
サ
テ
ィ
ヤ
カ
ー
マ
は
答
え
る
１
人
間
以
外
の
も
 の
か
ら
。
け
れ
ど
尊
師
 

よ
 、
わ
た
し
に
説
い
て
下
さ
い
。
尊
師
の
よ
う
な
人
々
 か
 ら
 伺
い
ま
し
た
、
師
よ
り
学
び
た
る
知
が
最
も
有
効
 
に
 目
的
に
達
せ
し
む
、
 

@
 
閥
 -
 

@
 
㏄
）
 

と
 。
こ
の
よ
う
な
師
は
当
然
有
能
で
低
け
れ
ば
な
ら
な
  
 

（
 
2
-
 

7
 

（
 
れ
 -
 

通
常
は
か
か
る
師
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
て
ヴ
ェ
ー
ダ
 学
生
と
な
る
。
正
し
い
出
生
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
 さ
れ
た
が
、
弟
子
は
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大 
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す 
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己 
  

57@ ' 

  一タ 

父
 は
こ
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
長
子
又
は
ふ
さ
わ
し
き
弟
子
 に
 教
授
す
べ
し
，
他
の
何
人
に
も
（
伝
 う
 ）
べ
か
ら
ず
。
 
 
 

 
 

 
 

ら
ざ
る
も
の
、
一
年
間
共
に
住
さ
ざ
る
も
の
、
師
と
な
 う
 ざ
る
も
の
に
は
説
く
べ
 
か
 

 
 

Ⅰ
 
@
@
 

ロ
 
Ⅰ
 

こ
れ
を
ば
息
子
な
ら
ざ
る
も
の
、
弟
子
な
ら
ざ
る
も
の
に
 説
く
べ
か
ら
ず
。
 

し
コ
 ・
 
C
Q
.
0
.
 

ド
蕊
 

 
 
 
 

ぅ
る
 。
そ
れ
が
形
式
的
に
固
定
化
し
、
次
の
ご
と
き
 表
 現
 と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

で
 注
意
さ
れ
る
の
は
、
形
而
上
的
な
知
 

は
 、
神
的
と
い
う
こ
と
は
、
世
俗
性
と
 

れ
は
こ
こ
に
知
の
超
越
性
を
認
め
る
こ
 

想
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
マ
イ
ト
 

わ
 が
も
の
と
な
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
よ
 

の
 生
活
は
な
り
う
る
も
、
財
宝
に
よ
っ
 

知
が
 神
聖
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
 

は
神
聖
で
あ
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
 に
お
け
る
神
人
関
係
を
想
起
す
る
な
ら
 

は
 次
元
を
異
に
す
る
容
易
に
近
ず
き
難
い
こ
と
を
意
味
 9
 
ヰ
 る
と
舌
ロ
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
 
亡
 
Ⅰ
 
ノ
 
。
わ
れ
わ
 

と
が
出
来
る
。
な
お
ウ
ッ
タ
ー
ラ
カ
の
弟
子
セ
ー
ジ
ュ
 -
 
一
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
に
お
い
て
も
同
様
の
思
 

レ
 ー
 イ
 ー
と
の
対
話
は
次
の
よ
う
に
は
じ
き
 る
 。
「
財
宝
 に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
た
こ
の
全
大
地
が
 

っ
て
わ
れ
は
不
死
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
」
「
い
な
。
 

資
産
あ
る
も
の
の
生
活
の
ご
と
く
に
 汝
 

（
Ⅱ
 

く
 
り
 
u
 
）
 

て
は
不
死
を
期
待
し
え
低
い
。
」
 

右
に
お
け
る
ご
と
く
そ
れ
に
相
応
し
い
も
の
に
の
み
 伝
 捜
 さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
 

@
 
閥
 ）
 

-
 
俺
 ）
 

望
は
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
教
示
を
受
け
る
。
 全
く
同
様
の
趣
旨
は
マ
イ
ト
リ
・
 ウ
パ
ニ
シ
 
ヤ
ッ
ド
に
 も
 見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
 

求
め
る
が
、
王
は
、
そ
れ
は
神
聖
（
 守
才
 じ
な
恩
典
に
 属
す
る
故
に
、
人
間
の
恩
典
を
選
べ
と
言
 う
 。
そ
こ
で
 ガ
 ウ
タ
 で
 は
世
間
的
欲
 

 
 

に
 問
わ
れ
て
、
答
え
得
な
か
っ
た
 シ
ュ
 ヴ
ェ
ー
 タ
 ケ
ー
ト
 ゥ
は
父
ガ
 ウ
タ
 マ
 に
そ
の
旨
を
告
げ
る
。
彼
は
息
子
 シ
 ュ
 ヴ
ェ
ー
 タ
 ケ
ー
ト
ウ
 

 
 

に
敬
一
小
し
て
（
 

7
 
 

7
 ）
 
い
た
が
、
こ
の
間
に
答
え
得
ず
、
み
ず
か
，
 

り
 弟
子
と
な
っ
て
王
か
ら
教
を
乞
う
。
彼
は
恩
典
と
し
て
 そ
れ
に
対
す
る
教
示
を
 



よ
 

 
 

）
に
み
ず
か
ら
供
物
を
捧
げ
を
説
く
べ
し
。
目
口
づ
 

住
し
、
唯
一
の
仙
人
（
Ⅱ
 

色
 ・
 
己
づ
 
火
 ・
の
・
 

N
.
 

ニ
 ・
 

、
 信
あ
り
、
定
め
の
 

心
 静
ま
ら
ざ
る
も
の
、
息
子
な
ら
ざ
る
も
の
、
弟
子
な
 

，
 
ら
ざ
る
も
の
に
授
け
ら
る
べ
か
ら
ず
。
篆
文
・
 

己
づ
 
・
 
p
%
  
 

息
子
な
ら
ざ
る
も
の
、
弟
子
な
ら
ざ
る
も
の
、
心
許
 

ま
，
 
う
 ざ
る
も
の
に
語
る
な
 

・
 

力
れ
峯
ぎ
臣
 

五
 
0
 
.
 
 ・
 
C
 口
 ・
 
0
.
 
ね
 
節
）
 

8
 
0
.
 

こ
の
よ
う
に
し
て
伝
授
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
系
譜
が
 

成
立
し
 憶
 
。
（
 

2
 ）
 

-
 
㏄
）
 

ま
た
出
来
上
っ
た
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
が
師
弟
の
間
で
読
 

士
 
み
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
は
じ
め
又
は
終
り
に
「
わ
れ
ら
 

両
 人
を
守
れ
」
な
ど
の
 

祈
願
の
文
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
 

そ
の
他
の
場
合
と
し
て
は
、
カ
タ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
 

（
 三
 、
一
 セ
 ）
に
よ
る
 

と
 、
バ
ラ
モ
ン
の
集
会
（
 
町
 斜
ヨ
 ゅ
巾
甲
 
の
 
笘
旧
 
の
ひ
 
色
 ）
 ス
は
 祖
先
祭
の
時
に
読
ま
れ
た
。
 

祭
祀
の
場
と
関
連
あ
る
何
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ナ
カ
王
は
 

、
 察
 に
集
っ
た
バ
ラ
モ
ン
の
う
ち
誰
が
最
も
学
識
あ
る
か
 

を
 試
さ
ん
と
し
た
。
 

-
 
㎝
）
 

そ
こ
で
セ
ー
ジ
ュ
二
十
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
を
中
心
と
し
て
 

諸
 バ
ラ
モ
ン
と
の
間
に
問
答
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
 

中
で
、
ア
ー
ル
タ
バ
ー
 

@
 
め
 ）
 

ガ
 の
間
に
対
し
て
、
セ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
は
 

二
 大
 だ
け
で
退
出
し
、
ひ
そ
か
に
 
業
 説
を
教
え
た
、
と
い
う
 
の
は
極
め
て
特
異
な
場
 

（
 
6
-
 

く
 
u
 

合
 で
あ
る
。
と
も
か
く
、
国
王
の
面
前
で
の
討
論
・
論
 

争
は
後
代
に
も
見
ら
れ
る
が
、
 
腓
 者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
 
る
 償
金
は
バ
ラ
モ
ン
の
 

経
済
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
 

ヤ
｜
 ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
は
 
牛
と
 討
論
を
求
め
て
ジ
ャ
ナ
 
カ
 王
を
訪
ね
た
と
号
ヮ
 

お
 
（
 
7
 ）
 

貧
し
き
バ
ラ
モ
ン
 
、
 ウ
シ
ャ
ス
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
ク
ラ
ー
 

ヤ
ナ
 は
論
争
に
う
ち
か
っ
て
他
の
バ
ラ
モ
ン
か
ら
祭
官
の
 

地
位
を
奪
い
取
っ
た
 
と
 

-
 
㏄
）
 

伝
え
ら
れ
る
 謝
ネ
 一
対
し
て
 教
 説
を
授
与
す
る
場
合
 
も
あ
る
。
 

-
9
 

s
 ）
 バ
ラ
モ
ン
相
互
で
の
討
論
又
は
教
授
の
例
も
見
 

出
さ
れ
る
。
例
外
に
は
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ナチ ケ - タス切店をめぐって 

已
ず
コ
ぎ
 
七
生
せ
ど
 

曲
絆
い
せ
 

い
の
 

三
 
Ⅰ
仁
介
 

り
 
（
を
シ
ャ
ン
 

カ
 う
は
 「
（
祭
の
果
報
を
）
欲
し
つ
つ
」
（
 

蒜
ヨ
い
 

せ
リ
ヨ
 

ど
寸
 
。
の
・
 

p
 
隼
 メ
ぃ
甘
い
己
 

Ⅰ
 
二
 Ⅰ
・
 
ご
レ
し
 

解
す
る
が
、
固
有
名
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
韻
の
 

ヱ
 
の
Ⅱ
 
せ
の
 

㍉
 
の
目
っ
ゴ
 

の
ぎ
の
Ⅱ
 

本
ト
 
@
 
（
戸
ロ
 

の
 
Ⅱ
 イ
ハ
 

の
 
円
甘
 

。
つ
 

い
コ
 

P
 
い
い
 

d
,
 
の
 
・
Ⅰ
Ⅰ
 

0
.
 
ト
目
ヨ
 

・
 
ヰ
 
 
 

（
 
2
 ）
下
テ
 
の
 
Ⅰ
 
0
 
へ
 
Ⅰ
一
の
 

0
 
コ
汗
 

Ⅱ
 
@
 
ヴ
偉
曲
ざ
コ
 

の
 芹
 
。
 ヰ
プ
 

の
 任
 
0
 
メ
ド
 

目
い
 

-
O
 
弓
 
p
 
ヱ
り
 

@
 
の
ヨ
 
0
 
（
目
の
木
 

ぃ
巨
 
0
 
尽
三
雀
色
 
N
 
し
呂
の
・
 

い
臼
 
ト
ヨ
・
か
む
の
の
 

@
 
毛
 0
%
e
 

Ⅰ
 
@
0
 
Ⅰ
・
 

ぃ
 
-
 
（
・
の
 

ト
コ
ヨ
 

・
 
り
 

ト
ト
つ
 

・
 

（
 
3
 ）
丹
田
（
（
・
 

帝
 「
・
 
び
 
・
 
P
P
.
 

の
・
 

P
 

（
 
4
 ）
 0
 
や
住
 （
・
 

け
 P
P
 
ド
 
・
レ
コ
 

ヨ
 ・
 
P
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

せ
 。
 
@
 お
ポ
ゲ
 
つ
つ
・
㏄
 

つ
１
 
の
 
つ
 
）
一
口
 

e
 
亡
 
の
の
の
 

う
 （
の
の
 

り
オ
ぃ
あ
 

己
 で
 
の
ま
の
 

す
い
住
 

の
卸
の
の
せ
の
 

曲
 
p
.
 
の
 
，
 
0
 
の
ど
一
ミ
 

臼
訂
 
㍉
（
 
0
 
で
・
 

口
 （
・
の
・
 

P
P
P
 

）
は
本
文
 

に
 訳
出
し
た
ご
と
 
 
 

く
に
解
す
る
。
 

さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
ど
と
く
に
伝
授
の
諸
形
態
を
ま
 と
め
て
み
る
と
、
「
秘
密
の
伝
授
」
と
い
う
側
面
が
確
か
 に
 存
す
る
反
面
に
 、
知
 

 
 

。
そ
し
て
後
者
に
も
と
づ
い
て
前
者
が
成
立
す
る
と
 考
 え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
 

る
 。
そ
れ
 放
 こ
の
舌
口
業
が
何
を
意
味
し
て
い
た
か
は
、
 
こ
 の
よ
う
な
連
関
を
注
視
し
つ
っ
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
 る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

者
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
 

，
 

（
 
9
 
2
 
O
 
）
 

（
 
銭
 
@
@
 

と
こ
ろ
で
従
来
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
と
い
う
言
葉
の
意
味
 

に
 関
し
て
、
「
秘
伝
」
つ
ま
り
師
弟
の
近
 

坐
に
 根
拠
を
求
 め
る
解
釈
が
通
説
と
 

知
を
伝
授
す
る
形
態
は
こ
の
よ
う
に
種
々
で
あ
る
が
、
 

ウ
 パ
 ニ
シ
ャ
ッ
 
ド
 文
献
を
中
心
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
 

最
高
と
み
な
さ
れ
る
 

形
而
上
的
 は
 知
は
、
そ
れ
を
把
握
し
う
る
者
に
対
し
て
 

の
み
授
け
ら
れ
た
、
 
と
 舌
ロ
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
論
争
の
場
 

合
 も
か
か
る
知
を
有
す
 

る
ど
 認
め
ら
れ
る
人
々
の
間
で
競
い
合
う
の
で
あ
る
か
，
 

り
 、
こ
れ
に
準
じ
て
扱
 
う
 こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
 
バ
 ラ
モ
ン
の
経
済
的
支
持
 



 
 

（
 
7
 ）
 
韻
圧
巨
の
セ
 （
 
0
 つ
 ・
 ら
ヴ
や
 
の
③
は
次
の
よ
う
に
言
 う
 。
「
 死
 神
に
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
づ
下
 

笘
ず
 。
帯
 
い
官
 o
h
 
鐸
 の
味
 ぃ
円
ア
 

。
Ⅱ
 ヨ
 -
 
帳
す
 
圧
の
 
い
せ
  
 

コ
 0
 名
文
 0
 一
幅
 0
 （
 
0
 宙
の
 
ヰ
 宙
の
 一
，
 （
 
0
p
 コ
 @
 
ヨ
で
 0
 耳
 Ⅰ
 臣
ぃ
寓
 。
 旺
圧
 
円
汀
す
 。
 せ
繕
オ
 の
の
ざ
の
 窯
ざ
 弓
ミ
・
・
・
し
か
し
言
葉
通
り
に
 解
 す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

（
 
せ
住
 ・
臣
の
 コ
 の
Ⅱ
 
，
 0
 ワ
 
住
 ヴ
臼
 ま
 ）
 呂
 り
年
 
ゴ
せ
 
い
は
 カ
タ
 
・
 ウ
パ
 
-
 
一
 シ
ャ
ッ
 ド
 の
注
釈
で
「
父
は
み
ず
か
ら
彼
を
呪
っ
た
」
（
 巨
 

  

笘
ぃ
セ
リ
 
ヨ
）
と
述
べ
て
い
る
 0
 
呂
 注
す
 つ
 a
.
 
の
 木
 0
 ヨ
ヨ
 の
ま
 笘
 
N
 目
 木
 ゆ
が
 
註
 オ
り
１
 
%
 Ⅰ
。
 
三
の
註
 ・
 甘
 お
の
・
 せ
 0
 コ
 ㏄
 音
モ
苗
 ㌔
ヨ
当
日
・
リ
ト
 ゲ
 
こ
れ
は
イ
ン
 

ド
 文
学
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
 呪
 咀
の
観
念
と
同
一
で
あ
る
。
 

（
 
8
 ）
 
づ
 m
-
.
 
毛
色
 こ
 「
 ，
 0
 ロ
 ・
 臼
 （
・
の
・
 

ト
 Ⅱ
 P
.
 

ト
コ
 

日
 ・
 P
.
 
、
 
-
0
 
ヴ
 宙
の
（
 
せ
り
 
汀
 （
の
色
目
 
の
コ
 の
 0
 ア
 コ
 名
曲
 
住
 打
の
経
の
 
ぃ
 E
 の
 N
o
 

「
コ
田
年
ず
 

C
 コ
宮
 Ⅱ
と
く
の
 

-
 
（
の
 り
ゴ
 
@
n
F
 

（
（
 下
 -
.
 

㏄
Ⅰ
 
0
 Ⅱ
 
h
 
。
い
し
 
プ
ミ
 
の
・
Ⅰ
つ
つ
・
の
・
 

ウ
の
ウ
 

）
 0
 口
の
Ⅱ
 
ぃ
 由
の
往
 臣
 。
 ヨ
ぃ
 二
ロ
 
の
 Ⅱ
の
 
コ
 の
 Ⅰ
 目
コ
ら
 
。
Ⅰ
 

（
 
9
 ）
 
下
ぎ
 C
P
 
目
 ・
 ゲ
 
ト
ー
ト
に
よ
る
と
、
人
間
に
は
三
度
 誕
生
（
 寸
 コ
ヨ
 目
 ）
が
あ
る
。
第
一
の
誕
生
は
受
胎
、
第
二
は
 出
生
で
あ
る
。
そ
し
て
 

息
子
に
お
い
て
両
親
の
本
質
が
 ぅ
 け
つ
が
れ
、
祭
事
も
思
子
が
 引
き
継
ぐ
 
0
 か
く
て
老
い
た
る
父
が
こ
の
世
を
去
っ
て
再
生
す
 る
こ
と
が
第
三
の
 

誕
生
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
諸
世
界
の
持
続
 
定
曲
ち
 
（
㏄
（
 

@
 
）
 が
 可
能
と
な
る
。
本
 の
由
 
w
.
 

ロ
グ
 

C
 や
Ⅰ
・
し
は
こ
の
世
を
 去
る
父
の
あ
と
を
 

恵
子
が
引
継
ぐ
こ
と
を
具
体
的
な
儀
式
と
し
て
説
い
て
い
る
。
 運
 .C
P
 
Ⅱ
・
 

9
%
 

は
人
間
界
は
冑
 子
 に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
 
祖
霊
界
は
祭
、
 
天
 

界
は
知
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
と
説
く
。
ま
で
は
特
に
宮
子
 
の
 重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
 

せ
 お
 お
ま
 お
ヨ
 サ
 
（
 
@
 ポ
づ
コ
 ・
 
い
は
 
「
息
子
に
よ
っ
て
 

諸
世
界
を
克
ち
得
、
孫
に
よ
っ
て
無
限
を
享
受
し
、
 曽
孫
 に
よ
 っ
て
太
陽
の
天
界
を
獲
得
す
る
。
」
と
 説
 く
。
マ
ヌ
法
典
は
担
 先
祭
は
 
つ
い
て
 詳
 

細
に
 規
定
し
（
 目
 ・
 1
2
2
 

１
 %
5
 、
息
子
の
重
要
な
地
位
に
つ
い
 て
は
「
長
子
が
生
ま
れ
る
や
男
は
門
葉
子
あ
る
も
の
 L
 
 グ
 三
 %
 ぎ
 ）
と
な
り
、
 
祖
 

霊
に
 対
し
て
 
刊
 負
債
な
ぎ
も
の
 J
 宙
ハ
 中
り
）
と
な
る
」
（
 卑
 ・
 き
つ
 
ド
 ー
 0
 ）
と
言
う
。
ま
た
息
子
な
ぎ
父
は
 、
 
娘
に
生
ま
れ
た
 男
児
に
祖
先
発
を
 

行
わ
し
め
よ
と
言
う
。
 

宙
メ
 ・
 ト
ま
 ）
同
様
に
 
ぺ
捲
乙
臼
臣
ミ
 サ
（
 
@
 ポ
 せ
目
目
で
は
息
子
な
ぎ
父
は
娘
の
男
子
を
自
分
の
冑
 
子
と
 な
せ
と
述
べ
る
。
 

な
お
ム
ロ
 由
プ
す
 
「
・
の
け
い
・
 

セ
 。
㌃
 
い
 の
・
 
ワ
の
蔑
 ・
 目
 。
 汀
 

（
 
托
 ）
ナ
チ
ケ
 l
 タ
ス
物
語
に
は
人
身
供
犠
の
名
残
り
が
あ
る
 
由
 目
下
す
Ⅱ
 

ド
 二
年
竹
 
@
 下
目
の
し
Ⅱ
 
い
 す
 ヨ
ぃ
コ
ぃ
 
㏄
 仁
コ
宙
已
 
㌧
の
 
目
 吊
り
巨
の
 

コ
 ・
 の
 ）
 ト
の
 
一
パ
 由
 （
 
オ
 ・
 オ
キ
 

挿
 @
0
 
コ
ド
コ
由
弓
す
目
 

0
 の
 
0
 Ⅰ
 宙
 Ⅱ
 0
 （
 芹
ゴ
の
そ
 
e
 宙
 a
-
 
由
 0
 の
・
 せ
 0
 プ
 ㏄
 N
.
 つ
 ㏄
 下
 ㏄
 

（
 
皿
 ）
 
や
臣
甲
 ・
 ゴ
し
 １
 %
.
 辻
 博
士
 訳
 、
㍉
イ
ン
ド
 集
 L
 宍
 世
界
文
学
大
系
 L
 四
）
五
四
頁
以
下
。
 

出
 ぎ
の
 

b
r
a
n
d
t
 

。
 毛
 ・
 臼
 ヴ
の
 ・
 p
P
 

の
・
こ
の
物
語
 

の
 主
題
も
自
子
の
重
要
性
で
あ
る
。
 

イ
ク
シ
 
@
 ヴ
ァ
ー
ク
王
に
 対
し
て
ナ
ー
ラ
ダ
仙
は
次
の
よ
う
に
教
え
る
 0
 
「
生
ま
れ
て
 健
 や
か
な
る
 自
 子
の
 

顔
を
見
る
と
 き
 、
父
は
責
 曲
 甘
井
潤
し
、
不
死
の
境
地
に
到
達
 す
 。
・
・
・
・
・
・
父
は
つ
ね
に
良
子
に
よ
り
て
深
 

き
 闇
を
越
え
た
り
。
 
 
 

お
の
れ
ょ
り
生
ま
れ
替
り
し
も
の
な
れ
ば
。
息
子
は
装
備
も
れ
 な
ぎ
船
に
し
て
 
よ
く
 渡
す
 0
 …
…
 已
 子
な
ぎ
も
の
は
（
死
後
の
 ）
世
界
な
し
。
」
 

（
 ゴ
お
 ・
 辻
 博
士
の
訳
に
よ
る
 0
 ）
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ニ
ア
 い
い
 の
の
・
レ
コ
 

ヨ
 ・
 
こ
 

 
 

（
 
抑
 ）
Ⅰ
一
九
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
 

せ
住
 ・
ま
こ
 
コ
 の
 
グ
 0
 で
・
 
0
 宇
 ・
の
・
 
4
 
の
 

餌
 
)
 

（
 
為
 ）
以
下
達
博
士
の
訳
に
よ
る
。
 

 
 

（
 
鶉
 ）
 ゾ
こ
 
す
 ヴ
曲
 
せ
曲
 
プ
 こ
れ
に
つ
い
い
て
は
種
々
の
解
釈
が
あ
る
 
一
、
か
 
v
a
 
の
 ｜
 -
.
 

へ
の
Ⅰ
 

U
.
 

（
 
4
 匹
 l
 
ヴ
 ダ
ウ
（
 

a
.
O
 

下
ゆ
 

口
 ・
 己
や
ケ
や
 ト
一
ト
 
ゴ
ご
 
・
や
ご
と
関
連
 

さ
せ
て
「
明
日
」
と
み
る
。
目
の
Ⅰ
（
 

臼
 ・
の
 
e
 
日
高
「
な
ど
。
 ニ
、
 「
 
明
日
ま
で
存
在
す
る
」
 呂
 ・
 
ミ
オ
 二
の
 
グ
オ
 0
%
 
う
 巨
な
ど
。
 
三
 、
 の
ド
ナ
オ
ぃ
 

「
 
い
 の
 桂
 

に
 従
っ
て
、
「
明
日
存
す
る
か
否
か
、
明
日
へ
の
不
安
」
 
巾
ぴ
す
 

目
ぎ
 帳
下
し
の
仁
の
の
の
 

コ
 な
ど
。
 四
 、
 ぎ
 0
.
 
ヴ
 す
い
 
つ
兜
 
）
と
み
て
「
 明
 日
は
無
 と
な
る
も
 

の
 」
圭
三
ざ
 の
ヂ
目
 @
-
-
0
%
 

ぃ
コ
簾
 
。
 0
 臣
 0
 、
の
ぎ
る
。
 
ま
ざ
 （
な
ど
。
 キ
 0
 
ヱ
の
（
（
 

0
 ロ
 ・
 c
@
 

（
・
中
淀
）
も
不
確
か
と
し
つ
つ
も
第
四
を
 

と
る
。
恐
ら
く
 第
 

四
が
 趣
意
か
ら
も
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 い
 け
 プ
ド
ゲ
ド
っ
 に
 は
 「
誰
が
人
間
の
明
日
を
知
る
か
」
（
 
オ
 の
 ま
 
日
当
ミ
 
蓮
 ハ
 %
 
セ
い
 い
 く
 0
 せ
め
 
ぎ
）
 と
い
 

ぅ
 0
 こ
こ
に
は
人
間
存
在
の
は
か
な
さ
の
自
覚
が
既
に
あ
る
。
 （
但
し
人
間
は
知
に
よ
っ
て
明
日
を
知
る
と
も
云
う
。
 p
-
 
（
・
 
卜
 「
・
 目
 "
 
の
 ・
 N
 
）
 仏
 

教
の
無
常
の
立
場
が
こ
れ
に
 当
 る
が
、
朝
と
 タ
 を
対
比
せ
し
め
 て
 次
の
よ
う
に
言
 う
 。
 

 
 

 
 

ナ
 %
 宙
 刮
目
 

a
v
a
 

「
㏄
 

ぃ
 

（
㏄
）
 せ
住
 
・
 ド
ヰ
 
せ
目
 
セ
 ハ
片
岸
Ⅱ
 

仁
セ
い
 
い
 
い
す
へ
 

の
 
ヒ
 0
5
 目
 田
く
ゆ
 
斤
目
 
0
 ・
 
億
セ
 

い
の
り
年
曲
 

せ
 い
日
 
・
 ソ
う
穿
 
・
 当
 ・
 P
 の
の
・
 
ト
い
 

（
 
紐
 ）
 
乱
 4
%
 
宙
旧
の
ド
由
ヨ
ド
コ
 

a
c
 
守
痒
り
紐
ヨ
 
日
神
 
コ
せ
 
の
・
と
の
 
宙
 。
 目
 は
 元
来
（
 ニ
 ー
タ
ー
 七
 ）
 さ
 a
c
 

守
文
 

い
 で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
 ，
 
）
れ
は
新
し
い
形
で
あ
 

る
か
ら
、
 ニ
 、
一
三
は
後
代
の
附
加
と
み
る
 0
 
（
 
0
7
%
 ヴ
 ワ
 ウ
 
簿
 ）
こ
れ
に
反
し
て
 
ヲ
す
 
ま
の
 
ぺ
 は
こ
の
ま
ま
の
形
で
採
用
し
 か
つ
古
い
も
の
と
 

み
る
 0
 
（
 
0
 つ
住
ダ
ぴ
お
 （
の
・
）
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
 

こ
 の
 詩
も
ま
た
難
解
で
あ
り
、
別
の
解
釈
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
 毛
ま
侍
コ
 
0
 
せ
 （
 
0
 つ
 

巳
 沖
 つ
ト
き
 ）
は
字
義
通
り
に
「
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
を
開
か
れ
た
 座
 所
 と
思
う
」
と
い
う
の
は
無
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
「
座
所
が
 ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
に
 

開
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
」
と
解
す
る
。
 め
ぴ
プ
仁
ヨ
ゅ
オ
 

は
こ
の
 よ
う
に
解
す
べ
く
 臣
 a
c
 
ヨ
痒
 p
s
 

の
に
改
め
て
い
る
。
か
か
る
 

見
 解
は
 シ
ャ
ン
カ
ラ
 

の
 注
釈
に
も
見
ら
れ
る
。
「
か
く
の
ご
と
ぎ
梵
の
座
所
が
ナ
チ
 ケ
ー
タ
ス
な
る
汝
に
対
し
て
 
谷
お
 守
の
（
 

り
の
ぃ
旧
 
（
 
あ
旧
 
㌧
「
 

a
.
 

～
～
）
 

扉
を
開
い
て
い
 

る
、
 開
か
れ
て
い
る
、
目
の
前
に
あ
る
、
と
わ
た
し
は
考
え
る
 。
汝
は
解
脱
に
値
す
る
と
わ
た
し
は
考
え
る
、
と
い
う
趣
意
で
 あ
る
」
と
述
べ
て
 

い
る
。
（
 ゆ
 生
木
の
 亜
ヰ
ぃ
己
や
 
Ⅰ
・
 
ト
 ど
ま
た
の
 e
 
匡
冑
 （
（
せ
の
曲
 

ず
ヨ
 年
の
仁
邑
い
 

r
a
 

す
ヨ
い
 
田
の
 
コ
 臣
の
・
 
ぴ
ト
 の
 ト
 
）
 一
 0
 （
（
 

0
 （
 
本
笘
 ア
 ド
己
て
 
り
コ
 
乙
の
 
ら
 ・
の
・
 
ト
 ㏄
 

ナ
リ
 
ヨ
・
の
）
は
 
コ
 a
c
 
ヨ
 痒
 い
 の
の
り
日
日
 

ぃ
コ
せ
 

の
と
改
め
て
、
同
趣
意
 に
 解
そ
う
と
す
る
。
 ム
 ン
ダ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
 ニ
、
ニ
、
 四
は
 
「
こ
れ
ら
の
 

方
法
に
よ
っ
て
努
め
 知
 あ
る
も
の
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
住
所
（
 

 
 

」
に
お
け
る
 宙
ゴ
ゆ
 

日
当
と
同
様
に
 串
芋
ヨ
 a
 
コ
 。
 円
 a
 
ヨ
ド
 な
ど
の
そ
れ
と
み
る
べ
 き
 で
あ
ろ
う
。
ま
た
仏
典
に
「
彼
ら
に
甘
露
の
門
は
開
か
れ
た
し
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り
さ
 
臣
い
 
す
い
の
の
 

0
 年
く
り
Ⅱ
 

a
.
 

づ
 亡
臣
 
い
 せ
 9
%
 お
曲
寸
ヂ
せ
 
0
@
 Ⅰ
・
 つ
 心
の
（
 

c
.
 

甜
叶
 
し
い
考
証
に
つ
い
て
は
藤
田
宏
遠
教
授
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
 信
の
形
態
」
台
北
 

大
文
学
部
紀
要
第
六
、
六
 セ
頁
 以
下
参
照
。
）
と
い
う
句
が
し
 ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る
。
甘
露
は
バ
ラ
モ
ン
系
統
で
は
フ
ラ
フ
 マ
ン
な
ど
に
相
応
 

す
る
 0
 原
文
に
難
点
が
あ
る
が
、
趣
意
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
 方
向
で
理
解
し
て
お
ぎ
た
い
。
㌔
・
の
す
 
曲
コ
 C
 ワ
 
ド
ぎ
 ・
 
ト
注
 ぃ
 ・
 ざ
 ガ
ト
ー
ロ
 

ペ
岡
 
へ
り
 
ヨ
 

 
 

（
㏄
）
 玖
 ・
守
オ
 ぃ
田
ぃ
 
（
 ド
 コ
年
 勾
ぃ
コ
り
 

隼
の
 @
%
@
 
降
 o
 （
 
せ
 o
h
 ぎ
 日
り
 コ
 ㌧
す
目
 
0
 の
 
0
 で
 オ
ヂ
 せ
目
・
 
ド
つ
 つ
 2
.
 

こ
れ
に
反
し
て
し
の
珪
の
の
の
 

臣
 
（
 
下
 二
 m
.
Q
.
&
.
 
㌧
 ゴ
ニ
 
・
（
・
 

ト
 ・
の
・
）
～
の
１
べ
一
の
の
 

り
す
注
幅
 
C
 で
 ぃ
コ
ぢ
ゴ
 

a
d
,
 

の
隼
の
の
 

せ
 e
 巨
 a
.
 

の
・
め
の
の
 

ナ
コ
ヨ
 ・
ご
は
三
つ
の
願
望
は
順
次
に
高
次
の
も
の
へ
の
上
昇
 を
 期
待
せ
し
め
、
 

元
来
が
頂
点
に
哲
学
説
を
お
い
て
お
り
、
プ
ラ
ー
フ
マ
ナ
は
 そ
 こ
に
入
壇
の
教
を
も
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
変
形
し
た
、
 と
考
 
え
る
。
せ
匹
 

毛
 -
m
-
-
@
 

㌍
・
・
 
0
 丁
 
巳
 
@
 @
 ・
の
・
 
P
 @
 
一
 ・
 ナ
ヨ
コ
 ・
 の
 

（
㏄
）
例
え
ば
 

0
 匡
目
汀
お
は
 次
の
よ
う
に
言
 う
 0
 ，
毛
の
汀
 
汀
 の
 Ⅰ
の
す
り
コ
ロ
コ
年
 

老
の
 
-
n
 
ア
 の
の
Ⅰ
の
め
の
１
 

0
@
 
コ
の
せ
 0
 （
 り
す
 
二
年
 
コ
 Ⅰ
 ヴ
 年
年
年
 
オ
 -
 
の
 
（
 
-
 
お
 ア
銭
の
乙
 繍
 ニ
ヨ
 

㏄
二
ロ
の
年
の
の
 

ア
ぃ
臼
オ
痒
笛
の
 

・
 0
 す
コ
 
の
炭
の
組
 
コ
コ
 
の
 コ
 の
 コ
汗
 オ
岸
 コ
 宙
の
田
 コ
 ぃ
 （
 
い
ア
 
「
の
 
コ
 -
@
@
 

空
 @
,
E
 
コ
 Ⅰ
 &
p
 
の
 す
 @
u
-
n
 

す
の
 
（
の
の
 
口
 @
@
,
 

年
 い
の
ま
、
一
 

m
@
n
@
m
@
 

（
 
@
,
 
年
 麓
の
曲
す
の
 

へ
下
 -
 
こ
ベ
 

仁
コ
 
4
 円
 0
 由
ア
ぎ
ド
 
目
の
 
ト
曲
す
ユ
 

・
 ヰ
の
ヨ
 の
 0
 （
（
 

p
F
N
 

㌍
 ト
ぎ
 
的
の
 
コ
，
 （
 
し
ぽ
 Ⅰ
 0
%
 

「
の
由
の
「
 

C
 で
の
 
コ
ず
 
オ
リ
 
年
 0
 二
年
 自
 Ⅰ
日
の
や
 コ
片
曲
コ
 

的
の
巨
の
の
 
申
仁
 
Ⅰ
 曲
ま
 の
ヨ
 
由
の
・
ド
キ
 廷
由
 

の
 ・
 ト
ベ
 
Ⅱ
（
 @
P
.
 や
目
の
め
・
の
・
い
つ
 

ト
 1
,
 
り
つ
 
の
・
）
 

（
 
縫
 ）
ゆ
め
「
・
 

p
2
.
 

べ
 ・
 
P
.
P
 

（
㏄
）
 刃
 ㏄
口
ア
 
い
 に
 ず
ゴ
コ
ぃ
コ
 

（
 
円
 二
の
㌧
Ⅰ
 
ぎ
 。
る
目
 C
 つ
 い
コ
 
吊
目
 の
，
ワ
亜
 
の
 e
 
は
「
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
は
こ
こ
で
青
年
の
熱
情
を
も
っ
て
 席
 式
的
 Ⅰ
理
の
た
い
祭
祀
 

主
義
の
不
完
全
さ
を
暴
く
」
と
言
 う
 。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
 ウ
 八
二
シ
ャ
ッ
 ド
ネ
 
Ⅰ
も
 L
 
し
 Ⅰ
 
け
 L
 
し
 は
 耽
り
 レ
 
上
げ
ら
 材
仙
フ
つ
 

り
し
 
-
 
Ⅰ
ろ
の
、
 祭
祀
と
形
而
上
知
 

0
 対
立
及
び
俳
士
に
外
な
ら
ず
、
バ
ラ
モ
ン
系
統
の
巴
 想
圏
に
 お
い
て
自
ず
か
ら
生
じ
て
来
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
い
 う
る
 。
 

（
㏄
）
 0
 凄
の
 
コ
ヴ
 
の
（
 
ぬ
 ・
 0
 ワ
 ・
 臼
 （
・
の
・
 

o
p
 

め
 （
）
・
ナ
目
の
め
・
の
・
 

N
 の
 の
１
 0
  
 

（
 
甜
 ）
 
臼
臼
の
 0
 二
目
 汀
お
 -
 オ
 臼
田
 ざ
臣
汁
 の
せ
の
 
年
 p
.
 卯
 白
い
い
 
鹸
 一
 %
0
 
Ⅰ
 ガ
 @
 
コ
の
 
@
 由
 っ
ガ
ミ
 ）
（
 
す
 0
 一
 
0
 拍
ゼ
 
・
で
Ⅰ
つ
 
つ
志
 

（
 
鍵
 ）
人
間
が
知
を
得
る
こ
と
を
魔
神
は
好
ま
な
い
、
と
い
う
 
モ
チ
ー
フ
は
め
き
已
マ
・
 
ゲ
什
 ま
な
ど
に
む
し
ろ
求
め
う
る
。
 
，
 
）
 こ
 て
は
魔
神
で
な
く
 

て
 神
々
で
あ
る
が
、
ま
た
誘
惑
と
い
う
物
語
的
構
成
を
も
た
な
 い
が
、
神
々
は
人
間
が
知
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
奈
保
を
や
め
 
る
こ
と
を
恐
れ
 

た
、
 即
ち
神
々
の
支
配
か
ら
人
間
が
脱
す
る
の
を
恐
れ
た
、
 と
  
 

 
 

（
㏄
）
ま
 す
コ
 
の
（
（
 

O
P
 

ゑ
ダ
け
 
P
P
 丁
 目 さ
は
カ
タ
 ・
 ウ
 パ
 %
 シ
ャ
ッ
 ド
 が
直
接
プ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
物
語
に
も
と
づ
く
の
で
は
 な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
㈱
 

結
論
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 

（
 
即
 ）
 
い
 「
 
い
 す
 ヨ
ゆ
 申
し
の
つ
 

偉
 Ⅱ
 
ゆ
 弔
の
に
 
乞
い
 
0
%
 
痒
 。
 つ
ゆ
オ
ア
 

せ
 い
コ
ぃ
 が
 あ
 る
が
 
（
 
毛
ぎ
 （
の
Ⅰ
 

田
 （
 
ダ
 O
H
 

Ⅰ
・
 

し
緩
 Ⅰ
・
 い
 下
の
こ
、
披
見
出
来
 な
か
っ
た
。
後
日
検
討
 



 
 

 
 

 
 

（
Ⅱ
）
こ
の
物
語
に
つ
い
て
は
螺
に
ま
ぎ
（
の
～
 

田
お
 （
 
0
Q
.
 
ユ
 （
 や
 い
お
 ）
に
指
摘
が
あ
り
、
 ゆ
 r
@
 

ロ
 ア
 ド
 （
 
ぃ
 ③
の
（
「
 

H
 下
田
 芙
 り
は
 
木
 か
円
ゴ
 

。
つ
 
い
コ
 
あ
 い
 
Ⅰ
（
㌧
 

0
0
 

二
の
 

邑
し
 ）
の
序
文
（
 ワ
 S
 
 で
概
略
を
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ハ
ー
バ
 ｜
ラ
タ
 の
校
訂
 版
 脚
注
（
 ゼ
 三
・
に
・
 
文
 ・
 
ゲ
ワ
 の
ま
）
は
こ
れ
 
 
 

物
語
の
約
内
案
 モ
臼
曲
 e
r
e
 

ま
セ
り
 
Ⅱ
 
四
 0
 コ
 と
 評
し
て
い
る
。
 

（
 
蛇
 ）
の
 住
 a
 
の
 
ぃ
 
（
（
 

4
a
.
 
之
 @
 
鼠
宕
い
申
 

（
 
ゴ
 a
@
 ヨ
ヱ
ハ
 

（
 
轄
 ）
 オ
昌
目
ぃ
ニ
 と
い
う
読
み
も
異
本
に
あ
る
。
 

（
 
何
 ）
 
之
卑
 良
ゑ
 ダ
 2
%
 安
痒
い
と
い
う
読
み
も
異
本
に
あ
る
。
 

（
 
巧
 ）
 円
 住
ま
切
コ
ダ
 ト
 P
.
P
 
い
 

（
㏄
）
 せ
 e
 
ま
 c
I
 コ
 あ
の
 
x
,
 
ダ
キ
 
の
 偉
絃
ヨ
ぃ
 

（
 
仰
 ）
 己
宙
 
由
里
 
り
オ
 
の
 下
 「
 
臣
ヨ
 の
子
で
あ
れ
ば
巨
億
 笘
 Ⅰ
 臼
ぃ
ニ
下
 
（
 
u
 
中
の
 
セ
い
 と
な
る
 0
 こ
の
場
合
は
通
常
の
 づ
 の
（
 
a
 ガ
の
 
（
仁
を
揖
す
が
 、
こ
の
物
語
で
は
こ
の
 

名
称
は
無
関
係
で
あ
る
。
 

（
 
毬
 ）
の
Ⅰ
・
 
オ
 ・
 n
.
 

巾
の
 

コ
ロ
 
の
 
せ
 p
,
 
づ
 ・
 
め
の
 
・
 こ
 ・
 
o
N
 
｜
 ㏄
 
か
 

（
㎎
）
か
か
る
例
に
従
え
ば
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
よ
う
に
下
臣
年
日
 ぃ
 ニ
を
 
Q
4
 年
田
り
ヰ
ぃ
 
と
 同
じ
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
 
木
 ㌢
 プ
麓
己
 
Ⅰ
Ⅰ
 ，
 ト
ト
 

の
 趣
意
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
宮
子
を
指
す
べ
ぎ
で
あ
る
か
ら
、
 ，
 
-
 の
 解
釈
は
採
用
さ
れ
な
い
。
な
お
田
の
 プ
 の
毛
の
 
コ
 の
（
 
，
 0
 や
臼
 （
 の
 ・
の
㏄
 

（
 
印
 ）
仏
典
に
お
け
る
他
界
訪
問
に
お
い
て
は
他
界
の
様
相
が
 
描
か
れ
る
。
前
田
恵
 字
 博
士
「
神
通
よ
り
来
迎
へ
 

仏
教
文
学
に
見
ら
れ
る
 

天
界
訪
問
の
二
方
法
」
 宍
 印
仏
 所
 」
第
七
巻
第
一
号
、
四
四
 ｜
 五
六
頁
）
、
岩
本
裕
教
授
ヨ
目
連
伝
説
と
 孟
蘭
 金
目
石
上
書
店
 教
授
「
目
連
説
話
 

の
 系
譜
」
 宍
 大
正
大
学
研
究
紀
要
 L
 第
五
十
四
隅
、
昭
和
四
十
 三
一
年
十
一
月
）
参
照
。
 

（
 
コ
 ）
 
辻
 博
士
コ
ヴ
ェ
ー
ダ
 と
 ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
 L
 一
 O 
一
頁
 参
照
。
 

（
㏄
）
 せ
性
 ・
 由
 ヨ
色
「
 
り
 コ
音
 @
 せ
の
日
の
ひ
 

ダ
 の
 ミ
セ
巨
 
0
-
0
%
e
,
 

Ⅱ
・
の
 ウ
 ト
ト
 
日
 
㏄
 

（
㈱
）
せ
の
 
日
 c
o
 「
 
仔
ぎ
 o
f
 
（
 
ゴ
 の
の
（
 

0
q
 

せ
 0
 （
 之
 a
c
 
ぎ
の
 
（
 
い
 
の
・
 
ミ
ひ
寸
 
目
 ㏄
の
の
 
宙
 -
-
 
臣
 Ⅰ
 -
 
の
コ
 
帝
ヨ
 e
"
 
由
 -
 
い
 う
 の
 日
 。
 目
 。
年
の
Ⅰ
。
㌍
 

あ
刃
 0
 
コ
 0
 申
 "
 つ
つ
・
 

つ
つ
 
㏄
 
｜
 Ⅱ
べ
い
 

釘
 ）
の
 ロ
コ
 ド
ド
 ゲ
且
 
5
.
 
ド
 ド
 ご
 
%
.
 
ケ
ゲ
ご
 

（
 
訪
 ）
の
 口
 「
・
 
か
 ・
）
・
 

P
.
2
 

）
 

（
㏄
）
 ゆ
 ㏄
Ⅰ
 ド
 ド
ド
 ト
ト
 
ー
Ⅰ
 銅
 な
お
の
ロ
 ブ
田
ナ
肝
 ㏄
は
酒
旗
 式
 に
お
け
る
 鞭
 叩
の
代
償
と
し
て
の
恩
典
を
言
う
。
 

（
 
折
 ）
 
ヒ
 （
・
 
い
 （
，
 
円
 ・
Ⅱ
 



ナチケータス 物語をめぐ っ て 

（
㏄
）
レ
ズ
 
し
 「
・
 
目
 ・
 ド
 
。
 プ
い
 し
 ト
ゲ
 P
P
 ト
ぃ
 
１
ト
 モ
 
代
償
 と
 し
て
の
恩
典
に
つ
い
て
そ
の
 外
レ
ぎ
巾
フ
ド
け
ガ
ダ
 
お
な
ど
 を
 参
照
。
 

（
㏄
）
 レ
ざ
か
ブ
 
ド
ド
 ダ
免
 ・
才
色
子
 @
 手
の
中
 @
 蕾
硅
 ハ
 %
 へ
い
弔
 
セ
り
オ
 
p
,
 

や
り
 

ト
 A
.
 

戸
田
本
曲
口
笛
 

辞
 五
市
Ⅰ
 
己
や
ド
ト
 
に
は
イ
ン
 ド
ラ
 の
愛
好
す
る
住
所
 

（
㎝
）
「
ヴ
ィ
デ
ー
八
王
ジ
ャ
ナ
 カ
 に
 ヤ
 ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
 

に
 到
達
し
た
プ
ラ
タ
 ル
ダ
ナ
 に
対
し
て
、
恩
典
が
与
え
ら
れ
、
 キ

ヤ
 は
近
づ
い
た
。
彼
は
考
え
た
。
 

日
 わ
れ
語
ら
ざ
ら
ん
し
 

と
 

彼
は
、
人
類
に
と
っ
て
最
も
有
益
な
も
の
を
選
び
与
え
よ
、
 と
 

  

求
め
る
。
イ
ソ
 
ド
 

う
は
 
「
わ
れ
の
み
を
知
れ
」
と
言
っ
て
、
以
下
に
「
わ
れ
は
 生
 気
な
り
」
云
々
の
哲
学
説
を
述
べ
る
。
 

（
㏄
）
の
 甲
 ・
 コ
 ・
の
・
 

N
.
 

）
 0
 ・
な
お
ジ
ャ
ナ
カ
 王
と
ヤ
 ー
ジ
ュ
ニ
 
ャ
 ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
と
の
問
答
は
の
ロ
 ブ
こ
 ・
 ダ
ゲ
い
 １
 %
 
巨
 ・
中
り
 
に
も
あ
る
。
 
ム
 ・
 コ
 

ト
 ・
の
・
い
つ
 

日
雀
 い
日
 ）
こ
れ
を
 終
ヨ
 
0
 コ
の
田
屋
 缶
曙
ぃ
目
 （
彼
と
共
に
 拓
 
田
 ら
ん
）
と
読
む
試
み
（
 オ
 ㏄
 幅
昌
 な
ど
。
 
キ
 ・
 日
 ・
 ミ
む
コ
 
の
「
・
㏄
 

し
ロ
・
 
せ
 0
-
.
 

ゲ
つ
 

ト
 Ⅹ
Ⅹ
 
ま
 1
 丁
）
は
一
般
に
正
当
に
斥
け
も
れ
て
い
る
っ
こ
の
 直
 後
に
、
か
つ
て
与
え
ら
れ
た
随
意
質
問
の
恩
典
が
言
及
さ
れ
て
 お
り
、
そ
の
恩
典
 

の
力
 に
よ
っ
て
 、
ヤ
 「
ジ
ュ
ニ
ャ
 
ヴ
 ア
ル
キ
ヤ
の
意
志
に
反
し
 て
 対
話
が
な
さ
れ
る
、
と
い
う
構
想
で
あ
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
 ろ
 う
 。
 

（
㏄
）
例
え
ば
 
い
い
 Ⅰ
 ゲ
 ）
・
）
 
，
 ～
 俺
 二
ゲ
中
の
・
 谷
 ）
・
 
ゅ
 ・
 u
.
 
）
 ヌ
 
が
 Ⅰ
ケ
い
Ⅰ
 
凶
 ダ
ゲ
 ぎ
自
二
ニ
ケ
 p
.
p
 
ヨ
の
 （
 
c
.
 特
に
哲
学
的
 な
 説
に
関
す
る
場
合
と
 

｜
ぎ
 ）
も
同
様
で
あ
る
。
 

し
て
、
例
え
・
は
）
 0
.
 
肝
臼
ト
。
シ
 
な
お
㌔
・
 

ま
 . ヒ
戸
ド
ト
 
ト
目
 ・
祭
に
対
す
る
人
々
の
不
信
を
払
い
の
け
る
た
め
の
説
明
 
（
の
し
「
・
 

ゲ
 
P
 押
 い
り
 

（
㏄
）
 い
 し
（
・
）
 
1
.
 
か
 ・
 0
.
 

）
の
 

１
の
 0
 

窃
 ）
の
 申
プ
ト
 P
.
 
田
ド
ト
 １
目
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
で
は
議
論
の
 敗
者
の
首
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
舌
口
わ
れ
る
 

0
 ロ
 
ぃ
 0
0
 
サ
 @
 の
 。
 コ
り
 
0
 Ⅰ
 
年
ぃ
コ
 
n
0
"
 

の
 ・
 せ
 ・
 日
由
 Ⅱ
 
由
ゴ
い
コ
 

（
㏄
）
の
㏄
（
・
）
）
・
 

か
 ・
 P
 

（
㏄
）
 ゆ
口
 
r
.
 
）
 0
 ・
 び
 ・
 
め
 

（
 
館
 ）
の
ロ
 ブ
目
 ・
 P
 Ⅰ
 ミ
 ・
の
 オ
岡
コ
 
・
口
口
ミ
・
ト
ト
 
由
 ・
同
様
の
例
は
 ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
も
多
い
。
口
舌
・
 

C
 つ
ド
 
ト
ゲ
に
官
ヤ
 客
 目
 s
.
C
P
 
ケ
ト
由
 ・
せ
 

%
.
 

し
の
口
器
 コ
 ・
㌧
 王
 -
.
 
円
己
ワ
 田
の
 っ
 一
パ
 よ
 （
 
す
 @
 下
目
下
 プ
ワ
ト
 の
）
 
一
口
サ
 
す
 ・
 己
 P
P
 
い
 一
斗
 り
コ
 
・
 C
P
 ゴ
 ト
一
口
口
 
弔
ヰ
 C
P
 ゲ
ゲ
 の
 @
 巾
 Ⅱ
 
い
 い
 
コ
ぃ
己
戸
卜
 Ⅰ
 

1
.
 
り
 一
オ
 い
由
り
仁
つ
 

・
 ト
 ・
 ト
 

 
 

 
 
 
 

（
㏄
）
 C
 ア
 W
 ヨ
 ・
 ロ
つ
 ・
の
）
 か
 ・
）
ー
 い
 

 
 

（
㏄
）
 0
 オ
ゆ
コ
 
・
 ご
 つ
・
 か
 ・
の
・
㏄
 

｜
ひ
 

 
 

（
 
冊
 ）
目
口
中
 &
.
 己
や
 ・
 P
.
N
.
 

）
 い
 



（
 
れ
 ）
 
藤
謙
敬
 教
授
㍉
イ
ン
ド
教
育
思
想
史
 ヒ
 
一
一
三
頁
以
下
 参
照
。
 

（
 
花
 ）
サ
テ
ィ
ヤ
カ
ー
マ
の
物
語
（
の
 ア
自
コ
 
・
 ヒ
や
 ハ
ト
）
参
照
。
 な
お
「
父
母
・
 
師
 あ
る
も
の
の
ご
と
く
に
詰
る
」
 

乍
才
デ
己
 ㌧
 丹
ゲ
い
捧
 ）
と
い
う
 表
 

現
 も
こ
れ
に
連
る
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
穏
 ）
㌧
 q
p
 
か
コ
 
ハ
 %
 ロ
 ・
）
・
の
 

（
 
れ
 ）
の
 ヤ
木
 ハ
日
 ぃ
己
ワ
ド
 
Ⅱ
 @
 ダ
ト
ト
 

（
 
乃
 ）
 
0
 下
ゆ
 
コ
 ・
 己
や
ゴ
 
Ⅰ
 の
 

（
 
花
 ）
の
 ゴ
ゆ
コ
 
・
 C
 づ
 ・
 ダ
の
由
 ・
類
似
の
記
述
は
室
 .
 こ
つ
 ・
 阿
め
 田
由
 @
0
 ォ
囲
コ
 
・
 C
F
 
ケ
 き
由
 @
 中
戸
）
 ｜
い
 な
ど
に
も
み
ら
れ
  
 

（
 
行
 ）
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
カ
が
宮
子
ア
ー
ル
ニ
に
 
教
 拉
し
た
こ
と
は
 

の
す
 
曲
コ
 
・
 己
や
 P
 
ト
日
 
ニ
 P
 
㏄
 l
,
 
円
ウ
に
 兄
え
る
。
 
冑
 子
へ
の
我
一
 日
は
カ
ウ
 シ
ー
タ
 キ
 に
 

つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
 

0
 臣
 . 巳
 P
 
ゲ
 P
 だ
ム
 

（
 
B
 ）
め
ヰ
㌣
 
巳
亡
 ・
 9
 が
 ト
由
 @
 ミ
・
の
 甘
 白
コ
・
 
己
 ㌧
・
 押
 P
 ト
由
 ・
 後
 者
の
第
六
節
で
は
、
人
間
に
属
す
る
富
の
 う
 ら
か
ら
恩
典
を
 選
ぺ
 、
と
特
に
言
わ
れ
 

て
い
る
。
 

（
㏄
）
 呂
田
 （
 
q
.
 

ロ
口
・
）
・
 

p
 ー
 か
 

（
㏄
）
 
目
 . 己
 ワ
 
ジ
丹
だ
丹
押
ダ
 
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
 別
 0
 機
会
に
詳
論
し
た
 

（
 
紐
 ）
の
Ⅱ
（
 
W
 （
㌫
・
 
ミ
 ）
で
は
「
修
養
な
ぎ
も
の
（
 ハ
 （
 
ぃ
 甲
の
 マ
ド
 
）
 、
 信
愛
な
ぎ
も
の
、
従
順
な
わ
ざ
る
も
の
、
わ
れ
を
そ
し
る
も
の
 に
は
説
く
へ
か
ら
ず
」
 

と
 言
う
。
 

（
 
竹
 
㏄
）
 頭
 Ⅰ
Ⅰ
 
二
 C
D
.
 
が
 P
 
Ⅰ
ー
 ど
丹
 P
 
Ⅰ
ー
 ど
 
P
 ダ
ト
 １
打
 
轄
 ダ
 
Ⅱ
 1
,
 
ト
 ト
一
の
二
曲
 

コ
 ・
 ヒ
や
ダ
ト
 ）
・
ト
一
汗
 
ト
の
 
・
ト
一
 
プ
田
 
ヒ
中
口
・
己
で
 Ⅰ
ゲ
ゲ
但
し
系
譜
は
 

既
に
プ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
も
見
ら
れ
る
。
 

（
㏄
）
 木
 り
け
 
ゴ
い
目
 p
.
6
.
 
寸
降
 一
メ
 の
コ
ド
己
ロ
 
・
 
，
 ㌧
「
い
い
 

コ
 
a
C
 つ
 め
 冒
頭
、
づ
田
文
・
 C
 や
 
ゲ
ゲ
 ト
 （
㌔
・
ト
プ
レ
 已
 や
ご
 
@
 ゲ
 ト
 N
.
 

ト
一
 

ド
 ・
 ト
 ・
 ト
 

（
 
ぬ
 ）
 
け
サ
オ
 
・
己
や
第
三
巻
全
体
が
こ
れ
を
扱
う
。
 

（
㏄
）
口
舌
・
已
ワ
 
ド
 ド
 ト
 の
 

（
㏄
）
特
に
仏
典
に
は
し
ば
し
ば
言
及
が
あ
る
。
い
ま
は
詳
細
 を
 省
く
が
、
馬
鳴
菩
薩
 伝
 、
世
親
仁
、
西
域
記
な
ど
を
参
照
。
 

ま
た
竹
葉
広
 
坤
 も
 
-
 の
 

面
か
ら
考
え
る
こ
と
が
出
来
、
さ
ら
に
㍉
沙
門
 果
経
 し
の
叙
述
 の
 構
想
は
か
か
る
論
争
の
仏
教
的
変
容
と
み
 う
 る
で
あ
ろ
 
ヰ
、
 

（
 
舘
 ）
い
き
・
 
己
ワ
丹
 
ゲ
片
口
目
・
 
ヒ
や
ド
ト
｜
 ㏄
 っ
 一
汗
）
 ケ
 ㏄
 

（
㏄
）
 0
 す
岡
コ
 
・
 己
や
ゲ
ト
つ
１
 ）
 ト
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（
㏄
）
の
～
）
 

め
コ
 
・
 ヒ
 b
.
p
.
 

い
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智
 顎
の
教
説
を
実
践
観
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
最
初
期
 の
 講
述
で
あ
る
「
次
第
禅
門
」
で
は
実
践
体
系
の
基
調
が
 根
木
四
禅
、
 四
 無
量
 

期
 
湖
心
等
の
い
わ
ゆ
る
 禅
 
（
 
禅
 波
羅
蜜
）
に
求
め
ら
れ
た
 の
に
対
し
、
 q
 小
 止
観
 ヒ
 以
降
「
 摩
詞
 止
観
」
に
代
表
 さ
れ
る
後
期
実
践
体
系
の
も
 

瑚
 
と
で
は
、
そ
れ
は
止
観
に
求
め
ら
れ
、
実
践
体
系
の
 統
括
様
式
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
禅
及
び
止
観
は
単
に
 名
称
の
み
を
異
に
す
る
実
践
 

樹
形
式
で
は
低
い
だ
け
に
、
実
践
体
系
の
統
括
様
式
が
 
禅
 で
あ
る
か
止
観
で
あ
る
か
の
問
題
は
、
実
践
 観
 の
 全
 体
的
 構
想
に
か
か
わ
る
問
題
 

観
 
止
 
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
実
践
体
系
の
統
括
基
調
を
 禅
か
ら
止
観
へ
と
変
更
さ
せ
た
理
由
 留
 顎に
お
い
て
 ど
の
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
 

 
 
甜
 
か
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。
な
お
禅
か
ら
止
観
へ
 の
 展
開
理
由
を
解
明
す
る
た
め
の
予
備
的
考
察
と
し
て
 先
の
中
心
課
題
の
究
明
に
入
 

か
る
前
に
、
本
稿
で
は
止
観
を
め
ぐ
る
思
索
が
 
智
 顎
の
 ど
の
時
点
に
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か
と
い
う
 止
 観
へ
の
関
心
が
示
さ
れ
は
じ
 

智
 
め
る
時
期
の
問
題
を
明
白
に
さ
せ
た
い
。
 

69 (471) 

は
 

し
が
き
 

雅 

土 
吾主 

  
顎 
アし ひ ・ 
禅 お 

  
  
  
開 成 
  
め 時 
宰 ま Ⅱ ョ 
備 

新 
的 
考 
察 

田 
  



田
上
を
め
ぐ
る
問
題
 

実
践
形
式
の
基
調
を
禅
に
求
め
る
「
次
第
禅
門
 L
 に
お
 い
て
も
実
は
止
観
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
 智
 顎
は
菩
提
心
 0
 発
起
、
方
便
行
の
 

 
 

智
 凱
の
最
初
期
の
思
索
は
基
本
的
に
は
「
次
第
禅
門
」
に
 み
ら
れ
る
よ
 う
 に
慧
思
の
教
説
の
理
解
を
媒
介
と
し
て
 「
大
智
度
論
 ヒ
 0
 円
 

（
 
l
l
 
）
 

容
を
理
解
す
る
形
で
遂
行
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
 で
は
「
大
智
度
論
 ヒ
の
 主
張
の
中
に
み
ら
れ
な
い
止
観
に
 は
さ
し
て
関
心
が
払
わ
 

れ
ず
、
「
大
智
度
論
 ヒ
 及
び
般
若
系
諸
経
典
の
中
で
実
 践
 体
系
の
基
調
と
し
て
重
視
さ
れ
る
禅
が
実
践
体
系
の
基
 本
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
 

の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
実
践
方
法
の
形
式
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
 す
で
に
「
阿
舎
」
の
中
に
止
観
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
 こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
 

な
 よ
 う
 に
、
仏
教
史
の
流
れ
の
中
に
は
 禅
 と
と
も
に
 止
 観
を
重
視
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
、
と
り
わ
け
 智
 顎
の
時
代
 に
あ
っ
て
は
禅
の
み
な
 

（
 
2
-
 

ら
ず
止
観
へ
の
関
心
も
強
め
ら
れ
て
き
て
い
た
。
し
か
 も
 
「
次
第
禅
門
 ヒ
に
 包
摂
さ
れ
る
二
十
五
方
便
の
構
想
の
 中
の
具
玉
縁
の
構
成
に
 

（
 
り
し
 

）
 

あ
た
っ
て
 
智
顎
 自
身
が
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
㍉
 禅
 秘
要
渋
縄
 ヒ
 「
坐
禅
三
昧
 経
ヒ
 
「
遺
教
経
 
J
 
「
 浬
葉
経
 」
 「
成
実
論
 L
 等
の
う
ち
 

（
 
4
 ）
 

「
坐
禅
三
昧
 経
し
同
浬
磐
経
 」
「
成
実
論
 ヒ
 に
は
止
観
が
説
 示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
最
初
に
、
「
大
智
度
論
 ヒ
 に
も
と
づ
き
 禅
 中
心
 

に
 構
成
さ
れ
た
「
次
第
禅
門
 L
 
の
実
践
構
想
の
中
に
 、
禅
 と
と
も
に
重
要
な
実
践
形
式
で
あ
る
止
観
へ
の
関
心
が
 払
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
 

う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
 

禅
 中
心
の
「
次
第
禅
門
 L
 の
 実
践
体
系
の
枠
組
み
の
中
に
止
観
が
舌
口
 
及
 さ
れ
て
い
る
 か
 否
か
、
ま
た
み
ら
れ
 

る
 場
合
、
そ
こ
に
提
示
さ
れ
る
止
観
規
定
が
後
期
止
観
 規
 定
の
構
想
上
の
基
礎
と
な
る
規
定
で
あ
る
か
ど
う
か
を
 明
ら
か
に
さ
せ
、
止
観
 

へ
の
関
心
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
時
期
を
明
白
に
さ
せ
た
 Ⅱ
・
。
 

@
@
V
 

(472)    
 

一
 

、
次
第
禅
門
に
お
け
る
止
観
 



智凱 における止観構想の 成立時期 

慮
が
 払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

そ
 こ
で
、
 禅
 中
心
の
「
次
第
禅
門
口
の
実
践
体
系
の
中
に
「
 小
 止
観
 ヒ
 以
降
に
み
ら
 

れ
る
止
観
中
心
の
実
践
様
式
を
準
備
す
る
姿
勢
が
み
ら
 れ
る
か
否
か
を
明
確
に
さ
せ
る
意
味
あ
 い
 か
ら
、
同
次
第
 禅
門
 ヒ
 所
説
の
止
観
 規
 

 
 

定
 と
同
小
止
観
」
以
降
の
規
定
と
の
間
の
名
称
上
の
類
 仮
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
の
 も
つ
意
義
の
異
同
に
 従
 

 
 
っ
て
、
日
次
第
禅
門
 
ヒ
の
 止
観
規
定
と
後
期
の
そ
れ
と
の
 関
係
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

「
次
第
禅
門
ヒ
に
お
い
て
止
観
は
禅
の
内
方
便
す
な
わ
ち
 禅
の
成
立
を
促
す
予
備
的
行
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
 い
る
が
、
こ
こ
で
は
 

正
法
が
中
心
で
あ
っ
て
観
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
 な
い
。
し
か
し
な
が
ら
観
へ
の
配
慮
が
全
く
み
ら
れ
な
い
 わ
け
で
は
な
く
、
内
方
 

便
 第
一
・
土
門
の
説
明
の
中
で
、
た
と
え
そ
の
説
明
が
 観
 名
の
列
挙
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
止
の
修
習
に
 対
応
す
る
形
で
観
の
実
 

 
 

内
方
便
が
観
を
も
含
む
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
  
 

「
次
第
禅
門
 L
 の
止
観
の
説
明
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
 重
点
の
置
き
方
の
相
違
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ま
ず
 
止
 の
 検
討
か
ら
始
め
よ
 

う
 。
 智
顎
は
 止
法
を
実
践
姿
勢
の
特
徴
に
従
っ
て
類
別
 し
、
 止
は
事
 止
 
・
 理
止
 
・
事
理
 止
 
・
 非
事
 非
理
 止
 と
し
て
 分
類
さ
れ
る
 繋
縁
 、
 制
 

心
土
・
 休
 真
上
・
憲
二
 辺
 分
別
止
の
全
体
を
統
括
す
る
 実
践
 法
 で
あ
る
と
規
定
し
、
そ
の
実
践
姿
勢
の
具
体
的
特
 徴
 る
繋
縁
 、
 制
心
 、
休
の
 
 
 

真
 の
三
上
に
従
っ
て
説
明
す
る
。
 

 
 

「
 今
 青
二
 繋
 緑
土
 -
 
者
、
 繋
 赤
鼻
柱
 船
間
 善
処
ハ
不
レ
ニ
エ
 馳
蕩
 一
枚
、
名
ニ
繋
緑
土
 こ
 
…
…
（
 繋
 緑
土
）
。
「
 制
 心
土
 者
、
心
若
党
観
、
即
 
7
 

遵
守
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
禅
の
実
 修
 と
い
う
慧
思
の
実
 践
 体
系
の
骨
格
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
慧
思
の
様
式
に
は
 み
ら
れ
な
か
っ
た
止
観
 

を
 禅
の
た
め
の
内
方
便
と
し
て
組
込
み
、
 -
5
@
 
止
観
の
修
習
 に
 特
別
の
意
味
を
附
与
す
る
と
と
も
に
、
止
観
の
実
践
的
 姿
勢
の
特
性
を
定
義
的
 

 
 

に
 説
明
し
て
い
る
。
し
か
も
コ
次
第
禅
門
 L
 所
説
の
止
観
 規
定
は
名
称
の
上
で
の
対
比
を
通
し
て
同
小
止
観
 ヒ
以
 陣
具
体
的
展
開
を
み
る
 

-
6
0
 

）
 

止
観
規
定
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
 て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
㍉
大
智
度
論
口
の
影
響
の
も
と
に
 思
索
を
す
す
め
、
禅
に
 

よ
る
実
践
体
系
の
統
括
方
法
を
確
立
さ
せ
た
「
次
第
 禅
 門
口
時
代
に
、
す
で
に
「
大
智
度
論
 L
 の
主
張
の
中
に
み
 、
 
ら
れ
な
い
止
観
へ
の
 
考
 



の
で
あ
る
。
 

止
に
附
与
さ
れ
る
意
味
の
構
想
系
譜
は
 

れ
て
、
確
実
に
実
践
 法
 と
し
て
の
機
能
が
 

場
に
賛
意
を
示
し
、
 

「
明
二
 
証
止
 -
 
者
、
有
三
一
 解
 -
 
不
 。
 
同
 。
 と

も
か
く
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
実
践
姿
勢
を
有
す
る
 正
法
 は
 、
そ
の
修
習
に
証
果
が
予
定
さ
 

認
め
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 智
 顎
は
止
の
修
習
に
証
果
を
認
め
る
 立
 

 
 

有
 。
師
表
、
正
無
二
別
 証
ゅ
 
…
…
今
明
二
化
土
ハ
旧
制
二
心
 
一
処
 ヤ
則
 五
輪
自
発
、
 

讐
 如
 こ
 浄
水
無
 レ
 

@
 
レ
 -
 

体
系
化
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
 繋
縁
 ・
 制
心
 の
三
上
 が
 車
上
、
休
真
上
が
理
 止
 と
呼
ば
れ
た
の
も
右
の
よ
う
な
 理
 由
 に
も
と
づ
い
て
い
る
 

ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
 

止
の
実
践
姿
勢
の
特
徴
は
更
に
止
の
修
習
方
法
を
説
明
 す
る
中
で
も
右
に
示
さ
れ
た
と
同
じ
形
で
説
示
さ
れ
て
い
 る
 。
止
の
実
践
姿
勢
 

@
9
-
 

の
 特
質
は
、
頂
上
、
髪
際
、
鼻
柱
、
腰
間
、
地
輪
の
五
 ケ
 所
に
心
を
繋
け
、
清
浄
の
心
の
確
立
を
目
指
す
 繋
 緑
土
 と
し
て
の
実
践
的
側
面
 

と
、
心
 そ
れ
自
体
が
実
体
（
彩
色
）
を
有
し
て
お
ら
ず
、
 

繋
け
る
べ
き
対
象
（
 境
 ）
が
な
い
と
体
し
て
諸
の
乱
 想
 の
 生
起
を
止
 息
 せ
し
め
 

（
Ⅱ
 

l
 
Ⅰ
 
u
-
 

る
制
 小
土
と
し
て
の
実
践
的
側
面
と
、
心
の
静
 澄
 な
る
 状
 態
の
確
立
が
同
時
に
諸
法
の
空
寂
な
る
相
の
体
解
を
も
 可
能
に
す
る
 体
 真
上
 と
 

-
 
Ⅱ
）
 

し
て
の
実
践
的
側
面
と
の
 三
 側
面
と
し
て
類
型
化
さ
れ
，
 
つ
 る
 、
と
智
 顎
は
説
明
し
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
 智
頴
は
禅
 中
心
の
「
次
第
禅
門
し
の
中
 に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
小
乗
経
典
の
中
で
す
で
に
示
さ
 れ
て
い
る
鼻
柱
等
の
 

身
体
の
具
体
的
な
箇
所
に
心
を
集
中
さ
せ
妄
念
・
乱
悪
 の
 生
起
を
止
 息
 せ
し
め
る
実
践
 法
 と
し
て
の
止
の
特
徴
を
 繋
縁
 ・
 制
 小
土
と
し
て
 

具
体
化
し
、
更
に
 智
顎
に
 独
自
な
形
で
、
空
寂
な
る
 理
 法
 に
心
を
と
ど
め
空
無
相
の
体
得
を
目
指
す
止
の
実
践
的
 側
面
を
休
真
上
と
し
て
 

制
令
。
 不
 。
 起
故
 、
名
ニ
 制
 心
土
 -
 
」
…
・
 ，
 
・
（
 制
 心
 土
 ）
。
「
 体
 真
上
者
、
体
二
諸
法
空
ハ
白
 ぎ
 諸
芸
 慮
 -
 故
 、
名
 -
 佐
貫
 止
   

 
  
 

と
あ
る
よ
 
う
 に
、
靴
傷
す
る
心
を
実
際
に
制
御
す
る
 案
 践
 姿
勢
と
し
て
の
 繋
 緑
土
・
 制
 心
土
 と
 、
生
起
す
る
妄
念
 の
 吐
息
 と
 諸
法
の
空
の
 
 
 
 
 

体
得
と
の
同
時
的
実
現
を
目
指
す
実
践
的
姿
勢
と
し
て
 0
%
 
真
上
の
諸
側
面
を
自
ら
の
実
践
姿
勢
の
基
本
と
し
て
 有
す
る
実
践
 注
 が
止
に
ひ
 



㈲
観
を
め
ぐ
る
問
題
 

 
 

従
い
そ
こ
で
の
 
智
 顎
の
止
法
の
了
解
態
度
を
み
て
き
た
 

が
、
 次
に
は
止
と
対
を
な
す
 

城
 
観
の
説
明
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
低
い
。
先
に
も
 

こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
㍉
次
第
禅
門
 

L
 で
は
観
の
説
明
は
 

止
の
場
合
と
は
異
な
り
独
立
 

翻
し
た
項
目
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
お
ら
ず
、
観
は
内
方
 

便
 と
し
て
の
正
門
の
説
明
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
に
 

す
ぎ
な
い
が
、
 
止
 同
様
、
観
 

麟
の
場
合
も
そ
の
修
習
の
仕
方
に
よ
っ
て
生
起
す
る
 

禅
 相
 に
相
違
が
生
ず
る
と
い
わ
れ
、
明
確
で
は
な
い
に
せ
 

よ
、
 観
を
止
と
同
じ
よ
う
に
 

 
 

ち
 だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
 

、
 禅
の
内
方
 
便
 が
単
に
止
の
み
を
指
す
の
 

 
 

貼
 
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
該
当
の
部
分
を
あ
 

げ
れ
ば
「
 
料
棟
 発
祥
不
定
」
の
項
で
、
 

り
 
%
 
１
 
モ
 

「
第
二
 
約
 -
 
顧
問
 -
 
明
 四
修
 者
、
一
事
観
、
所
謂
 

安
般
 不
浄
 
親
等
。
 
即
 景
事
 修
 。
 二
理
 観
、
所
謂
空
無
相
等
観
、
即
 

是
理
修
 
。
三
事
理
 73 t475) 

（
 
3
 
1
 ）
 

波
則
萬
像
悉
現
ハ
 
上
布
 如
 。
 
是
 」
 

更
に
ま
た
次
の
よ
う
に
も
 

「
 当
 。
知
行
者
 
善
 修
二
正
門
 
-
 
、
別
館
 具
 二
足
五
輪
禅
定
 
り
証
 

 
 

乱
想
 Ⅱ
刑
具
 心
澄
静
 、
以
 -
 
芯
 静
 -
 
散
宿
世
善
根
、
自
然
 
開
発
。
 若
無
 。
 
善
 者
、
 則
発
 三
諸
悪
法
 
ニ
 

と
 述
べ
、
止
の
修
習
を
通
し
て
確
立
さ
れ
る
 

澄
静
 な
心
 は
 、
証
果
と
し
て
波
の
な
い
浄
水
が
 

万
 像
を
現
ず
る
よ
 

を
 可
能
に
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
止
観
が
後
に
実
践
 

形
式
の
基
調
と
さ
れ
る
経
緯
を
考
慮
す
る
な
ら
 

ぱ
 ・
 こ
 

修
習
が
ど
の
よ
う
な
証
果
を
導
く
か
と
い
う
証
果
の
質
 

の
 問
題
で
は
な
く
、
止
が
証
果
を
導
く
実
践
 

法
 と
し
て
 

0
 間
 額
 で
あ
ろ
う
。
証
果
を
承
認
す
る
 
智
 顎
の
態
度
は
 
、
 禅
 中
心
の
実
践
体
系
の
中
に
あ
っ
て
も
止
が
特
定
の
 

て
い
る
こ
と
を
間
接
的
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
 

る
 。
 

既
 能
書
 修
 ：
山
門
 
ハ
息
 -
@
 

う
に
宿
世
の
善
根
の
開
発
 

こ
で
重
要
な
の
は
、
止
の
 

認
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
 

実
践
 法
 と
し
て
了
解
さ
れ
 



中
に
組
込
れ
よ
う
と
す
る
 智
 顎
の
制
 意
 の
あ
ら
わ
れ
で
 
あ
ろ
う
。
 

こ
の
よ
う
に
同
次
第
禅
門
 L
 の
中
に
は
、
た
と
え
禅
の
内
 方
便
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
禅
に
加
え
て
 

と
し
て
組
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
え
て
い
る
。
 禅
 の
 修
習
の
予
備
的
行
と
し
て
止
観
を
位
置
づ
 

（
Ⅰ
 

l
l
 

1
-
 

う
著
摩
他
 、
毘
 婆
 舎
那
に
よ
っ
て
四
禅
以
下
の
諸
 禅
が
 成
立
す
る
と
い
う
様
式
と
類
似
し
て
お
り
、
 

こ
 止

観
の
修
習
を
も
実
践
の
一
様
式
 

け
る
様
式
は
、
「
淫
薬
 経
ヒ
の
い
 

の
よ
う
な
方
式
の
構
想
に
は
「
 浬
 

観
の
説
明
は
こ
の
よ
う
に
実
践
姿
勢
の
内
容
に
触
れ
て
 お
ら
ず
、
止
の
説
明
に
比
べ
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
り
、
「
 次
第
禅
門
 L
 時
代
の
 

観
 を
め
ぐ
る
思
索
の
未
熟
さ
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
 名
 称
の
上
で
後
期
実
践
体
系
の
中
で
具
体
化
さ
れ
る
観
に
ほ
 ぼ
 近
い
親
君
が
示
さ
れ
 

て
い
る
点
、
更
に
は
ま
た
、
止
の
他
 習
 と
対
応
す
る
形
で
 槻
の
修
習
が
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
止
と
同
 様
に
観
を
実
践
体
系
の
 

観
、
所
謂
 雙
観
 二
諦
、
即
是
事
理
 
修
 。
 四
非
事
 非
理
観
、
 
所
謂
中
道
正
観
、
即
是
非
 事
 非
理
修
し
 
-
 
Ⅱ
、
 

と
い
わ
れ
、
止
の
場
合
と
同
じ
形
で
、
し
か
も
止
に
対
 応
 す
る
形
で
、
 
事
 観
、
理
観
、
事
理
 航
 、
弁
事
非
理
観
に
 相
応
す
る
 観
 と
し
て
 安
 

般
 不
浄
観
等
・
空
無
相
等
 観
 
・
 雙観
 二
諦
・
中
道
正
敏
 
が
 提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
 期
 合
、
事
理
の
観
点
か
 ら
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
 

る
 観
客
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
 実
践
姿
勢
に
関
す
る
説
明
は
何
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
い
 た
め
、
観
の
実
践
上
の
 

特
徴
は
不
明
で
あ
る
が
、
止
と
対
応
す
る
形
で
荻
の
説
 明
 が
行
わ
れ
て
い
る
占
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

観
の
説
明
は
こ
の
ほ
か
に
「
六
秒
間
」
の
項
で
も
行
わ
 れ
て
い
る
。
 
浬
穏
 に
い
た
る
六
種
の
妙
 門
 、
数
・
 随
 
・
 止
 
観
 
・
 還
 ・
浄
の
後
 

半
 の
三
一
門
、
観
・
 還
 ・
浄
の
実
践
内
容
を
解
説
す
る
に
 

あ
た
り
、
観
の
実
 修
は
従
 坂
入
空
観
と
し
て
、
還
の
修
 習は
 往
生
人
 板
観
 と
し
 

（
 
6
 
l
l
 

）
 

て
、
 浄
の
修
習
は
空
板
一
心
 観
 と
し
て
具
体
的
展
開
を
み
 る
 、
と
「
理
路
径
」
の
三
観
を
想
起
さ
せ
る
三
観
が
述
 べ
ら
れ
、
「
 小
 止
観
し
 

以
降
一
般
化
す
る
 従
 坂
入
 室
 、
往
生
人
 仮
 、
中
道
第
一
義
 の
 三
観
と
名
称
上
類
似
し
た
三
観
が
説
か
れ
て
い
る
。
 た
だ
し
こ
こ
で
も
仮
の
 

開
示
す
る
境
地
や
空
板
一
心
観
の
志
向
す
る
実
践
的
 世
 昇
等
こ
れ
ら
三
観
の
実
践
姿
勢
に
関
す
る
説
明
が
何
ら
 与
 え
ら
れ
て
い
な
い
ば
か
 

り
か
、
先
の
止
間
所
説
の
械
と
こ
れ
ら
三
目
と
の
関
係
 も
 明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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肘
 

す
 、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

立
 
成
 

「
仏
言
。
善
男
子
、
 
汝
勤
 精
進
修
二
晋
三
陸
 円
 一
喜
 摩
他
 二
見
 婆
 舎
那
。
・
・
・
・
・
・
善
男
子
、
若
百
二
比
丘
一
鉄
 

レ
得
 二
四
 %
 
四
無
量
心
 
-
 
ハ
神
通
入
首
 捨
 

 
 

ハ
 外
生
 レ
 修
二
習
知
レ
 ニ
 エ
法
二
角
 混
築
 軽
ヒ
四
十
巻
、
大
正
蔵
、
 

十
二
巻
五
九
八
 

 
 

 
 

想
 

    期 

典
経
」
か
ら
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
が
、
実
践
体
系
の
 全
体
的
構
成
の
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
 禅
 中
心
の
実
践
体
系
の
中
 

に
 止
観
が
組
込
ま
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
 ，
 
う
な
い
。
 

註
 （

Ⅰ
）
拙
稿
「
㍉
次
第
藤
門
 
L
 を
中
心
と
し
て
み
た
 智
頻
の
 「
 法
 し
 認
識
を
め
ぐ
る
問
題
」
台
東
方
学
し
三
十
五
 
揖
 所
収
）
 同
 じ
く
拙
稿
「
 智
 顎
の
実
 

栢
 認
識
に
み
ら
れ
る
前
期
的
 炸
 ・
 
微
 １
日
次
第
 祀
 門
口
を
中
心
と
 し
て
」
台
東
方
 学
 L
 三
十
七
 輯
 所
収
）
参
照
。
 

（
 
2
 ）
福
島
光
 哉
氏
 「
浮
彫
 寺
 慧
遠
の
止
観
思
想
」
台
東
方
 学
 L
 三
十
六
 %
 所
収
）
参
照
。
 

（
 
3
 ）
関
口
真
大
博
士
「
 
坐
譚
と
 二
十
五
万
便
し
 宍
 大
台
学
報
 L
 第
二
巻
所
収
）
参
照
 

（
 
4
 ）
Ⅱ
 坐
譚
 三
昧
 軽
 し
で
は
止
観
は
独
立
し
た
実
践
 法
 と
し
 て
 示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
 数
随
 止
観
 転
観
 清
浄
の
い
わ
ゆ
る
六
種
 の
 安
部
 般
 邪
行
の
一
つ
 

と
し
て
提
示
さ
れ
お
り
、
 智
凱
 の
い
う
止
観
と
異
な
っ
て
い
る
 が
 、
止
観
の
実
践
姿
勢
の
特
徴
が
定
義
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
  
 

一
 
・
 
警
 知
工
 
守
レ
 門
人
一
門
辺
 住
 錦
二
人
人
出
づ
血
心
外
商
。
知
了
 
息
出
 時
 、
従
 二
腔
 心
胸
 咽
 一
玉
二
ロ
 
鼻
 Ⅰ
忌
人
侍
従
二
ロ
 鼻
咽
胸
 小
一
至
上
 
レ
謄
 。
 如
レ
是
 

按
ボ
 二
足
 
名
為
レ
止
 
」
…
・
・
・
（
 

上
 ）
。
「
優
汰
小
土
法
中
佐
 
観
 二
人
息
 時
 五
陰
生
滅
 異
 、
 山
 月
時
五
陰
生
滅
 異
印
如
ノ
 定
心
 乱
 便
 除
却
、
一
心
思
 

惟
 今
ニ
 
観
 増
長
め
 是
名
お
 Ⅰ
 樹
 」
…
…
（
 
観
 ）
。
（
「
 
坐
膵
 三
昧
 経
 」
 大
正
蔵
十
五
巻
二
七
五
十
）
 

右
の
説
明
は
再
 接
的
 Ⅰ
は
な
い
に
せ
よ
 智
 頻
に
影
響
を
与
え
た
 の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

㍉
 浬
穏
経
 L
 で
は
止
観
の
笑
 践
 姿
勢
の
説
明
は
与
え
ら
れ
て
い
な
 い
が
止
観
に
相
当
す
る
 者
摩
他
 、
毘
 婆
 舎
那
が
四
弾
以
下
話
 膵
 の
 成
立
を
促
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こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
し
て
、
 

禅
 中
心
の
実
践
体
系
を
有
 

す
る
「
次
第
禅
門
 

ヒ
 の
中
に
す
で
に
止
観
が
提
示
さ
れ
 

て
い
る
こ
と
が
明
白
 

 
 

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
い
ま
だ
同
次
第
禅
門
 

L
 所
 説
の
止
観
規
定
が
「
 

小
 止
観
」
以
降
整
序
さ
れ
る
止
観
 

規
定
と
、
規
定
の
意
味
 

か
と
や
密
接
収
関
係
に
あ
る
規
定
で
あ
る
か
ど
う
か
は
 

一
 
小
さ
れ
て
い
な
い
。
「
次
第
禅
門
 

ヒ
の
 
止
観
規
定
が
「
 

小
 止
観
 
L
 以
降
の
そ
れ
と
 

知
良
姿
勢
 
か
赴
訃
 
か
魚
び
同
じ
で
あ
る
か
否
か
を
吟
味
 

し
つ
つ
、
目
次
第
禅
門
 

L
 の
申
で
す
で
に
後
期
実
践
形
式
 

の
 構
想
が
準
備
さ
れ
っ
 

つ
あ
っ
た
関
係
を
裏
付
け
低
け
れ
 

は
 な
ら
な
い
。
 

同
次
第
禅
門
 

ヒ
 所
説
の
止
観
規
定
が
後
期
実
践
 

観
 の
も
と
 
で
 整
序
さ
れ
る
止
観
規
定
と
実
践
姿
勢
の
基
本
面
で
 

異
 な
っ
て
い
な
い
か
ど
 

 
 

 
 

 
 

成
 
辮
止
 、
休
真
上
の
三
上
と
し
て
、
ま
た
証
果
 

章
 で
は
 
休
 真
正
、
方
便
随
縁
 

止
 、
即
二
週
分
別
 

止
 の
三
上
と
し
て
 

、
他
方
、
観
は
正
修
 

章
 の
も
 

麟
 と
で
は
対
治
観
、
正
親
の
二
朗
と
し
て
、
ま
た
証
果
 

章
 で
は
先
の
体
真
上
以
下
の
三
上
と
対
応
す
る
形
で
 

、
 従
 坂
入
空
観
、
従
空
山
 

坂
 

 
 

れ
ら
止
観
規
定
の
中
に
は
名
称
の
上
か
ら
み
て
、
同
次
 

第
 禅
門
口
所
説
の
止
観
が
含
 

鱗
 ま
れ
て
お
り
、
 

う
小
 
止
観
 
L
 の
そ
れ
が
「
次
第
禅
門
 

ヒ
の
 
止
観
規
定
を
基
礎
に
構
想
さ
れ
て
き
て
い
る
関
係
 

を
 想
起
さ
せ
る
が
、
単
に
名
 

智
 称
の
対
比
に
と
ど
ま
ら
ず
 

向
小
 
止
観
畦
の
止
観
規
定
の
 

意
味
に
従
っ
て
両
者
の
関
係
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

 
 

77  <479) 

Ⅲ
「
 小
 止
観
」
と
の
関
係
 

二
 、
止
観
規
定
の
定
型
化
と
同
次
第
禅
門
二
の
止
 
観
 規
定
 



と
い
わ
れ
、
鼻
偏
、
腰
間
等
に
心
を
繋
け
 、
 心
の
馳
 蕩
 を
 防
止
す
る
実
践
 法
が
繋
 緑
青
墳
丘
、
妄
念
の
生
起
を
制
 御
し
て
再
び
 馳
敵
 な
き
 

よ
う
意
志
す
る
実
践
姿
勢
が
制
心
土
、
ま
た
心
と
一
切
法
 と
の
関
係
を
問
い
つ
つ
、
因
縁
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
 諸
 法
は
 無
自
性
空
で
あ
る
 

と
体
し
て
、
妄
念
を
止
 息
 せ
し
め
、
無
為
な
る
諸
法
の
 本
源
に
自
ら
を
到
達
せ
し
め
よ
う
と
意
志
す
る
姿
勢
が
休
 真
上
で
あ
る
、
と
説
明
 

さ
れ
る
。
 

 
 

右
の
説
明
を
 コ
 次
第
禅
門
 目
 の
 繋
 緑
土
以
下
の
三
上
 の
 説
明
と
対
比
す
る
と
、
両
者
の
規
定
の
間
に
あ
る
意
味
の
 上
 で
の
類
似
性
が
明
 

ら
か
と
な
ろ
う
。
「
次
第
禅
門
 b
 
「
 修
 上
方
法
」
の
も
 と
で
止
を
修
す
際
に
心
を
繋
け
る
べ
き
場
所
が
指
示
さ
れ
 て
い
た
と
同
様
、
「
 小
 

止
観
 ヒ
 の
止
の
説
明
に
お
い
て
も
心
を
繋
け
る
場
所
が
 具
体
的
に
示
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
上
、
止
が
心
の
馳
散
 る
 防
止
す
る
た
め
の
実
践
 

法
 で
あ
る
点
が
、
こ
れ
ま
た
 繋
縁
 止
の
説
明
に
み
ら
れ
 た
と
同
じ
形
で
説
か
れ
て
い
る
。
続
く
制
心
血
 は
 つ
い
て
 み
て
も
「
 小
 止
観
Ⅰ
の
 

「
 随
 二
心
所
で
起
、
 即
便
制
レ
之
 、
不
レ
 ニ
エ
馳
散
 こ
と
い
う
 規
定
は
 、
 先
の
「
次
第
禅
門
 ヒ
の
 
「
 心
 若
党
観
、
即
 制
 令
レ
不
レ
起
故
 、
名
 ニ
制
 

心
土
こ
と
い
わ
れ
る
 制
心
 止
の
規
定
と
内
容
的
に
同
じ
 で
あ
る
。
ま
た
 体
 真
上
に
つ
い
て
も
「
次
第
禅
門
 L
 で
 
「
 休
 -
 
諸
法
空
ハ
白
 ぎ
諸
 

妄
 憲
二
と
い
わ
れ
る
規
定
は
「
因
縁
に
よ
っ
て
成
り
立
 
つ
 一
切
法
は
そ
れ
ゆ
え
に
無
目
性
で
あ
る
と
知
得
し
、
 

心
 に
執
著
な
く
、
妄
念
 

の
 生
起
を
息
め
て
諸
法
の
本
源
に
帰
一
す
る
」
こ
と
を
 目
 指
す
「
 小
 止
観
」
 体
真
 止
の
規
定
と
同
一
の
内
容
を
あ
 ら
わ
し
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
実
践
体
系
の
基
調
を
止
観
に
 求
め
る
最
初
の
著
述
で
あ
る
日
小
止
観
」
正
修
 章
 の
 上
 の
 規
定
は
 、
 実
は
 

「
三
考
 体
 
O
O
 
真
上
者
、
所
謂
 随
 二
心
所
 す
念
 、
一
切
諸
法
悉
知
 下
従
二
 
因
縁
 -
 
生
無
 七
百
二
自
性
 ハ
 別
心
木
 レ
取
 。
芳
心
下
 レ
取
 
 
 

（
 
り
し
 

）
 

故
君
 為
 。
 
止
 。
 如
二
経
 中
説
（
一
切
諸
法
中
、
因
縁
空
無
 レ
 
主
 、
息
 レ
 
小
津
 -
 
永
瀬
ハ
枚
 号
為
ニ
 沙
門
 ニ
 

ま
ず
正
修
 章
 所
説
の
三
上
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
 

7
8
 

O
O
O
O
O
 

「
一
考
 繋
縁
守
境
止
 、
所
謂
巽
二
心
算
 隔
膀
間
等
処
 -
 
令
ニ
 小
本
，
 散
 、
故
経
芸
、
 
繋
 。
 
心
 不
二
放
逸
 
-
 
邪
知
 二
喉
 著
て
 鐸
 」
 

 
 

 
 

ニ
 離
散
Ⅱ
政
経
芸
、
 
此
 五
根
者
、
心
浩
ニ
典
主
 
り
是
 故
敵
 専
当
二
坪
止
す
 心
 ・
 
一
 

 
 



鮎
 
三
顧
が
 
司
小
 
止
観
 ヒ
ヘ
 組
込
ま
れ
た
系
譜
や
観
 
規
 定
の
整
序
の
問
題
は
と
も
か
く
、
「
 

小
 止
観
 b
 正
修
 章
 所
説
の
対
治
 親
 ・
正
親
の
 
原
 
 
 

ぬ
目
 型
が
 ㍉
次
第
禅
門
 
ヒ
 の
中
に
み
い
だ
せ
な
い
以
上
、
こ
れ
 

ら
 二
館
と
の
対
照
を
通
し
て
円
次
第
禅
門
 

L
 の
 観
 規
定
 を
 論
ず
る
こ
と
は
で
き
 7
 

 
 
弗
 
な
い
点
 は
 、
同
心
止
観
 b
 時
代
の
止
観
を
め
ぐ
る
 思
 索
 が
い
ま
だ
十
分
整
序
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
 物
 語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
 
れ
 
 
 

欝
を
考
慮
す
る
な
ら
 
ぱ
、
 ㍉
 
小
 止
観
し
正
修
章
の
対
治
 

観
 ・
正
親
の
三
親
 

は
 円
覚
 
責
ど
 
ニ
昧
 
b
 に
み
ら
れ
る
様
式
 

の
 継
承
で
は
な
い
か
と
考
え
 

麟
 
ら
れ
る
。
止
観
と
い
う
形
で
対
を
な
す
関
係
で
実
践
 

形
式
の
基
本
が
示
さ
れ
る
中
で
、
観
の
説
明
が
三
上
 

に
 対
応
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
 

の 成立時 興 

規
定
の
中
に
明
確
な
形
で
そ
の
原
型
を
み
け
だ
し
え
な
 

い
 。
こ
れ
ら
二
親
が
同
小
止
観
 
ヒ
に
 組
込
ま
れ
た
系
譜
は
 
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
 

「
 
覚
昔
宝
 
三
味
し
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
観
を
総
観
と
歴
別
 

観
 と
の
二
種
に
わ
か
っ
様
式
が
 

顎
の
観
を
め
ぐ
る
思
索
（
 

6
 ）
 智
 

の
中
に
み
え
て
い
る
 
占
 

は
 教
理
の
展
開
系
譜
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
後
の
止
観
 規
定
と
の
間
に
関
連
性
を
み
け
だ
し
 ぅ
 る
が
、
先
行
す
る
 円
次
第
禅
門
口
の
止
観
 

 
 

次
に
は
正
修
 章
 所
説
の
観
の
検
討
へ
と
移
ろ
う
。
そ
こ
 に
 提
示
さ
れ
る
観
は
、
 婬
 欲
を
対
治
す
る
不
浄
観
 と
瞑
患
 を
 対
治
す
る
慈
心
 観
 

の
 両
親
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
対
治
親
 と
 、
「
諸
法
の
実
 相
を
観
ず
る
智
慧
」
と
規
定
さ
れ
る
正
親
と
の
一
（
 

5
 ）
一
勧
 で
 あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
親
 

（
 
4
 
廿
 
）
 

日
次
第
禅
門
 ヒ
 の
上
の
規
定
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
 と
が
知
ら
れ
る
。
勿
論
、
同
次
第
禅
門
 ヒ
繋
 緑
土
以
下
 の
 三
上
と
「
 小
 止
観
 ヒ
 

正
修
 章
 所
説
の
三
上
が
規
定
内
容
の
点
で
全
く
同
じ
で
あ
 る
と
い
う
の
で
ほ
な
い
。
禅
か
ら
止
観
へ
の
展
開
理
由
 を
 究
明
す
る
際
の
重
要
 

な
 「
 鍵
 」
と
考
え
ら
れ
後
に
検
討
す
る
側
面
、
い
わ
ゆ
 る
 「
十
地
 経
 L
 の
「
三
界
 無
 別
法
、
唯
是
一
心
 作
 」
と
い
 う
 命
題
に
依
拠
し
て
、
 

一
心
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
一
切
法
の
構
造
を
把
握
し
な
が
ら
 妄
念
妄
想
の
生
起
を
同
時
に
止
 息
 せ
し
め
る
実
相
認
識
 の
 様
式
が
、
「
 
小
 止
観
」
 

正
修
童
体
 真
 止
の
説
明
の
中
で
説
示
さ
れ
て
い
る
が
、
（
 

3
 ）
 
の
よ
う
な
方
式
は
「
次
第
禅
門
」
所
説
林
 真
 止
の
規
定
 の
中
に
は
い
ま
だ
み
 ろ
 

あ
る
が
、
規
定
の
基
本
面
で
は
「
 小
 止
観
 L
 正
修
 

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
目
次
第
禅
門
」
か
ら
「
 小
 止
観
」
 

章
の
上
の
規
定
の
整
序
は
同
次
第
禅
門
」
の
止
の
規
定
 

へ
の
展
開
の
過
程
で
止
の
規
定
に
新
た
な
側
面
が
附
与
 

と
無
関
係
な
形
で
行
わ
れ
た
の
 

さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
 

で
は
な
く
、
む
し
ろ
円
次
第
禅
門
」
の
上
の
規
定
の
発
展
 的
 継
承
と
い
う
仕
方
で
な
さ
れ
て
い
る
点
を
看
過
し
て
 は
な
ら
な
い
。
 



と
 難
も
明
 了
 な
ら
」
ざ
る
止
観
で
あ
り
、
先
の
体
真
上
 

ろ
 方
便
の
観
 門
 と
定
義
づ
け
ら
れ
、
玉
韻
と
し
て
の
 怠
 

る
。
 前
 ニ
上
ニ
観
を
止
揚
す
る
良
二
週
分
別
 止
 ・
中
道
 

-
9
 
）
 

し
 、
し
か
も
そ
の
両
辺
に
取
著
し
な
い
止
観
で
あ
る
。
 

「
 小
 止
観
 L
 証
果
 章
 で
右
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
こ
 

め
て
登
場
す
る
止
観
規
定
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
 

目
の
中
で
事
・
 理
 ・
事
理
・
弁
事
非
理
の
四
種
の
止
・
 

止
が
 、
ま
た
 安
般
 不
浄
観
等
・
空
無
相
等
親
・
 雙
観
一
 ・

 従
 坂
入
空
観
と
と
も
に
究
極
的
境
地
の
開
示
を
保
証
し
 な
い
、
 正
 観
に
あ
ら
ざ
 

三
逆
分
別
 止
 ・
中
道
正
観
に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
な
け
れ
ば
 な
ら
な
い
と
い
わ
れ
 

正
 親
は
 、
 空
 ・
阪
の
二
辺
を
存
在
（
 注
 ）
に
具
わ
る
 固
 有
の
性
格
と
し
て
把
捉
 

れ
ら
三
正
三
観
は
、
止
観
規
定
の
思
索
の
経
緯
か
ら
み
 れ
ば
 向
小
 止
観
 b
 で
は
じ
 

よ
う
に
「
次
第
禅
門
ヒ
 所
摂
 禅
の
内
方
便
の
項
の
う
ち
 「
 料
棟
 発
祥
不
定
」
の
 項
 

観
に
対
応
す
る
形
で
 係
 緑
土
、
制
心
土
・
体
臭
 止
 ，
 縁
 俗
体
真
上
・
 息
 二
週
分
別
 

諦
 ・
中
道
正
親
が
そ
れ
ぞ
れ
提
示
さ
れ
、
し
か
も
観
の
 面
 で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
 

（
 
タ
 
U
 
）
 

了
知
 し
、
 
空
に
偏
執
す
る
態
度
を
克
服
す
る
止
観
で
あ
 る
と
規
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
止
観
は
「
智
慧
力
 め
 み
 多
く
、
仏
性
を
見
る
 

「
無
為
に
取
著
す
」
 る
 先
の
止
観
を
超
え
、
諸
法
を
単
に
 空
 と
し
て
で
は
な
く
、
見
聞
覚
知
の
対
象
と
な
る
相
貌
 を
 有
す
る
も
の
と
し
て
 

（
Ⅰ
 

7
 
）
 

仏
性
を
見
ざ
る
止
観
で
あ
り
、
質
的
に
高
い
方
便
随
縁
 止
 
・
 従
 空
山
坂
観
に
よ
っ
て
超
え
ら
れ
る
。
続
く
方
便
 随
 縁
止
 
・
 従
 空
山
坂
 親
 は
 

説
明
は
三
上
三
観
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
行
わ
れ
ず
、
 

な
い
の
で
あ
る
。
 

同
一
の
実
践
的
境
地
を
開
示
す
る
体
臭
 止
 と
従
蛮
人
仮
親
 

 
 

、
方
便
随
縁
 止
 と
従
 阪
 

「
 小
 止
観
 ヒ
 で
は
こ
の
ほ
か
証
果
 章
 で
正
修
 章
 所
説
の
止
 観
と
 異
な
る
止
観
規
定
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
次
に
 は
 証
果
章
の
説
明
に
 

従
っ
て
日
次
第
禅
門
 ヒ
 と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
 

こ
こ
で
は
止
は
休
 真
 、
方
便
随
縁
、
 
息
 二
週
分
別
の
 
亡
 一
正
と
し
て
、
観
は
こ
れ
 

ら
 三
上
に
対
応
す
る
形
で
従
牢
入
 仮
 、
 従
 坂
出
生
、
 
中
 道
 第
一
義
の
三
観
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
三
上
三
観
 の
 実
践
姿
勢
に
関
す
る
 

出
 空
観
、
息
二
週
分
別
 止
 と
中
道
第
一
義
 観
 を
一
組
と
 し
て
総
括
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
 

体
臭
 止
 
・
 従
仮
 大
空
観
は
諸
法
の
空
な
る
事
実
の
了
得
 を
 実
践
姿
勢
の
基
本
と
す
る
止
観
で
あ
る
が
一
面
こ
れ
は
 定
力
多
き
が
ゆ
え
に
 

(482)  80 



「
 小
 止
観
 ヒ
 へ
と
連
な
る
連
続
性
は
明
白
な
形
で
示
さ
れ
 え
な
い
が
、
 司
 理
路
径
 b
 に
も
と
づ
き
 

（
㎎
）
 

「
理
路
径
 云
 、
前
二
親
 為
 二
方
便
追
ハ
国
二
具
二
空
観
 
-
 
得
レ
 
八
 %
 
中
道
第
一
義
（
 雙
二
 
無
二
諦
 ハ
 心
心
寂
滅
、
自
然
 亜
 人
薩
婆
 苦
海
 口
 

と
 三
上
三
観
を
開
示
す
る
 修
 
、
、
、
、
 

証
の
質
に
従
っ
て
上
下
に
 配
列
す
る
㍉
 小
 止
観
 口
 証
果
 章
 所
説
の
止
観
の
説
明
方
法
 は
 、
 事
 ・
 理
 ・
事
理
・
 

非
事
 非
理
の
観
点
や
六
秒
門
の
項
の
如
く
 観
 ・
 還
 ・
 浄
 に
 従
っ
て
、
止
観
の
法
を
質
的
に
上
下
に
配
置
す
る
「
 次
 第
 禅
門
 ヒ
の
 説
明
態
度
 

と
 類
似
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
、
「
 小
 止
観
 ヒ
 証
果
 章
 所
説
の
止
観
規
定
も
「
次
第
禅
門
 L
 時
代
 に
は
じ
ま
っ
た
止
観
を
 

め
ぐ
る
思
索
を
基
盤
に
構
成
さ
れ
て
い
る
関
係
が
予
測
 さ
れ
 ぅ
る
 。
「
次
第
禅
門
」
「
 料
棟
 発
祥
不
定
」
や
「
 六
 沙
門
」
の
項
で
提
示
さ
 

期
 
棚
 
れ
る
 体
 真
上
、
縁
俗
体
臭
上
沢
 下
 従
臣
大
阪
 観
等
の
 止
観
規
定
は
、
「
次
第
禅
門
 L
 時
代
に
は
い
ま
だ
明
確
 な
形
で
定
義
づ
け
が
行
わ
れ
 

城
 
な
か
っ
た
も
の
が
、
同
小
止
観
 L
 に
い
た
り
明
確
な
 形
で
定
型
化
さ
れ
、
証
果
 章
 所
説
の
三
上
巳
一
勧
が
確
立
 
さ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
 

 
 

 
 

観
 L
 と
の
間
に
三
八
妙
法
門
 L
 と
し
て
展
開
さ
れ
る
 思
 索
 の
一
時
期
が
介
在
し
て
い
 

 
 
た
と
み
ら
れ
る
 力
 
Ⅰ
。
 

ト
 
Ⅹ
（
 

1
 ）
 門
 小
止
観
 ヒ
 証
果
 章
 で
具
体
的
展
 開
 を
み
る
に
い
た
っ
た
止
観
の
諸
規
定
は
、
日
次
第
禅
門
 L
 時
代
か
ら
思
索
さ
れ
 

 
 
 
 
靭
は
じ
め
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
 

-
@
 
 

。
 

智
 

以
上
の
よ
う
に
 智
顎
 に
あ
っ
て
は
「
 小
 止
観
し
以
降
 実
 践
 体
系
を
統
括
す
る
に
い
た
る
止
観
が
、
 禅
 中
心
の
実
践
 形
式
を
有
す
る
㍉
 次
 
81 (WS) 

て
 「
六
秒
間
」
の
項
で
更
に
従
坂
入
空
観
、
従
変
人
 

仮
観
 、
空
板
一
心
 観
 の
一
一
 

称
の
面
で
「
 小
 止
観
 ヒ
 証
果
章
の
先
の
二
一
正
三
観
 

と
対
 比
す
れ
ば
、
 体
 真
上
、
 

阪
 観
、
中
道
正
親
と
の
間
に
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
目
次
第
禅
門
ヒ
で
は
止
は
と
も
か
く
も
観
の
 

規
定
に
つ
い
て
は
、
 

ず
 、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
い
か
な
る
境
地
を
志
向
し
て
 

い
る
か
は
不
明
で
あ
 一

勧
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
止
観
規
定
を
名
 

名
 

縁
 俗
体
臭
 止
 、
息
二
週
分
別
 止
 と
従
坂
入
空
観
、
従
空
大
 
入
 

実
践
姿
勢
に
関
し
て
何
ら
の
説
明
も
与
え
ら
れ
て
お
 
，
 
 
 

り
 、
 観
 規
定
の
意
味
づ
け
に
関
し
て
「
次
第
禅
門
 ヒ
か
，
  
 



研
究
 ヒ
 所
収
）
に
倣
っ
た
。
本
稿
で
の
引
用
の
す
べ
て
は
校
訂
 苓
 
（
以
下
、
定
本
と
呼
ぶ
）
に
従
 
う
 。
真
数
は
前
掲
 書
 の
負
数
 を
 指
す
。
 

（
 
2
 ）
 
日
 小
止
観
 L
 第
六
（
定
本
 同
 小
止
観
 ヒ
 三
三
九
頁
）
 

（
 
3
 
）
「
 如
 三
一
切
妻
 法
 不
善
 法
 無
記
 法
 、
一
切
有
漏
煩
悩
 法
 、
 
一
切
三
界
有
為
、
生
死
因
果
 
法
 「
曽
田
 レ
 小
石
。
 
故
 十
地
隆
三
 

三
界
無
二
別
法
（
 唯
 

是
 
一
心
 作
 。
苦
行
者
、
知
二
心
無
性
 
ハ
ぎ
 百
二
諸
法
之
夫
ハ
苦
 
諸
 法
 不
実
、
即
是
虚
説
、
若
 知
 二
席
 調
 （
 則
 空
無
 レ
有
レ
主
 、
若
空
無
 レ
有
レ
主
 
、
別
本
 レ
 

可
レ
取
 、
若
不
二
敗
着
 ゴ
即
 妄
念
小
息
…
…
」
（
㍉
 
小
 止
観
 L
 第
 -
 
定
本
 
司
小
 止
観
し
三
三
九
頁
」
と
あ
る
。
 

（
 
4
 ）
「
対
治
観
者
、
 
如
 F
 不
浄
観
 対
 二
泊
 婬
欲
 （
慈
心
 観
 村
中
 治
 瞑
志
 上
」
（
 
定
 ・
不
コ
 
小
 止
観
 ヒ
 三
四
 0
 貞
 ）
 

（
 
5
 
）
「
 正
 観
者
、
即
是
 観
二
 諸
法
実
相
一
瞥
 意
 」
（
定
本
日
小
止
 
観
 L
 三
四
 0
 只
 ）
 

（
 
6
 
）
「
正
親
 則
百
 二
二
種
 ぺ
 
一
者
総
観
、
二
者
歴
別
 
観
 」
（
 同
 釈
摩
珂
 
般
若
波
羅
蜜
経
常
 意
 三
昧
 L
 大
正
蔵
、
四
六
巻
、
六
二
   

コ
覚
意
 三
昧
 ヒ
 で
は
玉
韻
が
総
額
と
歴
別
 観
 と
の
 三
 観
に
わ
け
 ち
 れ
て
い
る
。
但
し
 、
コ
小
 
止
観
 ョ
の
 
三
親
 と
コ
覚
 恵
三
昧
 し
 の
 こ
の
三
親
 
と
 

の
 意
味
的
な
対
応
関
係
を
主
張
す
る
積
極
的
根
拠
は
何
も
な
い
  
 

（
 
7
 ）
 

同
 小
止
観
 L
 第
十
（
定
本
コ
 小
 止
観
し
三
六
 
0
 ｜
 三
六
 一
貫
）
但
し
原
文
は
枚
数
の
関
係
上
 刮
 理
し
た
。
以
下
の
従
 仮
 出
 空
観
、
中
道
第
一
義
 

観
に
つ
い
て
も
同
じ
く
省
略
し
た
。
 

（
 
8
 ）
 

コ
 小
山
観
月
第
十
（
定
本
㍉
 小
 止
観
 L
 三
六
一
頁
）
 

（
 
9
 ）
 

同
 小
止
観
 口
 第
十
（
定
本
コ
 小
 止
観
 L
 三
六
一
頁
）
 

（
Ⅲ
）
 
同
 小
正
親
 L
 第
十
（
定
本
コ
 小
 止
観
 L
 三
六
一
頁
）
 

（
Ⅱ
）
ヨ
ハ
妙
法
門
 L
 
 「
第
七
旋
転
入
沙
門
」
を
釈
す
る
中
で
 

、
「
今
北
旋
転
入
沙
門
者
、
唯
独
善
田
所
 

レ
行
 、
不
 丁
与
二
 
声
聞
 縁
 寛
一
典
正
、
 況
 諸
凡
夫
。
 

 
 

所
以
者
 何
 、
前
第
六
通
 則
 沙
門
 観
 中
説
、
名
 ニ
 徒
飯
天
空
観
 ハ
得
 三
思
択
一
切
智
 ハ
 慧
眼
一
切
智
 是
 二
乗
菩
薩
失
速
。
今
明
二
挺
 

室
田
仮
旋
転
六
秒
 

門
 一
期
是
ニ
 隷
道
種
智
 」
（
 ヨ
ハ
 妙
法
門
 L
 大
正
蔵
四
六
巻
、
五
 五
二
千
）
 
と
述
 ぺ
ら
れ
、
三
観
に
対
す
る
関
心
が
み
ら
れ
る
。
 

な
お
佐
藤
博
士
前
 

掲
書
 
「
 六
 妙
法
門
」
の
項
参
照
。
 

第
 禅
門
 L
 
の
中
で
構
想
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
わ
け
で
あ
 る
 。
 

 
 
 
 

註
 （
 
1
 ）
大
正
蔵
経
に
従
え
ば
「
 
従
 主
人
仮
親
」
と
あ
る
か
、
 

本
 稿
 て
は
関
口
真
大
博
士
校
訂
「
 略
 開
閉
 俵
 初
学
生
禅
止
観
安
間
 

  



智顎 における止観構想 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
の
考
察
は
、
「
 摩
阿
 止
観
 b
 所
 説
の
止
観
規
定
の
全
体
的
構
成
や
そ
の
構
想
系
譜
の
 
総
括
的
な
解
明
で
は
な
 

 
 

く
 、
「
次
第
禅
門
」
で
提
示
さ
れ
た
止
観
の
説
明
が
日
 摩
阿
 止
観
 L
 の
止
観
規
定
の
中
に
混
入
し
て
き
て
い
な
い
 か
と
い
う
ど
 
く
 か
ぎ
ら
 

 
 

 
 

 
 
 
 

止
観
に
附
帯
す
る
実
践
的
性
格
の
説
明
は
「
 摩
珂
 止
観
」
 で
は
 止
 
・
観
の
名
称
の
解
説
（
「
 
釈
 止
観
客
」
）
と
、
 
名
称
を
成
り
立
た
し
 
 
 

め
て
い
る
止
観
の
本
質
１
１
具
体
的
な
実
践
形
式
 

の
 説
明
（
「
 釈
 止
観
体
相
」
）
の
両
面
か
ら
行
わ
れ
て
い
 る
 。
ま
ず
名
称
に
関
す
 
8
 

0% 二 

 
 

っ
た
 
日
次
第
禅
門
 ヒ
 所
説
の
止
観
規
定
が
、
「
 摩
何
 止
観
 ヒ
の
 止
観
規
定
の
中
へ
も
継
承
さ
れ
て
き
て
い
な
い
か
 と
い
う
問
題
が
重
要
で
 

[ 時期 

っ
て
は
、
 司
摩
詞
 
止
観
 b
 で
附
加
さ
れ
て
く
る
新
た
な
 
止
 観
 規
定
の
側
面
は
何
ら
意
味
は
な
く
、
「
 

小
 止
観
 旺
の
 止
観
規
定
の
基
礎
と
な
 

止
観
行
の
具
体
的
修
習
方
法
が
形
式
の
面
で
四
種
三
昧
 と
し
て
説
示
さ
れ
た
り
、
更
に
は
止
観
行
の
展
開
の
場
 と
 し
て
土
墳
が
設
定
さ
れ
 

た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
止
観
を
修
め
る
実
践
主
体
の
観
 行
の
方
法
が
十
乗
観
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
 う
 に
 

司
小
 止
観
 ヒ
 に
み
ら
 

れ
な
い
整
備
さ
れ
た
形
で
提
示
さ
れ
、
止
観
規
定
そ
れ
 自
体
に
新
た
な
意
義
が
附
加
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
 が
 、
日
次
第
禅
門
口
に
 

お
け
る
止
観
を
め
ぐ
る
思
索
が
後
期
の
止
観
規
定
に
連
 な
る
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
明
確
に
し
ょ
う
 と
 す
る
当
面
の
課
題
に
と
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
門
摩
詞
 
止
観
 ヒ
の
 止
観
規
定
は
 
、
 「
 
小
 止
観
 L
 の
止
観
規
定
に
比
べ
た
場
合
、
た
と
え
ば
、
 

止
 観
を
実
践
 
体
 係
の
基
底
（
Ⅰ
 

-
 

に
 位
置
づ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
、
 

理
 ，
 惑
 ・
 智
 ・
 
行
 ・
 位
 ・
教
の
一
切
を
包
摂
す
る
実
践
形
式
で
あ
る
と
 

規
定
さ
れ
た
り
、
ま
た
 

㈲
「
 摩
詞
 止
観
 ロ
 と
の
関
係
 

こ
れ
ま
で
の
考
察
の
結
果
、
「
次
第
禅
門
 

L
 所
説
の
止
観
 
規
定
は
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
 

原
型
で
あ
り
、
 
禅
 中
心
の
実
践
体
系
の
中
に
も
後
期
 

止
 観
 規
定
へ
と
連
な
る
止
観
へ
の
配
慮
 

が
 、
こ
こ
で
更
に
後
期
止
観
規
定
の
意
味
を
集
約
的
 

蜂
 小
す
 「
 
摩
詞
 止
観
 L
 の
止
観
規
定
と
 
「
 
小
 止
観
」
で
体
系
化
さ
れ
る
止
観
規
定
の
 

が
み
ら
れ
る
事
実
が
一
応
明
ら
か
と
な
っ
た
 

の
 対
比
を
通
し
て
右
の
事
実
を
確
認
し
な
け
 



を
そ
れ
ぞ
れ
明
示
す
る
説
明
で
あ
る
。
 

で
あ
る
点
を
、
ま
た
貫
穿
・
 

傭
 達
の
義
は
 、
 観
が
智
慧
に
 よ
っ
て
煩
悩
を
穿
滅
さ
せ
、
真
如
と
の
契
合
を
も
た
ら
 す
 実
践
形
式
で
あ
る
 点
 

と
の
関
係
が
予
測
さ
れ
る
。
 

O
O
 

「
意
義
者
、
諸
悪
党
 
観
 妄
念
思
想
寂
然
休
息
」
 

O
O
 

（
 
ミ
 
リ
）
 

「
 停
 義
者
、
縁
二
心
調
理
 
-
 繋
金
現
前
停
任
 不
レ
動
 」
 

O
O
O
 

「
貫
穿
義
者
、
智
慧
利
用
 
穿
 %
 減
煩
悩
 二
 

O
O
O
 

（
 
ム
り
 
）
 

「
 観
達
 義
者
、
観
 智
 通
達
美
二
会
真
如
 ニ
 

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
 う
 に
、
 
息
 
・
停
の
義
は
 、
 
止
が
 妄
 念
 妄
想
を
止
 息
 せ
し
め
、
 

理
 に
お
い
て
不
動
の
心
の
確
立
を
可
能
に
す
る
実
践
 法
 

（
 
4
 
サ
 
）
 

さ
れ
て
い
る
が
、
肘
木
上
上
・
 対
不
観
 観
の
義
は
と
も
 か
く
と
し
て
、
他
の
義
と
し
て
示
さ
れ
る
止
観
規
定
に
つ
 い
て
は
前
期
止
観
規
定
 

観
ヒ
 七
は
じ
め
て
提
示
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
以
上
、
 こ
 の
 規
定
は
「
次
第
禅
門
」
の
止
観
規
定
と
の
関
係
を
問
う
 き
面
の
課
題
 

関
係
は
な
い
。
 

続
く
相
対
止
観
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
 
司
小
 止
観
 ヒ
 更
に
は
同
次
第
禅
門
 ヒ
の
 止
観
規
定
と
の
関
連
を
 予
想
さ
せ
 

包
含
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
止
は
息
の
義
、
停
の
義
 、
 肘
木
上
上
の
 義
 、
観
は
貫
穿
の
義
、
観
 達
 の
 義
 、
対
 不
 ぬ
 観
の
義
と
 に

は
直
接
 

る
 規
定
が
 

し
て
提
示
 

-
 
コ
 
3
 
）
 

ち
 
一
切
の
相
対
的
関
係
を
超
絶
し
た
法
の
究
極
態
と
の
 関
係
か
ら
定
義
さ
れ
る
絶
対
止
観
は
、
前
期
時
代
に
は
み
 ら
れ
な
い
、
「
 摩
 河
上
 

る
 説
明
の
部
分
か
ら
検
討
を
は
じ
め
た
 い
 。
 

智
顎
 は
そ
こ
で
、
「
 止
即
蒼
摩
他
 
（
 
絆
ヨ
ゅ
 （
 
ゴ
ひ
 
）
、
 観
即
 

 
 

述
べ
つ
つ
、
止
観
に
 

は
 絶
対
止
観
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
側
面
と
相
対
止
観
 と
し
て
類
型
化
さ
れ
る
側
面
と
の
二
面
が
具
わ
っ
て
い
る
 と
 説
明
し
、
絶
対
止
観
 

 
 

と
し
て
実
践
の
究
極
 態
を
 、
他
方
、
相
対
止
観
と
し
て
 よ
観
 業
に
附
随
す
る
実
践
姿
勢
の
一
般
的
特
徴
を
明
確
に
 す
る
。
こ
の
両
者
の
う
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心
 止
の
整
序
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
、
と
み
ら
れ
 ろ
る
 。
 

と
こ
ろ
で
同
小
止
観
 ヒ
 正
修
 章
 所
説
の
止
の
規
定
と
「
 摩
阿
 止
観
」
の
先
の
規
定
と
の
意
味
的
連
関
が
成
り
立
ち
 ぅ
 る
と
す
れ
ば
、
 

「
 摩
詞
 止
観
し
の
規
定
の
一
部
は
「
次
第
禅
門
し
の
上
の
 規
定
を
発
展
的
に
継
承
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
 な
る
。
「
 小
 止
観
 ヒ
の
 

止
観
規
定
に
つ
い
て
み
た
際
に
 、
 
コ
次
第
禅
門
口
の
繋
 
縁
 ・
 制
心
 ・
 休
真
 の
三
正
と
「
 小
 止
観
」
正
修
 章
 所
説
の
 三
上
と
の
密
接
な
意
味
 

連
関
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
両
者
の
上
の
規
 定
の
間
に
密
接
収
関
係
が
み
ら
れ
る
だ
け
に
、
「
 摩
詞
 止
観
 L
 の
止
の
説
明
の
 

 
 
胡
 
う
ち
 息
 ・
停
の
義
は
「
次
第
禅
門
 ヒ
の
繋
縁
 

の
二
 止
を
基
礎
に
構
想
さ
れ
て
き
て
い
る
、
と
推
論
で
 き
る
わ
け
で
あ
る
。
 

次
の
観
の
二
義
に
つ
い
て
は
止
の
場
合
ほ
ど
に
 前
 規
 規
定
特
に
「
次
第
禅
門
」
の
規
定
と
の
 
間
 の
 意
味
的
連
続
性
を
示
し
え
 

飴
 
な
い
。
煩
悩
の
穿
滅
を
意
味
す
る
貫
穿
の
義
、
真
如
 に
契
 会
す
る
 観
 智
を
意
味
す
る
 観
 達
の
義
の
両
義
は
 、
 小
 止
観
所
説
の
対
治
 観
 ・
 正
 

止
観
の
二
組
・
す
な
わ
ち
 

ぬ
 

婬
 欲
を
対
治
す
る
不
浄
観
 と
 唄
悪
を
呵
棄
 す
る
慈
心
 観
 と
し
て
展
開
す
る
対
治
観
、
 諸
法
の
実
相
を
観
ず
る
智
慧
 

 
 

 
 

で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
が
、
コ
次
第
禅
門
口
の
中
 に
は
そ
の
原
型
を
い
ま
だ
み
 

 
 

即
 
け
だ
し
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
 
「
 小
 止
観
」
の
右
の
二
 親
が
 「
次
第
禅
門
」
に
み
 い
だ
 し
え
な
い
事
実
か
ら
 当
殊
予
 

智
 
恕
 さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
 

85@ C487) 

さ
て
右
の
説
明
と
「
 小
 止
観
ヒ
時
代
ま
で
の
止
観
規
定
 

な
い
に
せ
よ
先
の
規
定
と
「
 小
 止
観
」
正
修
 章
 所
説
の
繋
 
繋
 

が
で
き
る
。
妄
念
妄
想
の
生
起
を
制
御
す
る
目
的
で
心
の
 
の
 

義
と
し
て
後
期
実
践
体
系
の
も
と
に
組
込
ま
れ
て
き
て
い
 
 
 

に
 心
を
繋
け
て
動
じ
な
い
停
止
を
意
味
す
る
停
の
義
 、
  
 

示
す
説
明
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
同
 摩
詞
 止
観
 @
 
田
 と

の
意
味
的
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。
止
に
つ
い
て
み
 れ
ば
、
厳
密
な
形
で
は
 

縁
守
 墳
丘
、
制
心
止
 0
%
 止
 と
の
間
の
あ
る
程
度
の
対
 応
 関
係
を
認
め
る
こ
と
 

離
散
を
防
止
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
 繋
縁
守
 滝
上
 

心
土
 は
 、
 息
 
・
停
の
 

る
と
み
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
妄
念
妄
想
の
休
息
を
立
 
思
抹
 す
る
息
の
義
、
理
 

の
 両
義
は
 、
 止
が
心
の
馳
散
の
制
御
を
志
向
す
る
実
践
的
 姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
 

で
 説
示
さ
れ
る
 息
 
・
停
の
義
は
「
 小
 止
観
 ヒ
 正
修
 章
 所
説
 
 
 



と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
三
上
三
観
 

る
。
両
者
は
名
称
が
合
致
し
て
 

空
観
の
確
立
を
、
方
便
随
縁
 止
 の

 規
定
を
㍉
 小
 止
観
 L
 証
果
 重
 の
そ
れ
と
対
比
し
た
 場
 合
 、
両
者
の
密
接
不
可
分
の
関
係
が
明
ら
か
と
な
 

  

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
志
向
す
る
実
践
的
境
地
の
面
で
も
 異
な
っ
て
い
な
い
。
 
休
 真
上
・
 従
 坂
入
空
観
は
 

従
空
 田
仮
 親
は
仮
 観
の
獲
得
を
 、
 続
く
 息
 二
週
分
別
 止
 ・
中
道
第
一
義
 親
 は
 空
 、
阪
の
二
週
に
偏
向
し
 

「
名
相
を
釈
す
」
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
 司
摩
詞
 止
観
」
 の
 止
観
の
説
明
を
「
次
第
禅
門
 ヒ
 と
の
関
係
か
ら
み
れ
 ぱ
 、
 息
 ・
停
の
二
 義
 

ほ
 つ
い
て
だ
け
は
同
次
第
禅
門
」
の
 繋
 緑
土
、
制
心
土
 を
 基
礎
に
構
想
さ
れ
て
き
て
い
る
経
緯
が
予
想
さ
れ
る
の
 で
あ
る
。
 

次
に
は
具
体
的
な
止
観
形
式
と
し
て
展
開
す
る
止
観
の
 法
の
説
明
が
行
わ
れ
る
「
 釈
 止
観
体
相
」
の
項
の
検
討
 へ
 と
 移
ろ
う
。
そ
こ
で
 

は
 止
観
の
法
は
休
真
上
、
方
便
随
縁
 止
 、
息
ニ
週
分
別
 止
 の
三
上
、
従
坂
入
空
観
、
従
生
人
 仮
 観
、
中
道
第
一
義
 観
の
三
観
と
し
て
具
体
 

化
さ
れ
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
実
践
姿
勢
 を
 有
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
 

「
 睦
 真
上
者
、
諸
法
 従
 。
縁
生
、
因
縁
空
無
 レ
主
 
、
息
 レ
心
 
達
 ：
本
源
一
散
骨
 
為
ニ
 
沙
門
 ハ
 知
工
因
縁
板
台
幻
化
性
 虚
 ハ
教
 名
馬
。
 
韓
 、
 肇
縁
妄
 

 
 

体
臭
 止
 ）
 

「
方
便
随
縁
 止
 者
、
…
…
菩
薩
 入
 。
 
仮
 正
応
二
行
用
り
知
 二
 
室
井
 ご
空
 故
吾
 ロ
 二
方
便
「
 分
 二
別
 
薬
病
 -
 
放
言
 ロ
臣
 
随
縁
 ハ
心
 宏
 二
俗
諦
 -
 
故
君
 為
レ
 

止
 」
…
…
（
方
便
随
縁
 止
 ）
 

「
 息
 二
週
分
別
 止
 者
、
・
・
・
・
・
・
令
姉
 

ニ
俗
非
で
俗
俗
辺
 
寂
然
、
 赤
本
 レ
 
博
二
 非
俗
 石
工
 
辺
 寂
然
。
名
工
具
 二
辺
 正
ニ
 

（
 
白
め
一
 

一
週
分
別
 
止
 
）
（
 

7
 ）
 

「
中
道
第
一
義
観
者
、
前
 観
ニ
仮
空
 -
 
足
空
手
生
死
 り
後
観
 

「
 従
 坂
入
空
名
工
二
諦
観
 ハ
 …
…
 所
レ
 青
二
諦
者
、
観
。
 
仮
 為
 二
人
臣
 
之
詮
 石
エ
 
由
レ
詮
会
 」
（
 従 坂
入
空
観
）
 

二
空
空
 -
 
是
ぬ
肝
 淫
薬
「
 雙
 通
三
一
辺
ぺ
暑
老
丁
二
空
観
 
為
 -
 
方
便
 道
 -
 
福
士
 
会
二
中
 

「
往
生
人
仮
名
三
平
等
観
 
-
 
者
、
…
…
 止
 観
 為
レ
化
 
-
@
 生
 ハ
 ぬ
 ニ
頁
 
非
 。
 真
 、
方
便
 出
レ
阪
 
放
言
 ロ
二
従
空
 
八
分
 -
@
 薬
病
 -
 
面
無
二
妻
 
謬
 -
 
放
言
 呈
 

大
阪
づ
平
等
者
、
・
・
・
…
政
二
空
病
 

-
 
還
 月
三
仮
法
 ニ
 

（
 
従
 聖
人
 仮
観
 ）
 

（
 
0
0
 

）
 

道
 -
 
」
・
・
・
・
・
・
（
中
道
基
が
一
義
 

観
 ）
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卸凱 における止観構想の 成立時期 

っ
た
 側
面
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
止
観
規
定
と
い
わ
な
け
 れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
三
上
三
観
の
構
想
の
成
立
 を
 思
索
の
展
開
過
程
の
 

中
で
み
れ
ば
、
「
 摩
詞
 止
観
 b
 「
 釈
 止
観
体
相
」
の
 項
 で
 示
さ
れ
る
三
上
三
観
の
規
定
は
、
「
 小
 止
観
し
証
果
 章
 の
 規
定
な
し
に
構
想
さ
 

ね
 え
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
円
 摩
河
 止
観
 L
 の
体
臭
 止
以
 下
 の
三
上
三
観
が
「
 小
 止
観
 b
 の
証
果
 章
 の
三
上
三
観
を
 基
礎
に
構
想
さ
れ
て
 

き
て
い
る
関
係
を
知
り
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
 と
は
 目
摩
詞
 止
観
 L
 と
「
次
第
禅
門
口
と
の
止
観
規
定
を
 め
ぐ
る
思
索
の
不
可
分
 

の
 関
係
を
予
想
さ
せ
る
。
先
に
示
し
た
と
う
に
目
次
第
 禅
 門
ヒ
三
巻
下
で
提
示
さ
れ
る
 体
 真
上
、
縁
俗
体
臭
 止
 、
 息
 二
週
分
別
 止
 の
三
正
 

及
び
六
秒
門
の
項
で
示
さ
れ
る
 従
 坂
入
空
観
、
従
臣
 入
 仮
 観
、
空
板
一
心
観
の
三
観
の
存
在
は
、
た
と
え
そ
の
 説
 明
 が
名
称
の
列
挙
に
の
 

み
と
ど
ま
り
、
実
践
姿
勢
に
関
す
る
具
体
的
意
味
が
示
 さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
後
期
実
践
体
系
の
も
と
で
 確
 立
 さ
れ
る
三
上
三
観
の
 
87 W 

構
想
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
 

，
 
/
 
@
0
 

l
 
 

）
 「
 
摩
詞
 止
観
」
「
 
小
 止
観
 ロ
の
 三
上
三
観
の
規
定
の
中
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
 

な
 質
的
相
違
は
、
「
 

円
 

融
 」
思
想
の
有
無
に
よ
っ
 

て
 生
じ
た
わ
け
で
あ
り
、
（
ー
）
 

1
 し
 た
が
っ
て
両
者
が
同
一
の
名
称
を
附
与
さ
れ
て
い
よ
う
と
 

も
 、
意
味
的
に
は
異
な
 

な
い
中
道
観
の
確
立
を
目
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
右
の
説
 明
は
 、
 司
摩
詞
 止
観
 L
 所
説
の
 

と
が
何
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
 ，
 
っ
 。
し
か
も
説
明
の
あ
る
箇
所
で
 

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
「
 摩
詞
 止
観
 ヒ
 所
説
 の
 三
上
三
観
の
規
定
が
「
小
土
 

て
い
る
経
緯
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

勿
論
、
両
規
定
が
全
く
同
一
の
実
践
的
境
地
を
志
向
 す
 る
 規
定
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
 

る
 間
に
、
周
知
の
ご
と
く
止
観
規
定
の
上
に
重
大
な
意
 味
的
 変
様
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 

ら
れ
る
よ
う
な
 息
 二
週
分
別
 止
 ・
中
道
第
一
義
観
 る
、
他
 の
 三
上
・
三
観
を
基
礎
と
し
て
 

正
 三
観
は
斥
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
止
観
が
自
ら
の
 う
 ち
に
他
の
止
観
の
実
践
的
姿
勢
を
 三

上
三
観
の
実
践
姿
勢
と
向
 か
 止
観
 ヒ
 の
そ
れ
 

は
同
小
止
観
」
の
表
現
と
全
く
同
じ
語
句
が
用
 

観
 し
の
そ
れ
を
発
展
的
に
継
承
し
て
構
成
さ
れ
 

な
い
。
「
 
小
 止
観
」
か
ら
 門
摩
詞
 止
観
」
へ
と
 至
 

後
期
実
践
 観
 の
も
と
で
は
、
「
 小
 止
観
 ヒ
に
み
 

成
り
立
っ
止
観
と
み
な
す
い
わ
ゆ
る
次
第
の
三
 

包
摂
し
て
い
る
と
い
う
不
次
第
の
三
上
三
観
の
 



規
定
が
遠
く
最
初
期
の
著
述
の
中
で
思
索
さ
れ
は
じ
め
 て
い
る
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
次
第
禅
門
 L
 時
代
に
い
ま
だ
明
確
な
 

形
で
内
容
規
定
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
三
上
三
観
の
規
 定
が
 、
そ
の
後
の
思
索
を
通
し
て
具
体
化
さ
れ
、
「
小
土
 観
ヒ
を
 経
て
「
 摩
詞
止
 

観
ヒ
 
に
い
た
っ
て
定
型
化
さ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
 き
る
。
 

以
上
、
「
次
第
禅
門
」
に
提
示
さ
れ
る
止
観
規
定
が
 、
た
 と
え
 す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
門
小
止
観
卜
や
後
期
 実
践
体
系
の
も
と
で
 

具
体
化
さ
れ
る
止
観
規
定
の
構
想
の
基
礎
と
な
っ
て
 い
 る
 関
係
を
、
止
観
規
定
の
構
成
経
緯
に
従
っ
て
み
て
き
た
 。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
 

止
観
を
め
ぐ
る
思
索
が
禅
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
 
「
次
第
禅
門
し
の
中
で
す
で
に
は
じ
め
ら
れ
て
き
て
い
る
 関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
 

た
 。
次
に
は
、
止
観
を
め
ぐ
る
思
索
が
前
期
か
ら
後
期
 へ
と
一
貫
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
点
を
考
慮
し
っ
 っ
、
 
ヨ
面
の
中
心
問
題
で
あ
 

る
 禅
か
ら
止
観
へ
の
展
開
を
も
た
ら
し
た
理
由
の
解
明
 へ
と
視
点
を
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

註
 （
 
1
 ）
「
 以
 二
三
上
三
観
一
撮
三
一
切
理
一
者
」
と
か
 
一
 
止
観
 摂
 三
一
 
切
 恵
 -
 
者
」
と
い
う
庄
で
、
止
観
が
理
・
 惑
 
・
 卸
 

教
を
包
摂
す
る
事
態
が
 

詳
述
さ
れ
て
い
る
。
（
 
屡
珂
 止
観
 L
 三
巻
 下
 、
大
正
蔵
、
四
 六
巻
、
二
九
丁
以
下
）
 

（
 
2
 ）
 
司
摩
詞
 止
観
 L
 三
巻
上
（
大
正
蔵
四
六
巻
二
三
下
  
 

（
 
3
 ）
絶
対
止
観
に
つ
い
て
は
、
 

「
ム
二
目
三
絶
対
止
観
一
者
、
絶
 
二
 
横
竪
諸
侍
 
円
 約
二
諸
思
議
 づ
絶
ニ
諸
 煩
悩
諸
業
諸
泉
（
 
絶
二
 諸
教
観
託
寄
 一
 
悉
皆
不
生
故
宅
 為
レ
止
 。
 止
 小
小
 レ
可
レ
得
 。
 

観
兵
 レ
如
レ
境
即
 寂
滅
清
浄
、
 
尚
 無
二
清
浄
一
句
 得
レ
有
レ
観
 。
止
観
 南
無
。
何
 得
 下
侍
 ニ
 
不
止
観
一
説
 二
於
 止
観
 ヰ
待
二
於
 止
観
一
説
二
千
 止
 観
 （
 待
二
 上
下
士
 
一
 

説
め
 井
上
昇
平
山
㏄
故
知
ニ
 
%
 布
上
首
 不
レ
可
レ
 
得
、
非
土
井
下
山
 
亦
 下
フ
 可
レ
得
 。
 待
対
即
絶
 即
非
 二
 
有
為
 り
不
レ
可
 下
城
二
四
句
一
息
㏄
 
故
 井
ニ
 一
 
@
 
一
 
Ⅰ
説
道
一
井
ニ
 

小
我
 境
二
 
（
 扇
詞
 止
観
 L
 三
巻
上
、
大
正
蔵
四
六
巻
 

ニ
 二
七
）
 

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
さ
に
、
こ
の
規
定
は
、
土
忌
さ
れ
、
親
披
 さ
る
べ
 き
 境
が
存
在
し
な
い
不
生
と
し
て
の
法
の
究
極
 態
 の
も
 と
で
、
不
生
の
ゆ
 

え
に
、
止
も
観
も
、
ま
た
下
山
・
 

不
観
も
、
 
更
に
は
井
上
・
 
非
 観
、
非
不
正
・
井
下
観
も
成
立
し
え
な
い
事
情
を
述
べ
た
も
の
 で
あ
る
。
 

な
お
こ
の
よ
う
な
止
観
の
理
解
は
司
 摩
詞
 止
観
  
以
前
に
は
み
 
 
 

（
 
4
 ）
 
対
 不
上
上
・
村
本
の
親
親
 義
は
 、
正
意
、
観
破
を
必
要
 と
し
な
い
法
性
を
止
・
観
、
上
意
、
観
破
を
要
す
る
無
明
を
不
 止
 ・
千
鶴
 と
 理
解
す
る
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智頭 における 止   観構 想 の 成 

 
 

ど
の
よ
う
な
理
由
に
従
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
の
 

考
察
は
 、
 次
の
機
会
に
 

期
 

譲
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
 

時
 
立
 

仕
方
が
「
無
明
郎
法
性
、
法
性
 

即
 無
明
」
な
る
 

諦
 理
の
構
造
か
 

ら
み
れ
ば
、
相
対
的
規
定
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
規
定
で
 

あ
る
。
な
お
原
文
 

は
 枚
数
の
関
係
で
割
愛
し
た
。
（
同
座
 

珂
 止
観
 
ヒ
 三
巻
上
、
大
正
 

蔵
 四
六
巻
、
二
一
中
１
丁
）
 

一
中
）
（
 

（
 
5
 
9
 ）
「
 
）
日
暦
 、
掛
 

騰
三
り
 

摩
詞
 

詞
 
新
ぬ
小
小
屋
掛
、
 

上
親
し
三
巻
上
（
大
正
蔵
四
六
巻
 
止
観
 

L
 の
次
の
一
節
「
 

訃
幣
祀
 

次
 
-
 
力
陪
軒
郡
か
ぺ
此
 

明
二
観
相
 

づ
観
有
レ
三
 

二
 名
山
 

 
 

 
 

（
 
6
 ）
Ⅱ
 摩
討
 
止
観
 
L
 三
巻
上
（
大
正
蔵
四
六
巻
三
一
下
 

 
 

（
 
7
 ）
 屡
詞
 止
観
 
L
 三
巻
上
（
大
正
蔵
四
六
巻
二
四
上
 

 
 

（
 
8
 ）
「
 摩
詞
 
止
観
 
ロ
 三
巻
上
（
大
正
蔵
四
六
巻
二
四
十
 

１
丁
）
 

 
 

（
㍉
 
摩
珂
 
止
観
 
L
 三
巻
上
、
大
正
蔵
四
六
二
四
十
）
 

（
㎎
）
「
円
頓
止
観
相
者
、
以
 

ノ
止
縁
 

二
段
 
諦
 一
則
一
調
 

両
 三
諦
、
 

は
レ
諦
繋
二
 

茂
山
 
-
 
則
一
山
市
三
上
。
…
…
 

以
レ
 
親
親
 
二
於
 
靖
一
則
 
一
 
境
両
 
三
墳
、
以
 

レ
境
発
二
 

旅
鼠
 
-
 
則
 一
勧
両
三
観
」
（
 

司
摩
詞
 
止
観
し
三
巻
上
、
大
正
蔵
 

四
六
巻
、
二
五
山
と
 

（
Ⅱ
）
 

佐
臆
 
博
士
前
掲
 

善
 所
収
「
 
天
 ム
ロ
大
師
の
三
諦
三
観
思
想
 

」
参
照
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団
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
更
に
 又
 、
こ
の
 宗
 教
が
 民
族
・
地
方
・
身
分
を
超
越
す
る
一
方
、
入
信
し
た
 も
の
を
ミ
ト
ラ
ス
神
の
 
9
 

トラ教の起源について 

序
 

ロ
ー
マ
帝
国
の
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
地
方
に
お
い
て
、
 紀
 元
 後
一
世
紀
末
か
ら
同
四
世
紀
後
半
に
属
す
る
、
「
牛
を
 屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
 

と
 呼
ば
れ
る
浮
彫
、
丸
彫
、
壁
画
の
イ
コ
ン
が
大
量
に
 発
見
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
標
準
的
な
構
成
は
、
中
央
に
牛
 を
 捉
え
て
短
剣
で
屠
る
 

ミ
ト
ラ
ス
神
の
姿
を
配
し
、
左
右
に
一
対
の
松
明
春
持
者
 、
 牛
の
下
方
に
 蛇
、
さ
 そ
り
、
 犬
 等
の
動
物
、
上
方
 又
 は
 周
囲
に
擬
人
化
さ
れ
 

た
 太
陽
や
月
、
一
二
獣
帯
を
と
も
な
う
。
こ
れ
が
太
陽
神
 ミ
ト
ラ
ス
の
崇
拝
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
 同
 時
に
発
見
さ
れ
る
無
数
 

の
 ラ
テ
ン
，
ギ
リ
シ
ア
語
碑
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
 又
 、
こ
の
イ
コ
ン
の
安
置
さ
れ
て
い
た
神
殿
の
構
造
、
 
併
出
遺
物
（
「
獅
子
頭
の
 

神
 
（
 
ュ
 
」
「
岩
か
ら
生
れ
る
ミ
ト
ラ
ス
 

）
 

神
 」
の
彫
像
な
ど
）
 
、
 古
代
の
文
献
か
ら
推
察
し
て
、
こ
れ
等
す
べ
て
が
 ミ
ト
 ラ
ス
神
を
信
ず
る
宗
教
 

    

総シ 小序 
リ ア 

ト 

読ア   
の ア 

史及 
料び 
と そ 

ラ教 

解の 

の 

釈東 
辺 
起 

  
史 
源 

料 
と 

デし @ 

解 つ 
釈 

レ Ⅰ 

て 

 
 

 
 

 
 

@
 

英
雄
 

 
 

/
 



柳
内
容
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
の
 ミ
ト
 

ト
ラ
神
と
ロ
ー
マ
帝
政
 斯
 の
ミ
ト
ラ
ス
神
を
結
ひ
つ
 

つ
い
て
、
一
つ
の
古
典
的
な
学
説
を
完
成
し
た
。
 

そ
 

き
も
の
 
ミ
べ
 

し
あ
る
。
（
 

2
 ）
 

キ
ュ
 モ
 ノ
 は
ま
ず
、
当
時
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
 

メ
 ネ
ス
 朝
 以
後
の
国
家
宗
教
と
は
 異
る
 マ
ズ
ダ
教
が
 

て
い
た
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
等
の
 マ
 

視
 者
、
守
護
神
）
を
抽
出
し
、
そ
れ
は
獣
の
犠
牲
、
 

イ
ハ
 

t
 
-
@
 

。
 

他
方
、
キ
ュ
モ
ン
自
身
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
 

ロ
 

に
 、
教
義
、
祭
式
、
図
像
、
神
殿
建
築
な
ど
す
べ
て
 

ら
 密
儀
宗
教
へ
の
ミ
ト
ラ
ス
 神
 崇
拝
の
変
貌
は
如
何
 

と
、
 
マ
ズ
ダ
教
の
祭
司
階
級
で
あ
る
 マ
 ゴ
ス
神
官
 た
 

し
、
 ミ
ト
ラ
が
バ
ビ
ロ
ン
の
太
陽
神
と
習
合
し
た
時
 

シ
ァ
的
 
（
の
 
ゴ
ド
ミ
 
か
甲
 ロ
の
 
Ⅱ
の
丘
 
斥
 ）
マ
ズ
ダ
教
を
 ア
ル
 ラ

ス
 神
 崇
拝
研
究
の
基
礎
を
お
い
た
 キ
ュ
 モ
 ノ
 （
Ⅱ
・
 
臼
 日
 。
 臣
 む
は
、
こ
の
古
い
、
 、
、
 

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 ミ
ト
ラ
ス
神
の
密
儀
（
以
下
、
 
、
、
 
ト
ラ
 教
 と
呼
 ぷ
 ）
の
成
立
に
 

れ
は
発
表
以
来
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
定
説
と
さ
れ
た
 の
で
あ
っ
て
、
大
要
次
の
如
 

ズ
ダ
 散
文
献
か
ら
、
ミ
ト
ラ
神
の
性
格
（
光
の
神
、
 牧
 

古
代
イ
ラ
ン
に
存
在
し
、
そ
こ
で
は
ミ
ト
ラ
神
の
非
常
 

っ
た
 古
代
ペ
ル
シ
ア
文
献
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
 

場
 の
 主
 、
正
義
や
契
約
の
監
 

に
 古
い
信
仰
が
根
強
く
残
っ
 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
 や
ア
ケ
 

ハ
オ
マ
 の
供
養
、
バ
レ
ス
マ
ン
の
使
用
な
ど
の
祭
式
と
結
 び
つ
い
て
い
た
と
考
え
 

１
％
世
界
の
ミ
ト
ラ
教
は
一
つ
の
完
結
し
た
密
儀
宗
教
 で
あ
り
、
出
現
し
た
時
 
既
 

に
つ
い
て
一
定
の
規
格
が
存
在
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
 古
 代
 ペ
ル
シ
ア
の
部
族
宗
教
 か
 

に
し
て
、
い
つ
起
っ
た
の
か
、
と
云
う
問
題
が
起
っ
て
 
く
る
。
キ
ュ
モ
 ノ
 に
よ
る
 

ち
が
、
 ア
ケ
メ
不
ス
朝
 時
代
後
期
に
 、
 バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
 天
体
崇
拝
の
宗
教
を
採
用
 

に
こ
の
変
貌
の
第
一
歩
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 彼
 等
 は
こ
の
 力
ル
デ
ア
 ・
ペ
ル
 

メ
ニ
ア
 と
 小
ア
ジ
ア
に
導
入
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ヘ
レ
 -
 
ニ
 ス
ズ
ム
時
代
の
小
ア
ジ
ア
 

 
 

 
 

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
如
く
、
印
欧
語
族
の
最
も
古
い
 神
 の
 

一
つ
に
ミ
ト
ラ
が
あ
る
。
古
代
の
文
献
断
片
と
考
古
史
 料
を
集
大
成
し
、
 
信
 
G
 

る
 。
 

恩
恵
に
あ
ず
か
ら
せ
て
救
済
す
る
た
め
の
、
排
他
的
 組
 織
を
持
つ
密
儀
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
般
に
認
め
ら
れ
 

 
 

 
 



ミトラ教の起源について 

小
ア
ジ
ア
及
 び
 そ
の
 東
 辺
の
史
料
と
解
釈
 

ま
ず
 キ
ュ
 モ
 ノ
 が
当
初
に
お
い
て
使
用
し
た
史
料
を
 、
 次
に
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
た
い
。
但
し
 

キ
リ
ア
や
コ
マ
 ゲ
 

（
 
父
 
3
 
）
 

不
の
如
く
、
元
来
シ
リ
ア
の
一
部
の
史
料
も
小
ア
ジ
ア
の
 史
料
に
共
に
一
括
さ
れ
て
扱
わ
れ
て
来
た
の
で
、
こ
こ
 に
 含
め
る
。
 

（
 
イ
 ）
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
上
流
域
の
之
の
 ヨ
 目
口
口
の
ゆ
目
な
 
る
 禿
山
の
上
に
、
古
代
コ
マ
 ゲ
ネ
 王
国
の
王
ア
ン
テ
ィ
 オ
ク
ス
一
世
（
の
の
１
め
 
 
 

㌍
 口
 ・
の
）
の
霊
廟
が
あ
り
、
そ
こ
に
長
文
の
ギ
リ
シ
ア
 

 
 

い
か
え
ら
れ
た
玉
桂
 の
 

神
 
（
神
格
化
さ
れ
た
王
を
含
む
）
で
あ
り
、
ミ
ト
ラ
ス
 
神
は
卸
㌧
。
 目
 。
 目
ざ
ゴ
 
宙
の
由
 理
 0
 の
 屈
轄
日
 の
の
と
呼
ば
れ
 
る
 。
碑
文
内
容
は
専
ら
 
9
 

で
は
、
そ
れ
が
更
に
 ぺ
 

の
生
殖
力
崇
拝
や
ギ
 リ
 

拝
的
 ミ
ト
ラ
ス
 神
 信
仰
 

ス
ダ
教
の
ロ
ー
マ
的
形
 

以
上
の
如
き
 キ
ュ
そ
 

の
新
史
料
も
す
べ
て
 破
 

し
か
し
、
最
近
に
な
 

ば
、
祭
司
階
級
を
い
た
 

に
 キ
ュ
 モ
 ノ
 が
使
用
し
 

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
 

て
 、
こ
れ
等
の
間
頭
 を
 ル

ガ
モ
ン
派
の
ギ
リ
シ
ア
美
術
の
影
響
下
に
「
牛
を
屠
る
 

ミ
ト
ラ
ス
 
神
 」
の
図
像
を
成
立
さ
せ
、
同
時
に
、
土
着
 

シ
ァ
 系
宗
教
思
想
と
結
び
つ
い
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
 

て
 成
立
し
た
ミ
ト
ラ
教
は
、
原
始
マ
ズ
ダ
教
の
目
 

然
呂
 
 
 

の
上
に
 、
 セ
ム
的
要
素
、
小
ア
ジ
ア
的
要
素
、
ギ
リ
シ
ア
 

思
想
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
出
来
た
「
複
合
宗
教
」
「
 

マ
 

態
 」
で
あ
る
。
 

ン
の
 説
明
は
極
め
て
巧
妙
に
な
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
れ
を
 

疑
う
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
多
く
 

の
 見
解
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
た
。
 

っ
て
、
古
代
イ
ラ
ン
に
か
か
る
ミ
ト
ラ
 

神
 崇
拝
を
行
う
 集
 団
 が
本
当
に
存
在
し
た
の
か
、
上
の
如
き
習
合
を
経
れ
 

だ
く
民
族
宗
教
が
古
代
キ
リ
ス
ト
教
類
似
の
密
儀
宗
教
 

に
 変
身
し
 ぅ
 る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
云
わ
ん
が
た
 

め
 

た
 史
料
は
余
り
に
 
少
く
、
 且
つ
使
用
の
仕
方
に
強
引
さ
が
 

な
か
っ
た
か
、
 
と
 云
 う
 よ
う
な
疑
問
が
次
々
に
投
げ
か
 

た
 。
本
稿
の
目
的
は
 
、
 ミ
ト
ラ
教
の
形
成
に
重
要
な
役
 

割
を
演
じ
た
と
見
ら
れ
る
小
ア
ジ
ア
 と
 シ
リ
ア
に
つ
い
 

検
討
す
る
に
あ
る
。
 



い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

（
 へ
 ）
同
上
地
方
の
聖
 エ
ゥ
ゲ
ニ
ウ
ス
 
こ
関
す
る
天
承
 

@
 
4
 
@
 （
 
2
 
）
ー
 

こ
 よ
る
と
、
 い
 0
 
ヤ
汀
豆
 丘
の
上
に
あ
っ
た
ミ
ト
ラ
ス
 
神
 の
 立
像
と
祭
壇
が
 
キ
 

の
 ）
に
も
二
万
頭
の
馬
の
ぺ
 ル
シ
ァ
 王
へ
の
献
上
戸
と
し
 て
 出
る
。
ミ
ト
ラ
教
の
も
の
で
は
な
く
、
西
ア
ジ
ア
の
 
マ
ズ
ダ
 教
暦
 の
一
例
で
 

あ
る
が
、
（
 

9
 ）
馬
と
ミ
ト
ラ
ス
神
の
結
び
つ
き
は
、
後
述
の
 
史
料
（
 ル
 ）
（
 
ホ
 ）
（
 
ツ
 ）
を
想
起
さ
せ
る
。
 

（
 
ハ
り
 

l
 ）
 

（
 
ホ
 ）
ポ
ン
ト
ス
の
 
円
 r
a
p
e
z
u
 

の
の
記
念
メ
ダ
ル
に
出
る
 

各
種
の
神
像
。
第
一
世
紀
末
以
後
。
そ
の
中
に
騎
馬
 像
 、
 拝
 火
祭
壇
な
ど
を
 

-
 
Ⅱ
 
@
 
）
 

示
す
も
の
が
あ
る
。
ミ
ト
ラ
教
図
像
と
は
 異
 る
が
、
 ウ
 ィ
ル
 
（
押
韻
 日
 ）
の
指
摘
す
る
如
く
、
前
項
と
同
じ
性
格
 の
 信
仰
が
表
出
さ
れ
て
 

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
年
代
不
詳
。
 

（
 
父
 
u
 
）
 

（
二
）
 ブ
リ
ュ
 ギ
ア
の
 レ
ョ
 o
n
 
ぎ
 日
の
長
文
の
ギ
リ
シ
ア
 詩
碑
文
中
に
現
わ
れ
る
祭
礼
の
月
目
 ズ
ォ
 
r
 
生
ぶ
 已
は
 、
 ス
 ド
ニ
二
 

@
 7
 
ノ
ボ
 （
 パ
 （
。
 
x
 円
 
く
 

ト
ラ
ス
 教
 的
な
称
号
で
は
な
く
、
 

（
 
7
-
 

ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
（
 韻
ヨ
ギ
宙
宰
 ）
の
云
う
よ
う
に
、
（
 イ
 ）
と
同
じ
よ
う
な
守
護
神
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
 
属
 

君
主
崇
拝
。
王
室
の
祖
先
崇
拝
で
あ
り
、
そ
れ
に
必
要
 な
 諸
行
事
や
儀
式
の
規
定
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
 う
な
信
仰
や
イ
コ
ン
は
 

ロ
ー
マ
帝
国
の
ミ
ト
ラ
ス
神
の
密
儀
と
は
結
び
つ
か
な
い
 。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
ミ
ト
レ
ス
は
東
方
的
王
朝
の
守
護
 神
 で
あ
る
。
こ
の
ち
が
 

い
は
勿
論
キ
ュ
モ
 
ノ
 も
認
め
て
お
り
、
む
し
ろ
密
儀
成
立
 の
 背
景
と
な
っ
た
マ
ズ
ダ
 教
 宗
教
文
化
一
般
（
 ノ
 ラ
 ニ
 ス
ム
）
の
当
地
に
お
け
 

8
 強
さ
を
示
す
証
拠
と
し
て
い
る
。
問
題
は
、
か
か
る
 も
の
が
密
儀
宗
教
に
転
換
し
う
る
か
ど
う
か
、
に
あ
る
。
 

（
 
巳
リ
 

）
 

（
 ロ
 ）
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
 
カ
 エ
サ
レ
ア
に
由
来
す
る
 
人
 珪
 石
柱
の
ラ
テ
ン
語
碑
文
。
 

9
 
ま
 ヨ
 。
Ⅱ
 
づ
ゴ
 
仁
の
な
る
 ロ
｜
 マ
 軍
人
が
皇
帝
の
た
 

め
に
の
 日
ぎ
曲
 c
 （
由
の
緒
 
舌
 ぎ
毬
に
太
陽
神
像
を
奉
納
 し
た
の
で
あ
る
。
年
代
不
詳
。
碑
文
の
文
脈
、
ミ
ト
ラ
ス
 神
の
称
号
か
ら
み
て
、
 

こ
れ
が
ミ
ト
ラ
教
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
 

（
但
し
、
太
陽
神
像
の
奉
納
と
ミ
ト
ラ
ス
神
の
風
 
変
 り
な
綴
字
は
ユ
ニ
ー
ク
 

で
あ
る
。
）
 

（
 
6
0
 

）
 

（
 ハ
 ）
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
 

ど
 こ冒
の
短
い
ギ
リ
シ
ア
 庄
 叩
 碑
文
。
「
正
義
の
神
ミ
ト
ラ
ス
に
」
と
あ
る
が
、
「
正
義
 

の
 」
 色
 ～
 
ガ
日
 0
 の
は
、
 、
、
 (496)  94 



ミトラ教の起源について 

げ
夫
ト
 教
徒
に
 

難
い
が
、
こ
こ
 

（
 ト
 ）
 
ビ
テ
 

す
る
神
話
は
 、
 

で
、
ミ
ト
ラ
教
 

と
 ま
分
る
。
 

｜
 

-
6
 

l
 ）
 

（
 チ
 ）
 
ア
ル
 

を
ミ
ト
ラ
ス
神
 

品
，
 ひ
 0
 一
プ
リ
 -
 

あ
る
。
多
分
、
 

こ
と
を
示
す
の
 

（
 り
 ）
キ
 リ
 

屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 

っ
て
名
声
が
あ
 

（
 ヌ
 ）
 
ブ
 ル
 

リ
 キ
ア
地
方
の
 

そ
れ
は
 今
尚
 、
 
、
、
 

述
べ
た
。
こ
の
 メ

ニ
ア
 王
 テ
ィ
 り
タ
 テ
ス
一
世
の
ロ
ー
マ
訪
問
（
 ト
 ・
 
し
 簿
年
 ）
。
彼
は
 マ
 。
コ
ス
神
官
た
ち
と
共
に
到
着
し
、
 
皇
 幸
沖
 
ネ
ロ
 

と
し
て
礼
拝
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
王
に
任
命
さ
れ
た
（
 デ
 ィ
オ
・
カ
ッ
シ
 ウ
 ラ
ハ
、
Ⅰ
 

@
 
パ
 Ⅰ
Ⅰ
 

H
,
g
 
 

）
 @
 
 
つ
 
八
 エ
ト
ニ
ウ
 ウ
ハ
、
 
千
日
 芹
卜
 

 
 

、
王
位
に
就
く
者
と
そ
の
守
護
神
ミ
ト
ラ
ス
と
の
間
の
 儀
式
で
 

（
 ィ
 ）
 イ
ョ
巨
宙
し
 ㏄
 ぬ
 す
の
日
像
 群
 が
表
わ
す
も
の
と
 同
 じ
で
あ
る
。
 

-
8
-
l
 

従
 
，
っ
て
、
こ
れ
は
ミ
ト
ラ
教
に
ネ
ロ
が
 八
 倍
 し
た
 

で
は
な
い
が
、
ミ
ト
ラ
ス
神
と
 マ
 ゴ
ス
神
官
の
結
び
つ
き
 を
証
明
す
る
史
料
で
あ
る
。
 

キ
ア
 の
 タ
ル
ソ
ス
 で
鋳
造
さ
れ
た
ロ
ー
マ
皇
帝
ゴ
ル
 デ
 ィ
ア
ヌ
ス
 三
件
 
肚
 （
 
ト
 ・
 
ロ
 ・
㏄
㏄
㏄
 

1
 
。
い
卜
怪
 

）
の
記
念
メ
タ
ル
に
 、
 「
牛
を
 

 
 

付
 し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
第
三
世
紀
に
当
地
が
ミ
ト
ラ
 数
 に
よ
 

っ
 た
こ
と
を
反
映
す
る
。
 

１
タ
ル
コ
ス
（
ポ
ン
ペ
イ
ク
ス
伝
の
さ
（
 

0
 
2
 
 

）
 は
 円
 
㏄
１
 0
 Ⅱ
 し
 の
に
ロ
ー
マ
の
将
軍
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
に
よ
っ
て
退
治
さ
 
ね
 た
 キ
 

海
賊
に
つ
い
て
、
「
彼
等
は
 リ
ユ
 キ
 ア
 の
オ
リ
ン
ポ
ス
 出
 に
風
変
り
な
奉
納
 物
 を
さ
さ
げ
、
人
知
れ
ぬ
密
儀
を
行
 っ
た
 。
 

ト
ラ
ス
神
の
崇
拝
の
中
に
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
 ス
 彼
等
に
よ
っ
て
初
め
て
知
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
の
で
あ
 る
 」
 L
 し
 

記
事
は
ミ
ト
ラ
ス
神
の
密
儀
が
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
 史
料
で
あ
る
。
 

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
、
と
云
う
。
迫
害
の
厳
し
か
っ
た
 @
 
ア
 イ
オ
ク
レ
 テ
ィ
ア
 ヌ
ス
帝
 時
代
に
起
っ
た
と
さ
れ
る
 占
 一
は
 信
じ
 

-
3
 

l
l
 

）
 

の
 ミ
ト
ラ
ス
 神
 崇
拝
の
性
格
は
判
別
し
得
な
い
。
 

-
4
 

l
 
寸
 
）
 

ュ
 ニ
千
 ノ
か
 
り
 て
 Ⅱ
 
け
の
ド
か
 
り
デ
イ
オ
・
ク
リ
ュ
リ
ノ
ス
ト
ム
 ス
 
（
 
O
 （
 
a
 （
 
田
 
0
.
 
ト
 パ
パ
 せ
 M
 
。
お
 声
 ）
が
描
く
世
界
終
末
時
の
大
火
 災
 に
関
 

ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
よ
る
マ
ズ
ダ
 教
 終
末
論
の
展
開
と
考
 -
 
え
ら
れ
る
が
、
立
臼
 ョ
 
0
 の
は
出
て
も
ミ
ト
ラ
ス
の
名
が
出
 な
い
の
 

 
 

発
見
さ
れ
た
碑
文
等
に
よ
っ
て
両
者
に
共
通
の
用
語
が
あ
 っ
 た
こ
 

95  (.W) 



原
始
的
な
牛
の
犠
牲
に
関
す
る
信
仰
が
存
在
し
、
こ
れ
 が
 正
統
派
の
マ
ズ
ダ
教
に
は
み
ら
れ
な
い
「
牛
を
屠
る
 、
、
、
 

ト
ラ
ス
 神
 」
の
思
想
的
 

基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
極
め
て
巧
妙
な
解
釈
で
あ
 る
が
、
か
か
る
伝
説
の
分
析
一
つ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
 

@
4
 

2
 
も
 
）
 

（
 ル
 ）
グ
ル
ジ
ア
の
 
聖
 ゲ
オ
ル
グ
ス
祭
の
モ
チ
ー
フ
「
 牛
を
盗
む
 神
 」
の
伝
説
。
キ
ュ
モ
 ノ
 に
よ
る
と
、
 小
 ア
ジ
 ア
 東
部
に
は
極
め
て
 

あ
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
の
多
く
も
又
、
前
一
世
紀
以
 後
の
こ
の
地
方
が
イ
ラ
ン
系
の
宗
教
に
よ
っ
て
 侵
通
 さ
れ
 て
い
た
こ
と
を
明
白
に
 

示
し
、
ミ
ト
ラ
教
成
立
の
背
景
と
し
て
十
分
う
な
ず
け
 る
 事
実
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
れ
ば
、
 必
 ら
ず
 ミ
ト
 -
 
フ
 教
が
生
成
し
た
と
云
え
る
だ
け
の
史
料
が
こ
こ
に
あ
る
 の
 だ
ろ
う
か
。
 ミ
ト
 

ラ
教
 側
の
史
料
を
と
っ
て
み
て
も
、
神
殿
や
遺
物
（
上
述
 の
 如
き
イ
コ
ン
 群
 ）
の
発
見
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
 ま
 し
て
、
そ
の
成
立
過
程
 

を
 図
像
・
教
義
・
典
礼
・
神
話
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
 実
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
の
よ
う
に
見
え
る
。
後
に
 、
ヴ
 ィ
 カ
ン
デ
ル
 や
 ウ
ィ
ル
 

 
 

ル
ー
プ
の
質
的
相
違
に
つ
い
て
軽
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
 。
彼
は
小
ア
ジ
ア
が
 イ
 

ラ
ン
と
ロ
ー
マ
帝
国
の
中
間
に
あ
る
と
云
う
地
理
上
の
位
 直
に
幻
惑
さ
れ
て
、
両
者
の
ミ
ト
ラ
ス
祐
信
仰
を
先
入
 主
に
よ
っ
て
連
続
的
進
 

化
の
線
上
に
置
き
、
そ
の
際
、
史
料
の
強
引
す
ぎ
る
 解
 釈
を
行
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
 

キ
ュ
 モ
ン
自
身
、
自
説
の
不
完
全
な
こ
と
に
気
が
つ
い
て
 

 
 

帰
す
る
一
方
、
一
九
 

二
セ
、
一
九
二
一
九
の
両
年
に
再
び
こ
の
問
題
を
と
り
あ
 
げ
 
-
3
 

2
 
、
 
）
 新
発
見
の
史
料
に
基
 き
 自
説
を
補
強
し
ょ
う
と
試
み
 た
 。
し
か
し
、
上
述
の
 

如
き
方
法
論
上
の
欠
点
は
克
服
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
 か
っ
た
と
 看
徴
 す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

キ
ュ
 モ
 ノ
 が
新
た
に
使
用
し
た
史
料
及
び
そ
の
後
更
に
見
 出
さ
れ
た
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

ので （ ） ロ あ 
る 。 （ り 
） 

確   

実父 な） 
史 の 料 件 
件 で 
の あ 

うち、 り、他 
年 は 
伏 ロ   
キ リ マ 
明 帝 
す 国 
る @C 
も 流 
0 行 
は し 

（ ） l Ⅰ た 密 、 
と 儀 

の神 （ ヌレ 
で ミ 

あ ト 

り " " ス フ 
そ の 

岩ホ拝 の重 

要 と 
性 は 
@c  異 
つ る 

い も 
て の 

了卜 @@ @ 
稜 威 
迷 は 

す 疑 
る わ 
通 し   
で も 

(498) 

以
上
が
 キ
ュ
 
モ
 ノ
 が
当
初
使
用
出
来
た
史
料
の
主
要
な
 も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
の
う
ち
、
確
実
に
ミ
ト
ラ
教
 
に
関
す
る
も
の
は
、
 

6
 
 
 



れ
る
グ
ロ
ッ
ト
が
あ
っ
た
、
と
云
わ
れ
る
が
、
現
在
の
 と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
碑
文
の
ギ
リ
シ
ア
語
部
分
 に
よ
る
と
、
 一
 
・
 
ト
 （
 
宜
朴
 。
 

日
高
ぎ
の
将
軍
に
し
て
、
マ
ガ
フ
ェ
ル
 
ノ
ス
 の
子
サ
ガ
 り
 オ
ス
は
ミ
ト
ラ
ス
神
の
た
め
に
 マ
 ゴ
ス
神
官
と
し
て
 犠
牲
を
奉
げ
た
。
」
ア
ラ
 

ム
語
部
分
で
は
、
人
名
が
そ
れ
ぞ
れ
目
下
）
 巾
勾
之
 
・
の
の
 
オ
 と
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
碑
文
の
後
半
に
あ
る
の
 ヨ
 が
㎎
 
の
白
の
の
（
 

ヨ
 の
的
の
由
 

0
 
 
の
 ア
 

カ
リ
ス
ト
、
直
訳
す
れ
ば
、
 マ
 。
コ
ス
す
る
）
 
目
 ～
 
臼
 （
 
刑
と
 そ
れ
に
対
応
す
る
目
つ
目
目
塞
 リ
ド
 す
方
叫
の
意
味
に
 あ
る
。
も
う
一
つ
の
 訳
 

て
し
 方
と
し
て
、
「
 、
、
 

、
ト
ラ
ス
神
の
た
め
に
 マ
 ゴ
ス
 神
 官
 に
な
る
」
と
云
 う
 の
が
提
案
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
 る
 0
 キ
ュ
 モ
 ノ
 、
ベ
ン
 ク
ツ
 

刊
オ
 ン
（
㏄
の
 
コ
的
 
（
の
 
0
 さ
等
は
後
考
を
と
り
、
こ
の
 碑
 文
は
生
れ
つ
き
の
祭
司
階
級
（
 マ
 ，
コ
ス
神
官
）
と
素
人
 
と
の
区
別
が
あ
る
民
族
宗
教
 

 
 
源
が
 、
入
信
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
密
儀
型
の
宗
教
 
へ
と
変
換
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ミ
ト
ラ
 教
 成
立
 更
 に
と
っ
て
き
わ
め
 

 
 

解
釈
に
賛
成
し
て
い
た
ノ
ッ
ク
（
 ト
 ・
 
ロ
 ・
 
ア
 o
n
 
ガ
 ）
が
 前
 者
の
解
釈
に
移
る
と
、
多
く
 

ば
の
研
究
者
（
フ
ェ
ル
マ
ー
ゼ
レ
ン
（
 
せ
の
 
（
ヨ
ロ
の
の
Ⅰ
の
 

コ
 ）
、
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
、
ド
ン
ネ
ル
（
 目
 ・
 
し
 0
 コ
お
 こ
、
 レ
｜
 リ
ッ
ク
（
 ミ
 ・
 
力
 0
-
 
）
 
博
 ）
 等
 ）
 

 
 
が
そ
れ
に
従
っ
た
。
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
奉
納
者
は
 祭
司
階
級
の
出
身
で
あ
り
、
 必
 み
ず
し
も
密
儀
的
性
格
の
 行
為
を
し
た
と
は
考
え
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（ 
カ 
） 

カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
Ⅱ
 

a
r
p
 

絡
 ㏄
（
 
巨
 （
 
ぎ
 Ⅰ
リ
ヨ
 

コ
 
の
 
ざ
 ）
の
 麻
妬
 

 
 

 
 

ラ
 教
の
小
ア
ジ
ア
起
源
 説
 に
と
っ
て
 、
 最
も
主
要
な
 図
 像
の
成
立
に
つ
い
て
の
こ
の
失
敗
は
 キ
 
ス
モ
ン
説
に
と
っ
 
て
 
致
命
的
と
な
っ
た
。
 

  

ラ
ス
 神
 」
の
図
像
形
成
期
の
作
品
と
考
え
、
ペ
ル
ガ
モ
ン
 派
の
彫
刻
家
が
ミ
ト
ラ
教
の
思
想
を
か
か
る
図
像
に
表
 わ
し
た
と
考
え
、
年
代
 

（
 
ハ
 
2
 
Ⅰ
）
 

を
 前
二
世
紀
（
 l
.
 

）
と
し
た
。
こ
の
鑑
定
は
現
在
で
は
、
 

写
 真
の
不
鮮
明
か
ら
起
っ
た
完
全
な
誤
解
で
あ
る
こ
と
が
 判
明
し
て
い
る
。
 
ミ
ト
 

（
 
ヲ
 ）
 ブ
リ
ュ
 ギ
ア
の
の
が
づ
胆
）
㏄
（
所
在
の
ミ
ト
ラ
ス
 

神
 胸
像
の
碑
文
に
 

-
5
 

2
 
 

）
 叫
臼
 
ご
の
 
目
 ～
（
 

オ
 （
お
が
出
る
が
、
ミ
ト
ラ
 
ス
 神
の
称
号
と
し
て
 

0
 目
付
 
由
 0
 
の
は
、
ミ
ト
ラ
教
の
碑
文
に
も
 
砂
数
 

カ
、
ざ
、
 

あ
る
 
-
6
 

2
 ）
 上
山
（
 
イ
 ）
の
よ
う
な
非
ミ
ト
ラ
教
史
料
に
も
出
る
の
で
 

、
性
格
を
判
定
す
る
こ
 

（
 
幻
 @
 

と
は
む
 づ
 か
し
い
。
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は
後
者
の
、
ウ
ィ
 

か
 は
前
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
。
年
代
 
臣
 ・
 
ロ
 ・
 
q
 
「
 
へ
 
お
牢
。
 

（
 ワ
 ）
 ピ
 シ
デ
ィ
ア
の
 
す
 で
 曲
 
（
（
の
（
 

い
 ㏄
 
ヱ
巴
 所
在
の
浮
彫
 

-
8
-
2
 
ベ
ル
（
の
・
㏄
 

臼
コ
の
 報
告
に
甚
い
て
、
キ
ュ
モ
 
ノ
 は
 こ
 れ
を
「
牛
を
屠
る
 
ミ
ト
 



ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
（
 チ
 ）
と
併
せ
考
え
る
べ
き
も
の
で
 
あ
る
。
 

現
在
ま
で
に
、
明
白
な
ミ
ト
ラ
教
史
料
に
 て
 。
コ
ス
神
官
 
が
 現
わ
れ
る
例
は
、
ド
ゥ
ー
ラ
・
 エ
 ウ
ロ
 ポ
ス
 
（
 
し
臣
 
（
 
ギ
 口
口
（
 

0
 で
 け
 の
）
の
 、
、
、
ト
 

ラ
ス
神
殿
出
土
の
三
件
の
み
で
あ
る
。
 

（
ー
）
 

3
 
 
O
 ウ
ィ
ル
は
 ミ
ト
 -
 
フ
教
と
マ
 。
コ
ス
神
官
は
一
般
的
関
係
は
何
も
な
い
と
云
う
 
立
場
か
ら
、
ド
ゥ
ー
 ラ
 

・
 エ
タ
ロ
ポ
ス
 の
例
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
近
い
地
理
上
の
 位
置
か
ら
来
る
特
殊
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
 た
が
、
後
述
の
如
く
 、
 

ミ
ト
ラ
教
成
立
史
を
小
ア
ジ
ア
に
限
ら
ず
、
シ
リ
ア
に
 つ
 い
て
も
そ
の
可
能
性
を
探
る
と
す
れ
ば
、
ド
ゥ
ー
ラ
・
 エ
 ウ
ロ
 ポ
ス
 の
史
料
を
 

重
視
し
な
い
わ
け
に
ほ
い
か
な
い
。
ノ
ッ
ク
は
 、
ミ
ト
 -
 
フ
教
 成
立
 更
 に
と
っ
て
 マ
 。
コ
ス
 
的
 信
仰
（
 緑
 a
g
 
守
コ
 
～
の
 

日
 ）
 か
ら
 非
マ
 。
コ
ス
 
的
 信
仰
 

へ
の
移
行
段
階
が
大
切
で
あ
る
と
云
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
 審
扇
穿
い
の
 碑
文
は
、
そ
れ
が
ど
 う
 解
釈
さ
れ
る
に
 せ
よ
、
ミ
ト
ラ
ス
神
と
 

マ
コ
ス
神
官
と
が
一
緒
に
出
る
稀
な
例
と
し
て
、
ド
ゥ
ー
 ラ
 ・
エ
 タ
ロ
ポ
ス
 及
び
テ
ィ
 リ
ダ
 テ
ス
 王
 側
近
の
例
（
 チ
 ）
と
共
に
考
え
る
わ
 せ
 

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

尚
 、
同
曲
（
 

a
s
 

下
が
の
碑
文
の
年
代
は
書
体
の
上
か
ら
、
 

前
 三
世
紀
と
紀
元
元
年
前
後
と
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
 歴
史
的
に
は
後
者
の
 

方
が
可
能
性
が
あ
る
。
 

以
上
が
 キ
ュ
 モ
 ノ
 に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
史
料
の
す
べ
て
 で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
後
増
加
し
た
史
料
を
列
挙
す
る
 と
 次
の
よ
う
な
も
の
 

が
あ
る
。
 

（
 ョ
 ）
コ
マ
 ゲ
ネ
 王
国
内
の
紺
 ヨ
 o
 の
 
p
d
p
 

か
ら
、
 

ミ
ト
 -
 

 
 

ス
一
世
の
も
の
で
、
 

（
 イ
 ）
と
全
く
同
じ
性
格
の
史
料
で
あ
る
。
 

（
 タ
 ）
コ
マ
ゲ
不
王
国
の
 
レ
 Ⅰ
き
日
の
ぎ
で
、
（
 

イ
 ）
（
 
ョ
 ）
 の
 ア
ン
テ
ィ
オ
ク
ス
一
世
の
父
ミ
ト
リ
 ダ
 テ
ス
・
カ
リ
 ニ
コ
 ス
 の
霊
廟
が
 発
 

（
㏄
 
@
 

見
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ア
ン
テ
ィ
オ
ク
ス
一
世
の
奉
納
に
 よ
る
（
 イ
 ）
（
 
ョ
 ）
と
同
性
格
の
碑
文
と
ミ
ト
ラ
ス
 神
 浮
彫
が
 出
た
。
 

（
 レ
 ）
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
の
。
 ざ
づ
オ
 
。
コ
地
方
出
土
の
 ラ
テ
 ン
語
 碑
文
に
 

-
4
 

3
 
 

）
 「
神
聖
不
滅
の
神
ミ
ト
ラ
ス
」
が
出
る
。
 年
 代
 不
詳
で
あ
る
が
、
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用
語
法
か
ら
ミ
ト
ラ
教
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
 

あ
る
。
「
神
聖
な
る
」
 
終
乙
巨
 の
は
イ
タ
リ
ア
 
や
 ド
ナ
ウ
 
川
流
域
の
ミ
ト
ラ
教
 
碑
 

丈
 に
多
い
称
号
な
の
で
、
こ
の
碑
文
奉
納
者
は
西
方
か
 

，
 
り
 小
ア
ジ
ア
 ヘ
 来た
の
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
ソ
 ）
キ
 リ
キ
ア
 の
 一
 
小
都
市
 レ
怒
 注
さ
お
（
中
年
の
（
 

ぎ
 0
 
せ
緩
ガ
 
）
の
祭
壇
ギ
リ
シ
ア
 
…
 
語
 
"
 
@
 

碑
文
こ
 

ハ
。
 

@
3
 
M
.
 

、
 

ア
ウ
 レ
り
 オ
ス
・
セ
レ
ウ
コ
ス
 

が
 %
 高
下
里
ヰ
 
0
 の
 レ
コ
 
の
 
ヰ
 
F
m
 
（
 
o
 の
 口
 ～
庄
田
の
に
奉
納
し
 

た
 、
と
あ
る
。
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
奉
納
者
が
自
ら
「
 

祭
司
に
し
て
 
父
 （
父
は
 

信
徒
の
 セ
 階
級
の
最
高
位
考
の
称
号
）
」
と
称
し
て
い
る
 

こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
ミ
ト
ラ
ス
神
は
、
ロ
ー
マ
で
 

発
 見
さ
れ
た
オ
ル
フ
ェ
ウ
 

ス
教
的
 ミ
ト
ラ
 ス
 中
こ
酷
似
す
る
。
を
 

@
 
4
 
 

（
 
6
-
3
 

両
者
の
奉
納
者
は
そ
 れ
ぞ
れ
東
方
人
と
思
わ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
か
か
る
 

史
 料
が
 キ
 リ
キ
ア
 で
発
見
 

さ
と
れ
た
こ
は
、
（
 
リ
 ）
と
共
に
 
、
 ミ
ト
ラ
教
の
当
地
と
 
の
 特
別
の
 っ
 な
が
り
を
想
像
さ
せ
る
。
 

尚
 、
こ
の
町
は
前
一
世
紀
に
建
設
さ
れ
、
同
一
九
年
に
 

ナ
コ
ゆ
 
き
Ⅱ
 
ヴ
 目
の
の
 
カ
エ
 サ
レ
ア
と
命
名
さ
れ
た
が
、
レ
コ
 

の
ぶ
さ
拐
の
語
源
は
 

一
説
に
よ
る
と
、
ミ
ト
ラ
ス
神
の
最
も
知
ら
れ
た
称
号
 

-
 
・
 
ド
コ
せ
ざ
 

円
仁
の
（
 

巨
コ
 
0
%
 
囹
叶
 

0
 の
）
 
，
か
 
り
 
ぺ
ル
 ㍉
ノ
 
ア
 五
 
%
 
"
 

之
麓
 
す
の
 
（
 
さ
，
に
 由
来
す
る
と
 

云
わ
れ
る
。
（
 

3
 
 

7
 ）
 も
し
そ
う
と
す
れ
ば
、
か
か
る
早
期
に
 

、
、
、
 

ト
ラ
散
用
語
が
キ
リ
 
キ
ア
 で
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

（
 
ッ
 ）
グ
ル
ジ
ア
の
 レ
 ～
 
日
 a
z
 

田
及
び
㏄
。
 

ふ
で
 発
見
さ
れ
 
た
王
箇
の
銀
器
の
装
飾
及
 
銘
文
。
 

び
 O
-
8
-
3
 
 

ラ
ン
グ
（
い
 
か
コ
岨
 

）
 教
授
が
 、
、
 

、
ト
ラ
ス
 
神
 

崇
拝
に
関
す
る
も
の
と
記
す
 
、
 火
の
祭
壇
と
向
 い
あ
ぅ
 
馬
の
 モ
チ
ー
フ
や
し
 
u
z
 

ヨ
シ
 

下
 （
（
大
い
な
る
ミ
ト
ラ
）
 

な
 る
 人
名
が
見
え
る
（
 
第
 

て
 
二
世
紀
）
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
（
二
）
（
 

ホ
 ）
（
 
ル
 ）
と
回
 
じ
く
、
ミ
ト
ラ
ス
神
と
結
び
つ
い
た
原
始
的
マ
ズ
ダ
 

教
 の
 痕
跡
て
あ
ろ
う
。
 

 
 

た
 史
料
ハ
イ
）
 

!
 （
 
ヌ
 ）
の
他
は
そ
れ
以
後
、
小
ア
ジ
ア
 

起
 源
説
 の
た
め
に
（
 
か
 し
 
!
 ハ
ツ
 
り
 

沖
の
史
料
が
加
わ
っ
た
。
後
者
の
う
ち
、
明
瞭
に
 
ミ
ト
 ラ
 教
の
も
の
は
（
 
ソ
り
 
（
 
レ
 ）
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
ミ
ト
ラ
教
 

と
 性
格
を
異
に
す
る
も
の
は
 

 
 

び
つ
い
て
い
た
に
せ
よ
、
或
は
単
な
る
自
然
崇
拝
の
祭
 

祀
 で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
原
始
 D
 

げ
的
 ミ
ト
ラ
ス
 神
 崇
拝
を
示
唆
す
る
も
の
は
（
 

力
 ）
（
 
ル
 ）
（
 
ッ
 ）
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

小
ア
ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
キ
 

リ
キ
ア
 （
 
即
ち
、
現
在
の
ト
ル
コ
と
グ
ル
ジ
ア
両
共
和
国
）
に
由
来
 

す
る
こ
れ
等
の
全
 
史
 
9
 



記
述
（
 ヌ
 ）
を
全
く
無
視
し
た
こ
と
、
第
四
に
、
キ
ュ
モ
 ノ
 の
 ミ
ト
ラ
教
起
源
説
を
小
ア
ジ
ア
だ
け
に
関
す
る
も
の
 と
し
て
単
純
化
し
、
 小
 

（
 
几
 ）
 

り
に
過
大
評
価
し
て
、
直
ち
に
他
の
史
料
の
否
定
に
向
 っ
 た
こ
と
、
第
三
に
、
ウ
ィ
ル
が
指
摘
す
る
通
り
、
上
述
 の
 プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
の
 

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
と
結
論
し
た
。
 

@
 
何
 ）
 

こ
の
新
説
は
、
ウ
ィ
ル
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
キ
ュ
 モ
 ン
が
怪
 祝
し
た
、
密
儀
と
し
て
の
ミ
ト
ラ
ス
 神
 信
仰
 と
 国
家
的
、
政
治
的
 宗
 

教
 と
し
て
の
東
方
の
ミ
ト
ラ
 神
 信
仰
の
間
の
差
異
を
強
 謝
 し
た
占
で
正
し
か
っ
た
。
こ
れ
な
く
し
て
は
、
ミ
ト
ラ
 ス
 神
の
変
貌
を
正
し
く
 

把
握
出
来
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
説
に
も
 重
 大
な
欠
点
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
 、
 小
ア
ジ
ア
の
史
料
の
 価
値
を
打
消
す
こ
と
に
 

急
 で
、
自
ら
の
バ
ル
カ
ン
起
源
 説
 に
つ
い
て
十
分
な
論
 証
 を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
は
 、
 ㌃
 せ
簿
 
～
 
t
a
 

の
浮
彫
が
 

否
定
さ
れ
た
こ
と
を
 余
 

料
を
見
る
時
、
キ
ュ
モ
 ノ
 の
ミ
ト
ラ
教
起
源
説
は
証
拠
 十
分
と
看
 徴
 さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ト
ラ
教
史
料
は
全
 一
八
件
の
う
ち
、
五
件
 

（
碑
文
三
件
、
メ
ダ
ル
と
文
献
 
各
 一
件
）
が
確
実
で
あ
る
 
が
 、
神
殿
も
主
要
な
イ
コ
ン
群
も
史
料
か
ら
欠
除
し
た
 ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
 
、
、
、
 

ト
ラ
教
が
こ
れ
等
の
土
地
で
繁
栄
し
た
、
と
は
思
わ
れ
 低
い
。
一
方
、
キ
ュ
モ
 ノ
 の
巧
妙
な
解
釈
に
よ
っ
て
 、
ユ
 
ニ
 ー
 ク
 な
史
料
が
集
め
 

ら
れ
、
マ
ズ
ダ
教
の
一
派
が
ロ
ー
マ
的
ミ
ト
ラ
教
へ
と
 変
貌
 し
 得
た
よ
う
な
雰
囲
気
を
示
す
証
拠
が
存
在
す
る
こ
 と
も
事
実
で
あ
る
（
 タ
 

ル
ソ
ス
 の
海
賊
の
信
仰
、
Ⅱ
㏄
（
㏄
の
ゴ
ロ
の
 
マ
ゴ
ス
 の
碑
文
 、
ポ
ン
ト
ス
や
グ
ル
ジ
ア
の
原
始
的
マ
ズ
ダ
 教
 痕
跡
等
）
 。
し
か
し
、
キ
ュ
モ
 ノ
 

が
ぺ
 ル
ガ
モ
ン
派
に
よ
る
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
 像
 の
 創
成
の
証
拠
と
し
た
（
の
 
つ
 の
（
（
 

ド
の
 浮
彫
が
全
く
否
 足
 さ
れ
た
こ
と
は
、
 
、
、
、
 

ト
ラ
教
の
中
心
的
偶
像
の
起
源
が
分
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
 を
 意
味
し
、
や
が
て
一
九
五
 0
 年
に
現
れ
た
ヴ
ィ
 カ
ン
 デ
ル
 の
新
説
へ
と
 
尊
 び
 

-
 
㏄
）
 

く
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
主
張
は
（
 

ソ
 ）
（
 
レ
 ）
等
の
新
し
 い
 史
料
が
出
る
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
 、
か
な
り
思
い
切
っ
た
 

も
の
で
、
上
述
の
如
き
小
ア
ジ
ア
の
史
料
の
す
べ
て
が
、
 
く
 ト
ラ
 教
 と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
 

小
 ア
ジ
 ア
は
 東
西
の
ミ
ト
ラ
ス
 

神
 崇
拝
の
結
接
点
で
は
な
く
、
逆
に
断
絶
の
場
所
で
あ
 る
と
述
べ
た
。
イ
ラ
ン
系
の
ミ
ト
ラ
（
ミ
ト
レ
ス
）
 神
信
 仰
と
 
ロ
ー
マ
帝
国
の
 
、
、
、
 

ト
ラ
ス
 神
 信
仰
は
全
く
別
物
で
、
後
者
は
バ
ル
カ
ン
 半
 島
で
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教
の
教
義
と
サ
バ
ジ
オ
ス
神
の
図
像
 と
が
結
び
つ
く
こ
と
に
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た
 、
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
 諸
史
 料
の
地
理
的
分
布
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 

 
 

一
ア
 奥
地
な
ど
の
こ
う
し
た
人
種
的
交
流
の
地
で
あ
っ
た
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

ば
 ・
と
に
か
く
、
ウ
ィ
ル
の
小
ア
ジ
ア
史
料
の
解
釈
 
に
よ
っ
て
 、
 
ミ
ト
ラ
教
成
立
史
料
の
地
理
的
性
格
を
再
 吟
味
す
る
必
要
が
起
っ
て
き
 
 
 

阿
 
そ
れ
が
 ミ
ト
り
ダ
 テ
ス
戦
役
の
時
ア
ル
メ
ニ
ア
軍
に
 荒
さ
れ
、
ポ
ン
ペ
 イ
 ウ
ス
が
再
建
し
て
降
伏
し
た
海
賊
 を
住
ま
わ
せ
た
こ
と
が
示
す
 

 
 
刊
 時
の
キ
 
リ
キ
ア
 の
一
中
心
の
 
0
 
二
の
町
は
元
来
 
フ
ヱ
 ニ
 キ
ア
系
の
海
賊
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
 

後
 ギ
リ
シ
ア
人
が
入
植
し
 

、
 

こ
の
最
後
の
過
程
は
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
に
よ
る
ポ
ン
ト
ス
 

、
 ア
ル
メ
ニ
ア
の
征
服
（
 

舘
１
 の
㏄
㏄
・
の
・
）
、
キ
リ
 

キ
ア
 の
 征
服
（
～
の
１
 

0
 
～
 ）
（
 

口
 
ぬ
 

）
 
・
 
0
.
 

て
の
間
に
起
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
キ
 

リ
キ
ア
 
の
海
 
賊
が
 ミ
ト
ラ
教
成
立
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
 

し
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
 

当
 

ア
ジ
ア
の
史
料
を
否
定
す
れ
ば
、
ミ
ト
ラ
ス
 神
 信
仰
の
 ィ
 ラ
ン
か
ら
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
連
続
的
発
展
と
そ
の
密
儀
 へ
の
転
換
を
も
否
定
す
 

る
こ
と
が
出
来
る
、
と
し
た
点
で
あ
る
。
 

最
後
の
問
題
点
は
特
に
重
要
で
、
キ
ュ
モ
 ノ
 は
冒
頭
に
 お
い
て
述
べ
た
通
り
、
小
ア
ジ
ア
を
最
終
的
な
ミ
ト
ラ
教
 形
成
地
と
し
た
と
は
 

云
え
、
そ
の
意
図
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
 マ
 ゴ
ス
 神
 官
の
活
動
と
そ
の
結
果
生
れ
た
マ
ズ
ダ
教
の
一
派
が
 ア
 ル
メ
ニ
ア
や
小
ア
ジ
ア
 

東
部
に
伝
え
ら
れ
て
密
儀
と
し
て
完
成
し
た
と
云
う
 点
 ｜
 
こ
 あ
る
。
従
っ
て
 

（
 
2
-
4
 
 

，
 

、
 ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
の
 キ
ュ
 モ
ン
説
に
対
 す
る
批
判
は
不
十
分
な
 

も
の
で
あ
っ
た
、
と
結
論
し
う
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ル
は
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
 と
 同
じ
く
 小
 ア
ジ
ア
史
料
の
大
部
分
を
否
定
し
、
キ
ュ
モ
 ノ
 が
 小
ア
 ジ
ア
宗
教
の
地
方
の
 

 
 

お
い
て
は
 キ
ュ
 モ
 ノ
 に
従
う
。
彼
が
特
に
重
要
視
す
る
の
 
 
 

の
 信
仰
に
関
す
る
プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
の
記
述
（
 ヌ
 ）
で
あ
る
 
。
即
ち
、
た
と
え
史
料
的
に
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
 イ
 ラ
ン
の
マ
ズ
ダ
教
の
 一
 

分
派
の
ミ
ト
ラ
 神
 信
仰
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
や
ア
ル
メ
ニ
ア
 で
 密
儀
宗
教
に
転
換
し
た
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
は
 か
 ア
ジ
 ア
 の
中
央
部
や
西
部
へ
 

と
は
伝
播
せ
ず
、
タ
ク
ロ
ス
山
脈
沿
い
に
南
下
し
て
キ
リ
 キ
ア
ヘ
 入
り
、
そ
こ
か
ら
地
中
海
世
界
に
伸
び
た
と
 考
 -
 
え
る
。
彼
の
推
測
で
は
、
 



シ
リ
ア
の
史
料
と
解
釈
 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
キ
ュ
モ
 ノ
 が
不
用
意
に
使
用
し
 た
 
「
 
小
 ア
ジ
 

た
 、
と
考
え
ら
れ
る
。
 

で
は
、
こ
れ
等
の
史
料
の
由
来
し
た
地
方
を
如
何
に
 把
 握
 す
べ
き
で
 

作
 に
見
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
 は
 南
は
エ
ジ
プ
 

り
 キ
ア
、
コ
マ
 
ゲ
ネ
、
 更
に
は
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
ま
で
が
 シ
リ
ア
の
名
で
 

二
ア
と
 グ
ル
ジ
ア
を
除
く
と
、
す
べ
て
シ
リ
ア
の
史
料
と
 云
う
こ
と
に
 

る
と
、
小
ア
ジ
ア
よ
り
も
シ
リ
ア
の
残
余
の
土
地
（
 即
 ち
 、
現
在
の
 シ
 

た
 。
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ン
ペ
 イ
 ウ
ス
に
よ
る
キ
 リ
キ
ア
 や
 ア
ル
メ
ニ
ア
 

標
 と
し
て
含
め
て
い
た
こ
と
で
も
分
る
。
（
こ
れ
に
 対
 し
て
、
タ
ウ
ル
 

ア
 」
は
 、
 ミ
ト
ラ
教
成
立
 更
 に
と
っ
て
む
し
ろ
誤
解
を
招
 い
て
 来
 

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
 古
 代
 の
 著
 

ト
と
 パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
境
界
近
く
の
 
オ
ゅ
で
 
す
団
か
ら
、
 此
 は
 キ
 

 
 

ア
ル
メ
 

な
る
。
即
ち
、
こ
れ
等
の
史
料
の
出
土
地
は
古
代
人
の
 考
え
に
よ
 

リ
ア
・
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
）
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
も
 の
で
あ
っ
 

の
 征
服
が
実
は
、
ユ
ダ
ヤ
や
そ
の
南
の
 ナ
 バ
テ
 ア
 を
も
 一
連
の
目
 

ス
 山
脈
以
西
の
ア
ナ
ト
リ
ア
の
征
服
は
既
に
前
二
世
紀
 に
 遂
行
さ
 

リ
 ュ
デ
ィ
ア
 、
ビ
 テ
ュ
ニ
ア
、
ポ
ン
ト
ス
、
フ
リ
ュ
 ギ
 ア
 な
ど
小
ア
ジ
ア
中
央
部
、
西
部
の
地
方
で
は
、
こ
れ
 ま
で
性
格
の
は
っ
き
 

り
し
な
い
史
料
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ミ
ト
ラ
教
と
結
び
 つ
け
て
考
え
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
明
白
に
ミ
ト
ラ
 
教
の
史
料
と
分
る
の
は
 

0
0
 
ざ
 で
ォ
 
0
 コ
の
 
一
件
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
 

ア
ン
テ
ィ
タ
ウ
ル
ス
山
中
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
 や
 ア
ル
メ
ニ
 ア
 、
そ
の
比
隣
り
の
 グ
 

ル
ジ
ア
、
後
述
の
如
く
本
来
シ
リ
ア
に
属
す
べ
き
コ
マ
 ゲ
 不
や
 キ
 リ
キ
ア
 な
ど
、
要
す
る
に
小
ア
ジ
ア
の
 東
辺
は
 
ミ
ト
ラ
教
、
非
ミ
ト
ラ
 

教
内
マ
ズ
ダ
 教
 、
原
始
的
ミ
ト
ラ
ス
 神
 崇
拝
な
ど
の
 
史
 料
 が
比
較
的
豊
か
で
あ
る
（
一
八
件
 中
 
一
二
件
）
。
こ
の
 よ
う
な
地
理
的
分
布
は
 

ウ
ィ
ル
の
主
張
す
る
、
小
ア
ジ
ア
中
央
部
、
西
部
の
 ミ
ト
 ラ
教
 成
立
 更
 に
お
け
る
無
価
値
、
同
東
部
か
ら
 メ
ソ
ポ
 タ
ミ
ア
 に
か
け
て
の
 
地
 

方
の
重
要
性
を
明
白
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
 

(504)  102 



 
 

プ
に
 属
す
る
碑
文
の
年
代
で
あ
っ
て
、
 

深
 浮
彫
に
よ
る
 も
う
一
つ
の
「
牛
を
屠
る
 神
 ミ
ト
ラ
ス
」
像
に
対
し
て
は
 、
ウ
ィ
ル
は
第
二
世
紀
 
1
 

トラ教の起 

あ
る
。
ウ
ィ
ル
は
 
シ
 ド
ン
紀
元
と
し
て
計
算
し
、
 
卸
 ・
 
ロ
 ㏄
㏄
の
Ⅰ
 

ゆ
 
0
 
 
年
を
 

（
 
3
 
5
 
 

）
 、
 
・
リ
ッ
 
デ
ル
 （
 
宙
り
 
オ
ぎ
 
年
 e
 
（
）
等
は
 
セ
レ
ウ
コ
ス
紀
元
と
し
 （
 
力
 

て
レ
，
ロ
，
 

）
㏄
 
づ
へ
 
㏄
年
を
昌
え
る
。
『
（
 

4
-
5
 
 

但
し
 、
こ
 れ
等
は
「
 牛
 を
 屠
る
 神
 ミ
ト
ラ
ス
」
「
獅
子
頭
神
」
等
を
主
題
と
す
る
 

丸
彫
立
像
の
 一
 グ
ル
ー
  
 
 
 

 
 
瀬
市
民
で
あ
っ
た
と
云
う
点
で
は
多
く
の
研
究
者
が
 

@
 
 

一
 

 
 

つ
い
て
は
、
二
つ
の
説
が
 

ついて 

ミ
ト
ラ
教
形
成
 期
 史
料
と
し
て
の
問
題
点
を
検
討
し
た
  
 

ぐ
不
 
）
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
の
が
 ォ
ぎ
 

 
 

わ
れ
る
と
さ
れ
て
 来
 

た
が
、
最
近
 ム
 テ
ル
ド
（
 刃
目
 0
 仁
汀
 （
 
ロ
の
 
）
が
 畢
 っ
た
 補
 摩
を
提
出
し
た
。
そ
れ
こ
よ
る
と
ミ
ト
ラ
ー
 

（
 
0
@
5
 
 

@
 

ス
神
の
名
が
 消
滅
す
る
。
い
ず
れ
に
 

し
て
も
用
語
法
か
ら
、
ミ
ト
ラ
教
の
も
の
で
低
い
こ
と
 が
 分
る
。
 

（
 
ナ
 ）
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
 
シ
 ド
ン
の
ミ
ト
ラ
教
神
殿
及
び
 そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
た
十
数
件
の
遺
物
（
大
理
石
製
及
び
 青
銅
製
）
及
び
 ギ
り
 

ア
 五
 
@
-
p
 
 

。
碑
文
。
 

（
ー
ノ
 

5
 神
殿
に
つ
い
て
は
確
か
低
調
査
は
行
わ
れ
 な
か
っ
た
。
奉
納
者
（
の
の
（
 

0
 口
 （
ざ
の
等
）
が
ロ
ー
マ
 
兵
 で
は
な
く
、
東
方
人
の
 

 
 

れ
て
い
た
。
）
 

北
 シ
リ
ア
（
キ
リ
 
キ
ア
や
 コ
マ
 ゲ
ネ
 ）
と
残
余
の
 シ
り
 ア
 の
間
に
は
、
タ
ク
ル
ス
山
脈
の
如
き
重
大
な
交
通
の
障
 

害
 は
な
く
、
且
つ
 
キ
 

ュ
 モ
ン
以
来
ミ
ト
ラ
教
成
立
文
に
と
っ
て
最
初
の
問
題
の
 

土
地
で
あ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
 
金
 シ
リ
ア
は
、
パ
ル
テ
 
ィ
ア
 帝
国
の
時
代
に
も
 

物
質
的
、
精
甲
 

そ
白
 
勺
こ
 
1
,
 
-
6
 

結
合
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

4
 
 

）
 
そ
れ
 故
 、
か
か
る
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
ミ
ト
ラ
教
成
立
 

更
 に
 と
っ
て
 、
北
 シ
リ
ア
の
 

史
料
を
の
み
重
視
し
 
、
 他
の
シ
リ
ア
の
史
料
を
無
視
す
 
る
 理
由
は
存
在
し
な
い
。
 

北
 シ
リ
ア
以
外
の
シ
リ
ア
の
史
料
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ル
 

は
そ
れ
等
が
西
方
か
ら
の
ロ
ー
マ
兵
に
よ
る
再
輸
入
 

物
に
 す
ぎ
な
い
と
し
て
、
 

ミ
ト
ラ
教
成
立
 
更
 に
お
け
る
価
値
を
否
定
し
 

カ
，
、
 
-
7
-
4
 
 

*
@
 

。
 キ
ュ
モ
 ン
は
 シ
リ
ア
の
ミ
ト
ラ
教
は
小
ア
ジ
ア
か
ら
入
っ
た
も
 

の
も
あ
る
と
す
る
が
、
 

そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
 
、
て
 

し
 
ま
時
 

１
１
 
こ
 否
定
的
、
 

@
@
 

4
 
 

）
 時
に
後
 述
の
如
く
肯
定
的
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
シ
リ
ア
の
 

史
料
を
枚
挙
し
、
そ
の
 



キ
ュ
 モ
 ノ
 に
は
当
初
、
シ
リ
ア
の
ミ
ト
ラ
教
の
考
古
史
 料
 と
し
て
は
、
こ
の
 シ
 ド
ン
の
も
の
に
つ
い
て
の
簡
単
 
 
 

た
 。
こ
れ
が
彼
の
シ
リ
ア
の
ミ
ト
ラ
教
評
価
を
不
安
定
 に
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

@
 
㏄
 -
 

（
 ラ
 ）
ハ
ウ
ラ
ン
地
方
の
聖
地
史
㏄
（
 田
、
 
・
の
の
り
 

寸
 ）
で
 別
 々

に
発
見
さ
れ
た
三
つ
の
「
牛
を
屠
る
 神
 ミ
ト
ラ
ス
」
 
浮
彫
。
第
一
の
も
の
 

は
ナ
 バ
テ
 ア
 人
の
主
神
 
写
銭
鰹
 （
 し
 仁
の
ぎ
（
 
ゆ
 ）
の
神
 殿
 
（
第
一
世
紀
前
半
建
立
）
の
前
で
発
見
さ
れ
た
。
年
代
 
は
 不
詳
で
あ
る
が
、
 
第
 

二
 、
第
三
の
も
の
に
「
不
滅
の
神
太
陽
」
の
ラ
テ
ン
語
頭
 文
字
（
 し
あ
 ）
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
に
 ロ
 １
 7
 軍
が
恒
久
的
に
姿
 

を
現
 わ
し
た
後
の
奉
納
物
で
あ
る
。
第
一
世
紀
の
ハ
ウ
 -
 
フ
ン
地
方
は
、
ヘ
ロ
デ
王
朝
 や
ナ
 バ
テ
 ア
 大
筈
土
着
勢
力
 と
 ロ
ー
マ
 軍
 と
が
交
互
 

@
 
㏄
 -
 

に
 支
配
し
た
。
恐
ら
く
、
 

レ
 ・
 ロ
 ・
 簿
 
年
に
こ
こ
が
 ロ
｜
 

 
 

-
.
.
,
 

で
 
v
 
）
 

当
該
浮
彫
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
一
つ
は
発
見
 さ
れ
た
場
所
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
口
口
の
 
p
n
m
 

の
 神
と
ミ
ト
ラ
ス
神
と
 

の
 習
合
が
論
争
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
こ
の
 
口
 引
縄
鰍
の
神
は
神
 椴
 内
か
ら
発
見
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
の
 樹
 の
 モ
チ
ー
フ
付
の
 
テ
 ィ
 

-
 
㏄
 @
 

 
 

で
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
ジ
ン
ガ
ム
（
 田
 （
 
0
 目
ぎ
的
ヰ
 
リ
ヨ
）
 と
 キ
ュ
 モ
 ノ
 は
、
こ
の
 浮
 

彫
か
ら
看
取
さ
れ
る
如
き
、
ミ
ト
ラ
教
成
立
の
基
盤
と
 な
っ
た
原
始
的
マ
ズ
ダ
教
の
自
然
崇
拝
的
要
素
（
後
述
）
 ぶ
比
、
 
ふ
地
ム
朋
ヱ
 

つ
 し
目
 あ
 （
⑥
の
 

神
と
習
合
し
た
、
と
主
張
す
る
。
彼
等
は
既
に
一
九
世
 絶
後
半
に
 、
ヴ
ヱ
 
ル
ハ
ウ
ゼ
 
ノ
こ
 ・
 ま
 0
 コ
 甘
 a
u
 

の
の
こ
が
 

口
口
 

s
p
 

繍
の
神
の
歴
史
を
 

関
係
を
持
っ
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
 

-
 
防
 ）
 

の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
等
の
問
題
点
は
神
 理
口
 体
の
発
掘
 調
査
に
よ
ら
な
く
て
は
解
決
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
  
 

 
 

シ
 
ド
ン
の
丸
彫
の
神
像
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
 

後
 逃
す
る
 ド
ゥ
ー
ラ
・
 
ェ
 ウ
ロ
 
ポ
ス
 の
壁
面
の
神
像
 群
と
 共
に
注
 目
 す
べ
き
点
は
 、
、
、
、
  
 
 
 

ト
ラ
 教
 美
術
で
は
浮
彫
が
圧
倒
的
に
多
い
中
で
、
丸
彫
 や
 壁
画
は
主
と
し
て
イ
タ
リ
ア
で
比
較
的
多
く
、
シ
リ
ア
 が
そ
の
両
者
を
少
数
な
の
 

@
 
印
 @
 

-
 
㏄
 -
 

が
ら
出
土
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
典
博
物
館
 蔵
 の
 
ロ
ー
マ
出
土
と
さ
れ
る
「
牛
を
屠
る
 神
 ミ
ト
ラ
ス
」
の
   

り
で
最
も
古
い
遺
物
（
第
一
世
紀
末
）
で
あ
る
こ
と
を
 考
え
る
と
、
シ
リ
ア
 と
 イ
タ
リ
ア
は
ミ
ト
ラ
教
形
成
 期
に
 同
 像
の
形
態
上
宿
 性
 な
 



沙
漠
の
民
の
天
神
か
ら
、
定
住
民
の
万
物
生
育
を
司
る
 

太
陽
神
へ
と
転
換
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
際
に
ミ
ト
ラ
ス
 

神
話
の
影
特
を
受
け
た
 

 
 

し
さ
を
証
明
し
た
、
と
考
え
た
。
も
し
そ
の
通
り
と
す
 

 
 

遊
牧
生
活
か
ら
定
住
生
活
へ
の
社
会
的
進
化
、
王
国
 

建
 設
は
前
二
世
紀
中
葉
か
ら
前
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
起
っ
 

た
 、
と
考
え
ら
れ
る
か
 

ら
 、
そ
れ
か
ら
当
該
浮
彫
が
奉
納
さ
れ
る
（
上
述
の
よ
，
 

つ
に
第
一
世
紀
以
後
）
ま
で
の
間
に
 

、
 口
ロ
の
の
（
卸
の
神
と
 

ミ
ト
ラ
ス
神
の
避
 

遁
が
 

起
っ
た
、
と
し
低
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

こ
の
よ
う
な
市
神
の
習
合
 

説
 に
対
し
て
、
ウ
ィ
ル
は
次
の
 

父
 -
 

よ
う
な
史
料
解
釈
に
よ
っ
て
反
対
す
る
。
即
ち
、
一
九
 

五
二
年
に
 紐
の
二
 

つ
 目
の
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 

神
 」
像
が
或
る
洞
窟
の
入
 

ロ
の
 壁
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
の
で
 

あ
っ
て
、
現
地
調
査
は
 

さ
れ
て
い
な
い
と
は
云
え
 

、
 彼
は
そ
こ
を
ミ
ト
ラ
教
の
 

祭
祀
場
所
と
す
る
。
そ
し
て
、
図
像
と
作
風
が
ほ
ぼ
完
全
 

に
 相
似
し
 
、
 大
き
さ
の
 

み
 黒
 6
 点
に
着
目
し
、
し
ロ
の
曲
（
何
の
神
殿
の
も
の
は
か
つ
 

て
 第
二
の
も
の
と
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
 

同
 じ
 洞
窟
内
に
あ
っ
た
の
 

が
 、
何
等
か
の
理
由
で
小
さ
い
方
が
移
転
さ
せ
ら
れ
た
 

た
め
に
、
互
に
異
っ
た
場
所
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
と
云
う
 

。
し
か
し
な
が
ら
、
 

こ
 

の
 説
明
に
ほ
多
く
の
疑
問
点
が
存
す
る
第
一
の
浮
彫
 

搬
出
の
理
由
が
分
ら
低
い
、
洞
窟
の
確
認
と
発
掘
調
査
 

が
 行
わ
れ
て
い
な
い
、
 

同
一
の
ミ
ト
ラ
教
祭
祀
場
所
に
、
同
一
作
家
の
手
に
な
 

る
 完
全
に
相
似
し
た
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 

神
 」
像
が
二
 
っ
 並
ぶ
と
云
 
う
 よ
う
な
 

て
 光
景
は
不
自
然
で
、
他
に
実
例
が
な
い
、
な
ど
の
 

他
 に
、
 更
に
第
三
の
全
く
相
似
し
た
同
じ
浮
彫
が
近
郊
の
 

鹿
屋
 に
 彫
ら
れ
て
い
る
の
が
 

刊
 発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
図
像
の
作
風
の
一
致
が
 

必
ら
 ず
し
も
同
一
場
所
に
お
け
る
奉
納
を
意
味
す
る
も
の
で
 

は
 低
い
こ
と
を
示
す
。
か
く
 

 
 

 
 

 
 

起
 

冊
 
D
 

(
 

 
 

性
は
依
然
と
し
て
否
定
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

シ
り
 ア
 以
外
に
は
、
ミ
ト
ラ
ス
 

神
  
 
 
 
 
 

 
 
の
上
着
化
と
そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
、
こ
れ
種
の
証
拠
 

は
 存
在
し
て
い
な
い
。
 



で
は
、
囲
が
の
 三
 浮
彫
の
図
像
自
体
は
、
こ
の
よ
う
な
 自
然
崇
拝
的
な
ミ
ト
ラ
ス
 神
 信
仰
の
残
存
物
を
示
し
て
い
 る
で
あ
ろ
う
か
。
 

（
 
鍵
 @
 

こ
こ
に
、
第
二
の
問
題
点
が
あ
る
。
キ
ュ
モ
 ノ
と
プ
 ロ
 ジ
 ン
ガ
ム
が
指
摘
す
る
の
は
か
か
る
残
存
物
な
の
で
あ
る
 。
彼
等
の
嫡
 案
 に
よ
る
 

と
 、
当
該
浮
彫
の
作
風
は
著
し
く
稚
拙
で
あ
り
、
図
像
 の
 構
成
に
も
通
例
の
も
の
と
 異
 8
 点
が
あ
る
。
即
ち
 、
牛
 の
 下
方
に
あ
る
蛇
の
姿
 

勢
 が
母
な
る
大
地
の
使
者
と
し
て
、
そ
の
生
殖
力
が
犠
 牲
 獣
の
聖
な
る
力
で
発
動
す
る
、
 と
 云
 う
 自
然
の
生
産
力
 に
 対
す
る
崇
拝
を
強
調
 

す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
原
始
マ
ズ
ダ
 教
 直
伝
の
自
然
崇
拝
的
思
想
に
基
ず
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
 は
 、
東
方
の
性
的
神
秘
 

思
想
に
通
例
の
直
接
的
表
現
で
あ
り
、
他
の
大
多
数
の
 こ
の
種
の
イ
コ
ン
の
示
す
 へ
 レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
的
母
胎
 と
は
 異
 っ
た
も
の
で
あ
 

る
と
主
張
し
た
。
 

こ
う
云
う
解
釈
に
対
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
上
述
 の
 ウ
ィ
ル
（
 一
 0 三
頁
）
の
よ
う
に
、
一
般
論
的
な
反
 対
し
か
出
さ
れ
て
い
 

な
い
。
従
っ
て
 、
紹
ド
の
 史
料
の
重
要
性
を
簡
単
に
看
 過
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

尚
 、
キ
ュ
モ
 ノ
 は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
神
と
し
て
の
し
 ヂ
 a
r
e
 

の
神
と
ミ
ト
ラ
教
浮
彫
の
結
び
つ
き
の
も
う
一
つ
の
 

理
由
と
し
て
、
 マ
ズ
 

-
 
托
 ）
 

ダ
 教
の
聖
 酒
 ハ
オ
 マ
と
 ブ
ド
ウ
酒
の
同
一
視
を
も
仮
定
 

中
央
の
ミ
ト
ラ
ス
神
に
対
す
る
両
端
の
松
明
春
持
者
の
 し

た
が
、
 

@
9
 

6
 
 

）
 こ
れ
は
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
の
云
う
通
り
全
く
根
拠
 

大
き
さ
、
蛇
の
仕
置
、
 さ
 そ
り
の
欠
除
、
ミ
ト
ラ
ス
神
の
 が

な
い
。
 

姿
勢
な
ど
、
他
に
見
ら
 

（
 ム
 ）
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
北
方
、
北
シ
リ
ア
、
 メ
ソ
ポ
 タ
ミ
ア
ヘ
向
う
 古
代
道
路
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
 臣
あ
 ゴ
 が
ま
㏄
 
l
 の
 口
 ～
 
ヴ
 日
出
土
 

の
 「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
 淫
 
。
（
 

1
 
7
 
 

@
 
彫
 
）
 
年
代
不
詳
で
あ
 る
が
、
 四
 り
の
も
と
同
じ
く
全
く
稚
拙
な
作
風
を
示
し
、
 図
像
も
特
異
で
あ
る
。
 

れ
な
い
構
図
は
、
キ
ュ
モ
 ノ
 に
よ
る
と
、
図
像
の
形
成
 期
の
状
態
を
示
す
。
 

，
、
，
 

，
 @
2
 

7
 ）
 ウ
ィ
ル
は
こ
の
よ
う
な
特
異
性
と
 図
 像
の
形
成
 期
 と
を
結
び
 

つ
け
ず
、
単
に
道
路
分
岐
点
の
関
所
の
ロ
ー
マ
兵
の
も
の
 と
す
 あ
じ
㍗
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
章
で
扱
っ
た
 
北
 シ
リ
 ア
 へ
の
出
口
に
、
こ
の
 

よ
う
な
作
品
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
 全
 シ
リ
ア
の
 、
、
、
 

ト
ラ
 教
 図
像
に
、
古
拙
な
傾
向
が
存
在
し
、
そ
れ
が
原
始
 酌
 マ
ズ
ダ
教
の
何
等
 か
 

の
 反
映
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
暗
示
す
る
も
の
と
云
え
よ
 う
 。
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よ
る
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
 像
 浮
彫
の
奉
納
が
 行
 わ
れ
た
。
神
殿
は
恐
ら
く
そ
れ
よ
り
も
前
に
建
立
さ
れ
、
 西
暦
二
一
一
年
と
二
四
 

0
 年
頃
に
改
築
さ
れ
、
西
暦
二
五
六
年
に
 ぺ
ル
 シ
 フ
軍
 の
手
に
よ
っ
て
 、
 町
と
共
に
亡
び
た
。
以
下
に
お
い
て
は
 、
上
述
の
 で
 ゴ
ス
神
官
 

0
 間
 題
 
（
九
八
頁
）
の
他
に
、
本
稿
に
関
係
あ
る
と
思
わ
 
れ
る
史
料
の
二
三
を
考
察
す
る
に
と
ど
め
る
。
 

第
一
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
最
初
期
の
神
殿
は
奉
納
 老
木
内
田
 
ゴ
づ
 
の
 コ
田
 
一
い
 
回
コ
 
0
 庄
 0
 の
 @
 
 
Ⅱ
が
 
ユ
ヴ
ひ
 
）
Ⅲ
の
 
竺
寸
 
）
は
 パ
ル
 ミ
ラ
人
で
あ
り
、
 彼
 

等
の
奉
納
に
な
る
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
神
し
像
も
そ
の
 着
衣
、
 又
 彫
刻
家
の
表
現
方
法
が
全
く
パ
ル
ミ
ラ
の
美
術
 に
 見
ら
れ
る
も
の
に
 似
 

 
 

ミ
ト
ラ
教
を
学
び
と
っ
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
パ
ル
 、
、
、
 

ラ
 市
の
遺
物
が
示
す
 通
 

て
り
 、
彼
等
は
宗
教
的
個
性
が
極
め
て
強
く
 、
 種
々
 な
 宗
教
思
想
を
消
化
し
て
独
自
の
も
の
を
生
み
出
す
能
力
 を
 持
っ
て
い
た
、
と
考
え
 ろ
 

れ
る
の
で
、
 

@
8
 

7
 
 

）
 

同
市
の
文
化
的
繁
栄
の
夜
明
け
 頃
 
（
 
一
 
世
世
紀
 ?
 後
一
世
紀
）
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
 ミ
ト
 ラ
 教
に
パ
ル
ミ
ラ
系
の
セ
ム
 

淑
人
が
何
等
か
の
関
係
を
も
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
 
こ
 の
点
で
、
ド
ゥ
ー
ラ
・
 ェ
ウ
ロ
ポ
ス
 の
碑
文
も
注
目
す
 べ
き
で
あ
る
。
碑
文
は
初
期
 

起
 
ゆ
 
の
も
の
は
パ
ル
ミ
ラ
 語
と
 ギ
リ
シ
ア
 譚
 
後
に
は
 ギ
 り
シ
ァ
語
と
 ラ
テ
ン
語
に
よ
る
が
、
ミ
ト
ラ
教
に
通
有
 の
 「
不
滅
の
太
陽
神
ミ
ト
ラ
 

ば
ス
 」
の
句
は
西
暦
二
一
一
年
の
ラ
テ
ン
語
碑
文
に
 
一
つ
出
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
碑
文
で
ミ
ト
ラ
ス
 神
 が
出
る
場
合
は
、
「
 神
 

 
 

（
（
 
プ
の
 
㌢
）
ミ
ト
ラ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
の
 き
ま
り
文
句
が
確
立
し
て
、
ロ
ー
マ
世
界
に
流
布
す
る
 前
の
 ミ
ト
ラ
ス
神
の
表
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神
 屏
 
"
%
 

@
6
-
7
 

。
 西
暦
一
六
八
年
と
一
セ
 
0
 年
に
、
当
地
に
駐
屯
 
し
て
、
恐
ら
く
ロ
ー
マ
軍
に
加
わ
っ
て
い
た
パ
ル
ミ
ラ
 

弓
 衛
 兵
部
隊
の
長
た
ち
に
 

（
 ウ
 ）
シ
リ
ア
沙
漠
の
中
、
パ
ル
ミ
ラ
の
北
に
あ
る
 
絵
 （
 寄
 （
の
け
が
の
（
。
 

ぎ
 干
目
ギ
 隼
囲
 
③
の
遊
牧
民
口
伝
に
よ
 
る
と
、
当
地
の
城
主
 

宇
 コ
ミ
 キ
國
 「
 蛇
 」
酋
長
が
 、
 牛
の
背
に
ひ
そ
む
 さ
そ
 り
に
刺
さ
れ
て
死
ん
だ
、
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
話
は
「
 牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
 

（
 
わ
 ）
 

（
田
げ
 

-
 

像
 に
由
来
し
、
城
は
ロ
ー
マ
軍
の
陣
営
の
こ
と
と
解
釈
 さ
れ
た
。
キ
ス
モ
ン
 は
 懐
疑
的
で
あ
る
が
、
理
由
は
述
べ
 て
い
な
い
。
こ
の
種
の
 

史
料
は
単
独
で
は
価
値
が
低
い
が
、
シ
リ
ア
全
体
の
史
 料
 と
併
せ
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

（
 ヰ
 ）
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
に
接
す
る
ロ
ー
マ
軍
陣
営
 
兼
 隊
商
都
市
ド
ゥ
ー
ラ
・
 

エ
 ウ
ロ
 ポ
ス
 の
町
の
北
西
部
で
発
 見
さ
れ
た
、
 、
 
、
ト
ラ
ス
 



総
じ
て
、
ド
ゥ
ー
ラ
・
 

エ
ウ
ロ
ポ
ス
 
の
ミ
ト
ラ
教
は
 
、
初
 期
の
図
像
の
構
成
や
神
殿
の
状
態
か
ら
見
て
 、
 既
に
完
 成
し
た
も
の
と
し
て
 

当
地
に
流
入
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
信
徒
は
め
 
息
伶
 な
パ
ル
ミ
ラ
の
貴
族
出
の
軍
人
た
ち
で
あ
り
、
図
像
 も
神
観
念
も
彼
等
値
 有
 

の
 宗
教
文
化
的
背
景
に
従
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
、
 と
考
 え
ら
れ
る
。
 
ス
 、
ロ
ー
マ
軍
か
ら
学
び
と
っ
た
も
の
で
 は
な
か
っ
た
可
能
性
が
 

強
い
。
 

-
 
㏄
）
 

（
 ノ
 ）
Ⅰ
い
ロ
 麓
 方
円
 
婁
。
 円
が
巨
。
仁
の
間
の
海
岸
地
帯
で
発
 見
さ
れ
た
と
云
わ
れ
る
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
浮
彫
 頭
部
は
、
ウ
ィ
ル
の
 

鑑
定
で
は
、
第
二
世
紀
前
半
の
も
の
で
、
上
出
の
 シ
ド
 ン
の
深
 浮
彫
と
同
じ
 カ
 テ
コ
リ
ー
に
入
る
。
 
-
 
㏄
）
 

n
 
ぬ
 @
 

（
 オ
 ）
ド
ナ
ウ
川
北
岸
、
ダ
キ
ア
の
し
 
0
 ～
の
（
 

の
 ま
出
土
 の
 ラ
テ
ン
語
碑
文
は
、
ノ
ッ
ク
の
解
釈
に
よ
る
と
、
マ
ケ
 ド
ニ
ア
生
れ
の
 
ロ
｜
 

マ
 軍
兵
士
（
 卸
 お
目
 @
0
 
）
が
当
地
で
ミ
ト
ラ
ス
神
殿
を
訪
 れ
た
際
に
、
信
者
で
あ
っ
た
（
ロ
ー
マ
軍
の
）
 
ハ
 ル
 、
、
、
 

ラ
 人
た
ち
に
よ
っ
て
 奉
 

納
 者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、
と
表
 ぅ
 意
味
で
あ
る
。
 
従
 っ
て
、
パ
ル
ミ
ラ
市
で
は
ミ
ト
ラ
教
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
 て
い
な
く
て
も
、
 
ダ
キ
 

ア
 駐
在
の
パ
ル
ミ
ラ
人
が
ミ
ト
ラ
ス
神
殿
を
所
有
し
た
こ
 と
が
こ
の
碑
文
に
よ
っ
て
 確
 め
ら
れ
る
。
 

以
上
の
史
料
（
 ネ
 ）
 
1
 
（
 オ
 ）
八
件
の
う
ち
、
確
認
し
得
な
 
い
も
の
や
ミ
ト
ラ
教
と
は
 異
 る
も
の
二
件
（
 木
 ）
（
 
ウ
 ）
を
 除
 い
て
、
そ
の
多
く
が
 

ミ
ト
ラ
ス
神
殿
や
「
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
 神
 」
像
を
含
み
 

 
 

エ
ウ
ロ
ポ
ス
 ）
と
共
に
 

数
件
が
何
等
か
の
意
味
で
原
始
的
自
然
崇
拝
の
色
彩
の
 あ
る
、
古
い
ミ
ト
ラ
ス
祐
信
仰
の
遺
風
を
残
し
て
い
る
と
 推
定
さ
れ
る
。
 
又
 、
 

糖
 お
プ
リ
ま
 
い
 @
Q
 
Ⅰ
 円
ヴ
 
日
の
も
の
は
、
前
章
で
論
じ
た
 北
シ
 リ
 ア
と
の
中
間
地
帯
の
も
の
と
し
て
特
別
の
意
味
を
持
つ
 と
 云
え
る
。
そ
れ
故
、
 

シ
リ
ア
の
ミ
ト
ラ
教
史
料
こ
そ
形
成
期
の
状
態
を
反
映
す
 る
も
の
で
あ
る
。
但
し
 、
北
 シ
リ
ア
 や
 ア
ル
メ
ニ
ア
 
と
 具
り
 、
 非
ミ
ト
ラ
教
の
 

絵 に 記 
の 散 法 

背 見 の 
後 さ 伊 U   
、 る も   
始 う れ 
マ ン な 

ズ 系 い 

又 狩猟文 教の ダ 。 、 
自 他 壁   の一 崇拝 残存     
百 あ   
を 6 瓶 
看 。 子 

や蛇 取し デュ   
て ソ を 

  
句あ ） （ 刃て 

・ し u のの au 狩猟をす 
③ る 

やも ギラ 
ル ス   
ュ が 
マ あ 
ン る 

（が 勾 、 

目轟 

のプ ヨミ は 
曲 コ ト 

） ラ 

は 教 
こ 美 
の 術 
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ミトラ教㏄   

牛 が る 
の 、 の 
犠 ア で 

牲 ナ あ 
の ト る 
，ぃ 田 り 。   
、 辺 ソ   
ビそ ロこキ は 
二 で ュ 
ア は モ 
の 無 ン 

  

つ 
本目年祭祀と結び 祝 された。 又 、ヴィ 8 -4 ノ 死後、自の の め 
けうと     
マ   

  

gr 的 スタ 密儀 ） の 臣 
と は ン 
マ ミ l 
ス   ト バ 

タ     ラ ビ   

  
宗 心 シ 

教 テ リ 

の l ア 
差 7 @ 
異 で 地 
に あ 中 
つ る 海 
い 聖 ） 

109@ (511) 

起源に 

は 
よ 尤 
  
  

上 
述 

  
  
  
  
  
ア 

  
  
  
ポ 

タ 

ア 

iC 
直 

結す 

る 

土 
  
で 

あ 
る 

  
，ら 

  
ラ 

    
刀 。 
教 
  
西 
  
  
  
  
  
も 

無 
数 
tc 

考 - 
え，り 
れ 

説
 

総
 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ま
ず
北
は
グ
ル
ジ
ア
か
ら
南
は
 ナ
 バ
テ
 フ
 ま
で
の
こ
の
地
帯
に
 、
 遅
く
と
も
前
一
世
紀
後
 平
 ま
で
に
、
原
始
的
 

マ
ズ
ダ
教
の
一
分
派
と
し
て
の
ミ
ト
ラ
ス
神
祭
祀
が
根
づ
 い
た
。
但
し
、
そ
れ
が
之
の
日
 
目
宙
 
し
の
 
幅
ゴ
 型
の
国
教
 的
 ミ
ト
ラ
ス
 神
 崇
拝
 と
 

い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
、
更
に
多
く
の
研
究
を
 必
要
と
す
る
。
そ
の
後
で
、
恐
ら
く
は
内
陸
部
シ
リ
ア
 に
お
い
て
、
神
殿
、
 
ィ
 

コ
ン
、
入
信
儀
式
、
普
遍
的
 神
 観
念
、
祭
祀
用
語
な
ど
が
 形
成
さ
れ
て
一
つ
の
密
儀
宗
教
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
 フ
ェ
ニ
キ
ア
や
キ
リ
 キ
 

ア
で
 ロ
ー
マ
軍
や
商
人
に
継
承
さ
れ
、
イ
ラ
ン
語
・
ア
 -
 
フ
 ム
語
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
、
 

洗
 練
 さ
れ
て
、
ロ
ー
マ
 
世
 

弄
 へ
広
ま
っ
た
、
と
す
る
の
が
最
も
よ
い
説
明
で
あ
ろ
 ，
 
つ
 。
 

キ
ュ
 モ
 ノ
 は
、
結
局
シ
リ
ア
に
も
原
始
的
マ
ズ
ダ
教
の
：
 、
ト
ラ
ス
 神
 信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
を
 認
 み
る
一
方
、
 
、
、
、
 

ト
ラ
 教
 そ
の
も
の
に
 

は
 ア
ナ
ト
リ
ア
 東
 辺
か
ら
南
下
し
て
、
（
ロ
ー
マ
人
の
手
 を
 経
る
こ
と
な
く
）
シ
リ
ア
に
入
っ
た
一
系
統
が
あ
る
 、
と
認
め
た
が
、
ア
ナ
 

ト
リ
ア
に
原
型
を
求
め
る
考
え
は
最
後
ま
で
捨
て
な
か
っ
 

 
 

フ
ス
 神
 信
仰
の
新
発
展
 

 
 
刊
を
支
え
て
い
た
、
強
靭
な
土
着
の
宗
教
文
化
の
存
在
 
を
 考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
も
は
や
史
料
の
少
 い
ア
 ナ
 ト
リ
ア
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
 

ミ
ト
ラ
ス
 神
 史
料
が
少
い
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
い
く
 ら
 多
数
で
も
、
密
儀
宗
教
へ
の
信
仰
の
質
的
転
換
を
説
 明
 出
来
る
か
ど
う
か
、
 

疑
わ
し
い
。
 



も
し
、
一
人
の
教
祖
な
し
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
ミ
ト
ラ
 教
の
起
源
を
説
明
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
又
、
も
し
、
 上
 込
め
 ミ
ト
ラ
教
、
非
 

ミ
ト
ラ
教
両
方
の
史
料
に
共
通
に
現
わ
れ
て
、
し
か
も
 シ
 リ
ア
や
ア
ル
メ
ニ
ア
の
地
に
の
み
知
ら
れ
る
宗
教
者
が
 教
祖
と
さ
れ
る
べ
き
で
 

あ
る
な
ら
ば
、
教
祖
は
依
然
と
し
て
 マ
 ゴ
ス
神
官
た
ち
 の
間
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
、
シ
リ
 ア
 内
陸
部
の
セ
ム
人
の
 

世
界
で
ミ
ト
ラ
教
が
形
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
教
祖
は
 、
 キ
ュ
 モ
 ノ
 の
云
う
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
マ
コ
ス
神
官
た
ち
で
 な
く
、
ヴ
ィ
デ
ン
グ
レ
 

の
一
ム
 
う
，
 

-
8
 

8
 
、
 
）
 ア
ラ
ム
系
文
化
の
影
響
下
に
あ
る
 マ
 ，
コ
ス
 
神
 官
 た
ち
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
も
し
、
ミ
ト
ラ
教
史
料
に
 唯
一
人
の
マ
コ
ス
神
官
 

の
個
人
名
が
出
る
の
は
、
 

@
9
 

8
 
 

）
 

そ
れ
が
或
る
宗
教
的
天
才
を
記
 食
 す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ド
ゥ
ー
ラ
・
 エ
 タ
ロ
ポ
ス
 の
 目
ゅ
パ
ョ
 

に
 残
さ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
 な
 ，
う
な
い
。
 

て
は
、
後
者
を
王
の
密
儀
入
信
を
以
っ
て
天
下
泰
平
の
保
 託
 と
す
る
信
仰
で
あ
っ
た
、
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 む
し
ろ
両
者
は
近
縁
関
 

係
 に
あ
り
、
シ
リ
ア
の
信
仰
や
ユ
ダ
ヤ
教
に
も
そ
れ
が
 曇
逸
 

ィ
 ・
（
 

し
た
、
 

5
 
s
 

）
 と
主
張
し
た
。
こ
こ
で
も
小
ア
ジ
ア
は
重
要
 な
 役
割
を
演
じ
な
い
。
 

さ
て
、
内
陸
部
シ
リ
ア
で
ミ
ト
ラ
教
が
形
成
さ
れ
た
と
 し
て
も
、
以
上
の
如
く
し
て
そ
こ
に
そ
の
存
在
を
推
定
さ
 れ
る
、
原
始
的
 マ
ズ
 

ダ
 教
に
由
来
す
る
思
想
、
図
像
、
信
者
の
組
織
、
祭
祀
 用
語
が
一
つ
の
宗
教
に
ま
と
ま
り
、
密
儀
へ
と
質
的
に
転
 換
 し
た
こ
と
が
確
認
さ
 

れ
な
く
て
は
、
か
か
る
新
宗
教
が
成
立
し
た
と
は
云
え
 ず
 、
ス
ロ
ー
マ
帝
国
内
ミ
ト
ラ
教
の
均
一
な
性
格
も
説
明
 出
来
な
い
 0
 キ
ュ
 モ
 ノ
 

説
 に
は
こ
の
点
で
も
重
大
な
欠
点
が
あ
っ
た
。
彼
は
 、
、
、
 

ト
ラ
 教
 思
想
は
ア
ル
メ
ニ
ア
周
辺
の
 
"
 ヨ
儂
 8
 
ゴ
山
本
コ
 
田
 
の
か
の
 

"
 が
 発
明
し
た
と
 

す
る
一
方
、
イ
コ
ン
は
小
ア
ジ
ア
の
 ぺ
 ル
ガ
モ
ン
派
の
 彫
刻
家
の
作
成
に
帰
す
る
、
と
表
 ぅ
 よ
う
な
地
理
的
に
多
 元
 的
な
形
成
を
認
め
、
 

そ
の
各
部
門
が
統
一
さ
れ
た
密
儀
に
な
っ
た
の
は
如
何
 に
し
て
か
、
と
云
う
点
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
 対
 し
て
、
こ
の
よ
う
な
 宗
 

-
 
㏄
）
 

数
 は
一
人
の
教
祖
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
、
と
主
張
 す
る
人
々
が
現
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
 と
こ
ろ
、
か
か
る
人
物
 

の
 存
在
は
史
料
上
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
 シ
 リ
ア
に
は
、
ク
ム
ラ
ン
宗
国
 や
 パ
ル
ミ
ラ
の
「
知
ら
れ
 ざ
る
 神
 」
崇
拝
、
更
に
 

は
 ヴ
ィ
デ
ン
グ
レ
ン
の
云
う
片
田
 申
 す
の
 
コ
 の
の
ユ
ダ
ヤ
・
 イ
ラ
ン
的
示
教
な
ど
の
如
く
、
重
要
な
宗
教
活
動
の
創
 始
 者
で
、
名
前
を
後
世
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ミトラ教の起源について 

（
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 0
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つ
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Ⅰ
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 0
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宙
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：
 目
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 や
縛
ト
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の
ト
一
 ノ
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コ
 ・
 0
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ヴ
仁
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@
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ド
 
0
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Ⅱ
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ぃ
 Ⅱ
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ら
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亡
 e
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つ
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 へ
 0
 ヨ
 日
コ
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ト
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つ
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中
 
べ
 

（
Ⅲ
）
の
 仁
ヨ
呂
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 ，
 0
 ロ
・
ユ
ダ
 

目
、
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目
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｜
 Ⅰ
 っ
 P
@
 ぎ
乙
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ヲ
 
三
日
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 笘
 当
下
ま
 0
P
 う
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@
 
俺
沌
 
）
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@
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・
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コ
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o
 汗
ヨ
ひ
ミ
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c
@
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の
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毬
鶴
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@
 
（
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壺
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・
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い
目
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末
は
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ト
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の
・
㌧
㌧
・
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ロ
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・
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の
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0
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ヨ
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o
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ユ
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：
Ⅰ
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つ
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0
0
 

（
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@
 目
，
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 0
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の
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り
一
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の
 ャ
づ
ロ
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「
の
 

コ
，
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の
Ⅱ
㌧
 
由
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Ⅰ
，
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ト
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毛
 ぎ
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ロ
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「
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Q
 ロ
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 ユ
 （
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，
ロ
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め
（
 

 
 

（
Ⅱ
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ヨ
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鮭
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グ
・
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づ
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の
（
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コ
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0
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u
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目
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 コ
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o
P
.
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ぎ
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-
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・
や
き
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 せ
ミ
ヨ
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コ
 。
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0
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っ
目
ダ
 Ⅰ
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z
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・
Ⅰ
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の
百
ヨ
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コ
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，
 0
 で
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@
 
（
・
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目
 ，
 ロ
 ・
の
ト
一
 

せ
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Ⅱ
 
已
ロ
 
い
の
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ぺ
 
0
 
っ
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0
 つ
 い
 
@
 
ア
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 H
.
z
0
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ト
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の
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ミ
二
才
 

コ
 
ぃ
コ
年
り
 

（
 
"
 ひ
ヰ
 
由
江
の
の
の
 

け
へ
 
-
 
の
 
㏄
ヨ
日
㏄
侍
 

ヤ
 Ⅰ
の
の
 
曲
 0
 ヨ
 -
 
（
 
ゴ
 Ⅱ
 
い
 の
（
・
 ぺ
 0
%
 
ド
ひ
 
も
っ
下
っ
 
卜
 ～
寸
心
三
心
さ
 
助
 つ
め
 
@
 
ぬ
 ハ
ヒ
 0
 Ⅰ
 卜
 寅
叩
叩
氏
 

Ⅱ
 毎
 Ⅰ
 叩
卜
 悪
さ
も
・
 

註
 （
 
1
 ）
オ
リ
エ
ン
ト
、
 
セ
 0
 プ
臣
 ・
 之
 0
 
の
・
の
「
 

か
 ・
の
㏄
 
頁
 以
下
の
 拙
稿
「
ミ
ト
ラ
と
ク
ロ
ノ
ス
」
参
照
。
 

（
 
2
 ）
Ⅱ
・
の
二
日
。
 

コ
 （
・
 
円
 0
 
パ
リ
 
り
の
 
0
 
（
 ヨ
 。
二
年
 

ヨ
 0
 
コ
ド
 
の
め
の
Ⅰ
Ⅱ
。
の
Ⅱ
の
 

田
 ま
い
 

a
u
x
 

ヨ
毛
 t
e
 

（
の
の
き
 

目
ぎ
プ
 
き
、
（
 ヘ
ト
 
㏄
つ
 
め
 ）
二
 ヘ
 
Ⅱ
㏄
 
つ
の
 
）
 の
 ㎡
・
で
・
 

ト
 １
円
 
い
 一
づ
・
い
い
い
 

以
下
（
結
論
）
に
よ
る
。
結
論
の
部
分
は
後
に
 、
ま
ゼ
 
の
（
 

w
q
 

の
の
 

ロ
 
の
巨
 （
 
オ
 「
の
の
題
名
 て
 独
立
の
刊
行
物
と
な
っ
た
。
 

（
 
3
 ）
こ
の
地
理
上
の
帰
属
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
 憲
 真
似
 不
参
照
。
 

（
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ヨ
 
0
 臣
 （
。
 
ド
の
ポ
 
侍
の
の
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（
 ヨ
 。
コ
口
ヨ
 

0
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（
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，
ロ
，
づ
 

・
㏄
の
１
つ
ト
一
 

ワ
 ）
の
 
づ
 1
.
 
の
 一
目
・
）
・
 

せ
 ミ
ヨ
 い
 
の
の
「
の
 

コ
 ・
の
 
0
 「
 
つ
 Ⅰ
の
（
 
コ
の
 
c
r
 

一
つ
 

t
@
o
 

コ
 ヒ
ヨ
 痒
ピ
ミ
 
。
二
 
%
 ヨ
の
ヰ
ヰ
 

。
Ⅱ
 
由
ヨ
 

オ
巴
 
@
 ご
 コ
田
宮
ざ
す
ふ
い
 

い
り
 
の
・
Ⅰ
 
-
 （
 
ト
の
臼
ウ
 

）
 之
 0
 
の
・
い
の
 

１
 の
 い
一
ド
 （
）
 

の
の
っ
）
、
 

N
Q
.
 

い
 
の
・
碑
文
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
 
目
 
生
り
 
汀
 二
 %
 
オ
 ・
 
ニ
 o
E
 
日
の
 
Ⅰ
年
の
 

@
H
 
二
の
。
Ⅰ
 

-
 
つ
 

圧
 
@
 
ゥ
コ
 
の
の
Ⅰ
 
e
 
り
目
こ
 

の
の
の
田
田
文
 

コ
 の
の
曲
 
e
 ナ
 
い
の
 せ
 Ⅰ
 
ピ
の
 
-
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（
 
ト
 
0
 曲
 つ
 
）
 "
 ト
乙
っ
 

ダ
ト
 １
 の
の
・
日
像
 
群
 に
つ
い
て
は
や
 
0
 三
 「
 
組
ヨ
ド
コ
 
・
㌧
の
「
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ア
 の
の
 
0
 
づ
㏄
 
り
 
の
の
の
 

目
 -
 
隼
の
の
 

-
 

ト
 
の
の
 
2
,
 
ワ
ミ
 １
 %
 
 が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
最
近
の
再
調
査
に
つ
い
 て
は
、
 円
 ・
 
G
 っ
キ
・
も
さ
Ⅰ
～
 

っ
 こ
白
さ
 
助
 ～
 
窯
 簿
記
 
タ
目
，
 ）
の
臼
の
・
 

づ
で
 ト
い
ヰ
 
@
 く
り
コ
つ
 

り
 

日
巳
日
ゅ
 ㏄
由
の
（
 
マ
 ゴ
ス
神
官
マ
ク
シ
ム
 ス
 ）
が
教
祖
で
 あ
っ
た
ろ
う
。
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す
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㌧
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め
 ・
ミ
目
 

@
0
0
.
 

口
 （
・
。
 
ロ
 ・
）
の
の
一
口
・
）
の
め
 

（
 
め
 ）
の
 年
づ
目
 

。
 コ
 （
 
、
 0
 つ
 ・
 ム
 （
・
・
 
目
 ，
 ロ
 ・
 ト
 ㏄
 つ
一
 せ
の
Ⅱ
口
目
り
の
 

0
 Ⅰ
㏄
 
コ
 ・
の
。
 
「
 
っ
 Ⅰ
 ダ
 
Ⅰ
 ，
ア
 0
.
 
ぃ
 Ⅱ
一
目
・
や
Ⅰ
の
・
 
已
 ・
 
ミ
ヨ
 
は
、
こ
の
浮
彫
の
 く
 ト
ラ
ス
神
が
フ
リ
ュ
 

ギ
ア
帽
子
の
代
り
に
冠
を
戴
く
こ
と
を
指
摘
し
、
ミ
ト
ラ
教
の
 直
接
的
な
証
拠
で
は
な
い
、
と
云
う
。
 

（
㏄
）
の
 仁
ヨ
 0
 コ
 （
。
 
0
 ロ
 ・
 ユ
 （
・
 
、
 Ⅰ
 、
 や
の
 印
 ・
の
（
・
 
申
宅
 ぺぎ
・
 

0
Q
.
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、
 ㌧
・
 
ト
ト
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・
一
戸
ミ
ヨ
・
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u
v
e
p
u
 

Ⅹ
 日
 0
 コ
由
ヨ
の
づ
 

あ
の
 

a
c
 

ふ
の
巨
の
団
の
 

*
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 宙
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0
 
ヨ
 ぃ
ぎ
辞
 ㏄
 セ
え
 Ⅰ
 ポ
 リ
ハ
 
Ⅰ
 
り
ハ
 
（
円
の
の
 

N
 ）
 ，
布
こ
べ
け
｜
 

ど
ぎ
乙
 ：
 ド
の
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の
 
由
ゑ
ぃ
 三
口
「
の
 
-
,
 
や
 ）
 6
0
 

以
下
。
 

（
㏄
）
の
 廷
ヨ
っ
且
、
ぎ
 
立
臼
母
の
コ
キ
組
の
目
ぎ
の
 由
お
 、
 毛
 ・
 ミ
 （
・
 ム
 「
日
で
は
、
調
査
不
十
分
は
理
由
に
な
ら
な
い
。
小
ア
ジ
ア
 西
 声
 の
ギ
リ
シ
ア
系
都
市
 

は
 広
範
な
発
掘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ト
ラ
教
遺
跡
を
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仏
教
が
興
起
し
た
時
代
は
 、
イ
 ソ
 ド
 思
想
史
上
極
め
て
重
要
な
 位
置
を
 

占
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
巴
想
の
研
究
は
誠
に
魅
力
 あ
る
課
題
 

で
あ
る
。
著
者
雲
井
 昭
 善
博
士
は
現
在
大
谷
大
学
で
イ
ン
ド
 学
 を
 担
当
さ
 

れ
て
い
る
が
、
早
く
か
ら
原
始
仏
教
や
パ
一
 リ
 語
の
研
究
に
す
 ぐ
れ
た
 業
 

績
 を
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
集
大
成
し
た
成
果
が
、
今
回
の
著
作
と
 な
っ
て
 る
 

ら
わ
れ
た
。
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
昭
和
三
十
五
 年
末
に
一
 

応
 ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
海
外
生
活
な
ど
に
よ
り
 公
 け
に
す
る
 

機
会
が
遅
れ
、
こ
の
た
 ぴ
 若
干
の
加
筆
を
し
て
出
版
の
運
び
に
 ね
づ
た
と
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う
。
長
ら
く
待
望
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れ
て
い
た
だ
け
に
、
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の
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刊
は
学
 界
 の
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め
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賀
に
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え
ぬ
と
こ
ろ
で
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る
。
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の
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が
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 6
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 仏
教
を
側
面
 

か
ら
浮
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
も
指
摘
し
 て
い
る
よ
 

 
 

寒
ぬ
ぉ
目
 

国
 で
は
つ
と
に
 

n
d
i
e
n
 

  

書
 

評
 

雲
井
階
 善
著
 

「
仏
教
興
起
時
代
 の 
田   
想、 
研 
究 
。 @ 

藤
田
宏
 達
 

め
 
悪
め
ぼ
軋
も
 
オ
 
Q
.
 
め
い
め
ミ
 ・
 パ
 @
 
目
 ・
 ト
 
㏄
の
 
ヨ
 （
 
q
 討
ぬ
 ㏄
 Q
c
 
～
 
さ
 ～
 0
 「
 
宙
 Ⅰ
 笘
 
@
 鎔
寮
 
Ⅰ
 
@
 
つ
さ
 

ぎ
ゃ
筏
 Q
x
 
へ
案
 

@
1
 
未
り
 
-
0
@
 

窯
 
～
・
）
 

@
@
S
.
-
R
 

～
～
 

ド
出
刈
 

*
@
 

～
 ～
～
 

@
 @
n
@
.
-
 

の
づ
 ～
 
さ
へ
 

n
.
 
宙
 ・
 ヴ
 ）
・
の
 
安
ゑ
 年
ヂ
 

の
注
い
廷
ま
 

p
-
 Ⅰ
の
㏄
 

つ
 
）
一
円
・
 
ミ
 ・
 オ
ず
せ
 
の
 ロ
ド
 で
 
ぎ
 夕
山
 8
 目
も
む
 

キ
叶
 へ
さ
も
 
Ⅰ
 
宙
 
・
Ⅱ
 
こ
 
0
 コ
 

ト
の
っ
 

の
が
あ
り
、
近
く
は
 
ロ
 ・
 
ロ
 ・
 
メ
 0
 雀
ヨ
三
 ・
 つ
 ぎ
 C
u
 ～
～
Ⅹ
「
 

e
a
 さ
も
 

Ⅰ
 
0
 臣
 ・
 

Q
 へ
ぐ
 
～
～
～
 

め
さ
へ
 

～
 
宝
 
。
Ⅰ
 卜
 弐
ざ
 叢
 里
数
Ⅰ
 
ぎ
由
 ～
 
め
 
～
 
Q
 「
～
 
n
R
 
～
 O
 ミ
 ～
 
Ⅰ
寒
へ
・
 

ト
 0 

コ
 Ⅰ
。
 
臣
 @
 お ③
（
山
崎
利
男
 訳
 
「
イ
ソ
 ド
 古
代
史
し
昭
和
四
十
一
年
）
の
  
 

う
な
注
目
す
べ
き
研
究
も
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て
い
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が
、
わ
が
国
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は
こ
れ
ま
 で
 仏
教
の
 

教
理
的
な
研
究
に
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た
る
関
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が
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が
れ
、
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会
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景
に
関
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て
は
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は
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中
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究
」
 
雀
 印
度
哲
学
研
究
 口
 第
二
所
収
）
や
「
六
十
二
見
論
 」
（
同
上
 

筈
 二
所
収
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
研
究
 が
 進
ん
で
 

い
る
が
、
近
年
で
は
外
国
で
も
、
た
と
え
 ぱ
ナ
 ・
「
・
 

め
 a
 の
 
オ
ジ
ヨ
 
・
 笛
音
 ～
 
0
 礎
 

Ⅰ
 ぉ
 
も
も
 

o
c
 

～
 
叢
 さ
の
め
っ
Ⅱ
～
 

お
ぬ
悶
 Ⅱ
 ぎ
へ
か
 
さ
め
，
 

こ
 0
 コ
 曲
 。
 
タ
ト
り
ワ
ト
 の
 
よ
う
な
す
 

ぐ
れ
た
研
究
が
あ
ら
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
、
著
者
は
 こ
う
し
た
 

内
外
の
諸
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
問
題
意
識
に
立
っ
 て
 、
こ
の
 

分
野
に
対
す
る
独
自
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
 

本
書
の
内
容
は
、
本
論
が
六
章
か
ら
成
り
、
前
に
「
序
言
」
と
   

0
 所
在
」
を
述
べ
、
後
に
「
総
論
」
と
し
て
全
体
の
構
成
と
要
   

 
 

て
い
る
。
 



第
一
章
「
仏
教
興
起
時
代
」
に
お
い
て
は
、
第
一
節
で
時
代
 設
 定
 の
 問
 

題
 を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
仏
教
が
興
っ
た
当
時
の
イ
ン
ド
 
か
 ら
 始
ま
っ
 

て
 、
仏
教
が
一
つ
の
完
固
と
し
て
の
形
態
を
と
と
の
 え
 、
イ
ン
 ド
 宗
教
史
 

の
上
に
確
固
た
る
地
盤
を
き
ず
く
に
い
た
っ
た
時
代
ま
で
を
 指
 す
と
し
、
 

年
代
的
に
は
西
紀
前
六
世
紀
か
ら
二
世
紀
頃
ま
で
と
す
る
。
 し
 か
し
、
 
こ
 

の
時
代
設
定
に
は
、
い
く
 っ
 か
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
 、
厳
密
な
 

意
味
で
は
、
前
五
、
六
世
紀
よ
り
前
一
、
二
世
紀
の
間
と
い
う
 こ
と
に
な
 

る
と
も
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
著
者
は
仏
教
興
起
時
代
を
 ゴ
ー
タ
マ
 

の
 出
現
と
か
 ブ
ソ
ダ
 時
代
と
か
い
う
形
で
は
と
ら
え
ず
、
そ
れ
 よ
り
も
 一
 

層
 包
括
的
な
範
囲
で
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
で
ほ
こ
の
 時
代
に
現
 

わ
れ
た
諸
現
象
並
び
に
諸
思
想
の
歴
史
的
意
義
を
検
討
し
、
 政
 治
的
 社
会
 

的
に
は
十
六
大
国
等
の
部
市
国
家
の
成
立
に
と
も
な
 う
 社
会
組
 織
の
変
動
 

に
 注
目
し
、
精
神
文
化
の
上
で
は
個
人
の
自
覚
、
人
間
の
独
立
土
 
忠
誠
が
基
 

調
 を
な
し
て
い
た
と
論
ず
る
。
著
者
は
こ
の
時
代
が
古
代
イ
ン
 ド
の
 精
神
 

史
 、
文
化
史
、
政
治
史
の
上
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
 果
た
し
て
 

い
后
 こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
の
興
起
と
い
う
 歴
 史
的
事
実
 

の
 意
義
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

第
二
章
「
仏
教
興
起
以
前
の
イ
ン
ド
」
に
お
い
て
は
、
仏
教
典
 起
 時
代
 

の
諸
已
 想
を
論
究
す
る
に
先
立
っ
て
、
仏
教
以
前
の
思
想
を
考
 察
し
て
い
 

る
 。
第
一
節
で
は
イ
ン
ド
の
伝
統
的
宗
教
で
あ
る
バ
ラ
モ
ン
 教
 を
と
り
あ
 

げ
 、
プ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
お
け
る
祭
祀
中
心
の
宗
教
が
 ウ
 パ
ニ
 シ
 ャ
ッ
ド
こ
 
@
 

お
い
て
真
実
な
る
も
の
へ
の
探
究
の
哲
学
に
展
開
し
た
こ
と
を
 指
摘
し
、
 

そ
れ
が
仏
教
興
起
時
代
の
自
由
思
想
を
出
現
せ
し
め
る
橋
梁
の
 役
割
を
演
 

じ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
 杜
ち
 、
著
者
は
 ウ
パ
 
ニ
シ
ャ
 ッ
ド
 習
字
 

が
 、
自
由
思
想
の
興
起
と
直
接
の
関
連
が
あ
る
と
見
る
の
で
あ
 る
 。
第
二
 

8
 

節
は
六
師
外
道
や
六
十
二
見
な
ど
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
物
質
 中
心
主
義
は
 

の
 自
由
思
想
が
興
起
し
た
理
由
を
た
ず
ね
、
そ
れ
は
一
つ
は
 ウ
 
 
 

，
ド
 哲
学
に
見
ら
れ
る
精
神
中
心
主
義
に
対
す
る
反
動
で
あ
り
、
 他
 の
 
一
 

つ
は
当
時
の
経
済
的
社
会
機
構
の
発
展
に
と
も
な
う
必
然
の
結
 果
 で
あ
っ
 

た
と
論
ず
る
。
著
者
の
こ
の
見
方
は
支
持
さ
れ
る
が
、
た
だ
こ
 
0
 節
で
 

は
 、
論
点
は
す
で
に
仏
教
興
起
時
代
に
移
っ
て
お
り
、
仏
教
 典
 起
 以
前
の
 

イ
ン
ド
を
対
象
と
す
る
こ
の
章
の
テ
ー
マ
と
は
多
少
の
ず
れ
が
 あ
る
よ
う
 

に
思
わ
れ
る
。
 

第
三
章
「
仏
教
興
起
時
代
の
諸
思
想
 L
 は
本
書
の
ね
ら
い
と
す
 る
 問
題
 

を
 直
接
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
最
も
充
実
し
た
 
章
 で
あ
 

り
、
 最
も
多
く
の
紙
数
を
費
し
て
い
る
。
第
一
節
は
 プ
，
ダ
時
 代
の
自
由
 

思
想
家
と
し
て
六
師
外
道
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
系
譜
と
共
通
の
 地
盤
を
追
 

架
 し
、
仏
教
と
の
関
係
・
交
流
を
検
討
し
て
い
る
。
六
師
外
道
 ほ
 つ
い
て
 

は
 、
前
記
の
よ
う
に
宇
井
博
士
が
す
で
に
詳
細
を
論
ぜ
ら
れ
て
  
 

著
者
も
ま
た
パ
ー
リ
 
ロ
 長
部
し
の
「
沙
門
 果
経
 L
 
 （蕾
ま
き
 轟
 Ⅰ
㌧
 
浮
 Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

｜
 

の
 
ま
～
～
 

良
 ）
を
中
心
に
、
六
師
の
一
人
一
人
に
関
税
し
た
諸
資
料
 を
 全
部
と
 

り
あ
げ
て
詳
し
い
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
 玉
 小
さ
れ
る
 

六
師
の
思
想
に
は
相
互
に
交
錯
・
混
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
 
低
く
と
も
 

六
師
の
多
く
が
感
覚
論
的
唯
物
論
者
で
あ
っ
た
点
、
ま
た
業
因
 業
果
を
信
 

ぜ
ず
 、
バ
ラ
モ
ン
伝
統
の
祭
祀
・
供
犠
を
否
定
し
た
点
に
お
い
 て
 共
通
点
 

が
 認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
六
師
の
代
表
的
な
説
を
図
式
的
に
解
 明
し
て
い
 

る
 。
そ
の
所
論
は
綿
密
で
あ
り
、
六
師
の
学
説
と
そ
の
出
典
 と
 の
 異
同
 関
 

係
 が
一
目
瞭
然
に
な
っ
て
い
て
、
理
解
に
便
利
で
あ
る
。
第
二
 節
は
 傾
性
 



派
 
G
o
 ガ
向
）
 

り
 （
 
a
-
 
ド
 0%
 ぷ
 （
 
毎
ぃ
 
）
の
唯
物
論
的
思
想
を
甘
と
め
 て
と
 ・
 
り
あ
 

げ
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
時
代
の
ロ
ー
カ
 一
ヤ
タ
 思
想
に
つ
い
 て
は
、
 

師
 外
道
の
一
人
 ア
 ジ
タ
説
を
も
っ
て
そ
の
代
弁
者
と
す
る
の
が
 通
例
で
あ
 

っ
た
 。
し
か
し
、
著
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
疑
義
を
提
起
し
、
 
ロ
ー
カ
ー
 

ヤ
タ
 に
関
す
る
種
々
 な
 資
料
を
検
討
し
て
、
そ
こ
に
唯
物
論
的
 系
統
と
 脆
 

弁
論
的
系
統
と
の
二
つ
の
伝
承
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
 
す
る
。
 前
 

者
の
系
統
は
、
後
代
イ
ン
ド
哲
学
一
般
に
お
い
て
チ
ャ
 
l
 ル
 ヴ
ァ
ー
 カ
 

G
 町
 4
 り
 ガ
 じ
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
初
期
 
仏
教
資
料
 

で
は
チ
ャ
 一
 ル
ヴ
ァ
ー
 カ
 に
相
当
す
る
説
が
ア
ジ
タ
一
人
に
帰
 せ
ら
れ
な
 

い
 所
以
を
論
証
す
る
。
後
者
の
系
統
は
、
初
期
仏
教
資
料
に
あ
 ，
 
ら
わ
れ
る
 

ロ
ー
カ
ー
マ
 タ
 説
が
サ
ン
ジ
 ャ
 的
な
 詫
 弁
論
に
接
近
し
た
も
の
 で
あ
る
 点
 

に
 着
目
し
た
も
の
で
、
こ
の
系
統
の
説
は
後
の
「
 傍
 棚
経
 ヒ
な
 ど
の
大
乗
 

経
典
に
も
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
系
統
が
門
大
乗
 広
 百
論
 釈
論
 L
 な
 

ど
の
大
乗
経
論
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
と
流
れ
を
異
に
し
て
 
い
る
と
い
 

芳
命
脈
（
 巨
 
-
@
 
l
 

）
Ⅰ
 

由
拝
 
8
 
%
 古
せ
八
方
ぃ
）
に
つ
い
て
三
つ
の
問
題
点
を
 

う
 。
こ
の
よ
う
に
、
順
世
派
に
関
し
て
二
つ
の
伝
承
を
明
ら
か
 

は
 、
著
者
の
独
創
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 第
三
節
は
 

あ
げ
て
論
 

に
し
た
の
 

昏
 

す
る
。
第
一
は
邪
念
外
道
と
い
う
呼
称
は
必
ず
し
も
仏
教
者
の
 艇
称
 で
は
 

な
く
て
、
マ
ッ
カ
 リ
 ・
 ゴ
一
 サ
ー
ジ
の
教
義
自
体
に
も
内
容
的
 に
 窺
わ
れ
 

る
こ
と
、
第
二
に
ゴ
 l
 タ
マ
・
 プ
ッ
ダ
 は
ア
 l
 ジ
ー
ヴ
ィ
 カ
 に
 対
し
て
 厳
 

評
し
い
批
判
を
も
っ
て
答
え
た
が
、
そ
れ
は
ゴ
ー
サ
 

一
 う
の
 努
力
無
用
論
と
 

業
 思
想
の
否
定
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
 ア
｜
 ジ
ー
ヴ
ィ
 

 
 

 
 

｜
 ジ
ー
ヴ
ィ
 カ
 に
関
し
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
 ナ
 ・
 
r
.
 

細
の
 

ア
 ド
 ヨ
 
の
 好
著
 

が
あ
る
が
、
 語
 右
が
 初
姻
 仏
教
資
料
を
中
心
と
し
て
、
ァ
一
ジ
 @
 ヴ
ィ
 カ
 

宗
 団
の
実
態
を
独
自
に
究
明
し
た
点
は
、
賞
讃
さ
れ
る
べ
き
で
 あ
る
。
 第
 

四
節
は
六
十
二
見
中
の
現
在
淫
薬
論
の
五
見
を
と
り
あ
げ
、
 こ
 れ
 る
ゴ
 l
 

タ
マ
 ・
 プ
ッ
ダ
 の
 現
法
 淫
薬
 と
 比
較
検
討
し
て
い
る
。
前
者
は
 五
欲
に
 耽
 

る
 快
楽
主
義
 か
 、
あ
る
い
は
四
禅
に
よ
る
一
種
の
忘
我
の
世
界
 に
 沈
潜
 す
 

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
如
実
知
見
、
 般
 若
の
智
慧
 

に
よ
っ
て
無
明
・
渇
愛
の
滅
が
現
成
す
る
こ
と
を
指
し
た
も
の
 で
、
そ
こ
 

に
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 

第
四
章
「
仏
教
興
起
の
社
会
的
基
盤
」
は
前
章
に
引
続
い
て
 本
 %
 高
の
ね
 

ち
 い
と
す
る
問
題
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
分
量
は
そ
 れ
ほ
ど
 多
 

く
な
い
。
著
者
は
こ
れ
を
三
つ
の
節
に
分
け
て
論
ず
る
。
第
一
 節
は
経
済
 

社
会
の
確
立
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
、
ま
ず
 プ
ッ
ダ
 時
代
に
お
 い
て
 パ
 ラ
 

モ
ソ
 の
社
会
的
地
位
が
後
退
し
た
こ
と
か
ら
論
を
起
こ
し
、
 都
 両
国
家
の
 

成
立
と
と
も
に
職
業
の
分
化
が
生
じ
、
新
し
い
経
済
社
会
が
成
 立
し
た
こ
 

と
を
述
べ
る
。
第
二
節
で
は
、
都
市
同
家
の
成
立
を
媒
介
と
し
 て
 ク
シ
ャ
 

ト
リ
 ヤ
階
級
が
 拾
顕
 し
、
ま
た
経
済
社
会
の
実
権
を
掌
握
す
る
 も
の
と
し
 

て
 、
商
工
業
者
、
と
く
に
長
者
や
居
士
が
進
出
し
た
こ
と
を
 指
 摘
し
、
こ
 

れ
ら
が
仏
教
興
起
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
検
討
す
る
 。
第
一
二
節
 

で
は
さ
ら
に
こ
の
点
を
仏
教
教
団
の
支
持
者
と
い
う
形
で
細
説
 す
る
。
 本
 

 
 

 
 

の
 在
世
時
代
に
限
定
し
て
、
ア
ナ
ー
タ
ビ
ン
デ
ィ
カ
長
者
を
は
 じ
め
と
す
 
9
1
 

る
 有
力
な
外
 護
 者
を
と
り
あ
げ
、
か
か
る
支
持
者
を
う
る
に
い
 た
っ
た
 原
 
1
 



動
力
が
ゴ
ー
タ
マ
・
 プ
ッ
ダ
 の
法
の
説
得
力
と
万
人
の
心
を
み
 た
す
精
神
 

に
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
 

第
五
章
「
宗
教
と
そ
の
本
質
バ
ラ
モ
ン
宗
教
と
仏
教
の
論
 
占
 @
 
｜
 」
 

は
 、
バ
ラ
モ
ン
 教
 と
仏
教
と
の
宗
教
的
立
場
の
栢
違
を
明
ら
か
 に
し
て
い
 

る
 。
第
一
節
で
は
バ
ラ
モ
ン
宗
教
の
本
質
が
祭
祀
に
あ
る
こ
と
 を
 述
べ
、
 

祭
祀
に
お
け
る
多
く
の
供
犠
、
と
く
に
動
物
を
殺
害
す
る
こ
と
に
 対
し
て
、
 

コ
ー
タ
 マ
 ・
 プ
，
ダ
が
 慈
悲
の
精
神
に
立
っ
て
鋭
く
批
判
を
し
 た
こ
と
を
 

経
説
に
即
し
て
論
ず
る
。
第
二
節
で
は
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
プ
ラ
ー
 フ
 マ
ナ
 

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
い
た
る
バ
ラ
モ
ン
宗
教
に
お
け
る
来
世
 意
 識
の
展
開
 

を
あ
と
づ
け
、
そ
れ
に
対
す
る
仏
教
の
批
判
的
立
場
を
明
ら
か
 に
す
る
。
 

仏
教
興
起
時
代
の
自
由
思
想
家
た
ち
は
、
古
代
人
の
意
識
を
来
 世
 よ
り
 現
 

実
の
世
界
へ
引
き
も
ど
し
、
現
世
主
義
を
立
脚
点
と
し
た
が
、
 
コ
ー
タ
 マ
 

プ
ッ
ダ
 は
来
世
の
存
在
、
非
存
在
に
は
無
記
の
立
場
を
と
 

っ
た
 。
 た
 

だ
 、
 施
 ・
 戒
 ・
生
天
の
三
論
な
ど
の
 教
 説
を
通
じ
て
来
世
の
存
 在
 が
示
さ
 

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
倫
理
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
、
 別
箇
に
 考
慮
さ
る
 

宗
教
に
対
し
て
、
仏
教
が
人
間
の
宗
教
と
し
て
規
定
づ
け
ら
れ
 

べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
第
三
節
で
は
 プ
ッ
ダ
 時
代
の
外
道
の
所
 依
処
 と
し
 

 
 

て
 説
か
れ
る
宿
命
論
・
 無
 国
論
・
有
神
論
の
三
種
の
説
を
と
り
 あ
げ
、
 宿
 

命
 論
と
無
因
論
は
六
師
外
道
が
主
張
し
た
も
の
、
有
神
論
は
正
 統
 バ
ラ
 モ
 

ン
が
 主
張
し
た
も
の
と
比
定
 し
 、
こ
れ
ら
に
対
し
て
ゴ
ー
タ
マ
 
プ
ッ
ダ
 

が
 縁
起
説
を
根
拠
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
批
判
を
行
な
っ
た
か
 を
 具
体
的
 

に
 考
察
し
て
い
る
。
第
四
節
で
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
基
盤
と
し
て
 の
 四
姓
 研
 

を
と
り
あ
げ
、
パ
ラ
 モ
ソ
 第
一
主
義
と
そ
の
批
判
・
確
執
の
問
 題
を
検
討
 

し
、
 進
ん
で
ゴ
ー
タ
マ
の
四
姓
平
等
観
を
あ
と
づ
け
、
バ
ラ
 モ
  
 

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 

 
 

第
六
章
「
原
始
仏
教
の
倫
理
性
」
は
、
仏
教
の
基
本
的
な
立
場
 を
 倫
理
は
 

的
 視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、
著
者
に
よ
る
と
、
本
書
の
結
論
 的
な
も
の
②
 
 
 

で
あ
り
、
同
時
に
本
書
に
つ
づ
く
第
二
部
の
著
作
へ
の
い
と
 ロ
 と
も
な
る
 

も
の
で
あ
る
。
第
一
節
は
仏
教
に
お
け
る
人
間
の
問
題
を
有
情
 ・
玉
繭
・
 

五
敗
 繭
 ・
口
調
性
 は
 つ
い
て
考
察
し
、
こ
れ
を
六
師
外
道
の
所
 説
 と
比
較
 

し
 、
人
間
の
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
特
色
を
見
出
し
う
る
と
す
 る
 。
第
二
 

節
 で
は
人
間
存
在
の
場
と
し
て
の
世
間
を
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
 見
る
か
と
 

い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
、
出
世
間
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
、
 一
 助
法
の
 如
 

突
如
と
い
う
根
本
的
立
場
に
 @
 及
す
る
。
第
三
節
で
は
原
始
 仏
 数
 に
お
け
 

る
善
 
・
悪
の
用
法
を
検
討
し
、
世
間
的
な
有
漏
の
善
・
不
善
に
 対
し
て
、
 

仏
教
本
来
の
善
が
出
世
間
的
な
無
漏
の
善
で
あ
り
、
絶
対
 善
と
  
 

行
 で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
第
四
節
は
イ
ン
ド
思
想
を
貫
く
 輪
廻
思
想
 

を
と
り
あ
げ
、
仏
教
以
前
の
輪
廻
思
想
の
発
生
と
展
開
を
眺
め
 つ
つ
、
 ，
コ
 

｜
 タ
ヤ
・
 プ
ッ
ダ
 
の
輪
廻
説
を
検
討
し
、
そ
れ
が
単
な
る
倫
理
 的
 要
請
と
 

し
て
の
意
義
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
的
な
価
値
の
世
界
に
お
い
 て
と
ら
え
 

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
関
連
し
 て
 不
死
と
 

浬
 葉
の
関
係
を
討
究
し
、
仏
教
に
お
け
る
 浬
 磐
の
思
想
史
的
意
 義
を
究
明
 

し
て
い
る
。
 

以
上
、
本
書
の
章
節
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
を
素
描
 
し
 て
み
た
 

出
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
ゴ
ー
タ
マ
 
プ
ッ
ダ
並
 

び
に
原
始
仏
教
の
周
辺
を
側
面
か
ら
多
角
的
に
と
ら
え
よ
 う
と
  
 

で
、
イ
ン
ド
思
想
史
上
に
お
け
る
仏
教
興
起
の
位
置
づ
け
を
 鮮
 明
に
描
き
 

出
し
て
い
る
。
章
節
の
立
て
方
は
必
ず
し
も
体
系
的
な
も
の
 
で
は
な
い
 



が
 、
し
か
し
 栢
 互
に
連
関
し
つ
つ
、
著
者
の
幅
の
広
い
問
題
意
 識
 を
よ
く
 

示
し
て
い
る
。
最
初
に
も
記
し
た
と
お
り
、
現
在
で
は
こ
の
方
 面
 に
関
す
 

る
 内
外
の
諸
研
究
が
か
な
り
 進
 殿
し
て
い
る
の
で
、
著
者
の
見
 解
 も
そ
れ
 

ら
の
研
究
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
が
、
し
か
し
 時
 に
 創
見
を
 

提
示
し
、
全
体
と
し
て
は
穏
健
か
つ
公
正
な
論
述
を
展
開
し
て
 い
る
。
 叙
 

述
も
懇
切
・
平
明
で
説
得
力
に
富
み
、
専
門
学
者
ば
か
り
で
な
 く
 、
一
般
 

の
 読
書
 界
 に
も
推
奨
で
き
る
書
物
で
あ
る
。
 

た
だ
、
一
二
気
づ
い
た
点
を
記
す
と
、
内
容
に
関
す
る
問
題
と
し
 て
は
、
 

本
書
で
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
研
究
が
あ
ま
り
大
き
な
比
重
を
占
め
 て
い
な
い
 

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
が
 大
き
く
と
 

り
あ
げ
た
順
世
派
 と
 郡
令
 派
は
 、
も
ち
ろ
ん
極
め
て
重
要
で
あ
る
 
 
 

し
 仏
教
と
の
対
比
か
ら
す
れ
ば
六
師
外
道
の
中
で
最
も
注
目
す
 ぺ
 き
も
の
 

が
、
ニ
 
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
 フ
ッ
タ
 
で
あ
る
こ
と
は
恐
ら
く
 異
ぁ
冊
 
が
な
い
で
 

あ
ろ
う
。
著
者
は
 ニ
 ガ
ン
タ
説
に
つ
い
て
は
パ
ー
り
の
「
沙
門
 果
経
 」
 を
 

中
心
と
す
る
諸
説
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
れ
ら
は
仏
教
 の
 立
場
か
 

ら
み
た
も
の
で
、
不
備
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
会
食
 円
照
 博
士
 

が
 明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
省
印
度
古
代
精
神
史
 L
 
 
一
八
四
 

｜
 一
九
 0
 頁
 、
 二
 0
 九
｜
 二
八
八
頁
参
照
）
。
最
近
、
中
村
元
 博
士
も
 ジ
 

ャ
 イ
ナ
教
の
古
い
典
籍
で
あ
る
司
空
 仙
 の
こ
と
ば
 L
 
（
 
%
 め
～
 
ミ
 Ⅰ
 
匂
ヘ
セ
さ
 

～
 
べ
 い
）
 

に
も
と
づ
い
て
、
仏
教
興
起
時
代
の
諸
思
想
に
関
す
る
新
事
実
 を
 解
明
さ
 

詐
 

れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
思
想
研
究
に
と
っ
て
ジ
ャ
イ
 ナ
 散
聖
典
が
大
き
 

な
 資
料
的
価
値
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
ジ
ャ
 イ
ナ
散
聖
 

英
ほ
つ
い
て
は
 @
@
 

ロ
ま
 
担
 
的
に
も
、
文
献
的
に
も
、
今
日
な
お
未
開
 拓
な
 面
が
 

喜
多
く
、
す
こ
ぶ
る
困
難
な
研
究
領
域
で
あ
る
が
、
著
者
は
 

す
で
に
門
出
 札
 

小
辞
典
し
（
昭
和
三
十
六
年
）
を
 著
 わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
 

プ
一
 フ
 ー
ク
リ
 

ッ
ト
 語
に
堪
能
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
こ
の
方
面
の
研
究
に
進
 み
 得
る
数
 

少
な
い
学
者
の
一
人
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
今
す
こ
し
ジ
ャ
イ
 ナ
 教
の
解
明
 

に
 紙
幅
が
与
え
ら
れ
て
も
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
、
過
大
な
注
 文
 で
は
な
 

い
で
あ
ろ
う
。
 

次
に
、
形
式
的
な
問
題
と
し
て
は
、
本
書
の
引
用
文
や
説
明
に
 若
干
の
 

重
複
が
認
め
ら
れ
る
が
（
と
く
に
第
三
章
第
一
節
，
第
二
節
・
 め
空
一
一
節
）
 

、
 

こ
れ
は
も
う
少
し
工
夫
し
て
整
理
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
で
 は
な
か
ろ
 

う
か
。
引
用
文
に
は
抄
訳
（
一
八
九
頁
の
同
 経
 巣
口
の
 諸
掲
 な
 ど
 ）
や
眼
 

意
訳
（
 二
ゼ
 二
頁
の
由
 ャ
ゃ
 
Q
Q
.
 
ミ
や
目
 。
 ダ
 し
と
ど
 忘
こ
 
目
寸
 ・
 セ
，
 

き
 ・
）
の
文
な
ど
）
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
 旨
断
 わ
っ
て
 な
 か
な
い
と
 

誤
解
を
ま
ね
く
で
あ
ろ
う
。
説
明
の
用
語
と
し
て
、
た
と
え
ば
 「
初
期
 仏
 

教
 」
「
原
始
仏
教
」
「
河
合
仏
教
」
と
い
う
語
が
か
な
り
自
由
に
 

 
 

て
い
る
が
、
こ
れ
も
あ
ら
か
じ
め
定
義
を
与
え
て
お
い
た
ほ
う
 が
よ
か
っ
 

た
よ
 
つ
に
 忠
つ
 。
ま
た
ア
ジ
 
タ
 ・
ケ
ー
サ
カ
ン
パ
リ
 
ー
 
（
 
臣
 -
@
 

（
 
ぃ
 
本
塁
 り
 

蕾
ヨ
 す
り
 
目
コ
 
）
と
あ
る
の
も
、
ケ
ー
サ
カ
ン
バ
リ
ン
に
す
る
か
、
 木
 の
の
 
ぃ
オ
り
 

ョ
す
目
 ～
に
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
に
統
一
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
 で
あ
ろ
う
 

（
つ
い
で
な
が
ら
、
 
木
 e
 の
 
ぃ
蚕
ヨ
ヴ
 
a
-
p
 
と
い
う
場
合
が
あ
る
の
も
 ど
こ
か
 

に
 記
し
て
お
い
て
ほ
し
か
っ
た
）
。
本
書
に
は
誤
植
と
い
う
べ
き
 も
の
は
 

少
な
い
が
、
目
に
っ
い
た
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
一
六
頁
 

ヨ
ぃ
 Ⅰ
 す
セ
い
 

隼
の
か
い
 

（
丁
ヨ
 桂
プ
せ
 
a
d
 

の
ひ
 

い
 ）
、
 二
 0
 、
三
三
、
三
 セ
 頁
の
 0
 正
の
の
 ヨ
 い
す
 
い
 -
 
い
コ
 
の
 

つ
 い
隼
い
（
 

J
 。
ロ
ド
 

宙
ゆ
 
）
、
一
二
上
八
百
 

只
し
 「
ド
ア
 

ヨ
 の
 コ
 い
の
で
 

り
 （
 
@
 （
 
f
 セ
 。
づ
い
。
）
 

、
五
 
 
 

目
 c
a
 の
 片
ぃ
コ
隼
 

す
 い
 （
 
@
 。
 巨
す
出
 
）
）
、
一
三
五
頁
し
す
㏄
日
日
り
で
㏄
 

宙
ゆ
笘
 
h
a
 
オ
 ヰ
円
 
す
曲
（
 

@
4
 
1
 

 
 

ロ
 a
d
a
 
窩
す
 
p
 。
）
、
一
五
五
頁
 巾
ゅ
ヴ
ぃ
 
（
Ⅰ
㌧
曲
で
ぜ
、
二
四
 
0
 頁
 ㌧
 ぃ
 由
り
 
リ
 ヨ
の
 す
 



り
 浅
古
ぃ
（
 
J
 。
 
目
鉗
 ）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
索
引
」
で
も
そ
 
の
ま
ま
に
 

な
っ
て
い
る
か
ら
、
訂
正
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三
頁
 に
 ，
コ
ー
タ
 

マ
 ・
ブ
ッ
ダ
の
年
代
と
し
て
 里
 0
.
 
か
 の
の
１
ひ
の
い
と
記
し
て
お
り
 

、
こ
れ
 

ぱ
 恐
ら
く
中
村
博
士
 説
に
 拠
ら
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
そ
れ
な
 ，
 
臣
 は
の
の
 
ぃ
 

ほ
の
の
の
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
 

以
上
は
本
書
に
対
し
て
望
蜀
の
言
を
述
べ
、
あ
わ
せ
て
気
づ
い
 た
 点
を
 

記
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
本
書
の
価
匝
を
何
ら
 損
ず
る
も
 

の
で
は
な
い
。
本
書
は
著
者
の
多
年
に
わ
た
る
 研
跨
 が
結
実
し
 た
も
の
で
 

あ
る
だ
け
に
、
仏
教
の
興
起
に
関
し
て
ほ
こ
れ
ま
で
に
な
い
 規
 模
の
大
き
 

い
 労
作
で
あ
り
、
著
者
の
学
殖
の
深
さ
が
 余
緬
 な
く
示
さ
れ
て
 い
る
。
 字
 

昇
る
稗
 益
す
る
こ
と
の
大
な
る
は
い
つ
ま
で
も
な
い
。
著
者
は
 本
書
に
つ
 

つ
く
第
二
部
と
し
て
、
仏
教
そ
の
も
の
の
内
面
的
把
握
を
目
 

号
表
 四
三
頁
、
平
楽
手
書
店
、
一
九
六
 セ
 年
三
月
刊
、
定
価
三
 

的
と
し
た
 

、
五
 

「
原
始
仏
教
の
倫
理
」
を
ま
と
め
る
べ
く
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
 そ
の
 出
 

版
の
日
を
麹
 望
 す
る
の
は
、
ひ
と
り
評
者
の
み
で
は
な
い
で
あ
 ろ
う
。
 

（
 
A
5
 判
、
本
文
四
二
八
頁
、
英
文
目
次
 並
 ぴ
に
梗
概
・
索
引
 
略
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0
 常
務
理
事
会
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
（
木
）
一
一
 
・
三
 

一
 

O
 

｜
 一
四
・
三
 0
 

一
 、
一
・
靖
国
神
社
問
題
を
研
究
す
る
委
員
会
」
の
委
員
の
異
動
 

報
 生
口
。
 

辞
任
１
玉
城
 康
 四
郎
氏
。
新
任
 ｜
 安
斉
仲
良
、
竹
中
信
常
民
。
 

一
 、
国
際
会
議
出
席
者
推
薦
に
つ
い
て
 

「
国
際
宗
教
社
会
学
会
し
（
フ
ラ
ン
ス
）
は
時
日
及
び
明
確
な
場
所
 

が
 

未
定
の
た
め
、
学
会
と
し
て
は
派
遣
不
可
能
。
 

一
 、
「
昭
和
四
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
の
配
分
に
か
か
 6
 審
査
 

委
員
候
補
者
」
の
推
薦
に
つ
い
て
、
候
補
者
決
定
。
 

小
口
 佳
 一
、
武
内
義
範
、
竹
中
信
 常
 、
住
戸
田
六
三
郎
、
柳
川
 啓
一
 

の
 各
氏
。
 

0
 常
務
理
事
会
昭
和
四
十
四
年
二
月
五
日
（
水
）
一
八
・
 
0
 O
 

一
 、
学
術
大
会
開
催
 校
は
 つ
い
て
 

大
阪
市
立
大
学
で
、
十
一
月
二
日
（
日
）
、
三
日
（
月
）
の
連
休
 
に
決
 

定
 。
不
測
の
事
態
発
生
の
場
合
の
対
策
を
協
議
。
 

一
 、
国
際
会
議
国
費
出
席
者
申
請
に
つ
い
て
 

二
月
十
五
日
に
理
事
会
を
開
き
、
候
補
者
を
選
出
す
る
。
 

一
 、
学
術
会
議
宗
教
史
研
究
連
絡
委
員
会
の
存
廃
に
つ
い
て
 

宗
教
史
 研
連
 委
員
長
（
石
津
 照
璽
 ）
は
、
宗
教
史
 研
連
 廃
止
反
 対
の
 

資
料
を
作
成
す
る
。
 

0
 理
事
会
昭
和
四
十
四
年
二
月
十
五
日
（
土
）
 

会
報
 

一
 、
学
術
大
本
ム
開
催
 
校
は
 つ
い
て
 

一
 、
国
際
会
議
国
費
出
席
者
申
請
候
補
者
に
つ
い
て
 

㈲
第
十
回
国
際
宗
教
社
会
学
会
議
 

第
一
候
補
安
斉
神
民
。
第
二
候
補
森
岡
清
美
氏
 

㈲
国
際
宗
教
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

第
一
候
補
脇
本
平
他
 氏
 。
第
二
候
補
補
正
弘
 氏
 

一
 、
新
入
会
員
が
承
認
さ
れ
た
。
 

0
 理
事
会
昭
和
四
十
四
年
二
一
月
十
五
日
（
七
一
四
・
 
0
0
 ｜
ノ
 

一
丁
、
 

三
 O
 

一
 、
東
大
紛
争
に
伴
う
 仮
 事
務
所
借
賃
支
払
い
に
つ
い
て
 

一
 、
学
術
会
議
宗
教
史
 研
連
は
 つ
い
て
 

学
術
会
議
運
営
審
議
会
か
ら
、
宗
教
史
 研
 連
を
廃
止
し
、
教
育
 学
 

研
 連
を
設
置
す
る
提
案
が
出
さ
れ
た
が
、
存
置
継
続
の
要
望
書
 を
出
 

し
 、
第
一
部
と
し
て
は
、
存
置
の
意
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 し
か
 

し
 、
教
育
学
研
 連
 と
の
引
か
え
論
が
く
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
 あ
る
 

の
で
、
Ⅲ
哲
学
研
 連
 と
の
委
員
の
重
複
を
さ
け
る
、
㈲
委
員
を
 交
代
 

す
る
、
の
処
置
が
の
ぞ
ま
し
い
。
新
委
員
と
し
て
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Das religiose Leben in der Zeit 

des israelitischen Konigtums 

Kiyoshi OHATA 

Der vorliegende Aufsatz hat zweierlei Zielsetzungen : einmal sol1 darin geklart 

werden, ob die einigen Figurinen der Gottheiten aus den Erdschichten der Eisenzeit 

wahrend der israelitischen Konigtumsperiode, die bei den Ausgrabungen am Tel 

Zeror in den Jahren 1964-1966 zum Tage befordert wurden, lokale Kultobjekte 

oder vielmehr in ganz Israel verbreitet waren. 

Zweitens sol1 er dazu dienen, die bisher undeutlich gebliebene, wahre Gestalt 

der Jahwe-Religion klarzustellen, namlich in welcher Weise und in welchern Umfang 

der Gott verehrt wurde. 

Damit rnbchte der Verfasser einen Anhaltspunkt gewinnen zur Lasung der Frage 

nach dem Beginn der allgemeinen Annahme des Jahwe-Monotheismus, der wohl 

schon fruh entstanden sein mag, durch das Volk Israel, ob es vor, wahrend oder 

aber nach der Konigtumsperiode war. 

Zu diesern Zweck ist hier ein Versuch unternommen, das religiase Leben in der 

Zeit des israelitischen Konigtums nach Moglichkeit zu rekonstruieren anhand der 

Worte der vorexilischen Propheten, der Notizen in 2. K6nige 22-23 uber den Kult- 

reform Josias sowie des damit im Zusammenhang stehenden Deuteronomiums und 

der Bucher der KBnige. Bei der Analyse der letzteren besonders dienen die bundigen, 

formelhaften Bemerkungen der Deuteronomisten, der Redakteure dieser Bucher, uber 

die KSnige Judas und Israels als Schlussel zur Erforschung ihrer religibsen Politik 

und der religiosen Lage zu ihrer Zeit. 



On the Story of Naciketas 

Junkichi IMANISHI 

Naciketas goes to Yama and is given by him three boons. As the last two 

boons he asks Yama about the Fire, which leads to heaven. This is the motif of 

the story of Naciketas in the Taitt iriya-BrZhmana. In this story his visit to 

Yama is necessitated by the sacrificial rule and idea, but according to the version 

in the Katha-Upani;ad it is the reault of his personal criticism on his father's 

sacrifice and he goes to Yama with heroic courage. We can find here the marked 

individuality of Naciltetas. Yama tries to tempt him worldly pleasures. This episode 

has been compared to the temptation of the Buddha by MBra, but it seems unreason- 

able, because Mara is a pure temptator, but Yama is a teacher,whose temptation 

means a test. Naciketas rejects the worldliness, then is taught philosophical teach- 

ings by Yama. 

The story of Naciketas can be found in the Makdbhdrata (XIII, 70), but this 

version has rather much in common with stories of visit to Yama or other worlds, 

and describes Yama's world in detail. It is doubtful, if we can find the same story 

in the Rgveda :X, l35j. 

As to the way of transmission of knowledge, the idea of boon (uaraj is to be 

noted. While Yama is absent, Naciketas stays in his abode for three days without 

receiving hospitality. In compensation for that he is given three boons. Here under- 

lies the brahmanical, idea of give-and-take. In the Brrihmanas the boon is related 

to sacrifice, but tends to mean the right of question about philosophical problems. 

We can find in Brcihmanas and Upanisads several instances of it, one of which is 

the third boon in the Katha-version of the story of Naciketas. 

On the other hand the philosophical knowledge is given only to the qualified 

persons, such as beloved son, trustworthy disciple or economic upholder. Even if 

the boon of free question (kdma-praSna) is admitted, the teacher tests him, if he 

really deserves the teaching, as in the Katha-Upanisad. But the restriction of 

transmitting knowledge seems to be caused by the notion, that the knowledge is 

divine or belonging to gods (daiva) .  Then the secrecy of instruction can be a 

secondary attribute to the knowledge. This may help us in reconsidering the meaning 

of the word upani;ad. 



On the Relations between Chih 1's 

Method of practising  ama at ha-vipahyana 
in Tz'u-ti-ch'an-men and its Method 

adopted during his Later Half Year 

Masaaki NITTA 

With the view to verifying the course of the formation of the method1of the 

ultimate enlightment in Chih 1's religious thought, 1, in this paper, attempt to 

study whether he pays attention to the method of practising Samatha-vipakyana, 

which adopted during his later half year, in tz'u-ti-ch'an-men which was the most 

important work written by him during his first half year. 

The method of attaining the ultimate enlightment adopted in tz'u-ti-ch'an-men 

is not the method of practising Samatha-vipaiyana but the method of gradual 

attainment of the ultimate enlightment practising DhySna, that is to say, chien- 

tz'u-chih-kuan. 

With a view to helping grasp Chih 1's intention of adopting the method of 

practising Samatha-vipa~yana taking the place of the method of practising Dhyana 

during his later half year, I tried to examine whether the method of practising 

Samatha-vipakyana is indicated with that of Dhyana in tz'u-ti-ch'an-men. 

It is important to study why the method of practising Samatha-vipakyana as  

the method of attaining the ultimate enlightment was adopted during his later half 

year, but I was not allowed to do so owing to the limited space of this bulletin, so 

the study of this sort will be taken up some other day. 



Mithraic Religions in Roman 
Asia Minor and Syria 

Hideo OGAWA 

The Roman Mithraism was quite different from the Mazdean cults of Mitra 

practised in Western Asia from time immemorial. As the very name of the god 

Mithras shows, however, it is not deniable that both had some common elements. 

So the god might travel a long journey in time and in space from Persia to Rome. 

Cumont thought that the Roman Mithraism was formed in the areas inbetween 

(Mesopotamia, Armenia and Asia Minor). 

This theory about the origins of Mithraism is most classical, but it has been 

challenged by M. Wikander and, as M. Will asserts, evidences show that Asia Minor 

played no important part in the formative age of Mithraism. On the contrary, 

there are a considerable number of Mithraic monuments in Syria, whose importance, 

however, has been less evaluated. 

A full topographical survey of the Syrian Mithraism and at  the same time of 

the Syrian inland religions in the Hellenistic and Roman period has led us to the 

conclusion that Syria, in stead of Asia Minor, should be a decisive place for the 

formation of Mithraism and that a magus, or a group of magi, who were active in 

the inland Syria, invented this religion from the religious chaos in the late Hellenistic 

age, synthesizing native and Mazdean elements, that had been greatly diffused there 

.and mixed with the former. 




